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序

出雲市教育委員会では、島根県出雲県土整備事務所 (前 島根県出雲土

木建築事務所)からの委託を受け、平成15年度から県道今市古志線並びに

県道出雲三刀屋線の改良事業予定地において築山遺跡の発掘調査を実施し

てまいりましたが、今年度の調査報告書の刊行をもちまして終了する運び

となりました。本書は、このうち平成16～ 18年度の発掘調査の成果をまと

めたものです。

築山遺跡周辺には、国史跡上塩冶築山古墳をはじめとする古墳、横穴墓、

集落跡などの遺跡密集地帯であり、数多くの歴史的文化遺産が残つていま

す。

今回の調査では、縄文後期から中世までの遺構 。遺物が確認されました。

注目されるものは、建物を取り囲むと思われるL字状の溝、出雲平野でも

屈指の質と量の輸入陶磁器、陰陽道的な色彩の強い呪符木簡などです。こ

れらは、今後、出雲西部の歴史を考える上でも、大変貴重な資料になると

思われます。

本書が、地域の歴史と埋蔵文化財に対する理解と関心を高めるための一

助となれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び本書の刊行にあたり、ご支援ご協力

いただきました島根県出雲県土整備事務所をはじめ、関係の皆様に封して

心からお礼申し上げます。

平成21年 (2009)3月

出雲 市教 育員 会

教育長 黒 目 俊 策



例  言

1 本書は、島根県出雲県土整備事務所の依頼を受けて、出雲市教育委員会が平成16年度

(2004)か ら平成18年度 (2006)に 実施 した、県道今市古志線改良事業に伴 う築山遺跡 (島

根県遺跡番号 :W24、 出雲市遺跡番号 :F23)の 埋蔵文化財発掘調査の記録である。

現地調査は、平成15年度 (2003)か ら平成19年度 (2007)の 5ヵ 年実施 している。このう

ち、平成 15年度調査分については『築山遺跡』 I・ ことして報告している。

2 調査は、用地取得の進捗状況に応じて実施 したことから、調査地の順序は連続 していない。

このため、整理・報告段階で、調査区の名称を北から南に振 り直すこととし、北から南に

4A区、4B区、4B東区、4C区、4D区、 5A区、 5B区 とした。 5B区には、報告Ⅱ

で掲載した場所が含まれているが、今回、関連することからあわせて報告する。

調査区名 と、旧調査区名、面積、所在、発掘調査期間は次のとおりである。

4 Att  H17北区 29-19gr 700だ 、出雲市上塩治町1762,1753,1752-2ほ か

平成17年 4月 25日 から平成17年 10月 21日 まで

4 B tt  H16北区 19-6gr 900だ 、出雲市上塩冶町1754-1,1761

平成16年 10月 28日 から平成17年 2月 14日 まで

4B東区 H17北区18-12gr 150だ、出雲市上塩冶町1762,1753,1752-2ほ か

平成17年 4月 25日 から平成17年 10月 21日 まで

4 C tt  H17北区併 l gr 450だ 、出雲市上塩冶町1762,1753,1752-2ほ か

平成17年 4月 25日 から平成17年 10月 21日 まで

4 D tt  H16南区卜 8gr 700だ、出雲市上塩冶町1742

平成16年 4月 26日 から平成16年 8月 2日 まで

5 Att  H17南区 21 32gr l,450だ 、出雲市上塩冶町1737,1735,1737-3,17342

平成17年 10月 6日 から平成18年 3月 20日 まで



5 B tt  H18南 区 34-55gr 2,400だ 、出雲市上塩冶町17152,1719-7,1719-2,1716,

1725-5,1719-1,17201よ か

平成18年 4月 13日 から平成18年 10月 20日 まで

3 調査は、道路のセンター杭を基準に用い、 5mグ リンドとした。グリッド杭の番号は、東

西はアルファベット、南北はアラビア数字とした。

なお杭番号であるが、東西については、西から東に向かつてアルファベントをふつた。南

北については、4A～ 4C区は、4C区の南辺から北に向かつてアラビア数字をふ り、4D

区は、北辺から南に向かつてアラビア数字をふった。 5A・ 5B区は、北から南に向かつて

アラビア数字をふつた。

また、グリッド名は、4A～ 4C区は北東角の杭番号で呼ぶこととし、 4D・ 5A・ 5B

区は北西角の杭番号で呼ぶこととした。

4 遺構番号は、 4区については、4A区北辺から4D区南辺に向かつて1000番からの通し番

号とした。 5区については、 5A区北辺から5B区南辺に向かつて2000番からの通し番号と

した。

また、遺構の種別を記号をもちいてあらわした。

SA 塀・柵  SB 建物  SD 井戸  SK 土坑  SX その他

SP 柱穴

5 調査体制

平成16年度  現地調査

調 査 主 体 出雲市教育員会 (教育長 黒目俊策 )

調 査 指 導 田中義昭 (島根考古学会 会長 )

東森 晋 (島根県教育庁 文化財課 文化財保護主事)

中村唯史 (三瓶自然館サヒメル指導員 )

事 務 局 板倉 優 (出雲市 文化企画部 芸術文化振興課長 :合併前)

神門 勉 (出雲市 文化観光部 文化財課長 :合併後 )

川上 稔 ( 同 主査)

調 査 員 三原一将 (出雲市 文化財課 副主任主事)

米田美江子 ( 同 主任嘱託員 )

調 査 補 助 伊藤晶子、宮崎 綾、錦田充子 ( 同 臨時職員 )

整理作業員 飯園陽子、永田節子、吹野初子、藤原 舞、柿本節子、勝部光代

発掘作業員 青木 孝、今岡 実、小村恒利、小村保夫、奥田利晃、勝部初子、

川上靖夫、岸 邦夫、上代 勇、杉原秀雄、周藤俊也、須山林吉、



曽田利夫、高根常代、高根 豊、富田 勉、長島節子、成相吉隆、

藤江 実、藤原一男、古川人郎、吉川善美、吉田 栄、米山清司

平成17年度  現地調査

調 査 主 体 出雲市教育委員会 (教育長 黒目俊策 )

調 査 指 導 田中義昭 (島根考古学会 会長)

原田敏照 (島根県教育庁 文化財保護主事)

中村唯史 (三瓶自然館サヒメル指導員 )

事 務 局 神門 勉 (出雲市 文化観光部 文化財課長 )

川上 稔 ( 同 主査)

調 査 員 三原一将 (出雲市 文化観光部 文化財課 主任 )

米田美江子 ( 同 嘱託員 )

調査補助員 坂根健悦、高橋誠二 ( 同 臨時職員)

整理作業員 飯園陽子、永田節子

発掘作業員 青木 孝、奥田利晃、川上靖夫、上代 勇、杉原秀雄、周藤俊也、

須山林吉、曽田利夫、高根常代、富田 勉、成相吉隆、古川人郎、

米田 建、米山清司

平成18年度 現地調査

調 査 主 体 出雲市教育委員会 (教育長 黒目俊策 )

調 査 指 導 渡辺貞幸 (島根大学法文学部教授 )

田中義昭 (島根考古学会会長 )

勝部智明 (島根県教育庁文化財保護主事)

守岡正司 (島根県教育庁埋蔵文化財調査センター文化財保護主事)

事 務 局 石飛幸治 (出雲市 文化観光部 文化財課長 )

花谷 浩 ( 同 学芸調整官)

川上 稔 ( 同 主査 )

調 査 員 三原一将 (出雲市 文化観光部 文化財課 主事)

米田美江子 ( 同 嘱託員 )

調査補助員 坂根健悦、高橋誠二、成相幸子 ( 同 臨時職員)

整理作業員 荒木恵理子、鵜 口令子、永田節子

発掘作業員 奥田利晃、小村恒利、川上靖夫、公田悦朗、小玉順子、来間達夫、

上代 勇、杉原秀雄、周藤俊也、須山林吉、高根常代、高橋イキコ、

塚原立之、長島節子、成相吉隆、森日大輔、米田 建



平成19年度 現地調査・報告書作成

調 査 主 体 出雲市教育委員会 (教育長 黒目俊策 )

調 査 指 導 渡辺貞幸 (島根大学法文学部教授 )

田中義昭 (島根考古学会会長)

勝部智明 (島根県教育庁文化財保護主事)

守岡正司 (島根県教育庁埋蔵文化財調査センター文化財保護主事)

事 務 局 花谷 浩 (出雲市 文化企画部 次長 兼 文化財課 学芸調整官)

石飛幸治 (出雲市 文化企画部 文化財課長 )

川上 稔 ( 同  主査)

景山真二 (埋蔵文化財係 係長 )

調 査 員 三原一将 (出雲市 文化企画部 文化財課 主事)

米田美江子 ( 同 嘱託員)

高橋誠二 ( 同 嘱託員)

調査補助員 児玉達也、高橋 周、和田みゆき ( 同 臨時職員 )

整理作業員 荒木恵理子、鵜日令子

発掘作業員 青木 孝、奥田利晃、小村恒利、川上靖夫、小玉順子、来間達夫、

上代 勇、杉原秀雄、周藤俊也、須山林吉、高根常代、高根 豊、

高橋イキコ、塚原立之、土肥源市、長島節子、成相吉隆、星野篤史、

森口大輔

平成20年度 報告書作成

調 査 主 体 出雲市教育委員会 (教育長 黒目俊策)

調 査 指 導 西尾克己 (島根県古代文化センター)

守岡正司 (島根県教育庁文化財課世界遺産推進室)

事 務 局 花谷 浩 (出雲市 文化企画部 次長 兼 文化財課 学芸調整官)

石飛幸治 (出雲市 文化企画部 文化財課長 )

景山真二 ( 同 埋蔵文化財係 係長 )

調 査 員 原 俊二 ( 同 主任 )

米田美江子 ( 同 嘱託員)

高橋誠二 ( 同 嘱託員 )

調査補助員 児玉達也、高橋 周、和田みゆき ( 同 臨時職員 )

整理作業員 荒木恵理子、鵜 日令子

調 査 協 力 三原一将 (出雲市 文化企画部 文化財課 出雲弥生博物館創設準備

室 主事)



6 発掘調査、室内整理及び報告書作成にあたつては、次の方々や機関からご指導、ご協力を

賜つた。記 して謝意を表しておきたい。 (順不同・敬称略)

穴澤義功 (製鉄遺跡研究会代表)井 上寛司 (島根大学名誉教授 )

豊島 修 (大谷大学文学部教授)平 石 充 (島根県埋蔵文化財センター)

廣江耕史 (島根県埋蔵文化財センター)今 岡 清 (出雲塩冶誌編集委員会編集長 )

池淵俊― (島根県教育庁文化財課 )

7 本書の編集は米田・高橋誠二・高橋周と協議 しながら、原が行つた。執筆は、三原、米田、

高橋誠二、高橋周が行つた。分担は目次に示したが、第 4章については、本文中に詳細を記

した。

8 遺物の出土量を示すために用いたコンテナは L54011111× W34011111× H15011Bll、 ビニール袋は

大 L38011111× W26011ull、 中L250111111× W15011ull、 小 L14011ull× W10011ullの ものである。

9 本書で使用した測地系は世界測地系で、方位は座標北を示し、レベル高は海抜高を示す。

10 自然化学分析については、株式会社文化簿調査コンサルタントに委託し、結果については

第 3章第 2節に掲載 した。

11 本書に掲載 した写真の撮影は調査員が行つた。航空写真は株式会社大隆設計と株式会社藤

井基礎設計事務所に委託 した。

12 遺物実測については、調査員、調査補助員のほか、次の者が従事した。

井上喜代女、藤原 舞、村田理恵 (以上 いなか舎 )

13 本遺跡の出土遺物、実測図、写真などは出雲市教育委員会で保管している。
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第 1章 調査に至る経緯と経過

第 1節 道路計画の概要

都市計画道路である県道今市古志線は、出雲市街地の環状道路の一部をなす 4車線の主要幹

線街路であり、山陰自動車道とリンクし、出雲市の骨格 となる街路として山陰自動車道の整備

及び市街地内の他道路の整備に合わせ、島根県出雲県土整備事務所 (以下、県土整備事務所 と

いう)によつて計画され設置が進められている延長1.15kmの道路である。

第 2節 発掘調査の経緯

平成15年度発掘調査以前

この道路は上塩冶町から今市町に及ぶ間で計画されているが、特に上塩冶町地内は史跡上塩

冶築山古墳 (以下、築山古墳とい う)な どが存在する遺跡の密集地である。このため県土整備

事務所は平成14年 (2002)7月 23日 付けで、当該事業予定地内の埋蔵文化財について出雲市あ

て協議書を提出し、出雲市はこれに対し7月 30日 付けで試掘調査が必要な旨を回答した。その

後、出雲市は■月25日 、26日 に試掘調査を行い事業予定地内の埋蔵文化財包蔵地を概ね確定し、

この調査結果を11月 28日 付けで、県土整備事務所あて報告 した。

平成15年度

これを受けた県土整備事務所は平成 15年 (2003)4月 1日 付けで、県道今市古志線 と同時に

計画されていた県道出雲三刀屋線の両事業用地のうち、用地買収などが済んでおり発掘調査可

能な範囲について、出雲市あてに埋蔵文化財発掘調査を依頼 し、同日付けで委託契約を交わし

た。

これに基づき、出雲市は同年 6月 4日 から11月 30日 まで県道出雲三刀屋線用地内の現地発掘

調査 (1区及びH号区画道路部)を実施 した。 さらに、 12月 1日 から平成 16年 (2004)3月 31

日まで県道今市古志線予定地内の発掘調査 (2区)を実施 した。

なお、これ らの発掘調査の報告書は平成17年 12月 (報告 I)及び平成 19年 3月 (報告Ⅱ)に

それぞれ発刊済みである。

平成16年度

平成16年度は県土整備事務所 と平成16年 4月 1日 付けで交わした委託契約に基づき、出雲市

が塩冶神社参道から南に延びる道路予定地である4D区 。築山遺跡南区 (1-8 gr)の発掘調

査を4月 26日 から8月 2日 まで行つた。また、塩冶神社参道以北の道路予定地で、平成 14年 に

は用地買収の都合等で試掘調査ができなかつた箇所について、県土整備事務所が 7月 23日 及び

10月 15日 付けで出雲市へ試掘調査の依頼を行った。これを受けた出雲市が試掘調査を行つた結

果は、 8月 23日 及び平成17年 2月 23日 付けで県土整備事務所へ報告された。特に8月 23日 付け



の報告では新たに発掘調査が必要となる箇所が指摘されていたため、県土整備事務所は10月 15

日付けで出雲市に追加で本調査の依頼をした。このため両者は10月 28日 付けで変更契約を締結

し、出雲市は塩冶神社参道以北の調査区である4B区・築山遺跡北区 (19-6 gr)の発掘調査

を10月 28日 から平成 17年 2月 14日 まで実施 した。

平成17年度

平成 17年 3月 22日 に出雲市ほか 1市 4町は合併した。このため、平成 17年度当初の委託契約

は出雲市の暫定予算内での締結 となった。その後、県土整備事務所 と出雲市は 6月 28口 に変更

契約することで通年の発掘調査に対応することとした。これにより、出雲市は4月 25日 から10

月21日 まで4A・ 4B東・ 4C区・築山遺跡北区 (29-19、 1812、 6-l gr)、 10月 6日 から平

成18年 3月 20日 まで 5A区・築山遺跡南区 (21 32gr)の 発掘調査を実施 した。

平成18年度

平成 18年度は県土整備事務所 と平成18年 4月 1日 付けで交わした委託契約に基づき、出雲市

は 5B区・築山遺跡南区 (34 55gr)の発掘調査を4月 13日 から10月 20日 まで行った。また、

新たな調査区である3A～ 3E区・築山遺跡 3区 (C D01-C D 24gr)の 発掘調査を9月 7日

から平成19年 3月 31日 まで実施 した。

第 3節 報告書の作成

5年度にわたつて発掘調査を実施 してきたが、既刊の報告書は平成 15年度発掘調査分の 2冊

(報告 I・ Ⅱ)のみであつた。

県道は平成20年度中に竣工 し、共用を開始する予定であったことか ら、一連の埋蔵文化財調

査 も同年度中に完了 しなければならない状態であった。そのため、平成20年度に残 り4年度分

の調査成果をまとめて刊行す ることとなった。

整理作業は基本的に各年度の発掘調査 と平行 しながら現地事務所で進めてきたが、未整理・

未着手の内容 も多々あ り、作業は難航 した。

しか し、年度末には調査成果を 2冊 (報告Ⅲ・Ⅳ)の報告書 としてまとめ、刊行する運び と

なった。

註

1)『築山遺跡』 I一県道出雲三刀屋線改良事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書- 2005 島根県出雲土

木建築事務所 。出雲市教育委員会

『築山遺跡』Ⅱ一県道出雲三刀屋線改良事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書- 2007 島根県出雲土

木建築事務所 。出雲市教育委員会



関係する主な文書

平成16年 (2004)

4月 1日 「埋蔵文化財発掘の通知について」県土整

備事務所から (市教委)県教委ヘ

4月 1日 「都市計画道路 (交付金 B)今市古志線埋

蔵文化財調査委託契約」県土整備事務所 と

出雲市

4月 5日 「周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工

事について (通知)」 県教委から (市教委 )

県土整備事務所へ

4月 19日 「埋蔵文化財発掘調査の通知について」市

教委から県教委ヘ

8月 5日 「今市古志線都市計画街路事業に伴 う埋蔵

文化財発掘調査の概報の提出について (報

告 )」

8月 5日 「今市古志線都市計画街路事業に伴 う埋蔵

文化財発掘調査に係る遺跡の取 り扱いにつ

いて (協議 )」 市教委から県教委へ

8月 9日 「遺跡の取 り扱いについて (回答 )」 県教

委から市教委ヘ

8月 11日 「埋蔵文化財発見届」市教委から出雲警察

署ヘ

8月 11日 「埋蔵文化財保管証」市教委から県教委ヘ

8月 16日 「埋蔵物の文化財認定及び帰属について

(通知 )」 県教委から市教委ヘ

10月 27日 「埋蔵文化財発掘調査の通知について」市

教委から県教委ヘ

10月 28日 「都市計画道路 (交付金 B)今市古志線埋

蔵文化財調査委託変更契約」県土整備事務

所と出雲市

平成17年 (2005)

2月 15日 「県道今市古志線改良事業に伴 う埋蔵文化

財 (築山遺跡北区)発掘調査の概報の提出

について (報告 )」 市教委から県教委ヘ

2月 15日 「県道今市古志線改良事業に伴 う埋蔵文化

財 (築山遺跡北区)発掘調査に係る遺跡の

取 り扱いについて (協議 )」 市教委から県

教委ヘ

2月 16日 「遺跡の取 り扱いについて (回答)」 (築山

遺跡北区分)県教委から市教委ヘ

2月 17日 「埋蔵文化財発見届」市教委から出雲警察

署ヘ

2月 17日 「埋蔵文化財保管証」市教委から県教委ヘ

2月 23日 「埋蔵物の文化財認定及び帰属について

(通知)」 県教委から市教委ヘ

3月 31日 「業務完了報告書」出雲市から県土整備事

務所ヘ

4月 1日 「今市古志線緊急地方道路 (街路)事業

埋蔵文化財調査委託契約J県土整備事務所

と出雲市

4月 15日 「埋蔵文化財発掘調査の通知について」市

教委から県教委ヘ

7月 29日 「今市古志線都市計画街路事業に伴 う埋蔵

文化財 (築山遺跡北区)発掘調査の概報の

提出について (報告 )」 市教委か ら県教委

7月 29日 「今市古志線都市計画街路事業に伴 う埋蔵

文化財 (築山遺跡北区)発掘調査に係る遺

跡の取 り扱いについて (協議 )」 市教委か

ら県教委ヘ

8月 1日 「遺跡の取 り扱いについて (回答 )」 (築山

遺跡北区分)県教委から市教委ヘ

8月 4日 「埋蔵文化財発見届」 (築 山遺跡北区分 )

市教委から出雲警察署ヘ

8月 4日 「埋蔵文化財保管証」 (築山遺跡北区分 )

市教委から県教委ヘ

8月 22日 「埋蔵物の文化財認定及び帰属について

(通知)J(築 山遺跡北区分)県教委か ら市

教委ヘ

10月 21日 「今市古志線都市計画街路事業に伴 う埋蔵

文化財 (築山遺跡北区)発掘調査の概報の

星出について (報告)市教委から県教委ヘ

10月 21日 「今市古志線都市計画箇路事業に伴 う埋蔵

文化財 (築山遺跡北区)発掘調査に係 る遺

跡の取 り扱いついて (協議 )」 市教委から

県教委ヘ

10月 24日 「遺跡の取 り扱いについて (回答 )」 (築山

遺跡北区分)県教委から市教委ヘ

10月 27日 「埋蔵文化財発見届」 (築山遺跡北区分 )

市教委から出雲警察署ヘ

10月 27日 「埋蔵文化財保管証」 (築山遺跡北区分 )

市教委から県教委ヘ

11月 2日 「埋蔵物の文化財認定及び帰属について

(通知 )」 (築 山遺跡北区分)県教委か ら市

教委へ

平成 18年 (2006)

1月 31日 「今市古志線都市計画街路事業に伴 う埋蔵

文化財 (築山遺跡南区)発掘調査の概報の

提出について (報告 )」 市教委か ら県教委



1月 31日 「今市古志線都市計画街路事業に伴 う埋蔵

文化財 (築 山遺跡南区)発掘調査に係る遺

跡の取 り扱いついて (協議 )」 市教委から

県教委ヘ

2月 6日 「埋蔵文化財発見届」 (築 山遺跡南区分 )

市教委から出雲警察署ヘ

2月 6日 「埋蔵文化財保管証」 (築 山遺跡南区分 )

市教委から県教委ヘ

2月 10日 「埋蔵物の文化財認定及び帰属について

(通知 )」 (築 山遺跡南区分)県教委から市

教委ヘ

3月 20日 「今市古志線都市計画街路事業に伴 う埋蔵

文化財 (築山遺跡南区30～32gr)発掘調査

の概報の提出について (報告 )」 市教委か

ら県教委ヘ

3月 20日 「今市古志線都市計画街路事業に伴 う埋蔵

文化財 (築山遺跡南区30～32gr)発掘調査

に係る遺跡の取 り扱いついて (協議 )」 市

教委から県教委ヘ

3月 24日 「埋蔵文化財発見届」(築山遺跡南区30～ 32

gr分)市教委から出雲警察署ヘ

3月 24日 「埋蔵文化財保管証」(築山遺跡南区30～ 32

gr分)市教委から県教委ヘ

3月 22日 「遺跡の取 り扱いについて (回答)」 (築山

遺跡南区30～32gr分 )県教委から市教委へ

3月 30日 「埋蔵物の文化財認定及び帰属について

(通知)」 (築 山遺跡南区30～ 32gr分 )県教

委から市教委ヘ

3月 31日 「業務完了報告書」出雲市から県土整備事

務所ヘ

4月 1日 「今市古志線地方道路交付金 (街路)事業

埋蔵文化財調査委託契約」県土整備事務

所と出雲市

4月 1日 「埋蔵文化財発掘調査の通知について」市

教委から県教委ヘ

7月 12日 「今市古志線都市計画街路事業に伴 う埋蔵

文化財 (築山遺跡南区33～42gr)発掘調査

の概報の提出について (報告 )」 市教委か

ら県教委へ

7月 12日 「今市古志線都市計画街路事業に伴 う埋蔵

文化財 (築山遺跡南区33～42gr)発掘調査

に係 る遺跡の取 り扱いについて (協議 )」

市教委から県教委ヘ

7月 13日 「遺跡の取 り扱いについて (回答)」 (築山

遺跡南区33～42gr分 )県教委から市教委ヘ

7月 18日 「埋蔵文化財発見届」 (築山遺跡南区33～4

2gr分 )市教委から出雲警察署ヘ

7月 18日 「埋蔵文化財保管証」 (築山遺跡南区33～4

2gr分 )市教委から県教委ヘ

7月 26日 「埋蔵物の文化財認定及び帰属について

(通知 )」 (築山遺跡南区33～42gr分)県教

委から市教委ヘ

10月 23日 「今市古志線都市計画街路事業に伴 う埋蔵

文化財 (築山遺跡南区43～55gr)発掘調査

の概報の提出について (報告)」 市教委か

ら県教委ヘ

10月 23日 「今市古志線都市計画街路事業に伴 う埋蔵

文化野 (築山遺跡南区43～55gr)発掘調査

に係 る遺跡の取 り扱いについて (協議 )」

市教委から県教委ヘ

10月 23日 「遺跡の取 り扱いについて (回答)」 (築山

遺跡南区43～55gr分 )県教委から市教委へ

10月 27日 「埋蔵文化財発見届」 (築 山遺跡南区43～

55gr分 )市教委から出雲警察署ヘ

10月 27日 「埋蔵文化財保管証」 (築山遺跡南区43～

55gr分)市教委から県教委ヘ

11月 10日 「埋蔵物の文化財認定及び帰属について

(通知 )」 (築 山遺跡南区43～ 55gr分 )県教

委から市教委ヘ



第 2 立早 跡の位置と環境

第 1節 遺跡の位置と歴史的環境

出雲平野は、南北を中国山地と島根半島に挟まれ、中国山地から流れ出る神戸川 と斐伊川の

沖積作用によつて形成された。

築山遺跡は、神戸川右岸の微高地に位置する。この微高地は、南側の丘陵裾から北側の水田

面に向かつて緩やかに低くなっている。東西の水田面との比高差は、東側の水田面とは差がほ

とんどないのに対し、西側の水田面とは約1.5mも の差がある。また、この微高地上には南か

ら北へ築山遺跡、角田遺跡、宮松遺跡が広がっている。

以下、築山遺跡とその周辺の歴史的概観をみる。

築山遺跡からは縄文時代後期から弥生時代前期までの土器・石器が出上している。主要な出

土遺物としては弥生時代前期の人面付き土器がある。築山遺跡周辺で見つかつている当該期の

遺跡 としては三田谷 I遺跡 (38)が ある。この遺跡は築山遺跡の南側丘陵を越えたところに位

置し、直線距離で約 l kmで ある。ここからは縄文時代後期の九木船が見つかつている。

弥生時代中期～古墳時代中期の遺物は、築山遺跡からはほとんど出上していない。

弥生時代中期から後期にかけて入海 「神門水海」周辺には古志本郷遺跡 (45)や下古志遺跡

(48)と いつた集落遺跡が次々と出現しているが、古墳時代前期には廃絶 したり、規模が縮小

したりしている。

古墳時代後期になると築山遺跡周辺には上塩治築山古墳 (34)と 上塩治横穴墓群 (37)が造

られている。従来、上塩冶築山古墳は 1基のみ築造されたと考えられてきたが、今回周辺から

7基の古墳が見つかり、本来は群集墳であったことが分かつた。また、上塩治横穴墓群の第34

支群は、古墳群とほば同時期のもので、これ以後、連綿 と造墓活動が続いている。同時期に2

種類の埋葬方法が存在することは、当時の社会構成を考える上で注目される。

古代においては、 8世紀に編纂された『出雲国風上記』に当時の様子がえがかれている。そ

れによれば築山遺跡は神門郡の日置郷にあたる場所と推定される。塩冶神社周辺に日置郷庁が

あつたとする考えもあるが、発掘調査範囲内では郷庁と判断できる遺構は見つからなかった。

しかし、「佛」と書かれた墨書土器や、鉄鉢形土器などが出土してお り、さらに、 8世紀頃の

須恵器蓋杯に火葬骨を入れて埋葬している土坑墓が見つかつていることなどから、調査地周辺

に宗教に関する施設や役所などの公的な施設が存在 した可能性も考えられる。

なお、神門郡の朝山郷の新造院と見られている神門寺境内廃寺 (40)は、調査地の西約850

mの地点である。

中世には掘立柱建物跡や方形の区画溝が見つかつている。出雲平野での中世の建物跡は、蔵

小路西遺跡 (16)、 天神遺跡 (43)、 渡橋沖遺跡 (19)な どがある。築山遺跡の主な出土遺物と



しては大量の輸入陶磁器がある。出雲平野において、輸入陶磁器の出土量は蔵小路西遺跡に次

ぐ量であり注目される。また、塩冶判官館跡の堀に推定されていた場所も今回調査地内であっ

たが、堀などの館に関する遺構は見つからなかった。

このように、築山遺跡は出雲平野の南東部側の主要な遺跡として注目される存在である。
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第 1図 築 山遺跡 と出雲平野の主要遺跡 (1:100,000)

1.大寺古墳 2.大寺三蔵遺跡 3.青木遺跡 4.問前遺跡 5.山持遺跡 6.里方八石原遺跡

7.高浜 I遺跡 8.麦根遺跡 9.原山遺跡 10.五反配遺跡 11.出雲大社境内遺跡 12.中野清水遺跡

13.荻将古墓 14.中 野美保遺跡 15.姫原西遺跡 16.蔵小路西遺跡 17.小山遺跡 18.矢野遺跡

19.渡橋沖遺跡 20.白 枝荒神遺跡 21.壱丁田遺跡 22.自 枝本郷遺跡 23.余小路遺跡 24.後谷遺跡

25.三 井Ⅱ遺跡 26.斐伊川鉄橋遺跡 27.石土手遺跡 28.権現山古墳 29.西谷墳墓群 30.長者原廃寺

31,大井谷Ⅱ遺跡 32.今市大念寺古墳 33.角田遺跡 34,上塩冶築山古墳 35,上塩冶地蔵山古墳

36.池 田古墳 37.上塩冶横穴墓群 38.三田谷 I遺跡 39.藤ケ森南遺跡 40.神門寺境内廃寺

41.善行寺遺跡 42.海上遺跡 43.天神遺跡 44.井上横穴墓群 45.古志本郷遺跡 46.放 レ山古墳

47.妙蓮寺山古墳 48.下古志遺跡 49.宝塚古墳 50,多聞院遺跡 51.浅柄遺跡 52.保知石遺跡

53.神 門横穴墓群 54.北光寺古墳 55,上長浜貝塚 56.山地古墳 57.二部竹崎遺跡 58.御領田遺跡

59.光明寺 3号墓
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第 2図 築山遺跡と周辺の遺跡 (1:20,000)



第 2節 過去の調査

築山遺跡を対象とした最初の調査は、昭和60年度 (1985)の範囲確認を目的とするトレンチ

調査である。その後、平成12年度 (2000)に は、塩治判官館跡の トレンチ調査が行われている。

平成14年度 (2002)には、築山土地区画整理事業に伴 う発掘調査が行われている。平成15年度

(2003)か ら平成19年度 (2007)に は、県道出雲三刀屋線 と県道今市古志線に伴 う発掘調査が

それぞれ実施されている。簡単にこれらの調査内容を振 り返ってみたい。

昭和60年度発掘調査 (学術調査 )

この調査では 5つの トレンチが設定され、第 1・ 2ト レンチは築山古墳の墓域確認のため、

第 3・ 4・ 5ト レンチは築山遺跡の範囲確認のために設定されている。第 3・ 4・ 5ト レンチ

からは遺物が出上しており、築山遺跡が広範囲に拡がることが確認できた。

平成12年度発掘調査 (学術調査 )

塩治判官館跡の堀とされている場所に トレンチが 1箇所設定された。 しかし、堀の存在を認

める遺構や遺物は見つかつていない。

平成14年度発掘調査 (開発に伴う調査 )

この調査の特筆すべき遺構 としては、弥生時代の構や土坑であり、遺物としては縄文時代後

晩期の上器 と塩治氏家紋入漆椀が挙げられる。

平成15年度発掘調査 (開発に伴う調査 )

包含層ではあるが、縄文時代後期～弥生時代前期にかけての上器や石器が見つかつている。

また、奈良時代の火葬墓も見つかつている。火葬墓は素掘 りの上坑に、火葬人骨の納めた須

恵器の蓋杯が据え置かれた状態で見つかつている。

平成16年度発掘調査 (開発に伴う調査 )

古墳の可能性のある周溝が見つかつており、周溝内からは土器も出土している。

平成17年度発掘調査 (開発に伴う調査 )

中世の方形区画溝や建物跡が見つかつている。また、遺物としては呪符木簡や、輸入陶磁器

が見つかつている。

平成18年度発掘調査 (開発に伴う調査 )

古墳と古墳の可能性のある周溝が見つかつており、周溝からは古墳時代の上器が出土してい

る。また、古代の上坑墓も見つかつている。

平成19年度発掘調査 (開発に伴う調査 )

円墳 4基を確認 した。いずれも墳丘は削平されていたが、玉や馬具といった副葬品が見つかつ

ている。また、古代においては 「佛」と書かれた墨書土器や鉄鉢形土器など仏教との関連をう

かがわせる遺物も見つかつている。縄文晩期から弥生初頭にかけての人面付土器をはじめ土器・

石器が見つかつている。
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第 3図  4区・ 5区全体図 (1:3,000)



第 4区の調査成果

第 1節 調査の概要 (第 4図、図版 2～ 5)

今回報告分の調査区 (4区)は、4つに区分されるので、これらを北から、4A区・ 4B区

(4B東区)・ 4C区・ 4D区として報告する (第 4図 )。 各調査区の調査年次や面積などの詳

細は例言を参照されたい。

今回の調査区では、遺構検出面 (地 山面)は どこも東にむかつて低くなつていた。これは調

査区が谷地形 (通称、大井谷)の西辺部に位置するためである。

調査の結果、各調査区で縄文時代から中世末 (16世紀)にいたる各種遺構を確認 した。なか

でも、 4C・ 4D区では遺構が密に分布 していた。これらの多くは中世期 (12～ 16世紀)の所

産であり、古代以前の遺構は希薄であつた。

1 基本層序 悌 5～ 9図 )

4A区

上から耕作土 (床土含む、約40cIIl、 1層 )・ 灰褐色粘質土層 (約 20cm、 2層 )・ 黒褐色粘土

層 (約 10～ 20cIIl、 3層 )・ 第 1ハイカ相当層 (地 山層)が堆積 していた。また、調査区の北部

東半では、黒褐色粘土層 (3層)と 地山層との間に黄褐色シル ト層 (約 10cIIl、 4層)が あつた。

2層から4層は遺物包含層であり、これらを人力で除去したのち、地山層の上面で遺構検出を

行った。地山面の標高は西側で約8.lm、 東側で約 8mである。

4B区

4B区の北部は、基本的には4A区と同じ層序である。灰褐色粘質土層 (2層)が約30cmと

やや厚く、逆に黒褐色粘土層 (3層)は約 5 cm前後と薄かった。

4B区中央の12ラ インあたり以南では灰褐色粘質土層 (2層 )が なくなり、地山上には黒褐

色粘土層 (3層)が厚さ約20～ 30cIIl堆積 していた。

遺構は地山面上で確認 したが、溝 S D 1047は 2層上面から掘削されている。

調査区の最高標高は西側で8.5m、 最低標高は東側で 8m、 やはり東側へと地山面が下がる。

4B東区

16グ リンド内での底面の最高標高は8.3m(A16グ リッド)、 最低標高は7.9m(E16グ リッ

ド)で、東西で40calの 高低差がある。遺構は4C区東側と同じく最も疎である。

4C区

基本的には4B区と同じである。北半部に一部、灰褐色粘質土層 (2層)の堆積が認められ

た。 4C区の最高標高は西側で8.6m、 最低標高は東側で 8mを測る。

上早3
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第 8図  4D区 遺構図 (1:200)
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4D区

4C区 と違って地山上には薄く黒褐色粘土層 (3層)が堆積 してお り、その上に約30cmの厚

さで灰褐色粘質土層 (2層)が堆積する。 4D区の東部では、地山層上に 3層 はなく、かわり

に暗灰色シル ト層 (6層)が約 10～ 20cIIlの厚さで堆積 していた。

黒褐色粘土層 (5層)は、4D区南辺で、 3層 と6層 との間に狭まれるように確認 した土層

である。最高標高は西側で8.7m、 最低標高は北東側で8.2m。

2 遺構 とその出土遺物

主要な遺構の詳細を以下記述する。

(1)縄文時代の遺構と遺物

溝 S D1033と 竪穴状遺構 S X1034(第 6・ 11図 、図版12)4B東 区のE16グ リッド内で検出

した遺構である。検出標高は7.9mで ある。

溝 S D 1033は 断面逆台形を呈した東西方向の素掘 り溝である。竪穴状遺構 S X 1034は 平面形

が方形 と考えられ、底面は平坦、壁はほぼ直立する。 S X 1034は 溝 S D 1033の 埋土に掘 りこま

れている。

溝 S D 1033の 出土遺物は皆無であるが、竪穴状遺構 S X 1034か らは縄文土器の破片が数点出

上した。これらはすべて同一個体と考えられる (図 H-1～ 3、 図版 12-1)。 1は 口唇部に小

さな刻み目をもつ深鉢の口縁部である。 3はその胴部、 2はその底部で、丸底である。器面調

整は内外ともナデと思われる。詳細な時期は不明であるが、第 1ハイカ層の上に形成された遺

構なので、時期は縄文時代後期中葉以降と考えられる。

(2)弥生時代の遺構と遺物

南北溝 S D1000 (第 10・ 11図 、図版 2・ 6) 4区 を縦断する素掘 りの南北溝である。 4A

区北部では北西から南東方向へ延びて、一旦、調査区外へと消える (図版 6-1)が、南部で

は再び調査区内を北北東―南南西方向に走る (図版 6-1)。 4A区南部で南へ湾曲し、4B区

ではほぼまっすぐに南下する (図版 6-2)。 4C区北部から南東へ方向を変え、4C・ 4D区

を貫通する (図版 6-3・ 4)。 総延長は200mに も及ぶ。傾斜変換点から数メー トル西に離れ

て併走しているようで、地形に沿つて掘削されたものと考えられる。本調査区では最も古い遺

構である。底面の標高は最南端付近で8.15m、 最北端付近で716mを はかり、自然地形に合わ

せて南から北へ傾斜 している。断面形態はほぼ逆台形をしており、黒褐色粘砂及び粘上が堆積

していた。

遺物は、上面からは古代から中世の土器が出土するが、これらはみな混入品である。量は少

ないが、確実に埋土中から出土したものを掲載した (図 11-4～ 10)。

4は如意形の口縁をもつ甕の頸部である。 5は外面に刺突文を施 した甕の胴部で、内面調整

はケズリである。 6・ 7は中期後半、 8は後期後半の甕口縁部である。 9は打製石斧。10は使

用痕ある礫。
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第10図 弥生時代の遺構図 と土層図 (S D1000は 1:400と 1:80、
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0                                   20cm

第11図 縄文・弥生時代の遺物実測図 (上器 1:3 石器 1:4)

以上より、南北溝 S D 1000は、弥生時代後期末のものと考えられる。 しかし、今回の調査区

からは同時期の遺構が他に検出されなかったことや出土遺物がごく少ないことを考慮すると、

居住域からは離れていると思われる。

上坑 S K1037(第 10図)4B区 で検出した土坑である。平面形態がやや歪な長方形をした土

坑である。 S X 1030・ S D 1032と 重複 し、それより古い。後述する土療墓に近接 し、平面形態

も大きさも似ている。古代の遺構 と考えられる溝 S D 1032よ りは古いものの、出上した 2点の

上器が小片であるため弥生土器 と断定しきれない。

(3)古墳時代の遺構と遺物

井戸S E1094(第 7・ 12図、図版 7-1・ 2)4C区 南辺中央にある井戸で、平面円形の掘

形に、縦板組方形の井戸枠をすえ付けている。掘形の壁はほぼ直立している。また、井戸枠の

各辺はおおむね方位にそろう。重複関係からすると、南北溝 S D 1000よ り新 しく、 S X 1077お

よび土坑 S K 1093よ り古い。下辺に鋸状の切 り込みを入れた枠板 (現存長55cm、 現存幅30cm)

おヽ
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SE1094

第12図 古墳時代の遺構実測図と遺物実測図 (遺構 1:30 土器 1:3)

を掘形の底に立て、東西の枠板にあけた柄穴に横木を差し込んで組んでいる。裏込め土は黒褐

色粘質土で下半部は地山の砂が含まれている。掘形からは遺物は出土していない。井戸内の埋

土は軟質の暗褐灰色粘質土である。

埋上の最上層上面から須恵器片が 1点出土したが、混入物と考えられる。井戸枠内の底面か

らは古式土師器の甕月同部が出土 した (第 12図 1)。 器壁は薄いが焼成は良好である。外面全体

に煤が付着している。

以上より、井戸 S E 1094は 古墳時代前期と考えられる。

溝 S D1096(第 7・ 12図)4C区 の溝 S D 1062・ S D 1095。 S D 1099な どの下から検出され

た溝である。底面は凹凸が著しい。出土遺物は、土師器の甕日縁部片 1点のみ (第 12図 2)。

口縁部は若干膨らみをもつが直線的で、口唇部は平坦面をもつが、端面はわずかにくばんで沈

線状となる。出土土器より古墳時代中期の遺構と考えられる。

(4)古代 (奈良～平安時代)の遺構と遺物

土坑S K1067・ S K1068・ s K1069・ s K1070 H s K1071(第 13図 6)4C区 東北部の 5m

四方の範囲に密集する 5基の上坑である。それぞれ平面形態は楕円形 と長楕円形である。いず

れの上坑も基本的には灰褐色粘質上の単一層を埋土とする。土坑 S K 1068は灰白色シル トブロッ

クが多く混入する灰褐色粘土質を埋土とし、人為的に埋められたようである。

出土遺物は、土坑 S K 1068底 面から弥生土器の小片 1点、土坑 S K 1070か らは須恵器甕の胴

部破片 (第 14図 6)が ある。これら4C区東側で確認 した遺構は、層位関係から古代のものと
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考えた。

土坑 S K1080(第 13図、図版 7-3) 4C区 のほば中央にある素掘 りの土坑。室町時代の構

S D 1062の 真下で確認 した。平面は楕円形、壁はやや急傾斜である。埋土は整然とした堆積状

況を示 していた。 2層・ 3層 間から、木杭 2本と自然木 2本が出土した。また、それらと共に

斧状の石製品1点が出上した。検出状況などから古代の遺構と考えられる。

井戸S E1051(第 6・ 13・ 14図 1)月 規ヽ模だが井戸と思われる遺構である。 4B区のほぼ中

央に位置する。溝 S D 1050と 完全に重複 し、その下層から見つかつた。底面から土師器甕片

(第 14図 1)と 礫が 1点ずつ出土したのみである。溝 S D 1050よ り古いので、古代の遺構 と推

定する。

井戸S El137(第 8・ 13・ 14図 8)4D区 の西辺中央部にある素掘 りの井戸。tt S D l123を

掘削中に確認 した。掘形は楕円形をした断面形態はバケツ形である。出土遺物は疑灰岩製の磨

石 1点 (第 14図 8)である。10世紀の溝 S D H23に 壊されているので、古代の遺構とみてよか

ろう。

井戸S El142(第 8・ 13図 )4D区 南部にあり、掘形の西側を溝 S D H20に 1/4程度壊されて

いるが、井戸と考えられる。平面形態は長精円形に復元できる。断面形態は橋鉢状をしていて、

そのほば中央に水溜部がある。埋土最下層には植物繊維を含んでいる。出土遺物は皆無である。

井戸 S E l142は 、埋土などから古代の遺構ではないかと考えられる。

東西溝S D1032・ S D1052(第 6図、図版 7-5)4B区 中央やや北にある東西方向の素掘 り

の溝である。互いに規模はよく似ており、約15mの距離をへだてて併走しているが、東に向かつ

てやや離れていく。断面形はほぼ矩形を呈し、壁はしっかりとした立ち上がりである。両者の

間が道路状遺構である可能性も考え精査 したが、踏み固めたような痕跡は認められなかつた。

出土遺物は、それぞれ古式上師器のを小片 1点 と土師器小片 1点のみである。 2条の構 とも

南北溝 S D 1000以 外、いずれの重複する遺構よりも古いことを考慮すると、古代の遺構と考え

られる。

溝S D1049・ S D1050(第 6・ 13・ 14図 2～ 4)4B区 西壁からゆるく湾曲しながら北東ヘ

延びる溝である。東端は溝 S D 1047と S X 1048に 壊されて収束 してしまう。溝 S D 1050が 埋没

したのち、南側にずらして浅く掘 り直したのが溝 S D 1049で ある。

出土遺物は、溝 S D 1049か らは土師器の小片 6点のみである。 1点には丹塗 りが施されてい

る。溝 S D 1050か らは須恵器・土師器・弥生前期土器 (小片 1′点)な どが出土した (中袋に 1

袋分)。 第14図 2・ 3は須恵器で 2は皿の底部で、底面にはヘラ切 り痕が残つている。 3は甕

の底部付近で外面には平行タタキロののちにカキロを施 している。 4は土師器甕の口縁部であ

る。

溝 S D1054(第 6。 7・ 15図 )4B区 南半を南北に延びる浅い溝である。検出長28.3m。 溝

というよりもS X 1056の ような耕作に関わる遺構の可能性もある。

出土遺物は、須恵器・土師器・砥石 (1点)・ 鉄滓 (1′点)がある (大袋 1袋分)。 C9グリッ
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第13図 古代の遺構実測図 (1:60)

ド内でややまとまつて出上した。

第15図 1～ 3は須恵器。 1は高台付杯の底部、 2は壺の日縁部である。頸部に接合痕が明瞭

に残る。外面の一部には自然釉がかかつている。 3は壺の底部である。外面は回転ヘラケズヅ

調整を行ったのちに高台を接合 している。 4・ 5は土師器で、4は内外面丹塗 りの皿、 5は杯

の底部で底面には回転糸切 り痕が残る。 6は砂岩の砥石である。両先端は敲打面として、4面

は砥面として利用 している。また全面に赤色顔料が付着 している。出土遺物から8～ 9世紀の

ものである。

南北溝 S D1073(第 7・ 14図 7)4C区 中央にある南北溝である。埋土は暗灰色砂で、木切

れを多く含む。

出土遺物は、弥生土器小片 2ザ点・須恵器片 2,点・加工痕のある石器 lJ点である。第14図 7は

須恵器の椀と思われる破片で、浅く「十」の記号が刻まれている。須恵器からみて、奈良～平

安時代の遺構であろう。

斜行溝 S Dl123(第 8・ 14図 9～22)4D区 を斜行する溝である。総長23血 におよび、両端

は調査区外に延|びる。井戸 SE■ 37よ り新 しいほかは、溝 S D l120な ど重複 している全ての遺
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第15図 古代の遺構出土遺物実測図 2(1:3)

構より古い。 4D区の他の溝状遺構 とは方位を異にし、東北東～西南西 (N55° 一E)である。

断面形態は逆台形状に近い。埋土はおもに褐灰色粘質土と暗褐色粘上である。

出土遺物は、重複する溝 S D H20以 東では皆無であるが、それより西からは須恵器片 (1′煮)

・土師器・磨石 (1点 )。 木材が出土した (中袋 1袋分)。

第14図 9～ 13は土師器の杯である。 9は底部からやや内湾して立ち上がる体部をもち、口縁

部はわずかに外反する。 10は 口縁部、11～ 13は底部である。 14～22は木製品。 14・ 16は加工面

をもつ板材、15は角材、17～22はサイコロ状の角材である。

出土土師器から、溝 S D H23の 年代は10世紀と考えられる。

斜行溝 S Dl145(第 8・ 14図 5) 4D区 西南隅にある斜行溝 (北西―南東)である。埋土は

主に暗褐色粘土である。

N-50° 一Wに軸をとり、溝 S D H23と はほぼ直交するが、両遺構の埋土の様相は違っており、

西側調査区外で両者が繋がってL宇状をなすかは不明である。底面は平坦で壁の立ち上がりは

急角度である。井戸 S E l146や 溝 S Dl120・ S D H44と 重複 し、これらよりも古い。

出土遺物は、須恵器の高杯第14図 5のみである。 5は器部が浅く口径の広いもので、脚柱部

には 1条の雑な凹線文 (始点と終′点がずれる)と その下に 2条の凹線文が施されている。脚端

部は垂下している。

S X1036(第 6図)4B区 の北部で確認 した径 lm強の土坑状遺構である。平面は楕円形を

呈している。溝 S D 1031と 溝 S D 1032に 壊されているため、歪になっている。後述する土墳墓

の付近に位置し、平面形態も大きさも似ているが、出土遺物が皆無であるため、古代以前の遺

構 ということ以上は不明である。

(5)中世の遺構と遺物

今回報告する4区では、中世 (12～ 16世紀)の遺構が最も多く発見された。これらを、建物

跡、土坑、井戸跡、溝、その他の順で記述する。

4D区の西部では、地山上面で柱根や柱穴を確認 した。これらは、ほぼ方位にそろつた建物

など3棟 と柵列 2条に復元することができた。

建物状遺構 S Xl131(第 8・ 16・ 21図 3～ 6・ 17・ 18)南北4.6m× 東西3,8mの距離で大型

24
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の柱穴 4基が方形に並び、その南北に約 lmをへだてて小型の柱穴が4基並んだ遺構である。

妻柱がみつからなかつたことや、柱間が広い点など、建物とするにはやや難があるので 「建物

状遺構」とした。柱穴掘形の埋土は灰色系の粘土である。柱穴は南北溝 S D H06・ H07の埋土

に掘 り込まれている。出土遺物は、土師器片11点、青磁片 1点である。第21図 3は北西端の大

型柱穴から出土した土師器杯底部、 4・ 5は北東隅の大型柱穴から出上した土師器杯底部、 6

は南東隅の大型柱穴から出土した土師器杯底部である。

S Xl131の 中央の大型柱穴 4基の上面には、炭化物や焼土を含んだ上が堆積 していた。若干

の鉄滓があったため鍛冶遺構の可能性も想定したが、確証は得 られなかつた。 S XH31が焼け

たためにその柱基部に炭化物が堆積 した可能性が考えられる。柱穴の上面からは土師器片 (小

袋 4袋分、杯底部 :5・ 6)の ほか有孔石製品 (17)、 台石状の礫 (安 山岩製、18)、 獣骨 (2

点)、 鉄滓が含まれていた。

建物 S Bl132(第 8・ 16・ 21図 7～ 9)S Xl131の 南西にある建物跡である。柱穴 4基を確

認 したが、東西棟建物で西側は調査区外にあると推定される。梁間 1間 (4m)、 桁行の柱間

は2.5mである。柱穴掘形埋土は、 S XH31と 類似 した灰色系の粘上であるが、 S Xl131と は

ごくかすかに建物の方位に振れがある。

出土遺物は、土師器片20点・植物の種 (桃 ?)である。第21図 7～ 9は土師器の杯 と皿。 7

は杯底部、 8は皿の口縁部で、体部が 「ハ」の字状に大きく開いたものである。口縁部縁に煤

が付着している。 9は小皿の底部である。

建物 S Bl134(第 8・ 16・ 21図 10～ 12)建物 S B l132の 約 lm南にあつて、方位をほぼそろ

えた東西棟の建物跡である。 1間 ×2間以上で西妻は調査区外にある。

出土遺物は、土師器片 12′点である。第21図 10は杯底部、11・ 12は小皿で、11は体部が外開き

となるが、12は体部が若干内湾する。

柵列 S Al135(第 8・ 16図)建 物 S B H32の南側柱筋に重なり、調査区外の西へと延びると

判断した柵列である。建物 S B l132と は柱穴が重複 しておらず新旧関係は不明である。東から

2番 目の柱穴には柱根が残存している。柱根は残存直径 15cm、 残存長40clllを はかる。出土遺物

は、土師器片 8点、フイゴの羽口片 1点である。

柵列 S Al136(第 8・ 16図 )建 物 S B l134の 北側柱筋の東延長上にある柵列である。出土遺

物は、土師器片 3点である。

以上の S XH31、 S B l132・ 1134、 S Al135。 1136は 、いずれも柱穴掘形の埋上が灰色系の

粘上であることが共通し、柱穴出土土器もほぼ15世紀代のものなので、一群の遺構と理解でき

よう。

土坑 S K1014(第 5図)4A区 中央部では、小規模なピットが集中して確認されたが、その

中に 1基のみ規模のやや大きな土坑 S K1014が ある。出土遺物は皆無であるが中世の遺構であ

ろう。

上坑S K1048(第 6・ 20図 、図版 8-1)4B区 中央部の東壁沿いにある径約 5mの大型の上
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第29図 中世のその他の遺構実測図 (1:60)

坑である。全体のおよそ半分を確認し、そのうち西側2/3程度の掘削に |と どめた。東西溝 S D10

47に Iよ つて1/3近くが壊されるが、斜行溝 S D 1050よ りは新しい。播鉢状の断面で底面は平坦

である。粘土―と粘砂からなる埋± 3層が整然と堆積して|お り、円形の水―溜ではないかと考えら

れる.。 最下層には植物質を含んでいる。

出土遺物は、須恵器・土師器が数点|で ある。出土遺物からは時期不明であるが、東西溝SD
1047以前である。

上坑S K1066(第 7図)4C区 西封ヒ部にある不整形な土坑である.。 掘形は、本来、直径約-1.8
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第21図 中世の遺構出土遺物実測図 1 (土器 1:3 石器 1:4)

mをはかる楕円形であつたと思われる。断面形態は逆台形である。灰褐色粘質土を埋土とし、

長さ50cmと 15cmの木片が出上した。他に出土遺物は無い。

上坑 S K1076・ s K1078(第 7図)4C区 の中央部やや西にある円形の上坑である。 2基 と

も遺物包含層 (黄褐色シル ト層・ 4層 )を掘 り込んで作 られている。

出土遺物は、土坑 S K1076か ら土師器の小片 (小袋 1袋分 )、 土坑 S K 1078か ら土師器の河ヽ

片が 6点・砥石 1点・礫 2点があった。16世紀の遺構であろう。

上坑 S K1084(第 7・ 17・ 22図 1～ 6、 図版 8-4)4C区 西南部にある大型の上坑である。

平面形は小判形である。土坑 S K 1084の 埋土は暗褐色粘砂 (灰 白色シル トブロックを含みやや

軟質)の単一層であるが、土坑上面には別の溝の埋上がわずかにのっていた。

出土遺物は、土師器片である (大袋 1袋分 )。 第22図 1～ 3が杯、 4～ 6は小皿である。 5

の皿は器壁がやや厚手で、日縁部内面には強いナデによる段がある。 12～ 13世紀のものと考え

られる。
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―石のみ 1:4)第22図 中世の遺構出土遺物実測図 2(1:3

上坑 S K1092(第 17・ 22図 7・ 8、 図版 8-3)4C区 の西南部にあって、小判形平面をした

断面形態はバケツ形の土坑である。南端で土坑 S K 1093と 接 してお り、 S K 1098よ り古い。底

面は平坦で壁はやや急傾斜である。

出土遺物は、土師器片 5点、中世須恵器小片 1点である。第22図 8は杯の底部で、底部回転

糸切 りが切 りつぱなしのため器壁のナデにより粘土の盛 り上がりが残つている。 7は小皿の底

部である。ほかに中世須恵器の甕月同部片がある。外面は亀山系の格子タタキロ、内面は板 目状

の調整痕が観察される。これらは13～ 14世紀頃と考えられる。
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上坑 S K1093(第 7・ 17・ 22図 9。 10・ 13、 図版 8-3)土 坑 S K 1092の 南に接し、土坑 SK

1092よ リー回り大きな土坑である。平面が小判形をした断面形態はバケツ形の上坑であり、埋

土は暗灰褐色粘質上である。

出土遺物は、フイゴの羽口第22図 13(1点 )と 土師器第22図 9。 10(中袋 1袋分)である。

10は杯の底部で、底部から体部への立ち上がりは丸みを帯びたものである。 9は小皿でやや厚

手である。ともに13～ 14世紀のものであろう。
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曲物のみ 1:6)

土坑 S Kll10と 溝 S Dllll(第 8・ 19。 22図 15～ 27・ 23図、図版10)土坑 S KH10は、4D

区の西北隅にある径 1.8mの 大型円形土坑である。底面は平坦で壁の立ち上が りはやや緩やか

である。土坑 S Kll10の東西両側には溝 S DllHが延びている。土坑 S KH10の 東側に接続す

る溝 S D llllは 、東へ延びたのち、北へ折れ曲がる。溝 S DllHの底面はおおむね平坦で、壁

は急傾斜で立ち上がり、断面形態は逆台形というより箱形に近い。土坑 S KH10と溝 S Dllll

からは、比較的多量の遺物が出土した。

土坑 S KH10の 出土遺物は、土師器 。青磁・鉄滓 。木製品である (中袋 1袋分)。

第22図 15～ 27。 15～ 19は土師器杯である。15はほぼ完形品である。体部がやや内湾する。焼

成は良好である。 16・ 17は杯の底部である。底部周辺を強くナデて高台状になっている。 18・

19は杯の底部である。20～23は小皿である。 4点 とも細部が異なるが、口縁端部が短く内湾す

ることが共通点である。24は龍泉窯系青磁の碗の口縁部である。内外面とも無紋で、外面には

若干の凹凸が観察される。25は小サイズの椀形鍛冶滓である。26は木の薄板、27は板状の棒で
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第26図  中世の溝出土遺物実測図 (1:3 銭貨のみ 1:2)

先端は燃えてコゲている。

溝 SDHHか らは、本製の舟形の形代が 2点出上した。溝がL字状に屈折する位置に三角形

の台石 (第23図 12)が置かれており、屈折部の西3.4mの ところから舟形の形代A(第 23図 10)

が横向きで、屈折部の北4.3mの ところからは舟形の形代B(第 23図 11)が反転 した状態で出

土した。舟形Aは溝底に接し、舟形 Bは溝底から10cm浮 いた状態で出土した。また、舟形Bの

真上10cm、 20× 15cIIlの 範囲からは炭化物が検出された。

溝 S DllH出 土遺物はこのほかに、須恵器片 (2点 )・ 土師器・中世須恵器・鉄滓などであ

る (大袋 1袋分)。 ほかに台石・礫 。本製品 。植物の種などがある。

第23図 1～ 5は土師器杯である。 1は完形品で、底部と体部の境が明瞭で体部はやや外反し

て立ち上がる。内面は同心円ナデにより見込み中央が盛 り上がっている。 6～ 8は小皿で、 7・

8は完形品である。厚手の底部に口縁端部が短く内湾している。 9は中世須恵器の甕月同部で、

外面に亀山系のタタキロが施されている。 10。 Hが木製の舟形の形代で、共に樹種はスギ属ス

ギである。10(形代A)は長さが短く幅広で、H(形代B)は長さが長く幅は細い。 2点 とも
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第28図 溝 S Dl120出土遺物実測図 2(1:3)

若千様相が違 う。また10に は船首に穿孔がある。12は流紋岩製の三角形を呈する台石である。

中央部分が窪んでいる。

以上、土坑 S Kll10お よび溝 S DllH出 土遺物の時期は13～ 14世紀と考えられる。

井戸 S E1025(第 5・ 17～24図 1・ 6・ 7)4A区 南部にある大型の井戸である。平面形は

長径2,7mの小判形をし、壁はほぼ直立する。底面の北西部が一段下がつているので、そこを

水溜部 とした井戸ではなかったかと考えられる。埋土は粘土と砂が互層になって堆積 していた

ので、井戸廃棄後に自然に埋没したものと考えられる。

出土遺物は少ない (小袋 1袋分 )。 3点を図示 した。第24図 1は須恵器の杯身で最下層から

の出土である。 6。 7は木製品で、 6は もえさし、 7は曲物の側板の破片、ともに上層出土で

ある。下層からは須恵器が出土したが、上層からは土師器の播鉢片なども出上してお り、中世

の井戸であろう。

井戸S E1026(第 5。 17・ 24図 2・ 3、 図版 8-5)4A区 南部、井戸 S E 1025の 東約 7mに

ある井戸である。西側の約半分を調査した。検出面では歪な方形をしていたが、中心部は三角

形に近い平面の掘形であつた。堆積上の中位には藁状のものが少量検出された。底には水溜状

の凹みがあつたので、井戸と考えた。

出土遺物は少量の須恵器 と土師器である (小袋 1袋分 )。 第24図 3は土師器杯の底部、 2は

小皿である。胎土と形状からみて、14～ 15世紀のものと考えられる。

井戸 S E1035(第 6・ 18図)4B区 北部にある平面小判形 (長径 2m)の 井戸。南北溝 SD
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第31図  中世の遺構出土遺物実測図 2(1:3)

1000の真上につくられている。出土遺物はない。

井戸S E1083(第 7・ 18。 24図 4・ 8～ H、 図版 8-7・ 8)4C区 東南部にある円形平面の

井戸である。斜行溝 S D 1062よ り新 しく、調査区内で最も新 しい遺構のひとつである。掘形は

上部がすばまつた袋状である。底面から約25cmよ り上層には大小の礫 (径40cnま で)が 50数個

詰め込まれていた。井戸を廃棄する際に投げ込まれたものと思われる。礫には人工的に使用さ

れた台石・磨石 。砥石と考えられるものが16点あった。また、礫の堆積の下層には、長さ68cm

で2.2cm角 の木杭が斜めに差し込まれていた。

石以外の出土遺物は、須恵器小片 (1点 )。 土師器小片 (小袋 1袋分)と 、木製品である。

第24図 4は土師器の杯底部である。 8～ 11は木製品で、10は大振 りの匙部分である。Hは角が

面取 りしてあるので折敷の底板 と考えられる。 8は木栓。頭部は角を面取りされた多面体で、

横から穿孔してある。孔は貫通していない。樹種はスギ属スギ。 9は角を丸く仕上げたもので

細い部分には穿孔がある。部材の一部であろう。樹種はスギ属スギ。

井戸S El100(第 7・ 18・ 22図 11・ 12・ 14、 図版 8-6)4C区 南辺にある径2.lm平面形態

円形の井戸である。tt S D 1062や溝 S D 1099よ りは古いが、溝 S D 1098よ り新 しい。断面形態

はバケツ形である。

出土遺物は、須恵器片 (1′点)・ 土師器片・中世須恵器片 (1点 )である (小袋 1袋分)。 第

22図 11は土師器の杯底部である。底径が広くて器壁が薄いものである。12は中世須恵器の甕胴

部片である。外面には亀山系の格子タタキロが施されている。14は三角形状の砥石で、ほば全

面を仕上げ砥ぎと中砥ぎとして使用している。このほか、埋上の中位から礫が10数点出土した。

出土遺物からみて15～ 16世紀の遺構であろう。

井戸S Ell16(第 8。 18・ 24図 5・ 18、 図版 9-1)4D区 北辺中央にある小型円形の素掘 り

の井戸である。溝 S D 1000と 重複 し、その埋土に掘られている。断面形態はほぼ筒形で、下か

ら黒灰褐色粘質土 (砂粒を多く含む)、 黒灰褐色粘土 (軟弱)、 黒灰褐色粘質土 (砂粒を多く含

む)が 、整然と堆積 している。黒灰褐色粘土 (2層)中から曲物の一部分 (第24図 18)と 腐食

した曲物の底板が出上した。出土状況から曲物の径は約66cmに復元できる。井戸の掘形直径が
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70cmなので、この曲物はもと井戸枠だつたのであろう。

出土遺物はほかに土師器片 6′点と中世須恵器片 1′点がある。第24図 5は土師器の杯底部であ

る。

井戸S Ell17(第 8・ 18・ 24図 12、 図版 9-2)井 戸 S E ll16の 南 3mに ある円形の井戸であ

る。井戸 S E ll16と 同じく、溝 S D 1000の 埋土中に掘削されている。断面形態はほば筒形で、

下から灰褐色粘質土、黒褐色粘質土 (砂粒 。植物質を多く含む)が整然と堆積 している。

出土遺物は、土師器片 2′点と角材である。第24図 12は土師器の杯底部、底部は厚いが体部は

薄い。

S E ll16と S E ll17は ともに形状や規模がよく似ており、一連の遺構 と考えられる。

井戸S Ell19(第 8・ 18・ 24図 14、 図版 9-3)4D区 東北隅にある素掘 りの井戸である。平

面形態は小判形と思われる。底面は緩やかに凹む。下層に灰褐色粘質土 (砂粒子をやや多く含

む)、 上層に灰褐色粘上が堆積 している。

出土遺物は、土師器片 1点 と角材 1点のみである。第24図 14は土師器の杯で、底部から体部

下位の部分で、境目が丸みを帯びたやや不明瞭なものである。底面縁辺部の調整はナデである。

井戸S El122(第 8。 18・ 24図 13、 図版 9-4)4D区 東北部、井戸 S E ll19の 南 6mにある

素掘 りの井戸である。掘形は長楕円形で、その底のほぼ中央に直径30cm、 深さ約20cIIIの水溜部

が掘られている。埋土は下から、オリーブ灰色粘土、オリーブ灰色粘質土 (砂粒を多く含む)、

暗灰色粗砂 (粘土を若干含む)が整然と堆積 していた。南東側の下層上面から中層にかけて20

～30cm大の礫 3点 と長さ25clll、 幅 5 cm、 厚さ3 cmの角材が 1点出土している。

出土遺物は、土師器片・鉄津 (1点 )である (小袋 1袋分 )。 第24図 13は土師器の杯の底部

である。底部と体部の境が明瞭なものである。調査区で最も新 しい遺構の一つで、15～ 16世紀

と考えられる。

井戸S El141(第 8。 19・ 24図 15～ 17、 図版 9-5)4D区 の南部にある素掘 りの井戸であ

る。斜行溝 S D H43・ 1144よ り新しい。掘形は楕円形をし、壁は急傾斜である。下半部に暗褐

灰色粘砂が堆積 し、その上に 5～ 8 cm厚で藁状の植物質が認められた。

出土遺物は、土師器片 (9点 )。 鉄滓である。第24図 15は土師器杯 口縁部、16は土師器小皿

である。17は椀形鍛冶滓の小サイズのものである。土師器小皿は15世紀のものと考えられる。

井戸S El146(第 8・ 18・ 25図 、図版 9-6)4D区 の南辺中央にある井戸である。遺物包

含層である2層の上面から検出した。掘形は平面形態がほぼ円形の断面形態が筒形である。底

面の約20cm上あたりから上層には10～40cm大の礫が60点近く廃棄されていた。

出土遺物は、須恵器片 1点・土師器片 1点・備前焼片 1点・漆椀 1点 。石製品である。第25

図 1は土師器の甕口縁部である。 2は備前焼の情鉢の底部である。 3は漆椀。外面は黒漆を塗つ

た後に赤漆で草花文を描き、内面は赤漆を塗つている。樹種は、クスノキ属クスノキ。 4～ 10

は石製品である。 4は石英製の磨石、 5は凝灰岩製の磨石、 6は凝灰岩製の砥石で、上面のみ

が使用されている。 7は流紋岩製の磨石でほぼ全面に削痕が観察される。 8は凝灰岩製の台石
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で、縁辺部に欠損後の被熱が観察される。 9は流紋岩製の台石である。10は全体を敲打により

成形した石製装飾品である。長軸に沿つて1条の沈線が施されている。

S E l146は 15～ 16世紀のものと考えられる。

溝 S D1008(第 5図)4A区 北側の S X 1004の 南にある湾曲した溝状遺構である。溝の内側

には他の遺構は全くなかった。遺物は出土しなかつた。時期は不明である。

東西溝S D1011(第 5図、図版 9-7)4A区 中央北寄 りを横断する東西溝である。 2段に掘

り込まれた溝で、下段はほばまつすぐである。調査区東壁面では、溝の掘 り直しによつて 2段

となった状況が確認 された。

溝 S D1024(第 5。 26図 1)4A区 の西辺中央からはほぼ南に向かつてのび、調査区の西南

で南東方向へと湾曲する素掘 りの溝である。この東には、 S D 1012・ 1013・ 1028な ど数条の溝

が曲線を描いて延びている。いずれの溝とも深さが10cmに 満たない。

溝 S D 1024か らは 「治平元費」 (北宋銭、初鋳1064年)が 1点 (第 26図 1)出土した他、須

恵器片 2点、土師器片 1点が出上した。

斜行溝 S D1062(第 7図)4C区 で確認 したが、北側の4B区では検出できなかつた。南側

は東西溝 S D 1098に 合流 して終わる。

出土遺物は、須恵器・土師器・ 白磁 (1点 )である (中 袋 1袋分 )。 土師器の時期と遺構の

重複関係から15～ 16世紀の遺構であろう。

東西溝S D1090(第 7・ 19・ 26図 5、 図版11-1)4C区 西南部にある東西溝である。東側は

S X 1077と 重なり、西側は調査区外へと延びていく。溝の断面形態は箱形に近い。底面はおお

むね平坦。

出土遺物は、縄文土器片 ?(1点 )・ 古式土師器片 (1点 )・ 須恵器片 (1点 )。 土師器片で

ある (中袋 1袋分 )。 第26図 5は土師器の杯の口縁部。内面には強いヨヨナデによる凹みが観

察される。

東西溝S D1098(第 7・ 26図 6～ 10)4C区 の南壁沿いにある東西溝。東側は井戸 S E l100

に壊されている。検出幅は20～ 50cm。 埋土は大きく3層あり、下から褐灰色粘質土 (1層、軟

弱)、 オリーブ灰色粘土 (2層、軟質)、 褐灰色粘砂 (3層、砂ブロックを多く含む)である。

出土遺物は、須恵器片 (1点 )・ 土師器片・備前焼 (1点 )。 瓦質土器 (1,点 )。 白磁片 (1

点)。 鉄児 (1点 )・ 古銭 (1点 )・ 種子 (梅か、20数個)である (大袋 1袋分)。 第26図 6は土

師器の杯下半部である。底部から器壁へは不明瞭に立ち上がる。 10は土師質の播鉢の胴部であ

る。 8は 白磁の皿で、外面下半部は露胎となっている。 9は備前焼の悟鉢で、内面は使い込み

による磨滅が著しい。 7は瓦質土器の鍋口縁部である。

出土遺物から、S D 1098は 16世紀の遺構 と考えられる。

南北溝S Dl106・ S Dl107・ S Dl108(第 8・ 26図 11～ 13・ 16)4D区 の西部を走る3条の

南北溝である。基本土層の 6層が埋上である。調査区内で最も新 しい遺構のひとつである。

出土遺物は、 S D l106か ら中世須恵器片 (1点 )と 土師器片 (小袋 1袋分 )、 S D H07か ら



土師器片・ 白磁片 (1′煮)。 鉄滓など (中袋 1袋分)、 S D H08か ら土師器片 5点・砥石片 1点

である。

第26図 16は S D H06出 土の中世須恵器甕の胴部片である。外面に亀山系の格子タタキロがあ

る。11～ 13は S D H07出 上の上師器で、H。 12は杯の底部、13は小皿である。

S D H06と S D H08は 14世紀以降、 S D l107は 15世紀の遺構であろう。

溝 S Dll12日 S Dll13=S Dll14(第 8・ 26図 14・ 15)4D区 の溝 S D llll周辺で確認 した

3条の溝である。 S Dll13は 、 S DllHや S D ll12よ り新 しい。

出土遺物は、 S D H12が 須恵器片 (2点 )・ 土師器片 。瓦質土器片 (1点 )。 鉄滓など (中袋

1袋分)、 S DH13か らは須恵器片 (1,点 )。 土師器 2′点、 S Dll14か らは土師器片 7サ点である。

S DH13か ら出土した土師器杯 (第 26図 15)は底部のみ。小皿は、厚手の底部に薄い体部をも

ち口縁端部が短く内湾 している (14)。

出土遺物からみて、 S Dll12は 13～ 14世紀、 S D H13は 14～ 15世紀、 S Dll14は 13～ 15世紀

と捉えておきたい。

清 S Dl120(第 8。 27～ 29図 、図版 5、 11-4・ 5)4D区 全体をL字状に延びる溝である。

4D区の中で最も新しい遺構のひとつである。底面は平坦であり、断面形は逆台形である。底

面標高は、北端が7.95m、 屈折部西寄 りが8.2m、 西端が8.45mで あり、地形に沿って南西か

ら北東へ傾斜する。埋土は基本的に暗灰黄色粘上で、下半は粘性が強く軟弱である。砂ブロン

クを含む場所もある。D6グ リンド内では15～ 30cm大の礫が出土して、一見、踏み石のようで

ある。

出土遺物は、須恵器片・土師器・陶磁器・鍛冶関連遺物など (大袋 2袋分)のほか、木製品

と石製品である (第27～ 29図 )。

第27図 1～ 14は土師器。 1～ 9は杯で、外開きに体部が立ち上がる。 1～ 8は底部と体部の

境がある程度明瞭だが、 9は両者の境が丸く不明瞭で器壁も薄い。 9のみ京都系手づくね土器

の模倣品のようである。10～ 14は小皿。 11は厚手で口縁部外面に 1条の沈線状の凹みがある。

12～ 14は Hと 比べて器高が高い。

15は土師質土器の脚付碗。 3脚 と考えられる。 16・ 17は土師質土器の播鉢である。

18は 白磁の皿片。19～ 21は龍泉窯系青磁。19は碗の下部。全面に施釉され、外面には線描き

の蓮弁文がある。20・ 21は皿。20は体下部で屈曲し外反するもの、21は見込み部分に圏線文が

ある。

22・ 23は全器系陶器。23は壺の肩部、22は高台付こね鉢で内面は使用のため磨滅 している。

24は陶器の甕胴部片。破面には漆接ぎの痕跡がある。25は粉青沙器 (朝鮮王朝陶器)の皿底部

である。見込みに 2箇所砂 目積み痕が観察される。26は須恵器の杯蓋で混入品。

第28図 27～ 30は木製品。27は小型の高台付杯。黒漆の上に赤漆を重ね塗 りしたもので、高台

内のみが黒漆のままである。樹種はケヤキ属ケヤキ。28は一木作 りの連歯下駄である。29は横

槌状の木製品である。樹種はクワ属。30は板材。
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31～ 33は椀形鍛冶滓で、それぞれ中・小・極小サイズである。

第29図 34～ 37は石製品。34は疑灰岩製の砥石、35～ 37は流紋岩製の台石である。

出土遺物からみて溝 S D l120の年代は15～ 16世紀であろう。

斜行溝 S Dl144(第 8。 19・ 30図 、図版H-3)4D区 の西南隅にある南西―北東方向 (N―

45° E)の溝である。溝 S D l145よ り新 しいが、溝 S D l107、 井戸 S E H41と 柵列 S Al136、

そして溝 S D H20よ りは古い。 S Dl120に よつて西側 と北東側を壊 されてお り、北東方向へは

それ以上延びていない。底面は平坦で、壁はやや急傾斜に立ち上がる。 SD■ 44の 中央付近は

幅が広く、そこの底面には長精円形の竪穴状の落ち込みがある。

出土遺物は、土師器片・中世須恵器片 (1点 )。 中国産陶器 (1点 )・ 土製支脚片 (1点 )・

鍛冶関連遺物・石器・薄板である (大袋 1袋分)。

第30図 1は土師器の杯底部。高台状をした底部から内湾するように体部が立ち上がる。 2は

亀山系の中世須恵器の甕胴部である。

3は中国産褐釉系陶器の四耳壺である。頸部に自然釉がかかる。 4は土製支脚の頭部片で突

起は欠損 している。横孔は残存 している。 5は椀形鍛冶滓の小サイズのもの、 6はフイゴの羽

日の先端上半部である。 7・ 8は板材である。 9～Hは石製品で、 9は凝灰岩製の磨石。縁辺

部に被熱痕 (煤付着)がある。10は流紋岩製の磨石で下部欠損後に表面全体に煤が付着してい

る。Hは花蘭岩製の台石様の礫である。

1～ 3の上器からみて、 S Dl144は 13～ 14世紀と考えられる。

S X1038・ S X1039E S X1040・ S X1041・ S X1042(第 6・ 20図、図版11-6)4B区 中央

部のやや北、東西溝 S D 1047北側の約 8m四方の範囲には、計 5基の上坑が密集 している。そ

れぞれの平面形は、 S X 1038・ 1040～ 1042が 隅九長方形、 S X 1039が 精円形である。 SX

1038の 埋土からは骨片のような白い粒子や灰が土壌化 したような痕跡を確認 したので、これら

5基の遺構は墓の可能性がある。

遺物は、S X 1040か ら土師器の小片が1点出土したのみ。埋上の状況などから中世の遺構で

あろう。

S X1056(第 6・ 7図、図版H-7)4B区 南部のA・ B-7～ 11グ リッド内には、幅20～ 60

cmの小溝が何条か東西方向に併走している。これらはまとめて畝状の遺構ではないかと考えた。

溝 S D 1054で も記述 したように、4B区南半分は耕作関連の遺構が集中している可能性がある。

出土遺物は、土師器の皿 と思われる小片が 1′くあっただけだが、遺構の検出状況などから中世

の遺構ではないかと考えられる。

S x1077(第 7・ 31図 1～ 3)4C区 の南半部、南北溝 S D 1000の西側には 1～ 2m幅の落

ち込みがある。底面は凹凸が著しい。 4C区南辺の東西溝 S D 1098よ りは古いが、重複 してい

る他の遺構すべてより新 しい。同じ4C区にあるS X 1063・ S X 1064・ S X 1065も 同様な遺構

と思われるが、いずれも性格は不明である

S X 1077出 土遺物は、須恵器片 (2点 )・ 土師器片・鉄滓 (2点)である (大袋半分位 )。



第31図 1は土師器杯の日縁部である。端部を玉縁状に作つているのは白磁の影響と思われる。

2は土師器の柱状高台部である。内面中央に焼成前の穿孔がある。 3は土師質の鍋の口縁部で

ある。

以上、 S x lo63～ 1065,1077は 、16世紀以前の遺構と考えられる。

S Xl109(第 8・ 31図 4～ 7)4D区 の西北隅にある性格不明の落ち込み遺構である。溝 S

D l106～ S D H08・ S XH31・ S B l132よ りは古いが、その他の重複する遺構より新しい。

出土遺物は、須恵器片・土師器片・丸瓦 (1点 )である (中袋 1袋分 )。 第31図 4は土師器

杯の底部。やや厚手の底都と体部の境は明瞭で、体部は急角度にひらく。 5。 6は土師器小皿

である。 7は土師質の丸瓦片で、外面に太 目の格子タタキロが、内面には布 目痕がみられる。

神門寺境内廃寺の創建期の丸瓦である。

柱穴S P1075日 S P1085・ s P1086・ S P1087・ s Pl104(第 7・ 20。 21図 1・ 2)4C区

の西辺、中央から南部にかけて柱根を残すピット5基を確認 した。このうち S P 1075。 1085。

1087の 3基は、ほぼ一直線上に並ぶ。

S P l104か ら、土師器の小片 4点 と瓦質土器片 3点が出上した。第21図 1と 2は同一回体の

可能性のある瓦質土器の鍋で、 1は受け口状の日縁部である。両者 とも外面には煤が付着 して

ヤヽる。

以上より、 S P H04の 時期は14世紀 と考えられる。ほかのピットは、時期を確定できない。

S Pl147・ S Pl148(第 8。 16図 、21図 13～ 16)4D区 の S Xl131～ 1134周辺にも、柱根を

残すピットが 2基ある。 S P l147は 平面が長楕円形で、 2箇所に柱痕がある。 S P l148は 長楕

円形である。

S P H47出 土遺物は、土師器片数点と青磁片が 1点。第21図 14は土師器の杯底部。底部から

体部が開くように立ち上がる。13は龍泉窯系の青磁碗の底部である。器壁が厚 く、低い高台で、

釉は畳付け部と高台内にも一部かかる。

S P H48出 土遺物は、土師器片 (小袋半分)と 梅 と思われる植物の種である。第21図 15は土

師器杯底部。器壁は薄い。 16は土師器小皿。これも器壁は薄く、高く立ち上がる。内面上半部

の一部に煤が付着 している。

以上より、 S P l147は 15世紀、S P l148は 15～ 16世紀の遺物と考えられる。

(6)近世の遺構と遺物

土坑 S K1004(第 5図)4A区 の北部中央にある、長径3.4mの 隅丸長方形の土坑である。北

側の壁はなだらかな傾斜だが、南側は直立する。堆積上を 3層 に分けたが、下層は黄褐色砂 と

褐灰色粘上が互層をなす水成堆積であつた。水溜のようなものではなかつたと考えられる。

出土遺物は砥石かと思われる礫が 1点のみであつた。 2層上面から掘 り込まれていたことと

検出面と埋土から近世の遺構であろう。

東西溝 S D1047(第 6・ 26図 2～ 4)4B区 の中央やや北を横断する東西溝である。耕作土

の直下から据 り込まれ、幅1.8～ 2.4mの大きな溝である。断面形態は逆台形を呈している。埋

46



土は暗褐灰色粘上の単純層で植物質を含み、軟質である。 S D 1047の近辺に位置する S D 1045。

S K1046も 同じ埋土なので、同時期と考えられる。調査区では最も新しい遺構のひとつである。

出土遺物は、土師器・磁器・陶器・瓦などである (中 袋 1袋分)。 第26図 2は土師器の小皿

である。底部から体部にかけてナデによるくびれがある。 3は土師質の播鉢の口縁部、4は青

花 (景徳鎮)の皿で、外面に圏線と草花文を、見込み部に圏線 と龍の絵を描いている。

近世以降の遺構であろう。

3 包含層の遺物

築山遺跡 4区の遺物包含層から出上した遺物は、弥生土器・須恵器 。中世須恵器・土師器・

陶磁器・瓦質土器 。瓦・土製品 。鉄製品・石製品 。木製品があり、それらの出土量はコンテナ

16箱分である。そのうち図化に耐えうる286点を図示した。

出土土器の種類ごとにその出土地区を検討すると、弥生土器は4A区に、須恵器は4B区に、

中世須恵器は4C・ 4D区のみに、土師器は4D区に、白磁は4B区に、青磁 (青 白磁含む)

は4D区に、青花は4B。 4D区に、中世陶器は4D区に、瓦質土器は4C・ 4D区のみに、

肥前系陶磁器は4D区に集中しており、これを検討すると、古い土器は北側の地区から、新 し

い土器は南側の地区から集中して出土する傾向にあることがわかる。

以下、遺物の個別の概要を述べるが、詳細は観察表に委ねる。

弥生土器 (第32図 1～ 14)

1～ 3はヘラ描き沈線文と羽状文を飾る壺胴部の破片で、 4は甕の胴部片。先端の丸い棒状

工具による刺突文がある。 5は壺の肩部付近の破片。 2条の凹線文と連続の刺突文がみえる。

6・ 7は甕の口縁部片である。 6の 口唇部はわずかにたれ下がり、端面には刻 目がある。 7の

口唇部にも細い刻 目がある。 9・ 10は高杯の脚柱部で、特に 9の杯部の破面と脚端部の破片が

人工的に丸く磨滅 してお り、 2次使用の可能性も考えられる。11～ 14は壺または甕の底部で、

いずれも厚手の平底である。

須恵器 (第32図 15～ 37・ 第33図 38)

15・ 20。 35。 38は古墳時代の遺物である。15は蓋杯の身で短いたちあがりの付くもの、20は

壺の底部、35は 2方向に長方形のスカシがある。38は甕の胴部である。

上記以外は 7～ 9世紀の遺物である。 16～ 19・ 22～ 25・ 36は蓋杯の蓋である。16～ 19は宝珠

状 。擬宝珠状のつまみとかえりが付く。最大径が10cm位の小振 りのものである。22～ 25・ 36は

口唇部が垂下し天丼が低いものである。21・ 26～ 28・ 34はそれぞれ杯・高台付杯 。高台付皿で、

貼 り付け高台である。26は見込み部分が研磨されており転用硯と思われる。29・ 30は高杯の破

片。切れ込み状のスカシが 2～ 3方向にあると考えられる。31～ 33・ 37は壺。31は長頸壺の頸

部である。

中世須恵器 (第33図 39～ 42)
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39は 口縁部である。40はスタンプ文または叩き目文ある甕の肩部片である。41。 42は甕の胴

部で、共に外面には亀山系の格子タタキロがある。

上師器 (第 33図 43～第34図 96)

43は古墳時代の高杯で内外面とも丹塗 りである。

44～ 57は杯である。44・ 45は底部が分厚く高台状である。55はやや薄手の椀形である。46～

50・ 57は器壁がやや厚い。49・ 50は体部が大きくひらいた浅めの杯である。また52・ 54は 内面

の強いヨコナデによる凹凸が観察される。

58～ 84は小皿である。

85～ 88は柱状高台付杯または皿の高台部である。 4点 とも器部は欠損 しており器形は不明で

ある。87は貫通 しない穿孔が、88は貫通した穿孔がある。

94～ 96は甕の上半部で、94・ 95の外面には煤の付着が観察される。

89～ 93は土師器 と比較 して堅緻な焼成なので土師質土器 として扱 う。90は こね鉢、89。 91・

92は橋鉢である。93はいわゆる奈良火鉢 (瓦質土器)を模倣 して作られた風炉の日縁部である。

直立した日縁部に浮き彫 り状の焦状文が施されている。

白磁 (第 35図 97～ ■6)

97～ 99は碗である。

97は蛇ノロ高台をもち、初期段階の輸入白磁。98は釉に貫入がある。99は底部と体部の境が

屈折 し高台も角ばった作 りである。

100～ 112は皿である。100。 108は 口禿、101は見込みに釉剥ぎが、106は見込みに蛇ノロ釉剥

ぎが施されている。 104の見込みには釉掻きによる文様がある。109の体部外面には強いナデで

できた段がある。

113～ 115は杯。114は角杯の口縁部である。

116は 四耳壺の肩部で、1箇所耳の痕跡がある。

青磁 (青白磁)(第 35図 117～ 142)

117～ 126・ 128・ 129・ 131・ 132・ 137～ 140は龍泉窯系青磁、127・ 130。 134は 同安窯系青磁

である。

117～ 130・ 140は碗。H8の外面には幅広の蓮弁文 ?が施 してある。 120～ 123・ 126は 口縁部

が外反する。 124は外面に雷文がある。 124・ 125は釉薬がやや厚く、貫入がある。127は外面に

粗いクシによる連続刺突文、内面にはヘラやクシによる文様が施 されている。 130は外面に片

切彫 り状の沈線文が、内面には花文がある。 140は 高台状の厚い底部で、見込みに「まんじ」

のような文様が施されている。

131・ 132・ 134は皿である。 131・ 132の 口縁部は外反 し、131の外面にはヘラ描きの蓮弁文が

施されている。134は下半部が屈曲する。

135は盤。日縁端部は屈曲して内傾する。内面には輪花状のヘラ彫 りがなされている。 139は

杯で、見込みに鱗状文がある。
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133・ 136～ 138は香炉である。円筒形の体部をもち、口縁端部が内側に屈折するか、肥厚さ

れている。体部表面の凹凸により釉に濃淡があらわれ、それが文様効果をもたらしている。138

は全体に貫入がある。

141・ 142は青白磁で、141は碗の底部、142は合子の蓋の小破片である。外面には削り出した

草花文がある。

染付 (青花)(第36図 143～ 150)

143～ 150は皿である。 143・ 149は外面に山形文と草花文、内面に圏線文が描かれる。 144の

外面口縁部には圏線を、内面口縁部には圏線と逆四方欅文 (そ の間にも規格的な文様あり)が描

かれている。 145。 147は 口縁部内面に圏線文、外面に圏線 と波状文がみえる。 146は 口縁端部

が外反する。内面に草花文がある。148は見込みに鹿 と草花文が描かれている。150は削り出し

高台の外側に圏線文があり、見込みには花文が描かれている。

中世陶器 (第 36図 151～ 170・ 第38図 198)

151～ 153は 中国産陶器。 151は褐釉陶器の壺口縁部、152は小型の茶壷の上半部、153は天目

茶碗の体部である。152は器壁が薄く、きやしやな作 りである。

154～ 156は李氏朝鮮王朝の陶器である。 154・ 156は粉青沙器の皿で、高台状の底部をもつ。

155も高台状の底部をもつ碗である。

198は灰釉陶器の碗で、外面に薄く自然釉がかかる。 157は美濃焼の天目茶碗、158は瀬戸焼

の灰釉陶器皿である。見込みの釉は貫入がある。

159～ 161は備前焼である。 159。 161は播鉢。160は甕の玉縁状口縁部である。

162～ 165。 167・ 168・ 170は奎器系陶器で、162～ 164は甕の口縁部である。165は鉢の口縁部。

口端部がやや膨らみをもつ。167は甕の頸部片で、内面の粘土貼 り付け痕が明瞭に観察される。

168は底部である。 170は甕の胴部で、外面にスタンプ状の格子と矢羽状の夕タキロが施されて

いる。 166。 169は陶器の底部である。169の 内面の一部に漆 と思われるものが付着 している。

瓦質土器 (第38図 197・ 199～ 203)

197・ 200は奈良火鉢である。 197は 浅鉢口縁部で、 1条の突帯下には菱形区画のスタンプ文

が施されている。200は風炉であろう。 1条の低い突帯の上には集状文、その下段には羽状文

が浮き彫 りを表されている。 199・ 203は鍋の日縁部である。201は鉢、202は播鉢の口縁部であ

る。

肥前系陶磁器 (第 37図 171～ 194・ 第38図 195。 196)

肥前系陶磁器の高台は基本的に削 り出し高台である。

171～ 173・ 176。 177・ 179。 180。 186は磁器である。 171・ 179・ 180は皿。 172・ 176は碗。い

ずれも見込みに釉剥ぎがあり、砂 目積み痕が残る。 176は 高台の外面を細く釉剥ぎしたのちに

赤色顔料が塗られている。 173は小型の碗で外面にかえで葉文様が、高台の内外に圏線文があ

る。177は皿、見込みに圏線で縁取られた渦巻状の雷文がある。186は碗。

174・ 175。 178,181～ 185。 187～ 196は陶器である。 174・ 175は碗で174は高台外側に圏線が
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描かれている。 178。 181・ 182は皿。181の見込みには3箇所、182の見込みには4箇所の胎土 目

積み痕がある。183は碗。外面に文様の痕跡が確認できる。 184・ 185。 191。 192は皿。見込み

には蛇ノロ釉剥ぎが施されている。192の高台は上げ底状である。187は大皿。内面には粗雑な

施釉がある。 188。 189・ 193は皿で、上げ底状の高台。 188は 見込みに釉ユ1ぎ を施 し、189は 3

箇所の、193は 2箇所の砂 目積み痕が観察される。第38図 195は皿。見込みに鉄絵が描かれてい

る。外面には別個体の皿が癒着し、そのため歪んでいる。 196は小型の碗である。194は甕の月同

部である。外面には押圧文を付けた 2条の貼 り付け突帯がある。内面には細かい格子状の当具

痕があり回転 ヨコナデにより擦 り消している。

上製品 (第 38図204～ 207)

204～206は土錘である。204・ 205は紡錘形、206は太型の紡錘形である。207は土師器の杯底

部を転用 した土製円盤で、中央に凹みがある。

鉄製品 (第 38図 208～ 210)

208は錐状の鉄製品である。一端が茎状となっている。209は細い角棒の破片である。太さか

らみて火箸の可能性が考えられる。210は用途不明品。

瓦 (第38図 211～ 219)

211～213は 丸瓦である。211は狭端部。凸面には格子 目叩き痕を残 し、凹面には、糸切痕、

側板痕、回布圧痕がある。側板連結模骨を使 う粘土板巻き作 りの行基丸瓦である。狭端面はヘ

ラケズリののち、凸凹面側 ともに面とりされている。212は側辺部。凸面調整はヨヨナデ、凹

面には糸切痕 と布圧痕、布筒の綴 じ合わせ 目痕がある。綴 じ日はぐし縫い。側面の凹面側のみ

面とりがある。213も 側辺を残す破片。凸面調整はヨコナデ、凹面には糸切痕と布圧痕がある。

側面の凸凹両方に面とりがある。

214～219は平瓦。214・ 215は凸面の格子 目叩き痕をヨコナデ調整です り消す。凹面には布圧

痕がある。216は 叩き痕を残さない。217～ 219はタテ縄叩き平瓦。いずれも一枚作 りであろう。

これらの瓦片は、本遺跡の北西約 l kmに ある神門寺境内廃寺の所用瓦であり、211・ 214・ 215

は創建期の瓦である。

石製品 (第 39図220～第42図 269)

220は流紋岩製の石箆状石器で、表面の自然面は風化のため軟質となり線状のキズ痕が残る。

裏面は摂理面で剥離されている。

224は碧玉製の、229は玉髄製の楔形石器である。224は縁辺に刃潰 しが観察され、229は上下

縁辺部に敲打痕が観察される。

225は玉髄製の敲石。縁辺及び凸状部に潰れ痕が著 しい。

221～ 223・ 226・ 228は玉髄製の石核、227は黒曜石の石核である。222は所々自然面が残存 し、

223は凸部に敲打痕が観察される。

230は玉髄製の調整剥片である。235は流紋岩製の加工痕ある石器である。231は玉髄製の剥

片で両側辺に刃こばれが観察される。
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232・ 233は安山岩製の石錘で、平 らな川原石を利用している。233の縁辺一部には磨滅痕が

観察される。

234・ 236～ 250・ 252～ 261・ 264～ 266・ 268・ 269は砥石である。

237・ 238。 240。 242・ 246・ 247・ 253・ 256・ 259。 264は荒研ざ～仕上げ研ぎ、250は荒研ぎと

仕上げ研ぎ、252は荒研ぎと中研ぎ、260・ 265は 中研ぎ、239・ 241・ 243・ 249・ 254・ 255。 257・

269は中研ぎと仕上げ研ぎ、245・ 258・ 261・ 266は仕上げ研ぎ、248は 中研ぎとして使用されて

いるが、左側辺に剥離痕が観察される。

234・ 286～ 241・ 243～ 245。 247～ 250・ 255は凝灰岩製、242・ 246・ 252・ 253・ 257・ 259は砂

岩製、254・ 258・ 260・ 261・ 264・ 265・ 269は流紋岩製、256は安山岩製、266は花闇岩製であ

る。234・ 236は 玉作関連の石器 とも考えられる。234・ 244は側面には擦 り切 り痕のような削痕

がみられる。236は元来石鋸の可能性も考えられるようなものである。

268は打製石斧の転用砥石 と考えられ、表裏面の平坦面を研磨 している。

251は全面に擦痕のある硯のような形を作 り出してお り形代 と考えられるものである。

262は台石である。刃キズが観察される。263・ 267は研磨痕ある礫で、263は刃キズが明瞭に

観察され、被熱で一部煤が付着 している。

また砥石が4D区に集中して出土してお り、鍛冶関連遺物が集中していることと関係があり

そうに思われる。

木製品 (第43図 270～ 286)

270～ 272は漆器椀の破片である。270は高台部で、黒漆主体であるが見込みに赤漆が一部観

察される。271は体部。外面に黒漆、内面に赤漆が塗布 してある。272は 内外面とも黒漆が塗布

され、外面には赤漆で鶴 と思われる鳥が描かれている。

274は折敷の底板であろう。残存する角を面取 りしている。275は小判形の木皿 と思われる。

273は算盤玉状の木製品で、中央に穿孔が施されている。276は軸をもたない独楽で、上面の

中心から外れた位置に直径 5■lmの 円形の凹みがある。樹種はマツ属 (二葉松類 )。

277は角棒状品で、側面から穿孔が 1箇所施されている。278はやや小振 りの横槌である。キ

ブシ属キブシ。

279。 280は 下駄である。279はやや幅広の長方形をした連歯下駄で、樹種はクリ属クリ。280

は細長く隅丸に作られた露卯下駄。差歯の一部が残存している。樹種は、台と後歯はハダ属キ

ハダ。前歯は環孔材。

281～286は板材である。

鉄滓 (表 1)

鉄滓は、構成表 (表 1)及び観察表としてまとめた。

註
1)約 3600年前の三瓶山噴火による火山灰の土砂が神戸川を流れて堆積したもの。鍵層。
2)出土した弥生土器片は総計13点 ある。そのうちわけは、前期6点、中期7点、後期3点である。
3)木製品については、一部しか樹種同定を行つていない。
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表 1 4区 出土鉄関連遺物構成表
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第2節 築山遺跡(平成17年度発掘調査4B区 )にかかる自然科学分析

渡辺正巳 (文化財調査コンサルタン ト株式会社 )

はじめに

築山遺跡は島根県中央部の出雲市上塩冶

町に位置する。本報は、出雲市が文化財調

査コンサルタン ト株式会社に委託 。実施 し

た複数の業務内容をまとめ、再編集 したも

のである。

分析の目的は以下に示す 3点であり、花

粉分析、植物珪酸体 (プラント・オパール)

分析、珪藻分析、種実分析、寄生虫卵分析

を実施 し、それぞれの目的に対して考察を

行った。

①溝状遺構 (S D 1000)の 堆積環境を明

らかにする。

②畠跡と考えられる畝状遺構 (S X 1056)

(No.1地点)での耕作の実態を明らか

にするとともに、同時期の水溜状遺構

(S K 1048)と の関連を調べる。

③遺構 (S E 1094)の 性格を明らかにす

る。

分析試料について

図44に、試料採取地点を示す。それぞれ

の地点での模式柱状図及び分析試料採取層

準を、分析結果として示した各種ダイアグ

ラム左端に示 してある。種実分析試料は、

「畝状遺構 (S X 1056)」 地点 4層最下部か

らブロックで採取した。また、図45に遺構

S E 1094の 断面図及び寄生虫卵分析試料の

採取位置を示す。

畝状遺構
SX1056

0                     10m

井戸SE1094

第44図  4B区 試料採取地点 (1:500)
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分析方法及び分析結果

1)微化石概査

花粉分析用プレパラー ト、及び珪藻分析用プレパラー トを用いて、その外の微化石、火山ガ

ラスの含有状況を確認 した。各微化石・火山ガラスの概査結果は、第 2表のとお りである (植

物片、炭は花粉分析用プレパラー トを観察した。珪藻、火山ガラス、植物珪酸体は、珪藻分析

用プレパラー トを観察した)。

2)花粉分析

処理は渡辺 (1995a)に従つて行った。プレパラー トの観察・同定は、光学顕微鏡により通

常400倍で、必要に応 じ600倍あるいは1000倍を用いて行った。花粉分析では原則的に木本花粉

総数が200個 体以上になるまで同定を行い、同時に検出される草本・胞子化石の同定も行った。

またイネ科花粉を、中村 (1974)に従いイネを含む可能性の高い大型のイネ科 (40ミ クロン以

上)と 、イネを含む可能性の低い小型のイネ科 (40ミ クロン未満)に細分している。

分析結果を第46～48図 の花粉ダイアグラムに示す。花粉ダイアグラムでは木本花粉総数を基

数として分類群ごとに百分率を算出し、木本花粉を黒塗 リスペク トルで、草本花粉を白抜きス

ペク トルで示 した。統計処理に十分な量の木本化石が検出できなかった試料では、検出できた

種類を「*」 で示 した。また右端の花粉総合ダイアグラムでは木本花粉を針葉樹花粉、広葉樹

花粉に細分し、これらに草本花粉、胞子の総数を加えたものを基数 として、分類群ごとに累積

暗褐灰色粘質上で

砂粒子多く含む部分

＼  |

①、②が試料採取位置を示す

0              1m

第45図  S E1094の断面図および試料採取地点
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表 2 微化石調査結果

地 点 名 試料NO. 花 粉 炭 植 物 片 珪 藻 火山ガラス ラントフレ辛ッI

S X 1056

(畝状遺構 )

１

２

３

４

△

△

△

○

◎

◎

〇

△

△ ×

△ X

△ ×

△

煤
煤
△
◎

△ ×

△ ×

△ ×

△

○

○

○

○

S D 1000

１

２

３

◎

◎

○

○

○

○

△

△

△

◎

◎

○

△
朕
鰈

◎

◎

◎

S K 1048

４

１０

１６

２０

◎

◎

◎

⑥

△́

△

△

△

△

△

△

△

◎

◎

◎

⑥

△ ×

△ ×

△ X

△ ×

○

△ X

△ ×

△ ×

凡例 ◎ :

△ :

十分な数量が検出できる ○ :少 ないが検出できる

非常に少ない △× :極めてまれに検出できる × :検出できない

百分率として示 した。

3)植物珪酸体分析

分析処理は藤原 (1976)のグラスビーズ法に従い行った。プレパラー トの観察・同定は、光

学顕微鏡により通常400倍で、必要に応 じ600倍あるいは1000倍を用いた。同定・計数は、イネ

科の機動細胞由来値物珪酸体のほか、形態分類群、樹木起源など同定可能な分類群について行っ

た。また計数は、同時に計数 したグラスビーズの個数が300を超えるまで行つた。

分析結果を第49～ 51図 の植物珪酸体ダイアグラムに示す。植物珪酸体ダイアグラムでは、 1

gあたりの含有数に換算した数を、検出した分類群ごとにスペク トルで示した。

4)珪藻分析

処理は渡辺 (1995b)に 従つた。プレパラー トの観察・同定を光学顕微鏡により通常400倍

で、必要に応 じ600倍あるいは1000倍を用いて行つた。

分析結果を第52・ 54図の珪藻ダイアグラム及び、第53・ 55図の珪藻総合ダイアグラムに示す。

珪藻ダイアグラムでは珪藻総数を基数として分類群ごとに百分率を算出し、スペク トルで示し

た。珪藻総合ダイアグラムでは、生息域ごとにまとめて百分率を算出し、累積ダイアグラムで

示した。また、生息水域グラフでは検出総数を基数とし、他のグラフでは淡水種総数を基数と

している。珪藻化石組成表では、検出総数を基数 とした百分率を算出し示してある。

5)種実分析

試料を0.25111111目 の舗で水洗し細粒物を除去した後、肉眼あるいは実体顕微鏡を用いて植物遺

体を選別・同定する。同定に当り、現生標本及び図鑑類を参考にした。同定後の試料は、調査

地点ごとに分類群別にガラス瓶に入れ標本とした。

分析結果を表 3の種実同定結果に示す。また、以下に分類群ごとの記載を行つた。

(1)イ ネ科 (Gramineae)

炭化 した種子を出上した。種子は長卵形で扁平、腹面下端に長楕円形の胚があり、背面には

不明瞭なへこみがある。種子頂部は丸く、表面は平滑である。形状からメヒシバやカモジグサ
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表 3 種実同定結果 (S X1056 4層最下部 )

試  料  名 分 類 部 位 名 個 数

S X 1056 4層
イ  ネ  科 種子 1

核 菌 綱 菌核 1

などと考えられる。

(2)核菌綱 (PyrenomyCetes)

菌核を出上した。ほぼ球形で表面はざらつくが模様はない。中は均質のスポンジ状である。

もともと黒く堅いので炭化 しているかどうかの判断は難 しい。主にコナラ属などの広葉樹の樹

皮に付着 して生活する菌類で、胞子を放出する器官である菌核は、成熟すると子座から離れる

構造になっている。

6)寄生虫卵分析

処理は金原 (2003)に従った。プレパラー トの観察・同定を光学顕微鏡により通常400倍で、

必要に応 じ600倍あるいは1000倍 を用いて行つた。

分析結果を、表 4の寄生虫卵分析結果に示した。表 4には、同定種類ごとの計数値を示すほ

か、処理試料 1爾あたりの含有数に換算 した数量を示す。また、基礎データとして寄生虫卵密

度・希釈率を示す。

花粉分帯

築山遺跡では平成15年度以降、継続的に花粉分析等の自然科学分析が実施されている。これ

らのうち渡辺 (2004)では、弥生時代以降とされるほぼ連続 した花粉組成が得られている。ま

た、近隣の三田谷 I遺跡では、断続的ではあるが縄文時代中期以降の花粉組成が得られている

(中村・渡辺,2000ほか)。

今回の分析地ザ点の内、S D 1000が弥生時代後期、 S X 1056地 〕煮及び S K 1048が 中世に堆積し

たと、それぞれの出土遺物から考えられていた。

既知の花粉分析結果、及び今回の推定堆積年代を基に、各地点で築山遺跡での局地花粉帯

(渡辺,2004)に対比した。

1)S X 1056地点の各試料について

S X 1056地 ザ煮は、中世の畝状遺構 (畠跡)と 考えられていた。

試料NO.3～ 1は、出土遺物の時期からⅢ帯に相当すると考えられる。 しかし、木本花粉の検

出数が少ないことから、花粉分帯の対象から除いた。

試料NO,4は最下部から採取 したものであつたが、微粒炭に乏しいなど他の 3試料と試料の様

相が異なった。また、この試料のみ花粉化石の含有量も多いなど異質なものであつた。下位の

地山は砂層であり、これらの花粉化石が 「地山」からの混入であるとは考えにくい。 どこかか

ら持ってきて客土をしたなどの可能性が指摘され、本質的なものでないと考えて花粉分帯の対

象から除いた。



表 4 S E1094の 寄生虫卵分析結果

試料No ① ②
1マ ンソン裂頭条虫卵 DiphyllobOhoyium mansoni 個体数

(個体/c置 )

０

　

０

1

2

総数

寄生虫卵密度 (個体/cDf)

稀釈率 (1/x)

０

０

‐７

１

　

９

，
　

９

，

2)Ⅳ帯 (弥生時代後期 I S D1000)

スギ属が卓越 し、マツ属 (複維管束亜属 )、 アカガシ亜属、ヨナラ亜属を伴 う。胞子化石の

割合は低く、草本花粉ではヨモギ属が卓越するほか、イネ科 (40ミ クロン未満)も高率を示す。

渡辺 (2004)で は、中世の堆積層下位で弥生時代に堆積 した可能性のある層準の花粉組成も

Ⅲ帯としていた。 しかし、ここでのⅢ帯はマツ属 (複維管束亜属)が卓越 し、今回得 られた花

粉組成 とは異なるものであった。一方、近辺の遺跡に目を向けても弥生時代に堆積 したと確定

される堆積物の分析例がなかった。両地点とも局地的な植生を反映したものである可能性も残

るが、今回の試料は明らかに弥生時代後期の堆積物であり、渡辺 (2004)の堆積時期は不確実

なことから、今回得られた花粉組成が弥生時代後期を代表する花粉組成であると考えた。また

Ⅲ帯に先立つことから、Ⅳ帯とした。

3)Ⅲ帯 (中 世 :S K 1048)

マツ属 (複維管束亜属)が卓越するほか、スギ属、コナラ亜属を伴 う。胞子化石の割合は低

く、草本花粉ではイネ科 (40ミ クロン以上)が卓越するほか、イネ科 (40ミ クロン未満 )、 ヨ

モギ属が高率を示す。

今回得 られた花粉組成の特徴は、渡辺 (2004)で 明らかになったⅢ帯の特徴 と一致する。ま

た、時期も良く一致することからⅢ帯に対比 した。

畝状遺構で花粉化石含有量が少なかった原因について

花粉化石の含有量の少ない原因について、通常は以下のような事が考えられている。

1.堆積速度が速いために、堆積物中に花粉化石が含まれない。

2.堆積物の特性 (粒度・比重)と 花粉化石の平均的な粒径、比重が著 しく異なり、堆積物中

に花粉化石が含まれない。

3.土壌生成作用に伴 う堆積物で、堆積速度が極めて遅く、堆積 した花粉化石が紫外線により

消滅 した。

4.花粉化石が本来含まれていたが、堆積後の化学変化により花粉化石が消滅 した。

5.有機物に極めて富む堆積物で花粉以外の有機物も多く、処理の過程で花粉化石が回収でき

なかった。

今回分析 した試料の多くは暗褐～黒色の中～粗砂質粘土であり、胞子の割合が高く、キク科

を主とした草本の割合も高い。またプラン ト・オパールの含有量も多い。これらのことから、
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3が主因であつたと考えられる。つまり、堆積速度が遅いために花粉が堆積物中に固定 される

以前に紫外線の作用で分解 したと考えられる。

S X1056(畝状遺構)と S K1048(土航)の関係について

1)畝状遺構の環境

前述のように、畝状遺構は紫外線の影響を強く受ける環境下で土壌化を受けていたことが明

らかである。つまり、畠作環境に長く置かれていたことが示唆される。一方分析試料の内、試

料NO.1か らは 「イネ」のプラン ト・オパールが多量に検出されるほか、「ムギ」のプラン ト・

オパールも検出され、畠作を裏付けるものである。 しかし、試料NO。 1層準は畝状遺構を覆 う堆

積物であり、畝状遺構の耕作土ではない。 したがって、中世にイネやムギが作られていたとは

言い難い。

試料配 2では 「キビ族型」のプラン ト・オパール とソバ属花粉が検出された。「ソバ」 と

「アフ (キ ビ族型プラント・オパール )」 が栽培 された可能性が指摘できるが、試料配 2層準も

畝状遺構を覆 う堆積物であり、畝状遺構の耕作上ではない。

試料NO.4、 3でも「キビ族型」のプラン ト・オパールが検出された。また試料NO.3で は、ノ

バ属花粉が検出された。試料陥 4層準の種実分析では、イネ科の 「雑草」であるメヒシバある

いはカモジグサと考えられる種子が検出されたが栽培植物は検出できなかった。

試料NO.3では 「ソバ」と「アワ (キ ビ族型プラン ト・オパール )」 が栽培された可能性が指

摘できる。 しかし、ノバ属花粉の検出量は少なく、上位の 2層からも検出されていることから

上位から混入 した可能性も指摘できる。またキビ族型プラント・オパールがアフ以外の雑草も

含むことなど、「ソバ」と「アワ (キ ビ族型プラン ト・オパール )」 が栽培された可能性は低い。

2)S X 1056地 点とS K 1048と の関連

共に中世の遺構 と考えられることから、 S K 1048が 畠への潅漑用溜池の可能性が指摘 されて

いた。 S K 1048の 花粉分析結果からは、近辺が草地あるいは水田であつたことが示唆され、 S

X1056地点が土壌化を受ける環境 (畠 地、草地)であつたことと矛盾はしない。 しかし、両地

点で共通 して特徴的な花粉化石が検出されなかったことから、両地点の関連を論ずることはで

きなかった。

遺構 S E1094の性格について

遺構 S E 1094が その形態からトイレ遺構 との可能性が指摘された。このことから、遺構内堆

積物の寄生虫卵分析を行った。しかし、分析結果 (表 3)に示すとおり、検出された寄生虫卵

はマンソン裂頭条虫 (イ ヌ、ネコに普通にみられる寄生虫)卵 1個体であった。ヒトには、生

水や広範に分布している第 2中間及び待機宿主の生食や力日熱不十分な状態で摂取することによつ

て感染するが、ヒトが終宿主ではないため、幼虫状態で寄生する。

前述のように S E 1094の 上部①からは全く寄生虫卵が検出されず、下部の②からのみ寄生虫
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卵がわずかに検出された。現地観察で②が S E 1094の 本質的な堆積物で、①は廃棄時あるいは

廃棄後の堆積物であると推定されていたことと併せると、検出された寄生虫卵は S E 1094の 使

用時に付加 されたことになる。 しかし前述のように、マンソン裂頭条虫はイヌ、ネコが終宿主

であり (卵 は終宿主の体内で生まれる)、 S E 1094に人間の糞がたまっていたと言 うことには

ならない。

いわゆる「トイレ遺構」では、終宿主が人間の寄生虫卵が数百個体/爾以上の密度で検出さ

れることが普通であり、今回の結果からは、 S E 1094が いわゆる「トイレ遺構」であるとは考

えにくい。

古環境推定

以下では、堆積時期ごとに古環境を推定する。

1)弥生時代後期 (Ⅳ帯期 )

① S D1000の堆積環境

珪藻分析結果で底生種がほとんどを占め、上位に向かい陸生種が微増する。また、流水種は

検出できなかった。また試料陥 3層準が粘土質砂層であったものの、全体に明確なラミナが認

められないことから、閉鎖的で流れの乏しい湿地状の溝であったと考えられる。溝が埋まるに

つれ、水量も減 り時には干上がることもあつたと考えられる。

② S D1000内 あるいは近辺の植生

ヨシ属のプラン ト・オパールが検出されることから、溝内あるいは縁辺にはヨシが生育して

いた部分があったと考えられる。また、ウシクサ族A型やススキ属型のプラン ト・オパールも

検出され、チガヤ類やススキ類などが溝の縁辺から近辺には繁茂 していたと考えられる。一方

で、アジノ トウグサ科やノアズキ属の花粉が特徴的に検出され、フサモ類が溝内に、ノアズキ

が溝近辺に繁茂していたことが明らかである。

また、ブナ科のプラン ト・オパールが検出されることから、シイノキ類が近辺に生育してい

た可能性がある。

③山地の植生

草本花粉が卓越することから、遺跡近辺には草地が広がっていたと考えられる。また得られ

た木本花粉は、遺跡背後の山地から遠 く中国山地より飛来、あるいは水 とともに流れ着いたも

ので、広い範囲の植生をしめしていると考えられる。

谷沿いや、扇状地末端にはスギ林が分布する一方、山地にはカシ類を主要素 とする照葉樹林

やナラ類、マツ類を要素とするいわゆる「二次林」が分布 していたと考えられる。

2)中世 (Ⅲ 帯期)

① S K1048の堆積環境

珪藻分析で底生種がほとんどを占め、下位ほど浮遊種が多い。もともと水深が深かつたもの

が、徐々に埋まっていったことが分かる。途中で砂層が発達するなど流れ込みがあつたことは
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確実であるが、流水種はほとんど検出されないことから、出水時にS K 1048内に水が流れ込む

ことがある程度で、ふだんは流れが乏しかつたと考えられる。

② S K1048内あるいは近辺の植生

イネの花粉 (イ ネ科 :40ミ クロン以上)やプラン ト・オパールが検出され、 S K 1048の 近辺

あるいは流れ込む溝の周囲で稲作が行われていたと考えられる。またヨシ属やウシクサ族A型

やススキ属型のプラン ト・オパールが検出されることから、溝内あるいは縁辺、近辺にかけて

ヨシ、チガヤ類やススキ類などが溝の縁辺から近辺には繁茂 していたと考えられる。

また水生植物の花粉も検出されるが、水田雑草でもある。これらはS K 1048の近辺あるいは

流れ込む溝の周囲、水田内に生育 していたと考えられる。

③山地の植生

前時期同様に草本花粉が卓越することから、遺跡近辺には草地が広がっていたと考えられる。

また得 られた木本花粉も、遺跡背後の山地から遠 く中国山地より飛来、あるいは水とともに流

れ着いたもので、広い範囲の植生をしめしていると考えられる。

谷沿いや、扇状地末端のスギ林や山地の照葉樹林の分布域が縮小し、山地にはマン類やヨナ

ラ類を要素とする、いわゆる「里山」が広 く分布 していたと考えられる。

まとめ

築山遺跡平成17年度調査での自然科学分析の結果、以下の事柄が明らかになつた。

(1)花粉分帯を行い、既知の局地花粉帯との比較を行つた。

①従来弥生時代以降の植生を示す としていたⅢ帯に先立つ花粉組成が見つかり、Ⅳ帯とした。

ただし、既知の結果にも局地的な植生を反映した可能性があるなど、再度検討する必要があ

る。

②Ⅲ帯は、中世を中心とする植生を示唆する可能性が高くなった。

(2)S X 1056畝状遺構での堆積環境を推定した。

いわゆる土壌化作用により形成 され、畠作環境下にあつたことが分かつた。また、畝状遺構

を覆 う試料NO。 1層準からはイネ、ムギが検出された。畝状遺構の作上である試料No.3、 4層準

では、ゾバ属花粉、キビ族型のプラン ト・オパールが検出された。このことからノバ、アワが

栽培 された可能性が指摘できるが、可能性は低い。

(3)S X 1056と S K 1048の 関係は、分からなかった。

(4)S D 1000、 S K1048に 関連 した古環境が明らかになった。

① S D1000は、湿地状で流れに乏しい溝であつた。

② S K1048は、水深の深い水溜池 (?)であった。出水の度に砂が流入するが、普段は流れに

乏 しかった。

③弥生時代後期、中世の遺跡内から周辺にかけての植生が明らかになった。

(5)遺構 S E 1094は 、 トイレ遺構とは考えられなかった。
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築山遺跡 S X1056

築山遺跡 S D1000
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築山遺跡 S K1048
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築山遺跡 S D1000
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第55図  S K1048の珪藻総合ダイアグラム
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第 3節 ま と め

今回報告した築山遺跡 4区では中世の遺構 。遺物を中心とし、縄文時代以降、古代に至る遺

構・遺物も確認 した。 4区の遺構配置状況を概観すると、4D区に最も遺構が密集 し4A区が

最もまばらである。以下、時代毎にまとめを記す。

縄文時代

4B東区の北部にある溝 S D 1033と S X 1034の 2つの遺構が検出されているのみである。詳

細な時期が判明する縄文土器は出土していないが、遺構が第 1ハイカ上面に形成されているの

で、その時期は後期中葉以降であろう。

築山遺跡ではこれまで、平成14年度調査Ⅱ区 (遠藤ほか2004)お よび、その北に隣接 した平

成15年度調査 1区 (三原ほか2005)で、第 2黒色土と第 2ハイカ層が確認され、縄文時代後期

初頭の中津式上器が石器をともなつて出上した。また、第 1ハイカ層面からは縄文時代晩期か

らの突帯文土器が弥生時代前期の上器 と供伴 して石器 と共に出上している。約50m南西に位置

する平成19年度調査 3区 (本年度報告予定)の西端からは、第 1ハイカ層面から縄文時代晩期

中葉～弥生時代初頭の上器が石器 とともに出上している。

弥生時代

約200mにわたって 4区を縦断する南北溝 S D 1000と 土坑 1基 (S K1037)がある。南北 S

D1000は弥生時代後期の溝であるが、周辺から同時期の遺構はみつからなかった。

古墳時代

4C区に古墳時代前期の縦板組の井戸 S E 1094と 中期の溝 S D 1096が あった。

今回報告 した 4区の南方に位置する2区 (三原ほか2007)と 5区 (本書第 4章 )、 および南

西の 3区 (平成 18・ 19年度調査、本年度報告予定)からは後期 (6世紀後半から7世紀前半)

の遺構 。遺物がみつかつている。これらは破壊された古墳に関わると推測されるもので、 4区

とは様相が異なる。

古 代

古代の遺構として、4D区の斜行溝 S D l123・ S D l145、 そして4B区南端から4C区にか

けて点在 していた 6基の土抗 (S K 1067～ 1071・ 1080)を 報告した。既報告の築山遺跡 2区か

らは 8世紀前半の須恵器骨蔵器 1基、H号区画道路部の調査区からは 8世紀後半の斜行溝 (S

D01)がみつかつているが、概 して古代の遺構は希薄である。
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中 世

4区では、もつとも遺構 と遺物の多い時期である。その前半期は平安時代末か ら鎌倉時代

(12～ 14世紀 )、 後半期は室町時代 (14～ 16世紀)にほぼ該当する。

前半期の遺構では、 4D区で確認 した L宇状の溝 SDHHお よびそれ と連結 した土坑 SK

ll10(13～ 14世紀)が注目される。ttS DllHか らは舟形の形代が 2′点出上し、土師器の杯と

小皿も一定量出土していて、祭祀的な様相をうかがうことができる。

後半期には4区全体にわたり井戸や水溜遺構があるほか、4D区では15世紀代の建物跡 と柵

跡を確認 した。この時期の出土遺物量からみても、4D区は今回報告する調査区の中心となる

であろう。

4区全体からは、総数130点 の輸入陶磁器が出土した (白磁41J煮、青磁63点、青 白磁 2点、

青花 12点 、褐釉黒釉など7点 )。 白磁には 9～ 10世紀の製品が 1点 (第 35図97)あ る。これは

伝世品の可能性があるが、出雲平野部では最も古い白磁である。12世紀の白磁 と青磁はごく少

なく、13世紀になると数が増える。14世紀のものがやや少ないようであるが、15世紀になると

出土量がもつとも多くなり、この地区が盛期をむかえたようである。 17世紀の遺構は確認でき

なかったが、肥前系の陶磁器が出土している。

出雲平野部での陶磁器出土遺跡は、1994年 時点で16遺跡 (西尾・守岡1994)、 1999年時点で

28遺跡 (間 野1999)が 数えられている。その うち、出雲平野中央にある蔵小路西遺跡 (出雲市

小山町・渡橋町)からは破片数で、青磁216点、白磁55点、褐釉陶器 6点のほか国産陶磁器

379′点が出土している。輸入陶磁器は13～ 14世紀を中心とするようで、青磁の中には双魚文盤

など優品を含む。これらの遺物や遺構の状況から、12～ 15世紀の蔵小路西遺跡は、「朝山家総

領家」の居館跡と推定されている。

築山遺跡 4区の輸入陶磁器類の出土量は、蔵小路西遺跡にはおよばないものの、出雲平野部

では屈指の質と量ではある。当然、この地に勢力をはつた塩冶氏との関係が問題 となるが、そ

れは未報告の築山遺跡 3区 。5区の報告を経た後に議論 してみたい。
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挿 図 番 号

出 土 地 点

種  別・ 8争  種

計測値・残存率

胎   土

焼   成

色   調

成形・調整・文様

鍛 冶 関連 遺 物

遺物観察表の記載事項について

本文の挿図番号に対応する。

地区名・グリンド名・遺構名・層位名の順で記した。

土器の種類・器種、不確定なものは部位を記した。土器以外のものは、素材・

器種を記 した。

実測図から測定した。残存率は全体分の、部位が記載 してあるものはその部

位の、比率である。

胎土に含まれる砂粒子の大きさとその量、砂粒子の主な種類 (目 分量の多い

ものから順に)を記 した。

良好 。やや良好・普通 。やや不良・不良の 5段階に分けて判断した。

素焼き系統の上器は褐色を、還元炎焼成の土器は灰色を基本として色調を判

断した。

遺物を正位置に置いた状態での、各位の上から下へ、底面は外縁から内縁ヘ

特徴を記 した。変化点には 「・」で区切 りをつけた。重複するものは 「→」

を使い 「古→新」で表 した。並列関係は 「+」 を用いた。「回転」 と明記 し

たものは、回転台 。椛櫨を利用 したと考えられるものである。

「ナデ」とのみ記載 したものは意識的な方向性を持たないもの、または方向

が不明なもの。

「ケズリ (LR)」 とはヘラケズリの方向が左から右を表したものである。

「ケズヅ (DU)」 とはヘラケズリの方向が下から上を表したものである。

ハケロの単位が未記載のものは不明なものである。

椀形鍛治津の (中 )は 500g以下、 (小)は 250g以下、 (極小)は 125g以下

のものをさす。

磁着度とは製鉄関連遺物分類用の 「標準磁石」を用いて、 6 11ullを 1単位 とし

て資料との反応の程度を数字で表 したものである。

メタル度とは埋蔵文化財専用に整準された小型特殊金属探知機によつて判定

された金属鉄の残留の程度を示すもので、基準感度は次のものである。

H(○ )は最高感度で、ごく小さな金属鉄が残留する。

M(◎)は標準感度で、Hの倍以上の金属鉄が残留する。

L(0)は 低感度でMの倍以上の金属鉄が残留する。

特 L(☆)はごく低感度でLの倍以上の大きな金属鉄が残留する。

銹化 (△ )と は、かつて金属鉄が内包されていた資料でも既に銹化 してしまっ

たもの。
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4区出土遺物観察表 1

挿図番号 出土地点
別
種

種
果

言十測十直(cm g)

残存率
胎   土 焼 成 色  調 成形 調整・文様 備   考

第11図 1
4BttE16
SX1 034

縄文土器
深鉢日縁部

3× 25角
l Trr以下の砂粒子 (石

英・長石など)含む
普通 灰黄褐色

目刻

デ

な

ナ

さ

い

小
粗や

デ

部
や
ナ

端

‥
‥

回
外
内

第11図 2 3と 同一固体の
可能性あり
後期中葉以降

第 14図 2
4BttE16
SX1034

縄文土器
深鉢底部

底径 3～ 4

lmm以 下の砂粒子 (石

英 長石 角閃石など)

やや多く含む
普通 灰黄褐色 明不整

デ
調

ナ

底

　

…

丸
外

内

第11図 1 3と 同一固体の可
能性あり
後期中葉以降

第 11図 3
4BttE1 6

SX4034
縄文土器
深鉢胴部

10× 7角

2ffrn以下の砂粒子 (石

英 長石 角閃石など)

やや多く含む
普 通 灰黄褐色 うブ

７
ナ

デ

め

ナ
斜

外

内

第11図 1・ 2と 同一回体の可
能性あり
後期中葉以降

第11図 4
4AttD29
SD1000
4層

器上
部

生
頸

弥
審

5× 4角

1～ 2 mm大 の砂粒子
(石 英 花南岩など)

含む
普通 灰黄褐色

外 :ナ デ十頸部屈畿部に工具
痕あリリヽケロ0本 /5mm)

内:ナデリヽケロ14～ 5本/5rml

如意形国縁
前期末

第 11図 5

4A ttB'C
20
SD1000
上面

弥生土器
甕胴部

5× 2角
2mm以下の砂粒子 (石

英 長石など)含む
普 通

外

内
黒褐色
灰貴色

外 :八ケロ→ナデ 連続刺
突文
内 :八ケロい本/5mm)ケ
ズリ(DU)

中期後半

第11図 6
4BttB16
SD1000

中位

弥生土器
甕月同言Б

6× 6角
微砂粒子 (石英 長石
など)含む

普通 浅責色

外 :タテ八ケロ→ヨコナデ
タテ八ケロ(8本/1cm)

内 :ヨ ヨナデ・ヨコ八ケロ
(6本/1 cml

内外面とも八ケロ調整を重
ねて綱かい単位に見せかけ
ている
中期後半

第 11図 7

4AttB20
SD1 000

上位

弥生土器
甕口縁部

口径 197
口縁部 4/5存

微砂粒子 (石英 長石
など)含む

普 通 灰黄色

外 :3条 の浅いナデ状の凹
線文 ヨコナデ
内 :ヨ ヨナデ

松本 Ⅳ-2

第 11図 8
区
４０
位

４Ｂ
ＳＤ
上

弥生土器
甕回縁部 存

１
部

径
縁

回

口

lmm以 下 の砂 粒子 (石

英 '長石 角 閃石な ど)

含む

普通 にぶしヽ据色

外 :回縁上半 (擬 凹線→ナ
デ消し)回 縁下半 (5条 の

裾ザ督香呼 ¬ (蝸

復合口縁
革田 3

第 12図 1

4CttB Cl

SE1094
底面

器師

Б離瓢
胴部最大径23

胴部 1/4存

石
含Ｍ豚

砂
ど

の
な

下
石

以
長

ｌｍ
英
む

良好 黒褐色
外 :ナデ ,八ケロ

(10本 /1cm)

内 :ナ デ

体部は球状で器壁は薄手
外面全体に煤付着
草田 6～ 7

第12図 2
4CttC3
S D1096

土師器
甕口縁部

回径 14

回縁部 1/3存

4m以下の砂粒子循英・

長石 角閃石 金雲母な
ど)やや多く合む

普通 灰白色

外 :口端部 (ナ 〕 ・ナデ・

八ケロ→ナデ
内 :ヨ ヨナデ ナデ・ケズ
リ(LR)

口端部は平坦面で日端内面直下に
は下からの強いナデにより沈線状
となる'日縁部は若千膨らむ
布留中段階

第14図 6
4CttD5
SK1 070

須恵器
甕月同言層

5× 6角
微砂粒子 (石英など)

若千含む
良好 灰 色 目

ロ

キ

キ

タ

タ

タ

タ

円

行

心

平

同

外

内
古 代

第 14図 1

4BttB1 4

SE1 051

底面

土師器
奮上半部

４
存

径
部

国
頸

lmm大の砂粒子 (石英
角関石・長石など)多
く含む

やや
不良

明掲灰色
外

内
調整不明
調整不明・ケズリ(RL)

古代～中世

第 14図 2
4BttB4 4

SD1050
須恵器
皿底部

径
部

底
底

136
1/7存

l frlm大の砂粒子 (石央
など)含む

艮 好 灰 色

外 :調整不明 底部 (ナ デ
ヘラ切り)

内 :調整不明
9」生糸己

第 14図 3
4BttB1 4

SD1 050

器
部

患
胴

須
甕

5角
微砂粒子 (石英 ,長石
など)若千含む

良好 灰色

外 :平行タタキロ→等間隔
にカキロ
内 :凹 凸著ししヽ同心円タタ
キロ

首墳 ～苗代

第14図 4
4BttB14
SD1050

土師器
奮口縁部

3× 65角 4m大の砂粒子 (石英・

長石など)多 く含む
や
良

や

不
にぶい貴橙色

外 :調整不明
内 :調整不明 ケズリ(RL)

古墳～中世

第 14図 7

4CttD4
SD1073
上面

須恵器
碗 ?胴部

6× 3角
石長鱒

嫌
砂
ど

微
な

良好 灰色

外 :回転ヨコナデ→「十」
字のヘラ記号
内 :回転ヨヨナデ

刻書は浅〈施されその面はナデ
と同じような筋が観察される
7～ 8世紀

第 14図 9

区

１１
位

４Ｄ

ＳＤ
中

土師器
杯

径
高
径
第

口
器
底
〃

lmm以 下の砂粒子 (石

英など)含む
普通 にぶい黄褐色

外 :回 転ヨヨナデ 底部

解隈 毬ナデ・同心円
ナデ

内外面とも煤付着
10世紀

第14図 10
区
１１
半

４Ｄ
ＳＤ
上

土師器
杯口縁部

口径 16

口縁部 1/12存
微砂粒子 (石英など)

少量含0 良好 にぶい黄橙色
外

内
回転ヨコナデ
回転ヨコナデ

15世紀

第 14図 11

区
１１
半

４０
ＳＤ
上

器
部

師
底

土
杯 存

径
部

底
底

微砂粒子 (石英など)

やや多く含む
普通 灰黄褐色

外 :回転ヨヨナデ 底部 (回 転

禽?協羞ヨョナデ 同心円ナデ
14世紀

第 14図 12

4DttB5
SDl1 23

上位

器
部

師
底

土
杯

底径 6

底部 1/2存

微砂粒子 (石 英 角閃
石など)及び若子の
1 5mm大の砂粒子含む

良好 にぶい黄橙色

外 :回 転ヨヨナデ 底部

浮隈 七ナデ;会しヽ回
転ヨヨナデ

中世

第14図 13

区

１１
位

４Ｄ

ＳＤ
中

器
部

師
底

土
杯 存

径
部

底
底

微砂粒子 (石英・長石
角閃石など)含む

普通 灰黄褐色 』初柳”ガ
外

切
内

内面に籾反あり
内外面とも煤付着
古代～中世

第14図 5

4DttB8
SDl145
上 面 +
中 待

器恵

杯

須

高

口径 17

器高 13

底径 108
1/3存

2mm以下の砂粒子 (石

英 長石など)含む
良好 暗赤灰色 含ネロ麟 曇耳岬

脚柱部 (ナデ・回転ヨヨナ〕

杯部外面にキズ痕あり
古代

第 15図 1

区
１０
面

４Ｂ
ＳＤ
上

須恵器
高台付杯
底部

存
径
部

底
底

微砂粒子 (石英 長石
など)含む

良好 灰 色

外 :回転ヨコナデ・高台貼
り付け→回転ヨコナデ
内 :回転ヨコナデ 同心円
ナデ→すデ

7世紀末～8世紀前半

第15図 2
4BttC9
SD1054

須恵器
壺口頸部

回径 9

口頸部 2/3存

1 5mr以 下の砂粒子
(石 英 長石など)や
や多 く含む

良好 灰色
デ
　（ア

ナ

ナ
コ

コ

ヨ

ヨ

転

転
回

回

外

内
内面に頸部と体部の接合痕
あり

第15図 3
48区C9
SD1 054

器
部

恵
底

須
壺

底径 93
底部 4/3存

lmm以下の砂粒子 (石

英 長石など)若千含
む

良好 灰 色

外 :回転ヘラケズリ(RLl回 転
ヨヨナデ底部(回転ヘラケズリ
→高台貼り付け→外縁を回転ヨ

内市吾埋∃ョナデ 同心円ナデ

古 代
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挿図番号 出土地点
種 月」
器 種

計測値 (cm o
残存率 胎   土 焼 威 色  調 成形 調整・文様 備  考

第15図 4
4BE【C9
SD1 054

器
部

師
体

土
皿

4× 3角 微砂粒子 (石英など)

若干含み粉つぽ tヽ
艮好

露胎 i浅黄橙
色

外 :回転 ヨヨナデ・ナデ

内 :回転 ヨョナデ
内外面とも丹塗り
8世紀

第15図 5
4BttCll
SD1054

土師器
杯底部

底径 56
底部完形

微砂粒子 (石英・長石
など)少量含む 良好 淡黄色

外 :回転ヨコナデ 底部 (回

転糸切り)

内 :回転ヨヨナデ 同心円
ナデ

9世紀

第劉図 1

4CttAl
SPl104
上位

瓦質土器
鍋上半部

回径 25
口縁部 1/15存

lmm大 の砂粒子佑英
長石など)やや多 く
含む

普 通
オリーブ黒色
断面 :灰黄色

外 :回 転ヨコナデ 粗いナ
デ ケズリ(RL)→粗しヽナデ
内 :回転ヨコナデ ナデ アヽ
ケロ(5～ 15本/1cm)

能
回
外
部

可
で
部

一

の
部
頸
に

図２と同一固体
的
¨
］

着
咄

２‐
ぁ
部
に
付

ヽ

第
性
端
面
煤
１２

第24図 2

4CE【A4

SP4104
上位

瓦質土器
a局月風言Б

頸部径 24
胴部上半

1/12存

lmm大 の砂粒子 (石英
長石など)やや多 く
含む

普 通
オリーブ黒色
断面:灰黄色

外 :粗いナデ
内 :回転ヨコナデ 八ケロ
(5～ 15本 /1cm)→一部ナデ
消し

第21図 1と 同一回体の可能
性あり外面に煤付着
12～ 14世紀

第 21図 3
4D鬱

`じ

4

SXl1 31

3層

器
部

師
底

土
杯 存

径
部

底
底

微砂粒子 (石英など)

若干合む 良好 灰白色
外 1回 転 ヨコナ デ 底 部調
整不明

内 :回転 ヨョナデ

15～ 16世糸己

第21図 4
4DttKC4

SXl131
RI喜

器
部

師
底

土
杯 存

径
部

屋
底

微砂粒子 (石英・長石
など)若千含む 良好 灰黄色

外 :回 転 ヨ ヨ ナ デ 底 部

(回転糸切 り)

内 :回 転 ョョナデ

15～ 16世紀

第 21図 5

4DttC4
SXl1 31
卜面

器
部

師
底

土
杯

底径 56
底部 1/4存

微砂粒子循英 長石
角閃石など)若千含
む

良好 にぶ い橙 色
外 :回転 ヨコナデ 底部 (調
整 不明)

内 :回転 ヨコナデ
15～ 16世紀

第 21図 6
区
１１
汁

４Ｄ

ＳＸ

ト

器師
部

上
底

底径 6

底部 1/3
微砂粒子 (石英 長石
など)若干含む 艮好 灰黄色

外 :回 転 ヨヨナデ 底部 (調
整 不明)

内 :回転 ヨコナデ
15～ 16世紀

第21図 7
4DttB6
SBl1 32

器
部

師
底

土
杯 存

径
部

底
底

微砂粒子循英 長石
角閃石など)若千含
す∫

良好 にぶしヽ責橙色 釜素易琴デ
コナデ底部(回

肉 :回蘇 ヨ コナ デ

15世紀

第21図 8
睦

１１

半

ω

ＳＢ

下

土師器
皿回縁部

口径 124
口縁部 1/8存

微砂粒子 (石英 長石・
金雲母など)若千含
すヽ

良好 にぶい黄橙色
外 :回転ヨコナデ
内 :回転ヨヨナデ

口縁部内面縁に煤付着
15世紀

第 21図 9
区

１１
土師器
小皿底部 存

径
部

底
底

似υ柾子 的 央 長ね
角閃石・金雲母 な ど)

少量含む
良好 に′ずい橙色 彿ぅ戸

整不明 属部 回 転糸

内 :調整不明
15世紀

第 21図 10
4D区 86
SBl134

器
部

師
底

土
杯

底径 64
底部 4/5存

微砂粒子 (石英 長石
など)若干合む 良好 にぶ tⅢ 橙色

外 :回転 ヨヨナデ 底部 (回

転 糸切 り)

内 :回転 ヨコナデ
15世紀

第 21図 11
4DttB6
SB41 34

器師
皿

土
小

底径 42
下半部 1/5存

微砂粒子 (石英 長石
など)若干含む 良好 黄灰色

外 :回 転 ヨ コ ナ デ 底 部

(調整不明 )

内 :回転 ヨコナデ
14～ 15世糸己

第24図 12

4D区 87
SB4434
中位

土師器
小皿

回径 64
器高 415
底径 4

4/8存

微砂粒子 (石英な ど)

少量含む
良好 灰黄褐色 塾ネ冨汗

ヨコナデ・底部(調

内 :回転ヨヨナデ
15世紀

第21図 13
40区 B5
SPl1 47

育磁

碗底部 存
径
部

底
底 緻 密 良好

釉 :オ リー ブ

灰 色
譲 胎 :陣 白缶

外 :施和 ほ部 (畳付け郡と
高台内の一部に施釉)

内 :施釉

龍泉窯系碗 I類
器壁 は厚手
13世紹

第 21図 14
区

１１
土師器
杯 下半部

底径 63
下半部 1/3存

微砂粒子 (石英など)

若千合0 良好 灰黄色
外 :回転ョコナデ・底部 (回

転糸切り)

内 :回転ヨヨナデ

器壁に化粧塗りを施す底面
には糸切り痕とともに平行
する当て具痕あり
15世紹

第 21図 15
4D区 86
SPl148

土師器
杯下半部

底径 45
下半部 1/3存

lmm以下の砂粒子 (石

英・長石など)若千含
よヽ

良好 にぶ い橙 色 釜素易考デ
コナデ・底部(回

内 :回 転 ヨョナデ
15～ 16世糸己

第21図 16
40区 B6
SPl1 48

土師器
小皿

回径 7

器高 23
底径 4

4/3存

微砂粒子 (石英 長石
など)若千含む 艮好 にぶしヽ橙色 釜素覇考デ

コナデ・底部(回

内 :回転ヨョナデ

内面上半部の一部に煤付着
15～ 16世紀

第 22図 1

4CttB2
SK1084
上 位 十下
位

土師器
杯

回径 112
器高 405
底径 45
体部 4/8存
底部完形

3m以下の砂粒子 (石

英 長石 金雲母 角
閃石など)含む

良好 灰白色

外 :回転ヨコナデ・底部 (回

転糸切り)

内 :回転ヨコナデ 同心円
ナデ

回端部に若干の平坦面あり
12世紀

第22図 2

区

１０
位

４Ｃ

ＳＫ
中

土師器
杯回縁部

回径 126
口縁部 1/6存

微砂粒子 (石英など)

含む 良好 灰白色 回転ヨコナデ
回転ヨコナデ

外

内 12世紀

第 22図 3

区

１０
位

４Ｃ

ＳＫ
中

土師器
小皿上半
言Б

回径 104
回縁部 1/7存

微砂粒子 (石英 角閃
石 金雲母など)含む 普通 灰責褐色 回転ヨコナデ

回転ヨョナデ

外

内

内面に強いナデによる段あ
り
13世紀

第 22図 4
区
１０
位

４Ｃ
ＳＫ
上

土師器
杯底部

底径 47
底部ほば完形

1～ 2mm大 の砂粒子
(石英 角閃石 金雲
母など)含む

普通 にぶ い橙 色 釜素覇τデ
コナデ底部(回

内 :同心円ナデ
13世紀

第 22図 5
区
１０
位

４Ｃ
ＳＫ
上

土師器
小皿

径
高
径
鉾

回
器
底
７

微砂粒子 (長石 石英・
赤色粒子 金雲母な
ど)含む

普通
灰黄掲色
断面 :にぶい
責橙色

外 :回転ヨョナデ・底部 (回

転糸切り)

内 :回転ヨョナデ

器壁厚手で浅 tヽ

回径と底径の差が少ない
13世紀 7

第22図 6
4C優至B2
SK1084
中位

土師器
小皿底部 存

径
部

底
底

微砂粒子 (石英 長石
など)少量含みやや
粉っぽしヽ

良好
褐灰色～黒褐
色

外 :回転ヨョナデ 底部 (回

転糸切り)

内 :調整不明

破面 が丁寧 に打ち か いた よ

うに丸みを帯 びて いる
13世糸R

第22図 7
区
１０
位

４Ｃ
ＳＫ
中

土師器
小皿底部

底径 34
底部 4/4存

微砂粒子 (石英 長石
など)及び若子の2mm
人の砂粒子を含む

普通 黄灰色
外 :調整不明 底部 (回 転糸
切り)

内 :調整不明
43～ 14世紀

第22図 8
区
１０
面

４Ｃ
ＳＫ
上

土師器
杯底部

底径 48
底部ほぼ完形

微砂粒子 (石英 安山
岩・金雲母など)及び
若子の4mm大 の砂粒
子を含む

良 好 灰貴色
外 :回転ヨヨナデ 底部 (回

転糸切り)

内 :同心円ナデ

底部糸切りが切りつ離 しの
ため器壁のナデによる粘土
盛り上がりが残存
43～ 14世糸己
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挿図番号 出土地点
別
種

種
器

計測値 (cm・ 9)

残存率
胎   土 焼 威 色 調 成形 調整・文様 備  考

第22図 9
4CttB4 2
SK1 093
4層

土師器
小皿 存

３

妃

ヽ

″

影

７

１

４

４

】

径
高
径
部
獣

口
器
底
体
障

微砂粒子 (石 英 長石
など)及 び1～ 2rTr大

の灰白色粘上を含む
普通

橙 色 ～ にぶ い

橙色

外 :回転ヨコナデ 底部 (回

転糸切り)

内 :回転ヨコナデ 同心円ナ
デ→ナデ取り

内底面のナデ取りは中央に2

回の指ナデによるもの
12～ 43世紀

第22図 10

4CttC2
SK1093
4′ 層

器
部

師
底

土
杯

径
部

底
底

62
4/2存

微砂粒子 (長石など)

少量含む
普通 にぶい橙色

外 :回転ヨヨナデ 底部 (EDE

転糸切り)

肉 :同心円ナデ

内面 は強 いナ デ によ り凹 凸

が著 しい
131H綿

第22図 15
4DttB2
SKll1 0

土 師器
杯

回径 118
器高 34
底径 76
1野ば草杉

微砂粒子 (石英 長石
角閃石など)含む

良好 にぶしヽ黄橙色
外 :回転ヨヨナデ・底部 (回

転糸切り)

内 :回転ヨヨナデ

外面に若子の煤付着
13～ 14世紀

第22図 16
4DttB2
SKll10

土師器
杯下半部 存

径
部

底
底

微砂粒子 (石 英 ,金雲
母など)含む

良 好 暗灰貴色

外 :回転ヨコナデ・底部 (回

転糸切り)

内 :回転ヨヨナデ 同心円ナデ

SDllllと接合
厚底状の底部
13～ 14世紀

第22図 17
4DttB2
SKll10

土師器
杯下半部

底径 6

底部 1/2存
微砂粒子 (石英 長石
金雲母など)含む

良 好
外 :淡黄色
内 :浅黄色

外 :回転ヨコすデ・底部 (巨

転糸切り)

肉 :回転ヨコナデ すデ

厚底状の底部
13～ 14世紀

第22図 18
4DttB3
SKll1 0

器
部

師
底

土
杯

底径 56
底部完形

微砂粒子 (石英 長石

角 閃 石 な ど)多 く合
よヽ

良好 にぶしヽ黄橙色
外 :ヨ ヨナデ 厘部 (回転糸
切り)

内 :同心円ナデ
古代 ～中世

第22図 19
4DttB3
SKll10

器
部

師
底

土
杯

６
形

５
古万

径
部

底
底

微砂 粒子 (石 天 角 閃

石 な ど)や や 多 く含

む

良好

明褐色
にぶい黄橙

外

内

傷

外 :ヨ コナ デ 属 部 (回 転 糸

切 り)

内 :同心円ナデ
古代～中世

第22図 20
区
１１
半

４Ｄ
ＳＫ
下

土師器
小皿

口径 74
器高 175
底径 42
4/4存

微砂粒子 (石英 長石
角閃石 '金雲母など)

含む
良好 にぶい責色

外 :回転ヨコナデ・底部 (回

転糸切り)

内 :回転ヨヨナデ
13～ 14世紀

第22図 21
4DttB2
SKll1 0

土師器
小皿

径
高
径
跨

回
器
底
７

微砂粒子 (石英 金雲
母など)含む

良好 に′ずい黄橙色
外 :回転ヨコナデ 底部 (回

転糸切り)

内 :回転ヨヨナデ

口縁部断面形態は三角形
厚底状の底部
13～ 14世紀

第22図 22
4DttB2 3
SKll1 0

土師器
小皿 存

セ
「
発
々
影

７
１
４
１
草

径
高
径
部
郎

回
器
底
体
席

微砂粒子 (石英 長石
金雲母など)含む

良好 灰黄褐色
外 :回転ヨヨナデ 底部 (回

転糸切り)

内 :回転ヨヨナデ ナデ

内底面に回転時にできた滅
線あり
厚底状の底部
13～ 14世紀

第22図 23
40区B2
SKll1 0

土師器
小皿

径
高
径
跨

口
器
底
７

微砂粒子 (石 英 角閃
石 長石など)含む

良好 浅黄色

外 :回転ヨコナデ 底部 (回

転糸切り)

内 :回転ヨヨナデ 同心円ナ
デ

回縁端部外面を少 し強 くナ
デて内湾ざみにする
43～ 44世紀

第 22図24
4DttB2
SKll10

青磁
碗体部

口径 17

口縁部 4/5存 緻密 良好

JfH:灰 オ リー
ブ色
露胎 :暗灰黄色

外

内
回転ヨヨナデ→施釉
施釉

外面 に若干 の 凹 凸 が観 界 さ

れる
13世紀前半

第22図 11
4CttDl
SEl1 00

土師器
杯底部 存

径
部

底
底

微砂粒子 (石英 長石
角閃石 `金雲母など)

笞手よヽ

普 通 灰 臼色
外
内

調整不明・底部 (糸切り)

回転ヨヨナデ
中世

第 22図 12
4CttDl
SEl1 00

中世須恵器
甕日同吉Б

35× 2角
lmr大 の砂粒子 (小 豆
色粒子など)含む

良好 灰白色
外
内

格子タタキロ
粗い八ケロ(3本/9mrl

亀山系
43～ 14世紀

第 23図 1

4DttC2
SD4111
上位

土師器
杯

口径 119
器高 42
底径 61
草形

微砂粒子 (石英 長石
角閃石など)及 び若
干の35～ 8mm大 の砂
粒子含む

普通 に′づい黄橙色

外 :回転ヨコナデ 底部 (回

転糸切り)

内 :回転ヨコすデ 同心円ナ
デ

見込み中央部分盛り上がる1

3～ 14世紀

第23図 2

4υ 鬱
`し

Z

SDllll
中什

器
部

師
底

土
杯 存

径
部

底
底

l mm以 下の砂 粒子 (石

英 赤褐色 粒子・金 雲

母など)やや少量含む
普 通

少ド に′Sヽ い貢

橙色
肉 :匠昔掲 缶

外 :回転ヨヨナデ・厘部 (回

転糸切り)

内 :回転ヨヨナデ
中世

第23図 3

4υ Eとしも
SDllll
由/‐

器
部

師
底

土
杯

底径 5

底部 4/3存
微砂粒子 (石 英 角閃
石・金雲母など)含む 普通 にぶい黄橙色

外 :回転ヨヨナデ 属部 (回

転糸切り)

内 :回転ヨョナデ。同心円ナデ
中世

第23図 4
4DttC3
SDllll
下II

器
部

師
底

土
杯

底径 5

底部ほば完形
微砂粒子 (石 英 ,長石
など)含む

普通 にぶい黄橙色
外 :回転 ヨコす テ 圧部 (回

転糸切 り)

肉 :同 ′ド、FE十 〒

内外面とも煤付着
中世

第23図 5
4DEXIC2

SDllll
器
部

師
底

土
杯

底径 6

底部 1/2存

微砂粒子 (石英 角閃
石 赤褐色粒子 金雲
姿キナヽ)ゞ セゝ芽よヽ

良好 にぶ い責橙 色

外 :回転ヨヨナデ・底部 (回

転糸切り→一部ナデ)

肉 :同蘇ヨコナギ
中世

第23図 6
4DttC3
SDllll

中位

器師
皿

土
小

径
高
径
形

回
器
底
完

2mm以下の砂粒子 (石

英 長石 角閃石 金
雲母など)含む

普通 にぶい黄色

外 :回転ヨコナデ 底部 (回

転糸切り)

内 :回転ヨヨナデ・同心円ナ
デ

薄手の体部 厚手の底部
43～ 14世紀

第23図 7
4DttC3
SDll14

下位

土師器

小皿

径
高
径
形

口
器
底
完

微砂粒子 (石英 長石
角閃石 金雲母など)

含む
普通 にぶい責橙色

外 :回転ヨコナデ 底部 (回

転糸切り)

内 :回転ヨヨナデ,同 心円ナ
デ

器壁は厚手
印3～ )14世紀

第 23図 8
4DttC3
SD4111
中位

土師器
小皿

径
高
径
芹

回
器
底
７

微砂粒子 (石 英 長石
角閃石 金雲母など)

含む
普 通

タト:にぶい黄色
内:灰黄色

外 :回転ヨヨナデ 底部 (回

転糸切り)

内 :回転ヨコナデ・同心円ナ
デ

器壁は厚手
43～ 14世紀

第 23図 9
4DttC3
SDllll

中世須恵器
甕胴部

6× 45角 1「m大の砂粒子 (石 英
長石など)若干含む

艮 好 灰色
外 :格子タタキロ
内 :横位の八ケロ

亀山系
13～ 14世紀

第 24図 1

4AttB21
SE1025

須恵器
杯身下半部

底径 58
底部ほぼ完形

l mm以 下の砂粒子 (石

英など)少量含む
良好 灰 色

外 :回転ヨコすデ 属部 似
り離し→ナデ)

肉 :ナ デ

底丸
己新

商

第 24図 2

4AttC D21

SE4026
1層

土師器
小皿

径
高
径
鉾

口
器
底
７

4mm以 下の砂粒子 (石

英 長石・角閃石 金
雲母など)含 0

普通 にぶい黄橙色
外 :回転ヨコナデ `底部 (回

転糸切り)

内 :回転ヨヨナデ
15世紀

第 24図 3
4 A EXID21

SE1026
上面

土 師器
杯下半部

底径 4

底部 2/3存

微砂粒子 (石 英など,

若干含みやや粉つぽ
しヽ

R好 灰白色
外 :回転ヨヨナデ 底部 (巨

転糸切り)

肉 :回転ヨヨナデ。同心円ナデ

器壁は薄手
14世紀
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挿図番号 出土地点
種 別
器  馬

ｃｍ
率脳鉾

計
胎  土 焼 成 色  調 成形 調整 文様 備   考

第24図 4
は
ＥｌＯ
層

土師器
杯底部

底径 74
底部 4/5存

微砂粒子 (石英・長石
角閃石 金雲母など)

含む
普通 浅黄色 絵ス切ぁ

ヨヨナデ・底部(回

内 :同心円ナデ
中世

第24図 5

4DttKC D2

SEll16
2層

器
部

師
底

土
杯 存

径

部

底

底
微砂粒子 (石 英・角閃
石など)含む 普 通 にぶい貢色

外
内

ナデ 底部 (回 転糸切り)

同心円ナデ 中世

第 24図 12
4DttD3
SEll1 7

2層

器
部

師
底

土
杯 存

径
部

底
底

微砂粒子 (石 英 長石
など)含む 良好 灰黄色

外 :回転ヨヨナデ 底部 (回
転糸切り)

内 :回転ヨコナデ ナデ
中世

第24図14
4DttE2 3
SEll19
1)詈

器
部

師
底

土
杯

径
部

底
底

11

1/10存
lmm以 下の砂粒子 (石
英 長石など)含む 普通 灰黄褐色

外 :ナデ・底部 (ナ デ)

内 :ナ デ 古代 ～中世

第 24図 13

4DttE4
SE1422
3層

器
部

師
底

土
杯

底径 66
底部 1/2存

1 5mm以下の砂粒子
(石英 長石 角閃石
など)含む

普通 にぶい橙色
外

内
調整不明
調整不明 中 世

第 24図 15

4DttC7
SEl141
4層

器
縁

師
回

土
杯 4× 3角 微砂粒子 (石英 角閃

石など)含む 良好 にぶい橙色
外

内
回転ヨヨナデ
回転ヨヨナデ

15世紀

第24図 16

4DttC7
SEl1 41

1層下植物
質ブロック珊的

回径 フ2

回縁部 1/8存 饗悲在具拿酔
粒子(石

普 通 灰黄色
明

明
不

不

整
整

調

調

外
内

手捏ね ?

14～ 15世糸己

第 25図 1

区

１１
位

４Ｄ

ＳＥ
中

土師器
奮回縁部

4× 4角
lmm大の砂粒子 (石英
長 石 角 閃石 な ど)多
く含 む

やや
不良

灰黄色
外

内
ナデ
ナデ 古墳～古代

第25図 2

区

１１
位

４Ｄ

ＳＥ
中

備前焼
情鉢底部

径
部

底
底

178
1/7存

2mm大の砂粒子 (石英
赤橙色粒子など)含
む

普通
外
内

暗灰黄色
灰色 位羽撫

部

目

底
矯↓

デ
デ

ナ

ナ

外
内

内面は使しヽ込みによる磨耗
15～ 16世紀

第 26図 2

48区 C14
SD1047

中位

土師器
小皿

口径 8

器高 17
底径46
1/2存

微砂粒子 (石英・長石
角閃石など)含む 良好 灰白色

外 :回転ヨヨナデ 底部 (回

転糸切り)

内 1回転ヨョナデ

体部と底部の境目に強いナ
デによるくびれあり
14～ 15世糸己

第26図 3
48優KC14
SD1047

土師質土器
矯鉢日縁部

口径 235
回縁部 1/14存

lmm以 下の砂粒子 (石
英 長石など)若千含
む

普 通 灰白色
外 :ナ デ.粗い八ケロ

“

本/1cn
内 :八 ケロまたは嬌目→上
部はナデ

回縁端部に平坦面あり(粘土
の盛 り上が りにより中央は
凹む)

14～ 15世紀

第26図 4
4BttC14
SD1 047

下位

青花
皿底部

底径 79
底部 4/2存 緻密 良好

”
　
籠
色ヽ

勘雌蜘‥青灰説

釉
た
露
文
暗

外 :草花文+2重圏線摘写→

施釉 底部 (施釉→畳付は釉
薬かきとる)

内 :龍文+2重 圏線描写→施
釉

削り出し高台
青花皿E類・景徳鎮
16世紀

第26図 5
幅
Ｄ‐０
層

土師器
杯回縁部

口径 141
回縁部 1/10存

4rm以 下の砂粒子 (石
英 長石など)含む 普通 にぶい褐色

外

内
回転ヨヨナデ
回転ヨコナデ

内面には2回 の強いナデによ
り凹みが観察される
12世紀 ?

第 26図 6
4CttCl
SD1098

土師器
杯底部

底径 58
底部 4/2存

粒

つ

¨
『

鱒

若
子
ぽ

良好 にぶしヽ黄橙色 釜素昂昴
ヨヨナデ底部傾

内 :回転ョコナデ

底部は円盤作 り
15世紀

第 26図 7
4CttCl
SD1 098

瓦質土器
鍋口縁部

回径 308
口縁部 1/10存

微砂粒子 (石英 長石
など)含む

や
良

や

不 灰白色
外

内
ヨヨナデ ケズリ(RL)

ヨヨナデ
回縁端部 に平 lB画 あ り
14～ 15世糸己

第26図 8
4CttC4
SD1 098

磁
体

白
皿

口径 124
回縁部 4/9存 緻密 良好

釉 :灰オリー
ブ色
露胎 :灰白色

外 :施和 下部露胎
内 :施釉

体部中央に稜線あり
15～ 16世紀

第 26図 9
区

１０
備前焼
信鉢下部

底径 128
底部縁辺

4/3存

2mm以下の砂粒子 (赤

褐色粒子 石英。長石
など)含む

良好 赤褐色～黒色
外

内 豪旱五層覇鷲疹栗弄)

内面は使しヽ込んでかなり磨
滅 している外面体部下に粘
土痕観察される
14～ 15世紀

第 26図 10
4CttBl
SD1098

土師質土器
摘鉢胴部

10× 45角
6mr以下の砂粒子 (石
英 ,長石など)少量合
む

普通
灰白色～明褐
灰色

外

内

ｃｍ

八ケロ→ナデ
ナデ→粗tヽ矯目(6本/1 14～ 15世紀

第26図 11
4DttC4
SDl107

土師器
杯下半部

底径 56
底部 4/5存

2mm以 下の砂粒子 (石
英 角閃石など)含む 普 通 灰黄褐色 釜素易夢昇

ヨナデ,底部(回

内 :回転ヨョナデ
14～ 15世糸己

第 26図 12
4DttC3
SDl107

土師器
杯下半部

底径 52
底部 1/4存

2mm以 下の砂粒子 (石
英 長石など)含む 普通 にぶ い褐色 釜未解

ヨヨナデ螂嗣
内 :回転ヨヨナデ

体部と底部の境が不明瞭
15世紀

第26図 13
4DttC4
SDl107

土師器
小皿
体部上半

口径 フ8

上半部 1/7存

lmm大の砂粒子 (石英
長石 金雲母など)含
む

普通 浅黄色 外 :回転ヨコナデ
内 :回転ヨヨナデ

回縁端部外画を強 くナデて
直立にする
15世紀

第 26図 14
4DttB3
SDll13

土師器
小皿

径
高
径
形

回
器
底
完

微砂粒子 (石英 長石 .

角閃石など)含む 艮好 浅黄色
釜素昂ぁ

ヨヨナデ 底部 (回

内 :回転ヨコナデ→丁寧な
ナデ

薄手の体部・厚手の底部
13～ 14世紀

第 26図 15
4DttB3
SDll13

器
部

師
底

土
杯

底径 61
底部ほぽ完形

2mm大の砂粒子 (石英 ,

長石 角閃石など)含
む

普 通 にぶしヽ黄橙色
朴:回転ヨヨナデ`底部 (回
転糸切り)

勺 :同心円ナデ

内面煤付着
43～ 14世紀

第26図 16
4DttB2
SDl106

中世須恵器
甕月同音F

12× 8角
lmf人 の砂粒子 (石英
など)含む 艮好 灰 色

外 :格子タタキロ
内 :横位の八ケロ→縦位の
ナデ

亀山系
13～ 14世紀

第 27躍 1

4DttD3
SDl120
1層

土師器
杯

口径 108
器高 25
底径53
1/2存

微砂粒子若干含 む 良好 にぶ い貴橙色 釜素sぁヨヨナデ底部(回

内 :回転ヨヨナデ

体部は浅い
15世紀

第27図 2
嘔
Ｄｌ‐
層

土師器
杯下半部

お
形

５
む死

径
部

底
底

lmm以 下の砂粒子 (石
英 赤橙色粒子など)

少量含む
良好 にぶい橙色 釜素易ぁヨヨナデ底部(回

内 :回転ヨコナデ

立ち上がりが広がる
15世紀
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挿図番号 出土地点
種 別
器 種

計測値値m9)
残存率

胎   土 焼成 色  調 成形 調整 文様 備   考

第27図 3
咽
Ｄ‐４
層

器
部

師
底

土
杯

底径 66
底部 1/5存

微砂粒子 (石 英 金雲
母など)少量含む

良好 灰責色

外 :回転ヨヨナデ 底部 (回

転糸切り)

内 :回転ヨヨナデ・丁寧なナデ
15世紀

第27図 4
4DttD6
SDl1 20

2層

器
部

師
底

土
杯

底径 54
底部 4/5存

微砂粒子 (石 英など)

少量含む
良好 灰黄色

外 :回転 ヨヨナ デ・底部 (謂

整不明 )

内 :調整 不明

15世紀

第27図 5
4DttKD4

SDl120
1層

器
部

師
底

土
杯

底径 48
底部完形

微砂粒子 (石英 長石
など)少量含む

艮 好 にぶい黄橙色

デナ
　

ア^

コ
　

ナ

菊
い

湖

回
切

同

‥
糸

‥

外

転

内

底部 (回
高台状の底部
45世紀

第 27図 6
咽
Ｄ‐‐
層

器
部

師
底

土
杯

底径 54
底部ほぼ完形

4mm以 下の砂粒子 (石

英 長石など)少量含
む

良好 にぶい黄橙色
外 :回転ヨヨナデ・底部 (回

転糸切り)

内 :同心円すデ
15世紀

第 27図 7
40区 D4
SDl120
1層

器
部

師
底

土
杯

底径 58
底部 4/3存

微砂粒子 (石英。長石
角閃石 金雲母など)

少量合む
良好 灰責色

外 :回転ヨヨナデ・底部 (回 転
糸切り→平行条線の残るナ∋
内 :調整不明

15世紀

第 27図 8
嘔
Ｄ‐‐
層

土師器
杯下半部

底径 6

底部 4/2存
lmm大 の砂粒子 (石 英
など)少量含む

良好 にぶ い黄橙色

外 !回転ヨヨナデ・底部 (回

転糸切り)

内 :回転ヨコナデ

内外面 とも煤付 看
15～ 16世紀

第 27図 9
4DttD3
SDl120
1層

土師器
杯

口径 424
器高 27
底径 6
草 形

微砂粒子 (石 英 金雲
唇など)少量含む

良好 にぶ い橙色

外
デ

内

回転ヨヨナデ 底部 (ナ

回転ヨコナデ

京都系手づくね土器模倣品
15～ 16世紀

第27図 10

4DttC8
SDl1 20

上位

土師器
小皿底部 存

径
部

底
底

微砂粒子 (石 英 角閃
石など)少量含む

良好 にぶ い黄橙色

外 :回転ヨコナデ 底部 (回

転糸切り)

内 :回転ヨヨナデ
15世紀

第 27図 14

4DttD5
SDl120
4層

土師器
小皿

回径 78
器高 18
底径 4

1/5存

微砂粒子 (石英 角閃
石など)少量含む

良好 にぶ い黄橙色
外 :回転ヨコナデ 底部 (回

転糸切り)

内 :回転ヨヨナデ

体部下半部にナデによるく
びれ
回縁部に1条の沈線
14世紀

第 27図 12
醒
Ｄｌ‐
層

土師器
小皿

口径 フ 2

器高 235
底径 38
1/4存

微砂粒子 (石 英など)

少量含む
良好 灰黄色

外
デ
内

回転ヨヨナデ 底部 (ナ

回転ヨヨナデ

体部にキズ痕
15世紀

第27図 13

4DttD7
SDl120
2層

土師器
小皿

径
高
径
昨

口
器
底
７

微砂粒子 (石 英など)

若千含む
良好 にぶしヽ黄橙色

外 :回転ヨヨナデ 底部 (回

転糸切り)

内 :回転ヨコナデ
45世紀

第27図 14

4DttD3
SD41 20

4層

土師器

小皿

回径 7

器高 2

底径 4

1/8存

微砂粒子 (石英 長石
など)若干含む

良好 灰貴色
外 :回転ヨヨナデ 底部 (訴

整不明)

内 :回転ヨヨナデ
45世紀

第 27図 15

4DttD3
SDl120
1・ 2層

土師質土器
脚付碗

口径 165
器高 48
底部 112
1/2存

石
含躙耀

砂

ど
の
な

下

石

以

長
ｌｍ
英

む
良好 浅黄色

外 :回転ヨコナデ,底部 (回

転糸切 り)→脚部貼付 像」落
痕あり)

内 :回転ヨヨナデ 回転ヨコ
ナデ→ナデ

即はおそ ら く3ヵ 所

第 27図 16
4DttD3
SDl1 20

器

部

土

縁

質

回

師

鉢

土

盾 85× 75角 lmm大の砂粒子 (石英
長石など)含む

普通 にぶい黄橙色
外 :ナ デ 八ケロ0本/1cn
内 :八 ケロによる摺目(5本 /

1cm)

外面に煤付着
13～ 14世紀

第 27図 17

4D優【D E2
SDl1 20
1層

土師質土器
盾鉢体部

65× 45角
lmm以 下の砂粒子 (石

英 長石など)含む
良好 にぶい黄橙色

本

勺
八ケロ(7本/1cω

信目(5～ 8本/5m m)
中世

第27図 18
区
１１
位

４Ｄ
ＳＤ
上

磁
体

臼
皿

3× 25角 緻密 良好

一
願Ｗ色

絣離奴

朴

治

内

回転ヨコナデ→施釉 ,議

施釉
中世

第27図19
嘔
Ｄｌ‐
層

膏磁

碗下半部

底径 46
体部下位 1/8存

紋 密 良 好

色奴
色

り一
灰胎

釉
露

外 :線描きの道弁文→施釉 `

底部 (施釉)

内 :施釉

龍泉窯系
15世紀

第27図20
4DttD4
SDl120
12層

磁
底

青

皿
属径 6

底部 4/4存
緻 密 良 好

釉 :オ リーブ灰色
露胎 :灰色

外

内
施和 底部 (高台内露胎)

2条の圏線→施釉
龍泉窯系
15世紀

第27図 21

醒
Ｄｌ‐
層

青磁
皿体部

口径
体部

42

4/8存 緻密 良好
ｅ
色・ブ灰廂

‥ォ
胎

釉
露

釉

釉

施

施

外

内
龍泉窯系
15世紀

第27図 22
4DttD・ E2
SDl120

査器系陶器
高台付こね鉢
体部下半部

底径 13

体部下半 4/8存

6mm以下の砂粒子 (石

英など)含む
良好 にぶい赤褐色

外 :す デ ケズリ・ナデ・底剖
(ナ ガ
内 :回転ヨコナデ

内面は使用のため磨滅
13～ 14世紀

第27図23
4DttD4
SDl120

査器系陶器
里月同言F

胴部最大径127
潟同言Б 1/9存

4mm以下の砂粒子 (石

英 長石など)含む
良好

外
内
釉

極暗赤褐色
黄灰色
オリーブ灰色

外 :灰釉がかかるため調整
不明
内 :回転ヨヨナデ

中世

第27図 24

4DttD2 3
SDl1 20

6層

陶器
甕月同吉F

5× 6角
微砂粒子 (石英 長石
など)若千含む

良好 灰色
拳ア
（ア

ナ

ナ

外

内

害」れ口に漆付着
(漆つぎの跡)

中世

第 27図25
4DttB C8
SDl120
上半

朝鮮王朝陶器
粉青沙器皿
底部

径
部

底
底

4

4/3存

2m以 下の砂粒子 (石

英・長石など)含む
良好

色
ぶ

白

に

灰

胎

色

釉

露

橙

釉

釉

施

施

外

内
見込み に砂 目積反 あ り

16世紀

第27図26
区
１１
位

４Ｄ
ＳＤ
上

須恵器
蓋杯の蓋体部

体 部 1/6存
微砂粒子 (石 英など)

少量含む
艮 好 灰 色

外 :回転ヨヨナデ,回転ヘラ
ケズリ(LR)

内 :回転ヨヨナデ

輪状つまみの痕跡
7世紀末～8世紀前葉

第30図 1

区
１１
面

４Ｄ
ＳＤ
上

土師器
杯下半部

９
形

４
凸万

径
部

底
底

2帥以下の砂粒子 (石

英 長石など)含む
普通 灰黄色

外 :調整不明 底部 (回転糸
切り)

内 :回転ヨヨナデ
11～ 12世紀

第 30図 2

40区 C D6
SDl144
C D32・ 6層

器恵

Ｆ贈翻
21× 41角

2mm以 下の砂粒子 (石

英 長石など)含む
良好 灰色

外

内
格子タタキロ
八ケロは本/4cn

12～ 13世紀
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第 30図 3
4 D ttB8

S D l144

中国産掲釉系
陶器
四耳壺 ?

上半部

口径 14

回縁部 1/4存 密 良好 オリーブ黒色
外 :回転ヨョナデ→4条の減
線
内 :回転ヨヨナデ

口縁部は横に引き出し平坦
面をもつ
12～ 13世紀

第 31図 1

4 C ttB2

S X1077
器
縁

師
口

土
杯

4× 35角
lmm人の砂粒子 (石英
赤褐色粒子 角閃石
など)含む

普 通 にぶしヽ橙色
デ

拳ア

ナ

ナ
コ

コ

ヨ

ヨ

転
転

回

回

外
内

玉緑状の回縁端部 (白 磁の影
響)

12世紀 ?

第 31図 2

4 C ttC2

S X 1077
上半

土師器
柱状高台部

底径 6

脚柱径 35
底部縁辺部

1/9/7

微砂粒子 (石 英 角閃
石 長石など)含む 普 通 にぶ tヽ 貴橙色

外

内
回転 ナデ・底部 (糸切 り)

調整 不明

中央に焼成前穿孔 (未 貫通)

あり。布目状の当て具でね
じりつけた感じ
12～ 13世紀

第 31図 3 蝉ＳＸ４卦
器
縁

師
口

土
鍋

回径 23
口縁部4/14存

1～ 2 mm大 の砂粒子
(石英など)含む 普 通 灰 白色

デ
デ

ナ

ナ

外
内

回唇部は内傾ざみ
12世紀～

第 31図 4
4 D ttB2

S Xl109
土師器
杯底部

４
形

５
完

径
部

底
底

3mm以下の砂粒子 (石

英・角閃石 金雲母な
ど)含む

普通 灰黄色
外 :回転ヨコナデ 底部 (回

転糸切り)

内 :回転ョコナデ

見込み中央部分盛り上がる
14世紀

第31図 5 蝉ＳＸ‐輌
土師器
小皿底部

底径 4

底部ほば完形
lm以 下の砂粒子 (石
英 長石など)含む 普通 にぶい黄橙色

外 :回転ヨヨナデ 底部 (回

転糸切り)

内 :回転ヨョナデ

見込み中央部分盛り上がる
12世紀

第 31図 6
4 D ttC3

S Xl109
土師器
小皿底部

底径 4

底部ほぼ完形

1 5mm以 下の砂粒子
(石 英 長石 赤褐色
粒子など)含む

普 通 にぶしヽ赤褐色
底デナ

　
拳ア

コ
　
す

弾
］
中

見込み部分は強 tヽ 回転ョコ
ナデによりカキロ状に
中世

第 32図 1

4 A ttB29

3層
弥生土器
璽狙同苫Б

65× 45角
1～ 3 mTr大 の砂粒子
(石 英 花肖岩など)

含む
普 通

灰黄捐色～に
ぶい褐色

外

文

内

ナデ→3条のヘラ描沈線
3段のヘラ描羽状文
ナデ

松本 12

第32図 2
4 A ttC28

3層
弥生土器
里月同言唇

45× 4角

1～ 2mm大 の砂粒子
(花 商岩・石英など)

やや多 く含む
普 通 浅責色

外

文
内

ナデ→2条のヘラ描沈線
4段のヘラ描羽状文
ミガキ

松 本 I-2

第32図 3
4 A ttB29

3層
弥生土器
望月同言卜

45× 25角
1 5mm大 の砂粒子 (花

南岩 石英 長石など)

含む
普通 にぶ しヽ黄色

外 :ミ ガキ→2段以上のヘラ
描羽状文
内 :ミ ガキ

松本 12

第32図 4
4 A ttC23

3層
弥生土器
甕B同音5

3× 25角 lmm以下の砂粒子 (石

英 長石など)含む 普通 灰黄色

外 :ナデ→2条 の刺突文 (先

端の丸い棒状工具による)

内 :ナデ
弥生中期

第32図 5
4 D ttBフ

2層
弥生土器
壺胴吉Б

9× 5角
2mm以下の砂粒子 (石

英`長石など)含む 普通 にぶい黄色
外 :2条の凹線文 '束」突文 り ケヽ

目12本 /1cけ ,3条 の沈線文
内 :ナ デ

松本Ⅳ 2

第32図 6
4 B ttC15

3層
弥生土器
甕口縁部

25× 2角
子

，
粒
どｍ大の砂弾む

‐”３ｍは祭
普通 にぶ しヽ橙色

外
え

内

ナデ→刻目・ナデ押さ
ナデまたは八ケロ
ナデ

口唇部下端が引き出されて
いる
弥生前期前半

第32図 7
4 B ttC16

3層
弥生土器
甕回縁部

35× 25角
2mm大の砂粒子 (安 山
岩・石英など)や や多
く含む

普通 灰黄褐色
目
明
明

刻
不
不

‥
整
整

部
調
調

唇口
外
内

口唇部は断面矩形
弥生前期

第32図 8
4 A ttB20

2層
弥生土器
把手

現存長 6

最大径 19
石勝

釣
砂
∂

の
な婿賄

ｌｍ
英 普通 浅黄橙色 ナデ 亦生中期～後期

第32図 9
4 D ttB4

2層
弥生土器
高杯の脚部

接合部径 39
接合部完形

微砂粒子 (石英 長石・
角閃石など)含む 普通 褐灰色

外 :丁寧なナデ

勝
:ズ

誡苫「需命
ナデ)脚部

円盤充填法
2次使用 (7)により破面全体
が丸〈磨滅
弥生後期前半

第32図 10
4 B ttCll

23層
弥生土器
高杯の脚部

接合部径 39
脚柱部 4/2存

lmm人の砂粒子 (石英
長石・角閃石など)や
や多く含む

普通 灰 白色
外 :タ テ八ケロ(6本/5mm)
内 :ケズリ(RL)

円盤充填法
弥生後期～古墳初頭

第32図 14
4 A ttD28

3層
弥生土器
底部 存

径
部

底
底

4mm大の砂粒子 (石英
長石・花筒岩など)や
や多 く含む

普通 にぶい責橙色
外

内
ナデ 底部 (ナ刃
ナデ

厚手の平底
弥生前期末～中期初頭

第32図 12
4 A ttA23

23層
弥生土器
底部

耳
形

４
ｂ死

径
部

底
底

lmm大の砂粒子 (石英 ,

長石など)多 く含む 普通 にぶ い黄橙色
外

内
タテミガキ 底部 (ナデ)

ナデ
厚手の平底
弥生前期末～中期前半

第32図 13
4 B ttE48

3層
弥生土器
底部 存

径

部

底

底
微砂粒子 (石 英・長石
など)含む 普通

外

内
灰黄色
黄灰色

外

内
ナデ 底部 (ナ デ)

ナデ十指圧痕

外画の体下部から底部に煤
付着
底面に黒斑
弥生中期中葉

第 32図 14
4 A ttB23

2層
弥生土器
底部

底径 64
底部 4/2存

lmm大の砂粒子 (石英
長石など)含む 普 通 浅黄色

外

内
タテミガキ?底部 (ナ 7~l

ナデ
厚手の平底
弥生中期前半

第 32図 15
4 D ttB2

2層
須恵器
杯身日縁部

発‐２隅耐時

蜘韓籍蜘螂

微砂粒子 (石 英 長石
など)含む 良好 灰 色

外

内
回転ヨコナデ
回転ヨョナデ 出雲6A期 (古墳末 )

第32図 16
4 B ttC19

2層
須恵器
杯蓋

径
一『向
１
９
０

劫泌雄緊脹鉾

つ
つ
最
身
受
７

4 1n n以下の砂粒子 (石

英・長石など)含む 普通 灰 色 尋濫 雲夢会
ラケズリt

内 :回転ョコナデ

宝珠状つまみ
かえしは欠損
全体的に風化著しtⅢ

フ世紀前半

第 32図 17
4 C ttB4

3層
須恵器
杯蓋日縁部

口径 13

最大径 142
回縁部 4/7存

微砂粒子 (石 英 長石
など)含む 良好 灰色

外

内
回転ヨコナデ
回転ヨョナデ

かえりあり
7世紀

第 32図 18
48区 B15
3層

須恵器
杯蓋

２５

６

ュ

】
η
晴
１０
径
α

呻
締
醐
韓
期
難
障

微砂粒子 (石 英。長石
など)含む 良好 灰 色

外 :回転ヘラケズリ→ナデ ?

回転ヨヨナデ
内 :回転ヨコナデ ナデ

大谷蓋杯 C2型
出雲6B期 (7世紀)
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第 32図 19
4 B ttE15

1層
須恵器
杯蓋天丼部

つまみ径 26
55× 2角

lm以下の砂粒子 (石
英 長石など)含む

良好 灰 色

外 1回転ヨヨナデ '回転
ヘラケズリ(RL)(LRl
内 :ナ デ

擬宝珠状つまみ
8世紀

第 32図 20
4 D ttB8

2層
器
部

恵
底

須
壺

底径 44
底部 1/4存

lmm以 下の砂粒子 (石
英など)含む

艮 好 灰色

外 :回転ヘラケズリ(RL)

底面 (ケズリ)

肉 :回転ヨコナデ

内面に自然釉
古墳後期後葉

第32図 21
4 C ttC4

2層
器
半

恵
下

須
杯

6

4/7存

径
部

底
底

砂粒子ほとんど含ま
ず

良好 黄灰色

外 :回転ヨコナデ・底部 (回

転糸切り)

内 :回転ヨヨナデ ナデ
8～9世紀

第 32図 22
4 C ttC4

3層
須恵器
杯蓋

径
時

口
７

2mm以下の砂粒子 (石

英など)含む
良好 灰 色

外 :回転ヨコナデ 回転ヘラ
ケズリ→1条 の沈線 2条の細
い洵線 回転ヨコナデ
内 :回転ヨヨナデ・ナデ

外面天丼部につまみ景」落反
あり
回唇部はあまり垂下しない
9世紀

第 32図 23
4 A ttC29

3層
須恵器
杯蓋

口径 126
1/6存

微砂粒子 (長 石 石英
など)含む

良好 灰色

外 i回転ヘラケズリ 回転
ヨヨナデ (口 縁部は強いナ
デにより凹部あり)

内 :回転ヨョナデ・ナデ

外面天丼部につまみ
剥落痕あり
垂下口縁部
8世紀

第32図 24
4 B ttD7

1層
須恵器
杯蓋天丼部

つまみ径 5

つまみ部 1/3存

lmm以 下の砂粒子 (石

英 長石など)含む
良好 灰 色

外 :つ まみ貼付→回転ヨコ
ナデ 回転ヘラケズリ
内 :同心円ナデ 7

輸状 つまみ

転 用硯 (内 面 はツル ツル して

お り調整 は不明瞭 )

R世絆

第32図 25
4 D ttE5

2層
須恵器
杯蓋天丼部

つまみ径 5

4/4存
2mm以 下の砂粒子 (石

英 長石など)合む
良好 灰 色

外 :つ まみ貼付→ナデ 回転
ヨョナデ 回転ヘラケズリ(LR)

内 :ナデ

輪状つまみ
柳浦3(3世紀)

第 32図 26
48区 C8
3層

須恵器
高台付杯
底部

底径 8

底部 4/2存
lmm以 下 の砂 粒 子 (石

英 長石 な ど)含 む
良好 灰 色

外 :回転ヨヨナデ・底部 (回

転糸切り→高台貼付→回転
ヨコナデ)

内 :回転ヨヨナデ。同心円ナデ

転用硯 (見込み部分がツルツ
ルしてtlる )

8世紀

第 32図 27
4 A ttB25

2層
須恵器
高台付杯

回径 129
器高 46
底径 81
1/4存

微砂粒子 (石英 長石
など)合む 良好 灰白色

静
ヨ

Ⅸ
転

陣
↓回∋

］̈デ，・畳付部くナ̈
糸

ナ

‥

外

止

コ
内

〕世紀

第32図 23
4 D ttC2

3層

須恵器
高台付杯
下 ¥喜К

底径 76
底部ほぼ完形

微砂粒子 (石 英など)

含む
良好 灰 色

外 :回 転 ヨコナデ・底部

解軒扉fyぎ宴デナデ
古付高合
卵浦2(7世紀末～8世紀前葉)

第32図 29
4 B ttD10

3層

須恵器
高杯接合
部付近

接合部径 5

杯底部～筒部
4/3存

倣砂粒子 (石 英など)

含む
良好 灰色 コヨ転回

”獅
‥回
サ
↓

外
内

ナ

3方 向スカシ
フ世紀

第 32図30
4 C ttB4

3層

須恵器
長脚無蓋
高杯

接合部径 39
脚柱部 4/2存

l mrn以下の砂粒子 (石

英など)含む
良好 灰色

外 :回転ヨヨナデ ナデ
内 :ナデ→研磨 脚柱部 (ナ

デ ヨヨナ刃

杯 用 呪

スカシは2カ 所確認 (おそら
く3方向スカシ)

スカシは切れ込み状だが貫通

第32図 31
4 B ttC9

3層 籍柳
接合部径 5

頸部 4/4存
2mm大の砂粒子 (石 英
など)含む

良好 灰 色
回転ヨヨナデ
回転ヨョナデ

外

内
ホ面に自然釉
〕世紀

第32図 32
4C区 83、

C34、 D34
23層

器
部

恵

胴

須

壺

胴部最大径
24 2

胴部 4/3存

微砂粒子 (長 石 石英
など)含む

良 好 灰 色

外 :回転ヨコナデ 粗雑な
回転ヨヨナデ
内 :回転ヨヨナデ

外面上部に強いすデによる
凹みがみられる
内面は強しヽナデによる凹凸
が着しい
古代

第 32図 33
4A鬱

`Ь

ノ4

25
23層

須恵器
壺肩部

０
存

径
１

一肩
一肩

lmm大の砂粒子 (長石
石英など)含む

良好 灰色
回転ヨコナデ
回転ヨコナデ

外

内 古代

第32図 34
4 A ttD20

3層
皿謡舗

獣

須
高
席

１
存

径
部

底
底

2mm以 下の砂粒子 (石

英 長石など)含む
艮 好 灰 色

外 :高 台貼付→回転ヨコナ
デ 'ヘラ切り
内 :ナ デ

〕世紀

第 32図35
4 D ttB7

2層
須恵器
高杯脚部

５
存

径
ね

部
１

合
部

接
脚

2mlr以 下の砂粒子 (石

英 長石など)含む
良好 灰色

外 :回転ヨコナテ
内 :ナ デ・脚柱部 (回 転ヨコ
ナデ)

2方 向長方形スカシ
大谷5期 (古墳後期後葉)

第 32図 36
4 D ttD2

2層
須恵器
杯蓋

口径 13

国縁部 4/41存
微砂粒子 (石英など)

若千含む
良好 灰 色

外 :回転ヨコナデ
内 :回転ヨヨナデ

竪下回縁
卵浦4(8～ 9世紀)

第 32図 37
4 B ttD10

3層
須恵器
壺胴部

頸部径 138
胴部最大径18

月同音Б4/4存

微砂粒子 (石英など)

及び2 mf大 の秒粒子
若干含む

良好
自然釉 :暗灰色
露胎 :灰色

外:回転∃ヨナデ 縦方向のタタキ→

回転∃ヨナデ.タ タキ今回転ヨ]ナデ
タタキ→ヨヨヘラミガキ.タ タキ
内:回転ヨヨナデ 同心円タタキ

胴部外面上部は自然和をか
きとるようにヨコナデが施
される
8～ 9世紀

第 33図38
4 D ttD5

2層
須恵器
甕胴部

65× 6角
4 rrm以下の砂粒子 (石英
長石など)若千含む

良好 灰色
外

内
平行タタキロ
同心円タタキロ

古墳時代

第33図 39
4C区 81

3層 齢期
4× 3角

l TIm以下の砂粒子 (石

英,長石など)含む 良好 灰 色
回転ヨコナデ
回転ヨコナデ

外

内

丸い回唇部
短い二重口縁
12～ 14世紀

第33図 40
4 C ttC5

2層
中世須恵器
甕肩部

7× 9角
微砂粒子 (石 英 長石
など)含む

良好

自然釉 :オ リー
ブ灰色
露胎 :灰 白色

外 :ス タンプ文及び叩き目
文 調整不明
内 :粗雑なすデ+指押さえ・

ヨヨナデ十二具によるナデ

12～ 15世紀

第 33図 41

4D ttC D
2

2・ 3層

中世須恵器
奮月同言[

11× 75角
lmm以 下の砂粒子 (石

英など)若千含む
良好 灰色 メナナ

↓郷期^ア
確聘”

ケ

外
内
八

亀山系
13～ 14世紀

第 33図42
4 D ttC2

2・ 3層
中世須恵器
甕月同営Б

23× 85角
4mm以 下の砂粒子 (石

英など)若千含む
良好 灰色

外 :格子タタキロ
内 :斜め方向の八ケロ→上半
ナデ+下半絆方向の八ケロ

亀山系
13～ 14世紀

第33図 43
4 C ttD2

3層

土師器
高杯杯部

接合部径 315
杯部 1/4存

lmm以 下の砂粒子 (石

英・長石など)やや多
く含む

普 通

露胎 :に ぶい
黄橙色
丹色 :橙色

外

内
タテ八ケロ
ナデ

内外面とも丹塗 り円盤充填
法 (円 盤の下部に竹管状の刺
突痕)

古 措 麟 件 蔀 期 ～ 中 期

第 33図44
4 D ttC5

2層
土師器
杯底部

底径 44
底部ほぼ完形

微砂粒子 (石英 長石
角閃石など)含 0 良好 灰黄色

外 :回 転 ヨコナデ・底吾「

(回 転糸切り)

肉 :謂導 不 調

底部は高台状で厚しヽ高台中
程にヘラ描き沈線 ?

10～ 11世紀

9司



挿図番号 出土地点
種 別
器 種

計測値 (cm o
残存率 胎   土 焼 成 色  調 成形 調整 文様 偏   考

第33図45
4DttD2
3層

器
部

師
底

土
杯

底径 58
底部ほぼ完形

2mm以下 の砂粗 子 (石
英 橙 褐色 粒子 長 石
ナヽ ガ 合ヽ 計ヽ

普 通 にぶい黄橙色
外 :回 転 ヨコす デ 属 部 (厘

転糸切 り)

肉 :同 ふ 円すデ

底部は高台状で厚手
14世紀

第33図46 醒
層

土師器
杯

回径 11

器高 4

底径 64
1/4存

微砂粒子 (石英 長石
角閃石 '金雲母など)

やや多く含む
普通 灰 白色

外 :強い回転ヨヨナデ 底部
(回 転糸切り)

内 :強 い回転ヨコナデ 調整
不明

14世紀

第 33図47 嘔
層

上師器
杯

国径 116
器高 44
底径 46
1/4存

3mm以下の砂粒子 (石
英 長石 金雲母など)

若千含む
良好 にぶい黄橙色

外 :回転ヨコナデ 底部 (回

転糸切り)

内 :回転ヨョナデ 同心円ナデ

底部から体部への立ち上がり
は強 tヽナデによりくびれる
14世紀

第33図48 咽
層

土師器
杯

口径 124
器高 4

底径 6

体部 1/3存
席 喜R申 影

l mr以 下 の砂 粒 子
(石 英 橙褐色粒子
角閃石 金雲母など)

含む

良好 に′iギい黄橙色
外 :回転ヨコナデ・底部 (巨

転糸切り)

内 :回転ヨヨナデ.同 心円ナデ
14～ 15世紀

第 33図49
4DttB8
2層

土師器
杯

器高 33
底径 63
体部 1/2存

l rlT以 下の砂粒子 (石
英 長石 橙褐色粒
子など)少量含む

良好 にぶ tヽ 黄橙色
外 :強 tl回 転ヨョナデ 底剖
(回 転糸切り)

内 :回転ヨョナデ ナデ
14～ 15世紀

第33図 50 咽
層

土師器
杯

回径 108
器高 28
底径 5

体部 2/3存
席 言R草 影

lmr以下の砂粒子 (石

英など)及 び4mn大の
砂粒子若干含む

良好 にぶ tヽ 黄橙色
外 :回転ヨヨナデ 底部 (回
転糸切り)

内 :回転ヨヨナデ

口唇部 に平坦面 あ り
15世紀

第33図 54 醒
層

土師器
杯上半部

口径 12

上半部 1/3存

以 ツ 租 す (4E央 亦 籠

色粒子 角閃石など)

芸 平 全 ォヽ
良好 にぶ い黄橙色

デ

一万

ナ

ナ

ヨ

コ

ヨ

ヨ
転
転

回

回

外

内 15世紀

第33図 52 駆
層

土師器
杯下半部

底径 56
下半部 4/4存

微砂粒子 (長石など)

若千含む 良好 にぶい責橙色
外 :回転 ヨヨナ テ 厘 削 回
転糸切 り)

内 :回転 ヨコナデ

内lHは強いすテによる凹「・
が著ししヽ

第 33図53
4DttC4
2層

土師器
杯下半部

底径 58
下半部 4/3存

lmm以 卜の砂 粒子 (石
英・長石 .金雲母 な ど)

を手全 お
良好 灰黄色

外 :回転 ヨコす テ 属 部 に
転糸切 り)

内 :回転ヨコナギ 同介、円ナギ
15～ 16世糸己

第33図54
4AttC22
D24

2層

土師器
杯

回径 115
器高 39
底径 51
体部 1/8存
廣部 4/2存

微砂粒子 (石 英 長石
など)若 千含みやや
粉つばしヽ

普通 にぶ い橙色
外 :調整不明・底部 (回 転糸
切り)

内 :回転ョョナデ

内面強弱により凹凸あり
15世紀

図3255 4AttB22
3層

土師器
杯

回径 154
器高 55
底径 52
1/8孝 7

微砂粒子 (石 英など)

含む 普 通 灰黄色
外 :回転ヨコナデ 底部 (回
転糸切り)

内 :調整不明 同心円ナデ
13～ 14世紀

第33図56
4AttB29
2層

土師器
杯下半部

底径 5

底部 2/3存
微砂粒子 (石 英・長石
など)若干含む 艮好 にぶ い黄橙色 釜素拐ぁ

ヨコナナほ部(回

内 :回転ヨョナデ 同↑AFEナ デ

器壁 は薄手
15世紀

第 33図 57 躯
層

土師器
杯下半部 存

径
部

底
底

微砂粒子 (石英 長石
など)若 千含みやや
粉つぱしヽ

普通 灰白色 釜素場ぁヨヨナデ底部(巨

内 :回転ョコナデ

内外面とも強しヽナデにより
凹凸著しい
底部はやや厚手
14世紀

第33図 58 醒
層

土師器
小皿

径
高
径
鉾

回
器
底
７

lmm以 下の砂粒子 (石
英 長石など)含む 良好 にぶい責橙色 釜素昂ぁ

ヨコナデ・底部(回

内 :回転ヨヨナデ 同心円ナデ
13世紀

第33図59
4DttE6
2層

土師器
小皿

回径 68
器高 185
底径 45
4/2存

lm以下 の砂 粒 子 (石

英 長 石・角 閃石 金

雲母 な ど)含む
普 通

浅黄色～灰黄
色

外 :回転ヨコナデ・底部 (回

転糸切り)

内 :回転ヨヨナデ 同心円ナデ
13世紀

第 33図60 嘔
層

土師器
小皿

回径 76
器高 166
底径 41
体部 1/6存
庫部革影

微砂粒子 (石英 長石
など)含む 普通 黄灰色

外 :回転ヨコナデ 底部 (回

転糸切り)

内 :回転ヨョナデ 同心円ナデ
43～ 14世紀

第33図 64 咽
層

土師器
小皿

径
高
径
第

回
器
底
７

微砂粒子 (石英 長石
角閃石など)含む 良好 にぶい責橙色 蜘　峨

一″
　
桐四̈叫

‥
糸

‥

外
転
内

底部から体部への立ち上がり
は強しヽナデによりくびれる
14世紀

第 33図 62
4DttC5
2層

土師器
小皿

径
高
径
瞭

口
器
底
７

lmm以 下の砂粒子 (石

英・長石 角閃石・金
雲母など)若千含む

良好 浅黄色 釜素sぁ
ヨコナデ底部(回

内 :回転ヨコナデ ナデ
14～ 15世糸己

第33図 63
4DttB4
23層

土師器
小皿

口径 76
器高 14
底径 53
2/3存
庫tRI千 1ギ■影

lmm以 下の砂粒子 (石
英 長石・角閃石
金雲母など)含む

普 通
褐灰色～灰黄
褐色

外 :回転ヨヨナデ 底部 (回

転糸切り)

内 :回転ョョナデ,同 心円ナデ
14～ 15世紀

第33図 64 醒
層

土師器
小皿

口径 75
器高 156
底径 58
ほば完形

微砂粒子 (石英 長石
金雲母など)含む 艮好 浅黄橙色

外 :回転ヨヨナデ 底部 (巨

転糸切り)

内 :回転ヨヨナデ

外面に煤付着
14～ 15世紀

第 33図 65 嘔
層

土師器
小皿上半部 存

７
部

径
半

回
上

微砂粒子 (石 英・長石
など)若干含0 普通 灰白色 外 :回転ヨコナデ

内 :回転ヨコナデ
口縁端部の一部に煤付着
14～ 15世紀

第33図 66 醒
層

器師
皿

土
小

径
高
径
帝

口
器
底
７

微砂粒子 (長石 石英
など)若千含む 良好

灰白色～にぶ
しヽ橙色

外 :回転ヨヨナデ 底部 (回

転糸切り)

内 :回転ヨョナデ
15世紀

第33図 67
4DttC7
2層

土師器
小皿

径
高
径
鉾

口
器
底
７

微砂 粒子 (石 英 な ど)

含む
艮 好 灰黄色

外 :回転ヨヨナデ 底部 (回

転糸切り)

内 :回転ヨコナデ
15世紀

92



挿図番弓 出土地点
別
種

種
器

計測値 (cm g)

残存率
胎   土 焼成 色 調 成形  調整 `文様 備  考

第33図68
4BttC19
3層

土師器
小皿

径
高
径
方

口
器
底
フ

契嘴語怒思ぷ魯穎普通 浅黄橙色 待ネロ璽冒:考上三辱
巾国唇古いにほいアアによ0滉稼

底部から体部へ0立ち上がり
は強tヽすデによりくびれる

第33図69
48区B18
3層

土師器
小皿

径
高
径
席

口
器
底
７

箸愁督尾撃『
英角閃

普 通 にぶ い橙色
外 :回転ヨコナデ・底部 (回

喬今留塁とコナデ
底部から体部への立ち上が
りは3なしけデにより〈0斗■る
14世紀

第 34図70 嘔
層

土師器
小皿

径
高
径
諫

口
器
底
７

石
や

長
や

騨砂
ど

つ

微
な
粉

良好 にぶい褐色 陣撃煙]:子蚕
'国 内外面とも強いすデにより

凹凸が著しい
14～ 15世紀

第34図 71
4BttA4 0
1・ 3層

土師器
小皿 存

お
お
】
ね
形

７
１
５
４
完

径
高
径
部
部

口
器
底
体
底

慾愁‰  (石

英長石
普通

色
岐

褐
ヽ嚇

防色

外
内
橙 禽ネロ歴gf冨解13世紀

第34図72
4AttB20
3層

土師器
小皿

径
高
径
昨

口
器
底
７

微砂粒子 (石 英など)

含む 普通 にぶしヽ黄橙色
・底
　

ブ^

（ア
　
ナ

外国は粗維なヨコすアによ
り凹凸が著しい
器壁が厚手

第34図73
4AttB28
3層

土師器
小皿

径
高
径
確

回
器
底
７

慾欺蓼霞声
千含みや

普 通 にぶ い黄橙色 待埒駆gr脚
徊内外面に黒斑あり

13～ 14世紀

第 34図74
4A優【C20
3層

土師器
小皿

径
高
径
沖

口
器
底
７

慾愁伴暫る(石英節
普 通 灰貴色 常ネ駆イ品旱14～ 15世紀

第 34図75
4BttCll
3層

土師器
小皿

翌

お

Ｗ

形

７

１

４

卓

径
高
径
ビ

ロ
器
底
ぽ

契T竺看送遁甲皆乙(石
普通 にぶい橙色 書ネロ駆g好冨翠15～ 16世糸己

第 34図 76
4BttC14
3層

土師器
小皿

お

「

】

形

７

２

４

ヰ

径
高
径
ば

回
器
底
日

箸礫堵審5者窓閃普通 にぶい黄橙色 禽ネロ墓詈:苫上F螂
口

15～ 16世紀

第34図77 躯
層

土師器
小皿

径
高
径
確

口
器
護
』
Ｖ

微砂粒子 (石 英など)

含む
普通 にぶしヽ黄橙色 待ネロ巫ゴ好冨格! 13世紀

第34図78
4AEX1822
3層

器師
皿

土
小

径
高
径
備

国
器
底
７

微砂粒子 (石 英など)

含む
普通 灰黄褐色 誉言躊騒 、あ羅不明・

内 :調整不明

外面口縁部に1条 の沈線
13世紀

第34図79 醒
層

土師器
小皿

径
高
径
締

回
器
底
７

箸愁堅簡
英・角閃

普通 にぶ い橙色
外 :回転ヨヨナデ 底部 (糸

留?Ъ転ヨコナデ
14～ 15世紀

第34図80 軽
層

土師器
小皿

損
存
欠

発
】
刊
海
部

６
１
３
１

一

径
高
径
部
部

回
器
底
体
底

懲路   (石

英長石
普通 褐灰色

外 :回転ヨコナデ・底部 (回

喬今習絵Lコナデ同心円ナ14世紀 ?

第34図 84

4BttE3
調査区壁
面精査

土師器
小皿

径
高
径
確

口
器
底
〃

微砂粒子若千含む 良好 浅黄色 含1駆7剤
ヘ口唇部の一部にタール状の

煤付着
15世紀

第34図82 醒
層

土師器
小皿

径
高
径
蹄

回
器
底
７

慾愁提禦ざ石英
・長石

普通 にぶしヽ橙色 禽ネ暑歴g好軍解
回縁部の高さが一定ではな
い
12世紀

第34図 83 嘔
層

土師器
小皿

径
高
径
塘

回
器
底
７

lmm以下の砂粒子 (石

英など)含む
良好 にぶい褐色 含暉g平則糸

12世紀

第34図34
4DttB7
2層

土師器
小皿

径
高
径
悼

口
器
底
Ｖ

微砂粒子 (石 英など)

含む
良好 灰 白色

外 :回転ヨヨナデ 底部 (糸

召?Ъ転ヨコナデ
体部から底部への境は明瞭
17世紀

第34図85 醒
層 珊哨

底径 64
底部 3/4存 盤挫標夢(attf閃 普通 灰白色 釜素FI朋硬學 岬43～ 14世紀

第34図86
4DttB2
2層

土師器
柱状高台部

底径 54
底部 3/4存 契P銅皇鰐丞齊

含む
普通 にぶい黄橙色

外

内 李票
底部 (回 転糸切 り) 13～ 14世紀

第 34図37 醒
層

土師器
柱状高台部 存

径
部

底
底 蝶撃宅騨転齊

少量含む
普通 灰白色

外
内

ヨヨナデ 底部 (糸切り)

調整不明

脚部は強いすデにより凹凸著しい
中央に穿子tあ り (未貫通)

43～ 14世紀

第 34図88 醒
層

器
柱
部

師
型
台

土
大
高

底径 88
上の孔径 24
下の孔径 14
底部縁辺欠損

契T解斜犠幅
良好 灰白色

糸転回Ⅸ底ガ

　

ガ

ヨ

　

コ

ヨ
‐
′
ヨ

外

切

内

底面から器部の方同に雰孔
孔は底面側にかけて小さく
なる
由 ■r

第34図89

4DttB7、

C D-7・ 8

E5・ 8
2層

土師質土器
矯鉢

御諦御第靭

回
器
底
７
康

2mm以下の砂粒子 (石

英など)含む
良 好 灰貢褐色 亀艤 →騨瞭 芦口

15世紀

第 34図90
4DttE5
2層

土師質土器
鉢口縁部

口径 25

回縁部 4/7存 賀堵境盈獣邪賄英
良好 淡黄色

外 :ナ デ
'(ケ

ロ(5本/1cn

罵†ズケロ(単位9本 )

14～ 45世紀

第 34図 91

4AttB20・
C23
2層

土師質土器
層鉢日縁部

14× 10角
lcm以下の砂粒子 (石

英など)含む 良好 にぶい黄橙色 と鉢言当鑑 伸14～ 15世紀
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挿図番号 出土地点
種 月」
果 馬

計測値 (cm g)

残存率
胎   土 焼 成 色 調 成形・調整 文様 備  考

第34図92
4BttE14
2層

土師質土器
矯鉢下半部

10× 8角

炉英W重瑞堅悟 普通 にぶい黄橙色
外 :粗雑なナデ
内 :ヨ コ八ケロ→矯目 調整
不明→信目

内面上半部に煤付着
14～ 15世紀

第34図93
4 D ttC3

2層

器

部

上

縁

質

日

師

炉

土

風
回径 281
回縁部4/14存

1～ 2mm大 の砂粒子
(石 英 長石など)含
む

良好
色
色

貴
白

浅
灰

外
内

外

内
ナデ+浮彫状の簾状文
ナデ 15～ 16世紀

第34図94
4 C ttC4

5

3層

土師器
甕国縁部

回径 207
口縁部1/11存

3mm以 下の砂粒子 (石
英 長石など)やや多
く含む

普 通
にぶい赤褐色
～灰褐色

齢あ五蔦[搭第目聟,8本
/

内 :ナデ・ケズリ(RDLい

第34図 95と 同一個体の可能
性あり
外画回縁部に煤付着

第 34図95
4 C ttC5

3層
土師器
簑回縁部

回径 208
口縁部 1/8存

lmm大 の砂粒子佑英
長石など)やや多 く
含む

普 通 褐色
外 :ナデ 八ケロ(8本 /5m→
→一部ナデ
内 :ナデ ケズリ(RL)

第34図 94と 同一個体の可能
性あり外面煤付着

第 34図96
4 C ttC3

3層
土師器
甕上半部

国径 331
上半部 4/5存

lmm人 の砂粒子 (石英
花商岩 角閃石など)

多く含む
普 通 にぶい貴橙色

外 :ナデ,八ケロ(4本/5mめ

9ふ台
ケロ0本力cmlヶズ11世紀 7

第35図 97
4 B ttAll

3層
磁
底

白
碗 存

径
部

底
底 密 良好

色
色
白

白
灰

灰
…胎

釉
露

外 :施釉 底部 (露胎だが一
部高台内に釉かかる)

内 :施釉

摺P目
高台 (研磨により平

初期貿易磁器
白磁碗12類 0～ 10世紀)

第35図 98
4 B ttE13

2層
白磁
碗体部

回径 112
口縁部 1/877 密 良好

色
色
白

白
灰

灰‥
胎

釉
露

釉
釉

施
施

外
内

内外面とも員入あり
白甑碗 D群 (15世紀)

第 35図99
4 B ttE14

1層
磁
底

白
碗

底径 37
底部完形

緻密 良好

釉 :灰白色～
乳白色
露胎 :灰白色

底デナコ
ナ

ヨ
台

転

高
回

し加蜘枷

外
部
内

体下半部で屈曲
白磁碗 D群 (15世紀)

第35図 100
4 B ttB8

2層
白磁
皿口縁部

回径 10

回縁部4/16存 緻密 良好
色

色
白

白
灰

灰
‥

‥
胎

釉
露

口唇部 :口禿
外 :回転ヨコナデ→施釉
内 :施釉

白磁皿区類 13～ 14世紀)

第 35図 101
4 D ttD4

2層
白磁
阻体部

口径 12

体部 1/7存 密 良好
釉 :灰白色
露胎 :灰白色

外 :施釉 無釉
内 :施釉 見込み釉八ギ 白磁皿 D群 15世紀)

第 35図 102
4 B ttE17

2層
磁
体

白
皿

回径 112
体部 1/5存 緻密 艮好

釉 :灰白色
露胎 :灰白色

釉
釉

施
施

外
内 白磁皿 E群 (16世紀)

第 35図 103
4 B ttE14

2層
白磁
皿口縁部

3× 2 5角 緻密 良好 色
色
白

責
灰

灰‥
胎

和
露

釉
釉

施
施

外
内

口縁部が外反
自磁皿 C群 14～ 15世紀)

第 35図 104
48区 C14
1層 部

磁
底

白
皿

5× 2角 織 密 良好
釉 :灰白色
露胎 :灰白色

外
内
様

施釉・畳付け部 (露胎)

施釉→釉カキによる文 白磁皿 E群 (16世紀)

第35図 105
4 D ttD5

2層
白磁
端反皿底部

底径 6

底部 4/3存 緻 密 艮好
釉 :灰白色
露胎 :灰白色

以付的自部底釉
，
釉

施
釉
施

‥
施

‥

外
外
内

削り出し高台
白磁皿 E群 (15～ 16世紀)

第35図 106
4 D ttE8

2層
臼磁
皿

径
高
径
楼

口
器
底
７

必
］ 良好

一　

色

り
　
白

オ
　
灰

明
色

‥

‥
灰
胎

釉
ブ
露

外 :施釉・回転ヨコナデ 回
転ヘラケズリ 回転ヨヨナ
デ・底部 (ナ ∋
内 :施釉→蛇ノロ釉八ギ

削り出し高台
白磁皿 D群 (15世紀)

第 35図 107
4 B ttE16

2層
磁
底

白
皿

底径 66
底部 4/6存 緻密 良好

釉 :乳臼色
露胎 :乳白色

外 :施和・底部 (畳付け部以
外施釉)

内 :施釉
白磁皿 E群 (16世紀)

第 35図 10〔
4 A ttB21

3層
白磁
皿

９
１
６
存

径
高
径
１６

口
器
底
７

緻 密 良好
釉 :明緑灰色
露胎 :灰臼色

禿口‥
釉
釉

部
施
施

唇
‥

日
外
内

自磁皿 区類 (13～ 14世紀 )

第35図 10〔
4 A ttD26

2層
白磁
皿回縁部

口径 83
国縁部 4/6存 緻密 良好

釉 :灰白色
断面 :灰白色

釉
釉

施
施

外
内

外面体部に強しヽナデによる
段あり
白磁皿 D群 (15世糸D

第35図 1lC
4 B ttC17

2層
白磁
皿回縁部

８
部
存

径
縁
１３

国
口
７

緻密 良好 色

色

白

白

灰

灰‥
面

釉

断
釉
和

施
施

外
内 中国白磁皿 D群 (15世紀)

第35図 111
4 B ttA17

23層
磁
底

白
皿

底径 6

底部 1/4存 緻密 良好
釉 :灰白色
断面 :灰白色

釉
釉

施
施

外
内

畳付け部に砂目積みの砂粒
付着
白磁皿 E群 (16世紀)

第 35図 112

4 A ttAB―

20 21

調査区崩
壊壁面

磁
底

自
皿 存

径
部

底
底 緻 密 良好 色

色

白

白

灰

乳

‥胎

釉

露 介姥懇碑
底部僧 付脚 以

内 :施和
自磁皿 E群 16世紀 )

第35図 113

4 A ttAB―

2021
調査区崩
壊壁面

臼磁
杯底部

「
形

３
百万

径
部

底
底 徹 密 良好

色
色
白

白
灰

灰
‥

‥
胎

釉
露

外 :施釉・肖」り出し高台部
+高台内 (露胎)

内 :施釉
白磁lTN D群 (15世紀)

第35図 114
4 B ttC18

2層
白磁
角杯口縁部

25× 45角 緻密 良好
色

色
白

白
灰

灰‥
面

釉
断

釉
和

施
施

外
内 白磁不D類 印5世糸D

第35図 115
4 D ttB3

2層
白磁
杯体部

屈曲部径 71
体部 1/9存 密 良好 色

色
白

白
灰

灰‥
胎

和
露

外 :施釉 下位 (露胎)

内 :施釉
貫入あり
16世紀

第 35図 116
4 D ttB3

2層
白磁
四耳壺胴部

5× 3 5角 緻 密 良好
釉 :明緑灰色
断面 :灰白色

釉
釉

施
施

外
内

肩部に耳状の飾り痕あり
12～ 13世紀

第 35図 11
4 C ttB3

3層
青磁
碗体部

５
士行

径
部

口
体 緻 密 艮好

釉 :灰オリー
プ色
断面 :音灰角

釉
釉

施
施

外
内 龍泉窯碗 I類 (13世紀前半)

第 35図 11
4 D ttC6

2層
青磁
碗上半部

口径 134
回縁部 1/8存 緻 密 艮好

釉 :灰オリー
ブ色
断面 :灰角

外 :凹 線 輪花状の幅広の
鈍い連弁文 ?→施釉
内 :施釉

龍泉窯系
14世紀
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挿図番号 出土地 点
種 別
器 種

計測値 lcm 91
残存率

胎   土 焼 成 色  調 成形 調整 文様 備   考

第35図 11
4 D ttB6

2層
青磁
碗上半部

口径 14

上半部 4/12存
密 良好

和 :オ リーブ

灰色

断面 :灰 白色

釉
釉

施
施

外
内

龍泉窯系
15世紀

第35図 120
4 D ttD7

2層

磁
体

青
碗

口径 16

口縁部 4/10存 密 良好
色
色

灰
白

緑
灰

明
‥

‥
面

釉
断

外 :施釉
内 :施釉

龍泉窯系
15世紀

第 35図 121
4 D ttD4

2層
青磁
碗口縁部

口径 16

口縁部 4/7存
密 良好

釉 :明オリー
ブ灰色
断面 :灰白色

釉
釉

施
施

外
内

龍泉窯系
15世紀

第35図 122
4 A ttB20

2掘畳 半
磁
上

青
碗

口径 155
口縁部 1/15存

緻 密 良好

釉 :明オリー
ブ灰色
断面 :灰 白色

釉
釉

施
施

外
内

部分的に灰白色の灰がかかる
龍泉窯系碗 D類 (15世紀)

第35図 123
48区B19
2層

青磁
碗上半部

回径 16

口縁部 4/17存
密 良好

ブ

　

色

一
　

白

り

　

灰

オ

　

‥

‥
色

面

釉

灰
断

釉
釉

施
施

外
内

外面頸部に凹線状の凹みあり
龍泉窯系碗 D類 (15世 紀)

第35図 124
4 B ttC16

2層
青磁
碗回縁部

回径 17

口縁部 1/16 緻密 良好

和 :明オリー
ブ灰色
断面 :灰白色

外 :雷文→施釉
内 :施釉

釉薬がやや厚く貫入あり
龍泉窯系碗 C2類 (15世紀)

第35図 125
4 B ttD3

2層
磁
胴

青
碗

85× 7角 緻 密 良好

釉 :オ リーブ
灰色
断面 :灰 白色

和
釉

施
施

外
内

釉薬が厚く貫入あり
龍泉窯系碗 D類 15世紀前
半)

第 35図126
4 D ttB5

2層 縁
磁
口

青
碗

4× 2角 緻 密 良好

釉 :オ リーブ
灰色
断面 :灰白色

釉

釉
施

施

外

内
端反り回縁
龍泉窯系碗 D類 (15世紀)

第 35図 12フ
4 D ttC2

2層

磁
胴

青
碗

35× 35角 密 良好

釉 :オ リーブ

黄色
断面 :灰 白色

外 :連続刺突文→施釉
内 :ジ グザク文 ヘラ状工
具による文様→施釉

同安窯系碗 I類 (12～ 13世

糸己)

第35図 128
4 D ttD4

2層
磁
底

青
碗 存

径
部

底
底 密 良好

釉 :オ リーブ
灰色
露胎 :灰 白色

外 :施釉 肖」り出し高台 (露

胎`一 部に釉付着)

内 :施粕

高台内に2条の洸線
龍泉窯系
16世紀

第35図 129
4 D ttB6

2層
磁
底

青
碗 存

径
部

底
底 密 良好

釉 :灰オリー
ブ色
露胎 :灰白色

外 :施釉・底部 (畳付け部以
外施釉)

内 :施釉

龍泉窯系
15世紀

第 35図 130
4 C ttBl

2・ 3層

磁
胴

青
碗

35× 2角 緻 密 良 好

釉 :灰オリー
プ色
断面 :灰色

外 :片彫り状沈線→施釉
内 :花文→施釉

内面の花文はクシ状 ヘラ
状の施文具による
同安窯系碗Ⅲ類 (43世紀前半)

第35図 131
4 D ttB5

2層
青磁
皿上半部

口径 426
口縁部 4/6存

緻 密 良好
和 :明緑灰色
断面 :灰白色

外 :蓮弁文→施釉
内 :施釉

龍泉窯系
14～ 15世紀

第35図 132
4 C ttC2

3層
膏磁
皿

１
４
８
存

径
高
部
１０

回
器
底
７

密 良好

釉 :明オリー
ブ灰色～緑灰
色
露辟 灰由色

外 :施釉・底部 (高台内面以
外施釉)

内 :施釉

内外面とも貫入あり
削り出し高台
龍泉窯系
15世紀

第35図 13〔
4 B ttE4

2層
言磁
香炉胴部

3× 25角 緻 密 良好
釉 :緑灰色

断面 :灰 白色

外 :凹線状の凹み→施和
内 :施釉

中世

第 35図 134
48区C19
2層

青磁
皿回縁部

回径 102
回縁部 1/12存

微砂粒子 (石英)を若
千含む

良好 色
色
白

白
灰

灰
‥

‥
面

釉
断

釉
釉

施
施

外
内

同安窯系
12～ 13世紀

第 35図 135
4 D ttE7

2層
青磁
盤口縁部

回径 45

回縁部 4/42存
緻 密 良好

色
色

灰
白

緑
灰

明
‥

‥
面

釉
断

外
内
釉

施釉
輪花状のヘラ彫り→施

内外面とも貫入あり
中世

第35図 136
4 D ttB6

2層
青磁
香炉日縁部

口径 14

口縁部 4/42存
緻 密 良好

釉 :明緑灰色

断面 :灰 白色

釉
釉

施
施

外
内

15世紀 7

第 35図 137
4 B ttE16
・17

2層

青磁
香炉日縁部 存

７
部

径
縁

口
口

緻 密 良好

釉 :オ リープ
灰色
断面 :灰白色

外

内
凹線状の凹み→施釉
施釉

43～ 14世紀

第 35図 138
4 A ttD21

2層
青磁
香炉日縁部

口径 88
口縁部 4/4存 緻密 良好 色

面

釉
灰
断

オリープ

:灰白色

外

内
凹線状の凹み→施和
施釉

口唇部に平坦面あり
内外面とも貫入あり
15～ 16世紀

第35図 139
4 A ttC28

3層
青磁

杯底部 存
径

部

底

底 緻 密 艮好 色
色
白

灰
灰

緑

‥
‥
面

和
断

外
内

施和・底面 (和八ギ)

うるこ状施文→施釉
系窯

紀
泉
世

龍
４５

第35図 140
4 A ttC'D
20
2層

磁
底

青
碗

苔ん
ぎ

５
部

径
台

底
高
形

密 艮 好

ブ
　
色

一　

褐
色

り
　
灰
灰

オ

　

…

‥
色
胎
面

釉
灰
露
断

外 :施釉 底面 (丸 く釉剥∋
内 :見込みにまんじ状の施
文→施和

龍泉窯系碗 E類 (15世 紀)

第35図 141
4 D ttB5

1層
磁
部

自
底

青
碗

底径 76
底部 4/8存

密 良好
釉 :明緑灰色
露胎 :灰白色

デナ
羽∋

］
¨

脚

‥
部

‥

外
底
内

中世

第 35図 142
4 D ttD4

2層
青白磁
合子蓋

35× 1角 緻密 良好
釉 :明緑灰色
露胎 :灰白色

外 :凸状に周夕り出した草花
文→施釉
内 :露胎

12～ 13世紀

第 36図 143

4D ttB D
2

2層

青花
皿回縁部

口径 114
回縁部 1/6存 密 良好

釉 :明青灰色
断面 :灰白色

外 :山形様+草花文→施和
内 :2条の圏線→施釉

青花皿 C群 16世紀)

第36図 144
4 B ttE15

2層
青花
皿 回縁部

口径 132
回縁部 1/6存

緻 密 艮 好
釉 :灰 白色
断面 :灰白色

外 :圏線→施釉
内 :圏線と逆四方欅文など
→施釉

染付皿 C群 15～ 16世紀)
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挿図番号 出土地点
別
種

種
器

計演」値 (cm g)

残存率
胎  土 焼咸 色  調 成形 調整 文様 傭   考

第36図 145 醒
層

青花
皿回縁部

25× 2角 緻 密 良好
釉 :明青灰色
染付 :濃紺色

外 :圏線十波状文→施釉
内 :2条 の圏線→施釉

青花皿 C群 (15～ 16世紀)

第36図 146
掘

区
機

４Ａ
重

言花
皿口縁部

2× 15角 緻密 良好

和 :明緑灰色
染付 :青色
断面 :灰白色

外

内
文様→施釉
文様→施釉

回唇部外反
16～ 16世紀

第36図 147 咽
層

青花
皿口縁部

15× 1角 緻 密 良好

釉 :灰 白色

染付 :浪紺色

～明青灰色

外 :圏線+波状文→施絢
内 :2条 の圏線→施釉

青花皿C群 印5～ 16世紀)

第36図 148 醒
層

花
体

三
弓
皿

65× 35角 やや緻密 良好 色
色
白

白
灰

灰
‥

‥
面

釉
断

外

内
鹿十草花文→施釉
施釉

16世紀

第36図 149
40区C7
2層 縁

花
口

青
皿

3× 2角 緻 密 良好
釉 :灰白色
染付 :青灰色

外
内

圏線+軍花文→施釉
圏線→施釉

中世

第36図 450
4DttC2
2層

花
底

青

阻
15× 15角 緻 密 艮好

釉 :明青灰色
露胎 :灰白色

外 :2条の圏線→畳付け部
以外施和
内 :花文→施和

16世紀

第 36図 161
4B区89
2層

中国褐釉陶器
壺回縁部

口径 18

口縁部 1/12存
密 良好

暗赤褐色～に
ぶい褐色
hFf面 :灰白色

外 :回転ヨヨナデ
内 :回転ヨヨナデ+ヘラ状
工具による押し込み

13～ 14世紀

第36図 152
4DttE8
2層

中国産陶器
茶壺上半部

回径 22
上半部 1/3存 緻 密 良好

釉 :黒色
露胎 :灰色

外 :沈線・凹線→施剤
内 :ヨ ヨナデ 回転ヨョナ
デ→施和 露胎

中世

第 36図 153 醒
層 軸鋤

中

天 2× 2角 密 良好
釉 :黒色
断面 :灰白色

釉
釉

施
施

外
内 中世後半

第 36図 154
4DttB5
2層

朝鮮工朝陶器

粉 青沙器
皿

回径 10

器高 27
底径 33
1/3存

1 5mm以 下の砂粒子
(石英など)含む 良好

釉 :オ リーブ
灰色
露胎 :灰色

外 :施釉 (釉薬の下に砂移
動の痕跡あり)・底部 (施釉)

内 :施釉

見込み及い電部に砂目積み
痕あり
高台状の底部はやや上げ底
16世紀

第 36図 155 醒
層

朝鮮王朝陶器
碗底部

底径 5

底部 1/4存
微砂粒子 (石 英 長
石など)若千含む 良好

恥 :灰白色
断面 :灰白色

和
釉

施
施

外
内

見込み及び底部に砂目積痕
あり
高台状の底部
46世紀

第 36図 156 醒
層

朝鮮王朝陶器
粉青沙器
皿底部

底径 44
底部完形

十mm以 下の砂粒子 (石

英な ど)含む
良好

釉 :灰白色
断面 :灰色

釉
釉

施
施

外
内

高合状の底部はやや上げ底
16世紀

第 36図 157 醒
層

美漫焼
天目茶碗胴部

5× 25角 密・砂粒子候石な0
若干含む 良好 色白

色

灰

黒

‥

‥
胎

釉

露
外 :施釉 ヘラケズリ ?

内 :施釉
16世紀前半

第 36図 15〔
4BttB4 6

2層

瀬戸焼
灰釉陶器
皿底部

径
部

底
底 徹 密 良好 色

色
白

白
灰

灰

‥胎
釉
露

外 :施釉 底部 (畳付け部以
外施釉)

内 :施釉 (貫 入あり)

14～ 15世紀

第 36図 159

区

４

洋

２６
層

備前焼
橿鉢日縁部

口径 268
回縁部 1/8存

lmm以下の砂粒子 (石

英 長石など)含む
良好 灰色～責灰色

外

内
回転ヨヨナデ
回転ヨコナデ→矯目

14世紀

第36図 160 躯
層

備前焼
甕回縁部

55× 2角
微砂粒子 (石英など)

含む 良好

黒褐色
断面 :灰黄褐
色

外

内
回転ヨコナデ
回転ヨヨナデ

玉縁状口縁
14～ 15世紀

第 36図 161 醒
層 触帥

8× 55角 微砂粒子 (石英など)

若千含む 良好

外 :暗赤褐色
～灰色
内 :灰褐色

外

内
回転ヨヨナデ
回転ヨコナデ

tlびつに変形
16世紀後半

第36図 162
4DttE8
6層

査器系陶器
甕口縁部

口径 458
口縁部 1/10存

4mm以下の砂粒子 (石

英 長石など)含む 良好 灰色
挙ア
デ

ナ

ナ

外

内
二重回縁
13世紀

第36図 163 咽
層

査器系陶器
甕回縁部

口径 377
回縁部 1/12存

15m以 下の砂粒子
(石 英 長石など)含
む

良好

黄灰色
釉 :オ リーブ
黒色
断面 :灰白色

外 :回転ヨコナデ
内 :回転ヨコナデ

内外面とも自然和がかかる
二重回縁
13世紀

第 36図 164
咽
３
層

査器系陶器
甕回縁部

8× 45角
1～ 7帥大の砂粒子
(石 英 長石など)含
む

良好

赤色
自然釉 :灰白
色
断面 :に ぶい
黄橙色

外

内
回転ヨコナデ・ナデ
回転ヨコナデ

縁回
紀

重
世

二
１３

第36図 165
4BttB1 8

2層
査器系陶器
鉢口縁部

口径 25
口縁部 1/14存

1闘大の砂粒子佑英
長石など)含む 良好 にぶい赤褐色

外 :口 縁端部面に沈線→回
転ヨコナデ
内 :回転ヨョナデ

中世

第36図 166 醒
層

器
底

陶
奮

底径 296
底部 4/11存

1 5mm以下の砂粒子
(石英など)含む

良好 灰 色

底デナ
硼

デ

カ
郷

”
い

‥す デ

外
υ

内
中世

第36図 167 嘔
層

餐器系陶器
甕頸部

8× 8角
2mm以下の砂粒子 (石

英・長石など)含む
良好

灰色
自然釉 :灰白
色

外 :粗 しヽ単位の明瞭なヨコ
ナデ
内 :指押さえ明瞭な粗しヽナ
デ 粗しヽナデ

内面では粘土貼付反 が明瞭
中世

第36図 168
4DttB5
2層

資器系陶器
底部

7× 7角
3mm以下の砂粒子 (石

英。長石など)含む 良好

外 :にぶい赤
掲色
内 :に ぶい橙

デ
挙ア

ナ

ナ

外

内 中世

第36図 169
4DttB7
2層

器
部

陶
底

10× 5角

1 5mm以 下の砂粒子
(石 英 長石 赤帽色
粒子など)含舎

良好

‥
色

‥

外
橙
内
色

にぶい黄

に′ずい橙

外 :八 ケロ(10本/1cm)ナ
デ ヨコナデ・底部 (ナデ)

内 :回転ヨヨナデ,回 転ヨ
コナデ→ヘラによるタテナ
デ・ナデ

内面の一部に漆 ?付着
中世

第36図 170
4BttE1 4

2層
査器系陶器
甕胴芦

45× 3角
微砂粒子 (石英 長石
など)含む 良好 灰 白色

羽中
の

ガ

状
キ
な

子
夕
雑

格
夕
粗

‥
の

外
状
内

中世
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挿図番号 出土地点
別
種

種
器

計測値 (cm o
残存率

胎   土 焼成 色  調 成形  調整 ,文様 偏   考

第37図 171
4 D ttC8
2層

肥前系磁器
皿

口径 128
器高 35
底径 44
1/4存
底部完形

緻 密 良 好

釉 :明緑灰色
(ル リ釉)

露胎 :灰白色 鶯

^属

FI盟設結夕智贄送銚ス夏3畳付け部に砂
目積痕あり
17世紀後半

第 37図 172
4 D ttD2
2層

肥前系磁器
碗底部

底径 48
底部 4/6存 徹 密 艮好

釉 :明緑灰色
露胎 :灰白色 待:鰐 :資諒既庸瞥菩取め

見込 み部及 び高台部外向に

砂 目積痕 あ り
17世紀後半

第 37図 173
4 D ttE6
4層

肥前系磁器
小型碗下半部

底径 56
下半部 4/5存 徹 密 艮好

釉 :明緑灰色
露胎 :灰臼色

削り出し高台
18世紀

第37図 174
4A区
重機掘削

肥前系陶器
碗底部

底径 3

底部完形
徹 密 艮好

釉 :灰白色
断面 :灰白色

外 :圏線→施釉
内 :施釉

削 り出 し局 合
見込 み に砂 目積み痕 あ り
17世紀 ～

第 37図 17〔
4 D ttB7
2層

肥前系陶器
碗底部

底径 48
底部完形 密 良好 色

色
黄

黄
灰

灰

‥
‥
胎

釉
露 彼末紹紹厨

属部(畳付け部
肉 :柿焔

削 り出 し局 台
高台部に砂目積による砂付着
17～ 18廿紹

第 37図 17(
4 D ttC8
2層

肥前系磁器
碗底部

底径 45
底部 4/4存 密 良好

内 :に ぶしヽ黄
橙色
釉 :明緑灰色
露月台:灰臼色

外 :施釉→底部 (帯状に釉
八ギ→顔料塗布・畳付け部

膚フ借撃留!ナデ

赤絵
肖」り出し高台
高台部に砂目積痕あり
18世紀～

第 37図 177
4 D ttE4
2層

肥前糸磁器
皿底部

底径 54
底部 1/10存 召 良好

釉 :灰白色
露胎 :灰臼色

外 :施和
内 :2条単位 の平 行 線 文 の
PHR「 沼巻】ギの雷す→柿紬

肖」り出し高台
18世紀

第37図 17〔
4 D ttC6
2層

肥前系陶器
皿底部

５
形

４
占万

径
部

底
底 箸黙督]石

英など)
良好

貢 次 巴

釉 :灰色
霞胎 :注昔角

弊樫i繹籍摯ヂ
肉 :柿剤

削り出し高台
16世紀

第37図 17〔
4 D ttB7
2層

肥前系磁器
皿下半部

底径 5

下半部 1/2存 緻密 良好
釉 :明緑灰色
露胎 :灰色

外 :施和 ケズリ?回転ヨ
コナデ 肖」り出し高台
内 :施釉 蛇ノロ和八ギ

積目砂台古回
　
　
ヽ

び
　
半

及
り
後

和
み
あ
紀

り
込
痕
世

ル
見
み
１７

第 37図 18(
4 D ttB7
2層

肥前系磁器
皿底部

径
部

底
底

5

1/3存 緻密 良好
釉 :明緑灰色
露胎 :灰臼色

外 i施釉・ケズリ
内 :施釉・見込み部釉八ギ

削り出し高台
見込み及び畳付け部に砂目
積痕あり
17世紀後半～

第 37図 181
4 D ttC8
3層

肥前系陶器
皿下半部

底径 48
下半部完形

密 良好

浅黄色
釉 :灰 白色
露胎 :に ぶい
黄橙色

外 :施釉 露胎
内 :施釉

肖Jり 出し高台
見込部に3ヶ 所の胎土目積
痕あり
17世紀中頃

第 37図 182
4 D ttD7

2層
肥前系陶器
皿底部

底径 46
底部完形

微砂粒子 (石英など)

若千合む 良好

色

　

一

橙
　
リ

黄
　
オ

い
色
灰

ぶ
橙
　
色

に

¨
釉
ブ

話経尋否,Б

(畳付け覇
内 :施釉

外面の一部に釉かかる
肖」り出し高台内面に4カ 所
の胎土目積痕あり
17世紀前半

第37図 183
4 A ttD25
1層

器陶

Б随噛
存

径
部

底
底 密 良好

釉 :灰オリー
ブ色
露胎 :に ぶい
未 綱 徹

徘言椰薮嫌尾籍押
・底部帽付

内 :施釉

貫入あり
18世紀

第37図 184
4 D ttB6
4層

器陶

Б瞬峨
存

径
部

底
底 密 良好

黄

　

い

い
　
本【

本い
　
一⊆

に
　
　

色

色
胎
橙

釉
褐
露
黄

ぽ外
部
内

削り出し高台
18世紀

第 37図 185
4 D ttB7
D2
12層

肥前系陶器
皿底部

径
部

底
底

6
1/2存 密 良好

釉 :灰白色
露胎 :灰黄褐
色 彿拙i獣尉撼チ誉

釉八ギ

肖」り出し高合
17世紀後半～48世紀

第 37図 186
4 A ttB20

試掘坑
肥前系磁器
碗回縁部

35× 3角 緻 密 良好
/fH:膏 灰 自色
染付 :青灰色
～膳音匝缶

外 :文様→施釉
内 :文様→施釉

近 世

第37図 187
4D区
排土中

器
部

陶

半
系

下

一削
皿

肥

大
底径 96
下半部 4/10存 微砂粒子若干含む 良好

にぶい褐色
釉 :灰白色

へ
底蝉ナデ．

デ

コ

””％
外
ラ
部
内

土粧
台
化

高
に
半

し
部
前

出
上
紀

り
面
世

削
外
４７

第 37図 188
4 D ttD5
2層

肥前系陶器
皿

径
高
径
特

口
器
底
７

微砂粒子 (石英など)

若千含む 良好

にぶ tヽ赤褐色
～にぶい橙色
釉:灰 オリーブ色
露胎:にぶtキ 橙色

部橘 理 み部釉掻き
取 り

削り出し高台
17世紀中頃

第37図 189
4 B ttC43
2層

肥前系陶器
皿

口径 11

器高 34
底径 36
3/4存

密 良好
釉 :灰オリー
ブ色
露胎 :灰色

外 :施釉 回転ヨヨナデ
内 :施釉

削り出し高台
見込み及び外面下半部と高
台内に砂目積み痕あり
17世紀

第37図 190
4 D EXIB8

2層
肥前系陶器
皿下半部

底径 44
下半部 1/2存 慾堅解 昏恣長石

良好
浅黄色
釉 :灰白色

塾搭堤需晟呂姦累砺T押
十

肉 :TII和
17世紀

第37図 191
4 B ttA6
123層

肥前系陶器
皿下半部

底径 46
下半部 1/8存 緻密 良好

一
　

い

り
　

本心

オ

　

に

灰‥
色
胎
色

釉
ブ
露
橙 會:号詔ζ歌砕畳付け部に砂目積痕あり

17世紀

第 37図 192 醒脚
肥前系陶器
皿底部

底径
底部

44
1/3存 微砂粒子若千含む 良好

釉 :オ リーブ
灰色
露胎 :暗灰黄
色

外 :回転ヨコナデ→施釉十

諸温鶏奥浮覇屋
47世紀末～48世紀

第 37図 193
4D区 06
2層

肥前系陶器
皿下半部

底径 41
下半部 4/2存 密 艮好

灰責色
釉 :灰オリー
ブ色

外
部
部
内

施釉・回転ヨヨナデ・底
剣り出し高台→畳付け

思想
0本/5mめ →ナガ

見込部分に砂目積痕あり
17世紀

第37図 194
4D ttB C
2

42層

器陶

Б聯魏
月同言Бぞこ379
体部 1/8存 慾愁解 蜃春

.長石
良好

外 :黒褐色
内 :暗赤掲色

外 :回転ヨコナデ→2条の
貼付突帯→指押さえ
内 :格子状タタキロ→回転
ヨコナデ

47世紀後半

第38図 195
4 D ttB7
2層

肥前系陶器
皿底部

口径 121
底部 1/13存 密 良好

IFH:決 オリー
ブ色
霧 胎 :灰白角

外 :施和
内 :鉄絵→施釉

重ね焼 で下 に貼 り付 いた状
態で欠損 したもの
17世紹
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挿図番号 出土地点
別
種

種
器

計演J値 (cm 9)
残存率 胎   土 焼成 色  調 成形・調整 文様 偏   考

第 38図 196
4DttC9
1層

器

部

陶

体

系

碗

革刷
型

肥

小
口径 108
体部 4/5存 密 良好

釉 :浅黄色
露胎 :灰白色

外
内

回転ヨコナデ→施釉
回転ヨコナデ→施釉

貫入あり
17世紀終末～18世紀

第38図 197 醒
層

瓦質土器
浅鉢日縁部

55× 4角
1～ 3mmの砂粒子 (石

英 長石など)含む
普 通

色
面

灰
断 灰黄色

外 :ヨ ヨナデ 突帯文 スタ
ンプ文 (菱形区画文)

内 :ナデ

内外面とも風化が著しい
14～ 16世紀

第 38図 198
4DttC3・ 4

2層

灰釉陶器ol

山茶碗
碗体部

回径 18

体部 1/8存

1 5mm以 下 の砂 粒 子

(石 英 長 石 な ど)若
干含 む

良好 灰白色
外
内

回転ヨヨナデ
回転ヨコナデ

口縁端玉縁状
内面に薄く自然釉かかる
12世紀

第38図 199

4CEXI

B2 3、  C2
2・ 3層

瓦質土器
鍋口縁部

口径 278
回縁部 1/10存

微砂粒子 (石英 長石
など)含む

や
良

や

不 黄灰色
外

内
回転ヨヨナデ ケズリ
回転ヨコナデ

回端部に平坦面あり
14～ 15世紀

第38図200
4DttD2
2・ 3層

瓦質土器
風炉 ?1同 部

10× 6角
2mm以下の砂粒子 (石

英など)若千含む 良好
色

‥

灰
面

暗
断 灰 臼色

外 :縦簾状文・浅い突帯文
浮彫状の複合羽状文
内 :ナデ 指押さえナデ

15～ 16世紀

第38図 201

4DttB5'
C4
3層

瓦質土器
鉢上半部

10× 65角 1鰤以下の砂粒子 (石

英 長石など)含む 良好

外 :黒色
内 :黒色～灰
白色

外 :回転ヨコナデ・指押さ
えナデ
内 :八 ケロ(7本 /1cn調整
不明

14～ 15世紀

第 38図202
4CttB4 2
3層 幹鞠

5× 5角 微砂粒子 (石英など)

若千含 む
普通 灰 色

外

内
粗雑なナデ
ナデ→播目

13世紀

第 38図203
4BttB6
2層

器
部

土
縁

質
口

瓦
鍋

4× 2角
微砂粒子 (石英・長石
など)含む 普通 暗灰色

デ

デ

ナ

ナ
コ

コ

ヨ

ヨ

外
内

回唇部は外に少し引き出し
平坦面をつくる
13～ 15世紀

4区出土遺物観察表 2

挿図番号 出土地点
別
種

種
器

計測値 (cm g)
残存率 成形・調整 文様 備   考

第 11図 9
4 D ttD7

S D 1000
流紋岩
打製石斧

現存長 176  最大幅 117
最大厚 3    重量 555
刃部一部・基部 欠損

撥形 尖刃 表面の一部に磨滅反及び
右側縁に敲打痕あり

第 11図 10

4A区 8C20
S D1000
上面

流紋岩
使用痕ある礫

長さ 447   幅 76
最大厚 5    重量 780 表面に擦痕あり

第14図 8
4 D ttB5

S E l137
凝灰岩
磨石

長さ 104   幅
最大厚 37   重量

56
270 全体に磨られている

第 14図 14
4 D ttD4

S Dl123
本製品
板材

現存長 201  現存幅 66
最大厚 2

左上方を斜めにカット
両サイ ドは調整、表裏面は害」り取った
まま使用

第14図 16 蝉ＳＤ‐師
本裂品
板材

現存長 77   現存幅 66
現存厚 14 下部を片刃状にカッド

第14図 15

4 D ttD4

S D l123
2層

口頭
製

材

木

角
現存長 112  幅 65
厚さ 53

上面は調整、下面は鋸で切断、左右面
は未調整 上下とも切断されてしヽる

第 14図 17 にＳＤ‐娼
口晒製

材
木
角

さ

さ

長

厚
幅  47

サイコ国状

第14図 18

4 D ttC4

S D l123 木製品
角材

長さ 28    幅 46
厚さ 27 サイコロ状

第14図 19

4 D ttD4

S Dl123 木製品
角材

長さ 4     幅 36
厚さ 41 サイコロ状

第14図 20

4 D ttD4

S D l123
2層

本製品
角材

長さ 37    幅 43
厚さ 36 サイヨロ状

第 14図 24

4 D ttD4

S Dl123 木製品
角材

長さ 36    幅 45
厚さ 39 サイコロ状

第14図22

4 D ttC4

S D l123
口叩

製

材

木
角

長さ 35    幅 33
厚さ 26 サイコ国状

図15-6 4 B ttC10

S D1054
砂岩
朱用磨敲石

長さ 49    幅 2
厚さ 2     重量 35

全面に朱が付着
上下面は潰 し面 4面 は
磨面

図21-17
4D区
S Xl131

凝灰岩
有孔石製品

現存長 154  幅 145
現存厚 75   重量 1210

中央に長方形の穿孔あり
一側縁に磨面あり

図2118 4D区
S Xl131

山石山
石

安
台

長 さ 453
厚 さ 6 由重

幅

重 上面の一部に炭化物付着
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挿図番号 出土地点
別
種

種
器

計測値 (cm・ 9)

残存率
咸形 '調整・文様 備  考

第 22図 13

4C ttB1 2
S K 1093
上半

鍛冶関連遺物
フイゴの羽口

5× 55角 外面にガラス溶解物付着

第 22図 14
4 C ttDl

S El100 砥 石
長さ 431   幅 84
厚さ 6     重量 880 中研ぎ～仕上げ研ざ

第 22図 25

4D区823
S Kll10
上半

鍛冶関連遺物
椀形鉄滓 (極小)

長さ 66    幅 54
厚さ 28    重量 76

第 22図26
4 D ttB3

S Kll10 木製品
薄板

現存長 137  幅 55
厚さ 055 下面 は鋸 で切断 表裏面に刃物痕残存

第 22図27
4D ttB2 3
S K1410
上半

木製品
板状の棒

長さ 146   幅 12
厚さ 05 先端を耳掻き状に加工 先端は被熱のため黒化し

ている

第 23図 10

4 D ttB2

S Dl141
底面

木製品
舟形の形代

長さ
高さ

底面は丸みを帯びた削りを施す
船底は平坦に削り出す (断面 U字状)

船首中央に穿孔あり

第 23図 11

4 D ttC2

S Dllll
中位

木製品
舟形の形代

長さ
高さ

203   幅 33
21

底面は丸みを帯びた肖」りを施す
船底は工具幅分平坦に肖」り出す (断面 V
字状)

第23図 10よ り細身

第 23図 12

4 D EXIC3

S Dll14
中位

］石紋
石

流
台

長さ 294   幅 352
厚さ 124   重量 43750

中央部は深く窪み周辺は
楕円形状の浅い窪みあり
(凹 凸の苦しい使用面)

第 24図 6
4 A ttB21

S E1025
1層

木製品
かきまぜ棒状品

長さ 104   幅 08
最大厚 07

柄部分に切れ込みあり
先端部は肥厚して蛇頸状

先端は被熱のため黒化し
ている

第 24図 7

4 A ttB24

S E1025
1層

木製品
曲物の側板片

7× 4 1角 切れ込み施す

第 24図 8
4 C ttD2・ 3

S E1083
品製

栓

木

木

さ
部
径

長
頭
孔

5 45
29

04～ 06

径
厚

碁
頭 頭部はこけし状の多角形面取りを施す 頭部に貫通しなtl孔 あり

第 24図 9
4 C ttD2・ 3

S E 1083

□帥
製

材

木

部
長さ 1035
図真言Б

“

目  2 9
さ
部

厚
基 右側下半部をカット 基部に穿孔あり

第 24図 10
4 C ttD2

S E1083
木製品
大振 りの匙

現存長 111   現存幅 64
最大厚 48

第 24図 11 蝉ＳＥ‐媚
木製品
折敷の底板

長さ 454   現存幅 815
厚さ 04 角取りを施す 縁辺に数ヶ所小穿孔あり

第 24図 17

4 D ttC7

S El141
5層

鍛冶関連遺物
椀形鉄滓 (極小)

長さ 75    幅 48
厚さ 17    重量 71

第 24図 18

4 C ttC・ D2
S Ell16
2層

木製品
曲物の側板

現存長 485  復元高 224
厚さ 03

内側に切れ込み施す
幅lcmの綴じ皮で外側長く内側短く綴じ
る

重ね合わせは6 5cm部 分
下部に底板との目釘孔あ
り

第 25図 3

4 D ttC9

S El146
中位

木製品
漆塗り椀

回径 16    底径 67
1/3存

外面は黒漆を施 した後赤漆で草花文を
描く。内面は赤漆を施す

顔料は朱

第 25図 4
4 D ttC9

S El146
中位

］石灰
石

凝
砥

現存長 165  現存幅 77
厚さ 8     重量 4370 上画のみ使用

第 25図 5 蝉ＳＥ‐軸
］石紋

石
流
磨

長 さ 101
厚 さ 26

幅 58
重量 250 全面に削痕が観察される

第 25図 6

4 D ttC9

S El146
中位

］石灰
石

凝
磨

現存長 123  現存幅 63
厚さ 52    重量 600 全面に削痕が観察される

第 25図 7 蝉ＳＥ‐軸
英
石

石
磨

現存長 52   現存幅 38
現存厚 26   重量 100

第 25図 8
4 D ttC9

S El146
上位

凝灰岩
台石

長さ 156   幅
厚さ 86    重量

135
3100 上面は最」離した後に被熱

第25図 9
4 D ttC9

S El146
下位

流紋岩
台石

現存長 201  現存幅 161
厚さ 53

第25図 10

4 D ttC9

S El146
下位

安山岩
石製装飾品 厚

さ
存

長
現

15 1

83
幅 121
重量 2920 全体に敲打による成形

中央軸に擦つて窪んだ 1

条の筋あり

第26図 1
4A ttB20
S D1024

銭
銭

古
宋 径

径
孔

直
内

23    厚さ 012
065  重量 25

「治平元費」初鋳1064年

図2827
4 D ttDフ

S Dl120
2層

木製 品
杯

復元口径 92  器高 21
底径 61
-部欠損

内外面は黒漆を施 したのち赤漆塗布
高台内は黒漆塗布

顔料 は朱
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挿図番号 出土地点
別
種

種
器

計測値 (cm g)
残存率

成形 調整 文様 備   考

第 28図28
4 D ttD5

S Dl120
1層

木製品
連歯下駄

現存台長 159 現存台幅 8
現存歯高 前 24 後 21 2ヶ所横絡穴あり

上面は後歯の近 くにわず
かに火を受けている

第 28図 29
4 D ttD2

S Dl120
木製品
横槌状本製品

現存長 143  現存幅 5
現存厚 29 下方の先端が磨滅

第28図30
4 D ttD6

SDl120
口印

製

材

木

板
復元長 169  最大幅 54
最大厚 07

第28図 31

4 D ttD3

S Dl120
上面

鍛冶関連遺修
椀形鍛冶滓 (小 )

長さ 77
厚さ 285 白重

幅
重

第23図32
4 D ttD4

S Dl120
鍛 冶関運遺物
椀形鍛冶滓 (中 )

長さ 59    幅 5
厚さ 38    重量 147

第 28図33
4 D ttD4

S Dl120
鍛冶関連遺物
椀形鍛冶滓 (極小)

長さ 49    幅 4
厚さ 195   重量 29

第 29図34
4 D ttD8

S Dl120
上位

凝灰岩
砥石

現存長 73   現存幅
現存厚 99   重量

31
210

第 29図35
4 D ttD6

S Dl120
流紋岩
台石

現存長 315  現存幅 185
現存厚 91   重量 6400

第 29図36
4 D ttD6

S D1420
中石紋

石

流

台
現存長 342  現存幅 171
現存厚 121  重量 9320

裏面に数条の刃キズ痕あ
り

第29図 37
4D区【D6
S Dl120

玄武岩
ブロック状の角状
礫

現存長 244  現存幅 13
現存厚 125  重量 5400 全体に敲打による成形 全体的に被熱を受ける

第 30図 4
4 D ttC6

S D l144
土製品
支脚

現存長
現存厚

56   現存幅 67
49

外 :ナデ

下半部及び上部の Y字状
突起を欠損
胎土 :6mm以下の砂粒子
(石英 長石など)含 む
色調 :にぶい黄橙色

第 30図 5
4 D ttC7

S Dl144
鍛冶関連遺物
椀形鍛冶滓 (小 )

長さ 83    幅 49
厚さ 25    重量 105

第 30図 6
4 D ttB8

S Dl144
下半

鍛冶関連遺物
フイゴの羽回 (鍛
冶)

現存長 4    現存幅 4
現存厚 35   重量 64

第 30図 7

4 D ttC7

S Dl144
3層

口ｍ製
材

木
板

現存長 159  最大幅 37
最大厚 05

第30図 8
4 D ttC7

S D l144
上位

木製品
板材

最大長 237  最大幅 66
最大厚 05 lヶ 所穿孔あり

第30図 9
4 D ttC7

S D l144
上位

凝灰岩
磨石

さ

さ

長

厚
10 4

56 旦里

幅
重 縁辺部に被熱痕 (煤付着)

第30図 10

4 D ttC8

S D l144
下半

流紋岩
磨石

現存長 139  現存幅 89
現存厚 49   重量 638

表面は下部欠損後に煤付
着

第30図 14

4 D ttB8

S D4144
下半

花 満岩
台石

さ

さ

長

厚
現存幅
重量

第31図 7
4 D ttC2

S Xl109
質師

瓦
土
平

10× 7角 凸面 :格子タタキロ痕
凹面 :布圧痕

石子粒

‐ｍｍ大の砂廟餓酌

‥
ど

‥

土

な
咸

調

胎

英

焼

色

第 31図 12
4 D ttB4

S Xl127
凝灰岩
有孔石

現存長 145  現存幅 154
現存厚 75   重量 1210

芦面に磨り痕をもつ面あ
り中央に長方形 (隅 円)の
穿孔あり

第31図 18
4 D ttB5

S X l130
安山岩
台石

現存長 153  現存幅 162
現存厚 6 上面の一部に炭化物付着

お38図 204
4 A ttB21

3層
土製品
土鍾

長さ 4     最大径 09
孔径 03 紡錘形

第38図 205
4 A ttB20

2層
土製品
土錘

さ
径

長
孔

最大径 09
紡鍾形

第38図 206
48区Bll

3層
土製 品
土錘

現存長 28   現存幅 18
孔径 (05) 紡錘形

第 38図 207
4 C ttD6

3層
土師器底部転用品
土製円盤

直径 5     孔径 106 外画側 :回転ナデ 底部 (回 転糸切り)

内面側 :回転ナデ

底部外面側からの穿孔は
未貫通
胎土 :微砂粒子 (石英
長石 角閃石など)多 く
含む
焼成 :普通
色調 :にぶい黄橙色

第38図 208
4 D ttB3

2層
口叩

製

，

鉄

錐
最大長 895  最大幅 116
最大厚 4
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挿図番号 出土地麻
別
種

種
器

言十測値 (cm 9)
残存率

成形 調整  文様 捕   考

第38図209
4 D ttC7

2層
鉄製品
火箸 ?

現存長 53   現存幅 05
現存厚 205

第38図210
4 D ttD3

3層
鉄製 品

用途 不明品

長
厚

存
存

現
現

現存 幅 08

第 38図 211
4 D ttD3

2層
須恵質
丸瓦狭端部

8× 6角
凸面 :格子ロタタキ痕
凹面 :糸切り痕 側板痕・回布圧痕

胎土 :l mm以 下の砂粒子
(石英 長石など)含む
焼成 :良好
色調 :灰色

第38図 212
4D区 32
3層

須恵質
丸瓦側辺部

75× 7篤

凸面 :ヨ ヨナデ
凹面 :糸切り痕 布圧痕 。布筒綴 じ合
わせ目痕
侵」面の凹面積」は面取りされている

胎土 :1 5mm以 下の砂粒
子 (石英 長石など)含む
焼成 :良好
色調 :凸面灰色 凹面に
′下しヽ黄褐色

第 38図213
4 D ttD3

2層
土師質
丸瓦側辺部

105× 65角
凸面 :ヨ コナデ
凹面 :糸切り痕 布圧痕
側面の凸凹両方に面取りあり

胎土 :2mm以 下の砂粒子
(石英など)含む
焼成 :良好
色調 :凸面暗灰色・四百
にぶい橙色

第38図 214
4 D ttE4

2層
須恵質
平瓦

6× 55角
凸面 :格子ロタタキ痕→ヨヨナデによ
る磨 り消し
凹面 :布圧痕

胎土 :微砂粒子 (石 英・

長石など)含む
焼成 :普通
侮 謝 :願 俸

第38図215
4 D ttC2

2層
土師質
平瓦

7× 55角
凸面 :格子ロタタキ痕→ヨヨナデによ
る磨 り消し
凹面 :布圧痕

胎上 :3mm以 下の砂粒子
(長石など)含む
焼成 :普通
色調 :に ぶい責橙色～橙
色

第 38図216
4 C ttC4

3層
須恵質
平瓦

7× 55角
画

面

凸

凹
タタキ→ナデ消し
布圧痕

胎土 :微砂粒子 (石 英
長石など)含む
焼成 :良好
侮翻 :匠れ

第38図 21う
4 B ttB45

3層

質師
瓦

土
平

10× 65角 画
面

コ

ヨ
タテ縄タタキ痕
布圧痕

胎土 :lmm以 下の砂粒子
(石英など)含む
焼成 :普通
角調 :灰白色

第 38図 218
4 C ttC4

2層
須恵質
平瓦

3× 5角

当面 :タ テ縄タタキ反
凹面 :布圧痕

胎土 :lmm以 下の砂粒子
(石英 ,長石など)含む
焼成 :普通
色調 :黄灰色

第 38図 219
4 D ttB3

2層
須恵質
平瓦

4× 3角
凸面 :タ テ縄 タタキ反

凹面 :布圧痕

胎土 :微砂粒子 (石英な
ど)含む
焼成 :普通
色調 :灰色

第39図 220
4 B ttC13

2層
流紋岩
石箆状石器

長さ 6    幅 59
厚さ 14    重量 65
-部欠損

表面の自然面は風化のた
め軟質となり線状のキズ
痕あり

第39図 224
4 B ttE17

2層

髄
核

玉
石

長さ 32    幅 43
厚さ 22    重量 32

第39図 222
4 B ttB47

2層

髄
核

玉
石

長さ 63    幅 54
厚さ 38    重量 100

自然面が残る

第 39図 223
4 D ttB8

2層
髄
核

玉
石

さ

さ

長

厚
幅 46
重量 72

敲打痕あり
全体に磨滅

第 39図 224
4B区 87
2層

署玉
楔形石器

長さ 24    幅
厚さ 17    重量

2フ

42
縁辺 は刃潰 し

第39図 225
4 B ttB6

2層

髄
石

玉
敲

長さ 32
厚さ 24 里呈

幅
重

縁辺の凸部に敲打痕著 し
しヽ

第39図 226
48区 Cll

2層

玉髄
石核

さ

さ
長

厚
幅 25
重量 20

第 39図 227
4 B ttA14

23層
黒曜石
石核 ?

さ

さ

長

厚
幅 3

重量 28

第 39図 228
4 B ttC13

2層

髄
核

玉
石

さ

さ

長

厚
幅 265
重量 18

第 39図 229
4 D ttD5

6層
玉髄
楔形石器 ?

長さ 22    幅 34
厚さ 14    重量 13

上下縁辺部に敲打痕あり

第39図 230
4 D ttC8

2層

玉髄
調整剥片

長 さ 3
厚 さ 08

幅 34
重量 9

第39図 231
4 B ttC8

3層

玉髄
剥芦

さ

さ

長

厚
幅 24
重量  03

両側辺に刃こばれあり

第 39図 232
4 D ttD8

2層
安山岩
石錘 7

さ

さ

長

厚
幅 565
重量 60

縁辺に打ち欠き部あり

第 39図 233
4 D ttD7

2層

］石
フ

山
錘

安
石

長 さ 64
厚 さ 13 量呈

幅
重

表面 に打ち欠 き部 あ り

第39図 234
4 B ttB10

2層
凝灰岩
砥石

現存長 2    現存幅 22
現存厚 075  重量 8

玉素材の可能性あり
方形状
使用画は2面 に面と側面)

側面は擦り切 り痕のよう
にみられる
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挿図番号 出土地点
別
種

種
器

計演J値 (cm・ 9)

残存薬 成形 調整 文様 備   考

第39図 235
48区 B16
3層

流紋岩
加工痕ある石器

現存長 29   現存幅 5
厚さ 1     重量 18

第 39図 236
4 D ttB5

3層
凝灰岩
砥石 ?

現存長 415  現存幅 31
厚さ 05    重量 10

石鋸の二次使用 ?

使用面は2面
縁辺に小さな快りあり

第39図 237
4 D ttD8

2層
凝灰岩
砥石

現存長 71   現存幅 29
厚さ 75    重量 20

3面の使用画 (中研ざ1面・

仕上げ研ざ2面 )

線状痕あり

幸39図 23〔
4D区 86
2層

凝灰岩
砥石芦

長
厚

存
存

現
現

現存幅 65
重量 140

ほぼ全面使用 (荒 研ざ～
仕上げ研ざ)

第39図 23〔
4 D ttE7

2層
凝灰岩
砥石

現存長 42   幅 38
厚さ 24    重量 68

使用画1部面 (中研ぎ2面 ・

仕上げ研ぎ2面 )

第39図 241
4 D ttB3

2層
凝灰岩
砥石

現存長 83   幅 56
厚さ 26    重量 160

4面の使用面 (荒研ぎ～仕
上げ研ざ)

溝】犬痕あり

第40図 241
4 D ttC5

2層
］石灰

石
凝
砥

現存長 375  現存幅 4
厚さ 23    重量 48

2面の使用面 (中 研ざ 仕
上げ研ざ)

第40図 242
4 A ttB23

2層
岩
石

砂
砥

現存長 65
厚さ 45

幅 44
重量 80

全面使用 (荒 研ぎ～仕上
げ研ざ)

第 40図 243
48区 B16
2層

凝灰岩
砥石

現存長 9    幅 66
厚さ 2     重量 115

全面使用 (中研ぎ1面 '仕
上げ研ざ3面 )

第 40図 244
4 C ttB4

3層
凝灰岩
砥石

現存長 58   現存幅 39
厚さ 07    重量 21

全面使用 (風化のため不
明瞭)

線状痕 (擦 り切り痕 ?)あ
り

第 40図 245
4 D ttD5

2層
凝灰岩
砥石

現存長 136
現存厚 23

存
量

現
重

仕上げ研ざ
線状痕が残る

第 40図 246
4 D ttB8

2層
岩
石

砂
砥

現存長 31   現存幅 605
厚さ 68    重量 375

全面使用 (荒研ざ～仕上
げ研ざ)

第40図 247
4 C ttB2

3層
凝灰岩
砥石

長
厚

存
存

現
現

83   現存幅 54
61   重量 375

2面の使用面 (荒研ざ～仕
上げ研ざ)

第40図 248
4 D ttC4

2層
］石
フ

灰
石

凝
砥

現存長 84   現存幅 68
厚さ 26    重量 220 中研 ざ

第40図 249
4 D ttE5

2層
凝灰岩
砥石

現存長 98   現存幅 7
厚さ 355   重量 230

使用画は3面 (中 研ざ・仕
上げ研ざ)

方向の一定 しない線状痕
あり

第40図 250
48区 D7
2層

凝灰岩
砥石

現存長 424  現存幅 81
現存厚 65   重量 600

使用画 (荒研ざ 仕上げ
研ざ)

線状痕あ り

第40図 251
4 D ttE8

2層
凝灰岩
硯の形代

長さ 68    幅 45
厚さ 34    重量 440 砥石の転用 ?

第41図 252
4 D ttB6

2層
岩
石

砂
砥

現存長 56   幅 53
厚さ 29    重量 410

全面使用 (荒 研ざ 中研
ざ)

V字状の鋭い清あり

第 41図 253
4 D ttC2

2層
岩
石

砂
砥

現存長 55   現存幅 41
現存厚 53   重量 90

全面使用 (荒 研ぎ～仕上
げ研ざ)

第 41図 254
4 B ttD7

2層
］石紋

石
流
砥

現存長 786  現存幅 31
現存厚 32   重量 85

使用面は3面 (中 研ざ・仕
上げ研ざ)

使い込んだ為か凹みが見
られる

第 41図 255
4 B ttB9

2層
凝灰岩
砥石

現存長 57   現存幅 55
厚さ 32    重量 90

3面の使用面 (中 研ざ 仕
上げ研ぎ)

第41図 256
4 B ttA17

3層
安山岩
砥石

現存長 62   現存幅 55
厚さ 22    重量 95 荒研ざ～仕上げ研ぎ

第41図 257
4 B ttC15

3層
岩
石

砂
砥

現存長 94   現存幅 6
厚さ 245   重量 450

全面使用 (中 研ざ 仕上
げ研ざ)

線状痕 (刃 キズ)あ り

第41図 25〔
4 D ttC8

2層
流紋岩
砥石

現存長 76   現存幅 7
厚さ 52    重量 455 2面の使用面(仕上げ研S

第 41図 25C
4 B ttB13

2層
岩
石

砂
砥

長 さ

厚 さ

17 1 巾目  10 5
重量 152075 舟形の断面

全面使用 (荒研ぎ～仕上
げ研ざ)

第41図 260
4 D EXID E6

6層
流紋岩
砥石

現存長 103  幅 103
厚さ 63    重量 900 3面の使用面 (中 研ざ)
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挿図番号 出土地 点
別
種

種
器

計測値 (cm 9)
残存率

成形・調整 文様 備   考

第41図 264
4D匪⊆C8
2層

流紋岩
砥石

現存長 137  現存幅 76
現存厚 34   重量 305

3面の使用画 (仕上げ研∋

第42図 262
4 B ttD8

2層
流紋岩
台石

現存長 164  現存幅 135
厚さ 82    重量 1480

上面のみ使用
線状痕あり

第 42図 263
4 B ttD10

2層
流紋岩
研磨痕ある礫

長さ 18    幅 11
厚さ 695   重量 1500

切 り込んだような痕 (刃

物痕 ?)あ り
筋状の痕、擦痕あり
煤付着

第42図 264
4 D ttC8

2層
流紋岩
砥石

さ

さ

長

厚
172   幅 102
83    重量 1970

ほば全面使用面 (荒 研ざ
～仕上げ研ざ)

石皿の転用 ?

第42図 265
4 D ttE6

2層
流紋岩
砥石

現存長 14   幅 136
厚さ 38    重量 930

全面使用 (中研ぎ)

線条痕あり

第 42図 26て
4 C ttC6

3層
花 南岩
砥石

長さ 121   幅 98
厚さ 6     重量 810

上面のみ確実な使用面
(仕上げ研ぎ)

全体的に風化が著 しい

第42図 267
4 D ttB8

2層
花商岩
研磨痕ある礫

長さ 211   幅 125
厚さ 106   重量 2950

第42図 268
4 B ttD8

2層
流紋岩
砥石

現存長 71   幅 85
厚さ 36    重量 310

打製石介の転用

第 42図 269
4 D ttE3

6層
流紋岩
砥石

現存長 31   現存幅 13
厚さ 1     重量 115

2面使用 (中研ざ '仕上げ
研ぎ)

刃部をもつ石器の転用 ?

第43図 270
4 D ttD5

2層
木製 品
器の底部

底径 64 全面黒漆塗布
見込みに一部赤漆残存

第43図 271
4D区
出土地不明

品
部

製
胴

本
椀

75× 45角
漆
漆

黒
赤

外
内

第43図 272
4 A ttB20

2層
木製品
椀B同吉Б

1角
外

内
黒漆塗布の上に朱漆で鳥を描く
黒漆

第43図 273
4 D ttB2

2層
木製品
算盤玉状

長さ 17    幅 14
厚さ 045   孔径 04 ほば円形で中央に穿孔 断面は算盤玉状

第 43図 274
4 C ttD2

3層
木製品
折敷の底板 7

城存長 38   残存幅 64
厚さ 06

長方形
―角を丸く切り取る

」詈しあり?

第 43図 275
4 C ttD4

3層
木製品
小判型木皿

さ

さ

長

厚
103   幅
05

68
斜めに面取り

第 43図 276
4 B ttC14

2層
本製品

独楽
長 さ 54 直径 47 上部は平坦なカット、下部は傾斜する

細かしヽカット

軸をもたない
上面には中心から外れて
小さな凹みあり

第43図 277
4 C ttD3

6層 □贈

品
状

製
棒

木
角

現存長 135  幅 235
厚さ 14

柾目に沿つて穿孔付近の
皮が薄く最」ざ取られる

第43図 278
4 D ttD5

2層

口巾
製

槌

木

横

さ

さ
長
厚

103   幅
31

32 下方の先端部分が使用の
為 7わずかに磨滅

第43図 279
4 D ttD3

2層
本製品
連歯下駄

現存台長 177
現存歯高 前 44 蜘紳

台裏面は中央が少し膨らむ

台部は前歯より前方は全
て欠損
後歯は下半分を欠損
横緒穴は一部を残し傾斜
不明
台部外面は二次的に火を
薯|十滞イrI「 i斤 しヽ状熊

第43図 280
40区D3
2層

本製品
差歯下駄

現存台長 193 現存台幅 73
現存歯高 前 255 後 25

合の一部が斜めに切断されている(意図
的 ?)

露卵下駄
全体的に磨耗

第43図 231
4 D ttC5

2層
木製品
板材

幅さ

さ

長

厚
上下端は鋸で切断 7 快 り込 み をもつ

第43図 282
4 D ttB8

2層

口帥製
材

木
板

長さ 77    現存幅 52
厚さ 45

第 43図 283
4 D ttC4

2層

品裂
材

木
板

長さ 98    幅 525
厚さ 12

表面は面が整っているが裏面は粗い
上下面とも鋸で切断

表面に線状痕あり

第43図 284
4 D ttB8

2層
木製品
板材

現存長 116  幅 37
厚さ 08 下端 は刃状 に削 る

第43図 285
4 C ttC5

6層
木製品
板材

さ

さ

長

厚
幅  27

第43図 286
4 B ttE17

2層
木製品
板材

さ
さ

長

厚
117   幅
03 上方は将棋の駒のように加工 」詈しあり
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4区出土遺物観察表 3

番  号 種  類 地  区 グリッド 雪位 遺痒
長 さ

(cm)

幅

帥

厚さ
rρ mⅢ

重量
(g)

スタル度
残存率
(%)

備 考

表 1-1

椀形鍛冶滓
(中  含鉄)

4B区 C7 2 10 15 3 20 288 90 H(○ )

平面、不整長惰円形。底部
に多くの粉炭付着。木炭痕
ホ I命

表 12 椀形鍛冶滓
(小 含鉄)

4C区 D4 2 8 70 7 05 144 73 6 銹化 (△ )

半向、不整長橋円形。属部
に本炭付着。上面中央が凹
状になつている。

表 1-3 椀形鍛冶滓
(小 含鉄)

4B区 D7 2 6 20 7 30 2 20 103 89 4 H(○ ) 平面、不整楕円形。級密。

表 1-4 椀形鍛冶滓
(小 合鉄)

4C区 B2 2・ 3 9 35 ア 20 3 55 175 63 3 H(O)
面
所
る

平

ケ
残

不整五角形。上面 3

側面 4ヶ 所の本炭痕

表 15 椀形鍛冶滓
(極 小・含鉄)

4C区 E5 3 2 60 69 92 4 H(○ )

平面、楕円形。上面に木炭
付着。級密。

表 16 和
婦

4B区 2 3 85 27 62 な し ― (破芦)

羽口先端上部から側部。票
色ガラス質化部分あり。

表 1-7 羽口
(鍛冶)

4B区 C9 2 3 20 55 46 5 な し ― (破芦) 羽回先端下部。

表 1-3 粘土質溶解物 4C区 D3 3 30 42 2 な し ― (破用 粉炭 が多 く付着す る。

表 1-9 鉄製 品

(鍛造 品 )

4C区 2 6 20 0 70 43 43 7 特 L(★ ) ― (破用 鍛造により板状に成形。

表 1-10 鉄製品
(鍛造品)

48区 2 2 15 2 60 1 40 ,921 7 L(● ) ― (破芦) 鍛造により円形に成形。

表 111 椀形鍛冶滓
(中 )

4D区 E4 2 9 80 7 35 221 42 3 な し
平面、不整長楕円形。狽」面
にlヶ所の本炭痕残る。

表 1-12 椀形鍛冶滓
(中 )

4D区 C4 2 229 03 3 な し 100 平面、不整半円形。上面に
4ヶ 所の木炭痕残る。

表 1-13 椀形鍛冶滓
(中 )

4D区 D4 2 9 70 6 80 3 60 255 88 4 な し
平面、不整半円形。底面に
lヶ 所の木炭痕残る。

表 1-14 椀形鍛冶滓
(中 )

4D区 3 1010 12 60 322 55 5 な し
平面、不整四角形。上面に
4ヶ 所の本炭痕残る。

表 1-15 椀形鍛冶滓
(/」 )ヽ

4D区 C4 2 5 00 4 00 67 22 5 な し
平面、不整半円形。緻密質
である。

表 1-16 椀形鍛冶滓
(/」 )ヽ

4D区 E7 2 5 10 2 70 107 69 4 な し
平面、不整半円形。上面
側面に lヶ所の木炭痕残る。

表 1 17 椀形鍛冶滓
(71ヽ )

4D区 C3 3 2 70 125 11 3 な し
平面、不整長楕円形。側面
に多くの粉炭が付着する。

表 1 18 椀形鍛冶滓
(7」 )ヽ

4D区 E6 2 6 50 3 30 11061 2 な し

平面、不整四角形。流動状
の鍛冶滓。底面は、緩やか
にカーブする。上面にlヶ

所の本炭痕あり。

表 1-19 椀形鍛冶滓
(極小)

4D区 C6 2 5 30 53 58 4 な し

平画、不整楕円形。上面、
底面にlヶ所ずつ木炭痕あ
f,。

表 1 20 椀形鍛冶滓
(極小)

4D区 C4 2 2 20 58 15 な し 100
平面、不整長楕円形。上面
木炭痕、工具痕 lヶ 所残る。
紬跡暫r広 ス

表 124 椀形鍛冶滓
(極小)

4D区 C3 3 5 80 74 63 4 な し
平面、不整長楕円形。上面
にlヶ所の木炭痕痕残る。

表 1 22 椀形鍛冶滓
(極小)

4D区 B7 ＳＸ
⑪

1 70 28 05 4 な し

面
所
ム

平
ケ
磁

不整四角形。上面 2
底面4ヶ 所の本炭痕
紬密酉rホス

おそ1-23
椀形鍛冶滓
(極小)

4D区 C5 3 4 40 な し
平面、不整三角形。側面に
本炭付着。

表 1-24 椀形鍛冶滓
(極」→

4D区 B8 2 4 50 1 60 29 51 3 な し
平面、不整半円形。底面に
4ヶ 所の本炭痕残る。

表 1 25 椀形鍛冶滓
(極小)

4D区 E5 2 3 70 110 40 35 な し
平面、不整半円形。かなり
緻密質である。

表 1-26 鍛冶滓 4D区 C2 2 2 35 1 20 554 2 な し ― (破片)

平面、不整長楕円形。紋密
質である。

表 1 27 鍛冶滓 4D区 2 2 00 11 20 4 な し ― (破片 )

面

着

平
付

不整長楕円形。砂鉄

つ見1-28 鍛冶滓 4D区 C3 2 2 80 4 80 な し ― (破浩)

平面、不整長楕円形。側面
に木炭付着。

表 1-29 椀形鍛冶滓
(中 ・含鉄)

4D区 C2 2 5 60 3 20 113 95 5 銹化 (△ )

平面、不整長楕円形。側面
に木炭付着。
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番  号 種  類 地  区 グリッド 雪位 遺キ
さ

ｎｌ
長
体

幅

ｍ
酵
ｍ

軽
ω 厳着心 メタル度

残存率
(O/o)

偏 考

表 1-30 椀形鍛冶滓
(中 ・含鉄)

4D区 S Dll12 8 70 199 33 4 銹化 (△ ) 90
平面、不整四角形。側面、
底面に本炭付着。全面に砂
鉄付着。

表 1-31 椀形鍛冶滓
(中 含鉄)

4D区 2 10 50 2 70 233 15 3 銹化 (△ ) 100
平面、不整円形。底面に木
炭痕残る。木炭付着。

表1-32 炉壁
(鍛冶炉)

4D区 2 4 60 41 86 1 な し ― (破府)

表面以外全て破面。胎土は、
2m以下の砂粒を含む緻密
な粘土。

表 1-33 羽口
(鍛冶)

4D区 C3・ 4 3 47 71 39 2 な し ― (破片)

羽 口先端上部 (天 丼部)で
ある。胎土 は、 2m以 下 の

砂粒 を含む級密 な粘上。

表 1 34 洒隣
4D区 C4 2 6134 4 な し ― (破芦)

羽口先端上部 (天丼部)で
ある。羽国内部にスマキ痕
ぶ盛ス 胎+IJ 船務_

長 1-35 羽口
(鍛冶)

4D区 C4 2 5 50 6 30 71 75 2 な し ― (破片)

羽口先端下部である。内部
先端にスマキ痕残る。

表 136 羽回
(鍛冶)

4D区 B4 3 5 50 85 14 2 な し ― (破片)

上部から底部にかけての側
面部分である。外面は、緑
れにガラス質化している。

表 1-37 粘土質溶解物 4D区 2 38 89 な し ― (破片)

全体的に流動し、黒色ガラ
ス質化して tヽ る。 l cm大 の
石が付着している。

翌罠1-38 粘土質溶解物 4D区 C2 3 6 00 63 98 3 な し ― (破片)

全体的に流動している。木
炭痕が3ヶ 所残る。

表 139 鉄製品
(鍛造品)

4D区 C5 110 7 L(● ) ― (破用 刀子の先端部か ?

3孟 1-40 鉄製品
(鍛造品)

4D区 C4 2 4 40 43 88 4 特 L(★ ) ― (破片 ) 鉄斧 か ?

表 4望 1 砥石 か ? 4D区 D2 2 2 40 2 20 1 な し ― (破片) 石材不明。
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第 5区の調査成果

第 1節 調査の概要

今回の調査区は道路を挟んで南北 2箇所に分かれている。道路の北側が 「5A区」、道路の

南側が「5B区」である。

5A区は平成17年度に調査を行った。北端は21グ リッド、南端は32グ リットである。長さは

約50m、 幅25m、 面積は約1,250ピである。

5B区は平成18年度に調査を行なった。北端が33グ リッド、南端が55グ リッドである。長さ

は約 100m、 幅25m、 面積は約2,500ピ である。

いずれの調査区も、耕作土は重機掘削を行い、遺物包含層以下は手掘 りによつて調査を行っ

た。その結果、調査区全域で古墳時代から中世にかけての遺構を確認 したが、ほとんどが中世

の遺構である。

また、『築山遺跡Ⅱ』で報告 した、 e17～ e20グ リンドは、 5B区のD44～ D47グ リットに

相当する。                               (高 橋誠二)

1 基本層序 (第57図 )

本調査区の基本層序は 2層で、 1層が耕作土、 2層が遺物包含層である。 2層 には弥生時代

から近世までの遺物が含まれている。隣接調査区との土層対応関係であるが、北側に位置する

4D区西壁 5ラ インとは、耕作土・床上が 1層、 5～ 6層が 2層に対応する。南側に位置する

2区西壁 i7ラ インとの比較では、 lA・ lC層が 1層、 3・ 3'層 が 2層 に対応する。

(高橋誠二)

2 遺構 とその出土遺物

(1)古墳時代の遺構とその遺物

古 墳 (第62～ 64図  図版26)

5号墳と円形周溝 1を確認 した。いずれも墳丘は削平されており、周溝底部がわずかに残る

程度である。

5号墳 (第 60。 62・ 63図  図版26)

39ラ イン～43ラ インに位置する。墳丘側の周溝の立ち上がりを基′点として、墳丘規模を推定

すると、直径約23mの円墳である。周溝幅は、北側セクションで約 2m、 南側セクションで約

3.5mを測る。埋土は北側セクション (A38・ B39グ リンド)で 4層、南側セクション (C43・

44グ ジッド)で 7層認められた。北側セクションで確認した埋土は、いずれも古墳削平後の堆

積である。南側セクションの 1～ 3層は、古墳時代以降の溝の堆積上である。 4～ 7層は古墳
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第57図  5区土層模式図 (1:40)

削平後の堆積である。

周溝南側 (C44グ リッド)か らは、土師器の高杯 (第63図 1～ 6)や須恵器の蓋杯 (第63図

7～ 12)、 送 (第63図 13)、 甕 (第63図 14)な どが出上した。 1～ 6の上師器の高杯には、杯部

を脚部にはめ込んで接合するもの (1～ 3)と 、杯部を脚部に置き粘土で接合するもの (4～

6)と がある。 7～ 10の杯蓋はいずれも口縁端部内面に 1条の沈線を施 している。 7・ 9の天

井部は中央からヘラケズリをしている。 8は口縁端部がやや内湾 している。天丼部は外周のみ

ヘラケズジをしている。 11・ 12は杯身である。11の底部は12に比べ丸く仕上げている。13の藤

は、日縁下端部に 2条の凹線が入る。 14の 甕は日縁端部外面に面をもち、頸部には波状文を施

す。

円形周溝 1・ S X 2190(第61・ 64図 )

C49・ 50グ リッドに位置する。S D2182と 重複 してお り、円形周溝 1が作られた後、S D2182

が作られている。

周溝規模は、外径約 8mと 小規模である。幅0.85m、 深 さ0,2mである。埋土は 1層で、黒

色粘質土である。周溝内から須恵器の杯身 (第64図 1)カミ出上している。出土状況より流れ込

みと考えられる。底部は平底で、たちあがりはやや内傾 している。 (高橋誠二)

(2)古代の遺構とその遺物

土坑墓 (第65図 図版27)

6基の素掘 りの上坑を確認 した。 S X2174と S X2183は 掘形と副葬品から土坑墓と判断した。

その他の上坑は、土坑墓の可能性が高い遺構である。

S K2164(第 60・ 65図  図版27-1)

C46グ リッドに位置する。 S K2166の北 3mにあり、主軸はN-42° ―Eである。掘形は隅丸

長方形で、規模は長軸2.lm、 短軸0.6m、 深さ0.25mで ある。埋土は 2層で、 1層 は黒色粘質

上、 2層は黒褐色粘質上である。出土遺物はない。

108



卜期∞ IY勇網∞

生IP紗
諄ず°呼

θ。粋跡
・。r°亀 上C30。o ｍ

０

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‐５

肝

Ｈ

Ｈ

Ｈ

日

Ｈ

Ｈ

Ｌ

肝

Ｈ

＝

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｌ
琳

‐資

+D27∫

OQ
0

O°

。θ9g

δ 。
°が

D° O

。 qめ

∫0

SD2005

X=‐ 71840

0

応
D30 。

SK2072SE2068

篤亀

騨 仲

聯
V。 ~ 

♂ベ

θS tt l
発2響を_:_】
。 1と 2023

°
げ比箸
ょ薫輩ゴ。J
訴こつ匙基

襟
倦迫
濫

鰈 穏 札E

第58図  5A区 (1)遺構図 1(1:200)

109



ｒ

＝

＝

＝

＝

卜

＝

＝

＝

＝

Ｌ

SD2095-2

第59図  5A区 (2)・ 5B区 (1)遺構図 (1:200)

110



＝
け

β
B47

志♂ 熟゙ σ斑2ぼ

命
υ

。

　

十

■

第60図  5B区 (2)遺構図 (1:200)



伊
却【

Ｓ
慾

‐６５
　
　
悪

∝
嗣

ζ。 も♂
,。 つ
SK管 7

♂
6    SK2172

Ｏ

Ｏ

ｏ

0 や

0

キD55

X=‐ 71960

十E53

4E54

X=‐71970

ｍ

ｒ
＝

Ｈ

＝

Ｈ

」

＝

＝

＝

＝

＝

Ｌ

十E55

第61図  5B区 (3)遺構図 (1:200)



ヽ
観

―

―

内

肌

悧

ｐ

″

＝

―１

１

‐―

〆

|

―

。

Ｅ
ｏ
ｏ
一

西へ25m

0                           10m

十 D44

第62図  築山 5号墳全体図 (遺構 1:200 断面 1:60 出土状況 1:40)



114

第63図 築山 5号墳出土遺物実測図 (1:3)
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S K2166(第 60・ 65図  図版27-5)

D47グ リッドに位置する。 S K2164の南 3mにあり、主軸はN-68° ―Eである。掘形は隅丸

長方形で、規模は長軸1.95m、 短軸0.7m、 深さは0.2mである。埋土は 1層で黒色粘質上であ

る。出土遺物はない。

S K2174(第 61・ 65図 図版27-2)

D48グ リンドに位置する。 S K2166の南 6mにあり、主軸はN-46° 一Eである。掘形は隅丸

長方形で、規模は長軸2.2m、 短軸は0,7m、 深さは0,25mである。埋土は 2層で、 1・ 2層 と

も黒褐色粘質上である。 1層 より、須恵器の蓋 (第 65図 1)が出土している。輸状つまみをも

ち、日縁部にはかえりをもつ。

S K2183(第 61・ 65図  図版27-3・ 4)

C48グ リンドに位置する。 S D 2177と 重複 してお り、 S K2183が 作られたのちS D2177が作

られている。主軸はE19°―Sである。掘形は隅丸長方形で、規模は長軸2.15m、 短軸0,9m、

深 さは0.2mで ある。埋土は 1層で黒褐色土である。須恵器の高台付き杯 (第65図 2)が出土

している。体部がやや内湾気味に立ち上がる。

S K2210(第 65図  図版27-7・ 8)

C51グ リッドに位置する。 S D2199と 重複 してお り、 S K2210が 作 られたのちS D2199が作

られている。主軸はE-1° 一Sである。掘形は隅丸長方形で、規模は長軸 1.45m、 短軸0.6m、

深さ0,15mで ある。埋土は 1層で黒色上である。須恵器の壺 (第65図 3)の底部が出上してい
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(3)中世の遺構とその遺物

1)5A区

掘立柱建物跡

5A区内において、多くのピットを確認 した。ピットの中には柱根を残すものもあつた。い

くつかの掘立柱建物を復元することができたが、この他にも建物が存在した可能性がある。

s B 2004(第58・ 66図 )

A21グ リッドに位置する。梁間 1間 (1.8m)× 桁行 3間 (3.2m)の東西に長い建物である。

主軸はN81° 一Eで ある。本遺構は、S D 2006東西溝 とほば平行で、 S D 2001・ 2003を壊 して

つくられる。柱穴は概ね直径20～ 40cm程度の円形で、地山面からの深さは10～40cmで ある。柱

穴の底面は標高9,lm以下である。遺物は 3つの柱穴から土師質土器の細片が出土する。 SD

2006と 主軸を平行にすることから、同時期の建物とみることができる。

s B2009(第 58・ 66図 )

A23グ リッドに位置する。梁間 1間 (1.3m)× 桁行 3間 (2.3m)の南北に長い建物である。

主軸はN-14° ―Wである。本遺構は、S D 2001と 重複 してつくられる。柱穴は概ね直径20～ 30cm

程度の円形で、地山面からの深さはほぼ20cmで ある。柱穴の底面は標高9。 lmで一定する。北

東隅柱 とその南隣の柱には柱根が残存する。遺物は出土しておらず、その年代は不明である。

S B 2032(第58・ 67図 )

B・ C25グ リンドに位置する。梁間 2間 (3.2m)×桁行 4間 (6.4m)の東西に長い建物で

ある。主軸はN76° 一Eである。本遺構は S D 2017・ S D2019に 区画された敷地内にある。 S

D2025・ 2031と の主軸方位がほば一致することから、それらの溝と同時期の可能性がある。柱

穴は概ね直径30cm程度の円形で、地山面からの深さは30～ 50cmである。柱穴の底面は概ね標高

9,Om前後で一定する。北東隅柱とその西隣の柱には柱根が残存する。遺物は4つの柱穴から

土師質土器の細片が出土する。

S A2039(第 58・ 67図 )

B25グ ジッドに位置する。主軸はN75° 一Eである。 S B 2032の 北側の柱筋とほぼ平行であ

り、 S B 2032の 孫庇となる可能性もある。また、 S D 2017と 重複する。規模は長さが4.5mで、

柱間は西から1.3m、 1.3m、 1.lm、 0。 8mである。柱穴は直径20～ 30cmの円形で、深さは10～

20cmである。柱穴底面の標高は9,1～ 9.2mである。

s B 2042(第58・ 68図 )

B25・ 26グ リッドに位置する。梁間 3間 (4。 3m)×桁行 4間 (4。 6m)の南北に長い建物で

ある。建物の平面形としては、梁間 3間 ×桁行 3間 の身舎の北側に庇が取り付くものと思われ

る。主軸はN23° 一Wである。本遺構はS D2017・ S D2019に 区画された敷地内にある。 SB

2032と 重複するが、S D2017・ 2019と 主軸方位が近似することから、本遺構が先行する可能性

が高い。柱穴は概ね直径15～20cm程度の円形で、地山面からの深さは10～50cmである。柱穴の

底面は概ね標高9.lm前後で一定する。遺物は 2つの柱穴から土師質土器の細片が出土する。
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第66図 5A区の中世建物遺構図1(1:60)

S B2075(第69図 )

A o B31グ ーリッドに位置する。梁間2間 (3,7m)×桁行2間 (5.8m)の東西に長い建物で

ある。調査区の南端に接しており、調査区外に柱六―が存在する可静性がある。主れはN-78°一

Eである。本遺構はS D2055の 区画内に存在するが、主軸が同溝―と異なるために方形区画との

関連性は不明である。柱穴の平面形は円形で、その直径は30～60ctnと ややばらつきが見られる。

地山面から|の深さは10～20clnの ものが多く、1直径に対して濃いことが特徴的である。本遺構周

辺は後世の攪乱が1顕著であり、本遺構は本来の遺構面を維持していない可諧陛が高い。なお、

南西隅柱は攪乱により確認できない。柱穴の底面の標高
―
は多くがつ-3m前後で下1定するが、西

側の柱筋は9.6れ とやや高ヤ、遺物は4つの柱穴から土師質土器の細片が出土する。
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上坑S(2018(358.・ イ1図■,2 蝦 ■)

D22グジンドに位置し、Sゆ 20囃|を壊してつくられている。平面形は楕H形で、その中央に

H形の霧り込みを持つ。上坑本体の規模は、.す議熱!5m、 簸径l.1れを測り、中央の嬢り込みほ、

鶴 .am、 地山面からの深.さa8mである。理土は2層.で、いずれも砂・地山プロックを含警―

黒亀粘質上が拳楼する。1線が
―
螂 屯

出土遺物は、上師費上器の皿 (第71図 1)、 中世須恵器の鉢 鰺ηl図 2)がある|。 1は底部

周辺|を絞り、内傾い つ立ち上がる Cmb-21期。2は内静
―ヽケメを施すょ本遺構の時期は、

出上遺物等から13世紀代ど考えられる。
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土坑S K12021暢郵8‐ 71図 3 図版28-2)

A23グ ヴッドに位置する。平面形は不整な長方形で、規模は長韓 .8m.、 短軸1・ Orn、 地山面

か―らの深 さ1,lmであ るも 長軸 は N・80°一Eであ るも S D2025,S D2031、 短軸 ほ S D2001と ほ

ぼ同方向の関係―にある.。

出上遺物は、備前焼 (第71図 3)、 士師質土器の納片、同心円のタタ
ー
キロをもつ須恵器片が

ある。本遺構の時期|は、周辺遺構と同時期の中世に属するも|のであるう。

上坑S k2022(第 53・ 71図 4 図版28-3)

A23グリッドに位置し、S(2021の南東に近接する。s D2001を壊してつくられるゃ平面形

はやや不整な―長方形で●規模H景軸1,6m、 短軸1.2m、 地山面からの1深さ1.24である。長軸

はNi7ぱ一Eである。 S‐ K2021.と同様に、S D2025t S D2031と 同方向である。理―土は12層に

分かれるが、いずれも黒色粘質上で、第■層は炭化物をわずかに含み、第2-層は砂を含む。

出土遺物は、土師質土器の杯 (第71図 4)、 箸状本製品・ 丸朝状木製品のほか用途不明木製

品3ィ点、同心円のタタキロをもつ須恵器片2点が1出上する。本遺構の時期は、中世に属すると

思われる。

上抗G K2023(第 58・ 71図 )

B2-3グ リッドに位置する。平面形は不整な精円形
―
でヽ「規模は長径li lm、 1短径0.8単、地山面

からの深|さ 。.4mで、南寄りに直径0,1れ、深さ0.4mの円形の掘り1込みを持つ。理土は砂 ,炭

化物・地山ブロッタをわずかに含む黒色粘質上が堆横する。

遺物として上師質上器の紳片が出上する。本鷺構―の時期は不明である。

122

∂~~~Q下

SA2074



9Cm

0       1い
と
=工 =冨 =」

  ==EEと
=========JI

9

ヽ

!一―‐―/

第71回1 5A区の中世土航回と遺物実測図 1(遺構 1:60 土器 1:e)

123



土坑 S K2027(第 58・ 71図 5～ 13)

B24グ リンドに位置する。 S D2031に 北側上端を壊される。平面形は不整な隅丸方形で、規

模は長軸1.3m、 短軸1.2m、 地山面からの深さ0.7mである。長軸はN-16° ―Wである。西1.6

mの土崚 (遺構番号なし)、 西 4mの S K2033、 西 6mの S K2038と 、長軸・短軸ともにほば

同方向である。埋土は4層で、第 1層 に砂を含み粘性の弱い黒褐色粘質土、第 2層 に地山ブロッ

クや炭化物を含む黒褐色粘質上、第 3層に砂を少 し含む黒色粘質上、第 4層 に砂を含み粘性の

強い黒色粘質上が堆積する。第 4層からは遺物を確認 しない。

出土遺物は、土師質土器の皿 (第 71図 5)と杯 (第71図 6～ 13)カミある。 5は器高が低く逆

ハ宇状に開く (皿 d類 )。 6・ 7はやや急に丸みをもち立ち上がる (杯 C類 )。 8・ 10・ 13は逆

台形状を呈する (杯 C-2類 )。 9は逆ハ字状に開く (杯A-3類 )。 11・ 12は丸みをもち立ち上

がる (杯 A・ B類)本遺構の時期は、13～ 14世紀代と考えられる。

上坑 S K2028(第 58・ 72図 1)

B24グ リッドに位置する。 S D2031に より遺構上部は壊される。平面は円形で、規模は直径

0,9m、 地山面からの深さ0.4mで ある。また、底面中央で直径0.3mの 円形に0.2m深く掘 り込

む。埋土は4層で、いずれも黒色粘質土が堆積する。第 1層のみが地山ブロックを多く含み、

第 2層は粘性が強く、第 3層は炭化物を多く含み、第 4層は第 3層 より明るい。

出土遺物は、土師質土器の杯 (第72図 1)と 古墳時代の須恵器片がある。 1は内面の体部と

底部の境に窪みをもつ (杯 C・ D類 )。 本遺構は13～ 14世紀代と考えられる。

上坑 S K2030(第 58・ 72図 2～ 9)

B24グ リッドに位置する。 S D 2025に 北側上端、 S D2031に 南側上端を壊される。平面はほ

ぼ円形で、規模は直径1.8mで、地山面からの深さ1.2mである。埋土は 5層 で、第 1層 。第 2

層に黒色粘質土が堆積 し、第 1層 は地山ブロックを少し含む。第 3層に砂を多く含む黒褐色粘

質土、第 4層 。第 5層に黒色粘質土が堆積する。第 5層 は有機物を含む。

出土遺物は、土師質土器の皿 (第72図 2)と 杯 (第 72図 3～ 5)、 龍泉窯系青磁の酒会壺

(第 72図 6)、 査器系の甕 (第 72図 7)、 備前焼系の播鉢 (第 72図 8)、 碗形鉄滓 (第 72図 9)、

また、図化していないものとして、備前焼の片口片、国内陶器片、須恵器片、曲物の側板 2′点、

用途不明木製品4点、竹筒片等が出土する。 2は直線的に立ち上がる (皿 c類 )。 3は逆ハ字

状に立ち上がる (杯 E類 )。 4・ 5は逆ハ字状に立ち上がり、内面の体部と底部の境を明瞭に

凹ませる (杯 D類 )。 6は島根県内初例で、越後守護所に比定される新潟県伝至徳寺跡 (15世

紀後半廃絶)出上の壺と形態が類似する。 7は常滑編年 5～ 6a型式 (13世紀第 2四半期～第

3四 半期)。 8は間壁編年ⅣA期 (14世紀後半～15世紀前半)。 本遺構の時期は、14～ 15世紀代

と考えられる。
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土坑 S K2033(第 58・ 72図 )

A24グ リッドに位置する。 S D2001を 壊 してつくられる。 2つの方形の遺構が重複する。規

模は、先行する遺構が長軸1.2m、 短軸1.lm、 地山面からの深さ0.5m、 新 しい遺構が一辺0,9

m、 地山面からの深さ0。 4mである。先行遺構の長軸はN13° 一Wである。S K2027・ S K2038

等とほぼ同方向である。底面は 2段 となり、遺構中央で一段深く20cmを測る。
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出土遺物には、少量の上師質土器の細片がある。本遺構の年代は、不明である。

土坑 S K2034(第 58・ 72図 )

A24グ リンドに位置する。平面形は精円形で、規模は長径0,7m、 短径0.5m、 地山面からの

深さ0,8mである。底面に長径 15cm、 短径 10clll、 深さ1 5cIIlの楕円形の掘 り込みをする。出土遺

物には、少量の上師質土器の細片がある。本遺構の年代は不明である。

土坑 S K2035(第 58・ 73図 1。 第105図 図版28-5)

C24グ リッドに位置する。 S D 2025と 北側で接し、 S D2031に より上部南半を壊される。平

面形は不整な精円形で、規模は長径2.4m、 短径 1.3m、 地山面からの深さ1.Omで ある。遺構

の長軸はW-2° ―Nである。底面には若干の凹凸があり、長さ10～ 40cm程度の石 9個を確認 し

た。埋土は 2層 で、粘性の異なる黒色粘質土が堆積する。また、遺構南端には遺構上部から大

きな地山ブロックが入る。

出土遺物は、遺構中央に北面して立てかけられた状況で木簡 (第 73図 1・ 第105図 )が認め

られた。その詳細は後章に述べる。また、木簡と付随して竹筒片が出土する。このほかに、少

量の上師質土器の細片が出土する。本遺構の年代はその内容から14世紀後半～15世紀代と考え

ら矛化る。

上坑 S K2036(第 58。 73図 2・ 3 図版28-4)

C24グ リンドに位置する。 S D2017・ S D2019を 壊 してつくられる。平面形は不整な楕円形

で、規模は長径2.2n、 短径1.3mである。遺構の中央で長径 1.8m、 短径1.Omの精円形に掘 り

込む。最大深は1.Omを測る。遺構の長軸はW― O° Nである。

出土遺物には、土師質土器の杯 (第 73図 2)と 摩擦痕のある石 (第73図 3)が ある。また、

図化 していないが、内面を赤色、外面を黒色に塗る漆椀の小片 2′点、曲物の側板 2′点、用途不

明木製品4点が出土する。 2は逆台形状に立ち上がる (杯 C-2類 )。 本遺構は14～ 15世紀代と

考えられる。

土坑S K2037(第 58・ 73図 )

A24グ リッドに位置する。 S K2038と 南側で、 S D2031と 北側で近接する。平面形は精円形

で、規模は長径 1.lm、 短径0.8m、 地山面からの深さ0.6mである。埋土は 3層で、いずれも

黒色粘質上である。第 1層・第 2層 に地山ブロックを含み、第 3層 には含まない。第 2層の遺

構中央に長さ30cIIl程度の石を確認する。

出土遺物には、土師質土器の細片と須恵器片がある。遺構の年代は不明である。

土坑 S K2038(第 58・ 73図 )

A25グ リッドに位置する。S K2037と 北側で近接 し、本遺構 とS K2037と の中心軸はN-11° 一

Wである。両遺構の中心軸は S D2001と ほぼ平行する。平面形は隅丸方形で、規模は一辺0.8

m、 地山面からの深さ0.5mで ある。底面に10～ 30cIIl程度の石が詰められた状況で確認された。

埋土は 3層 で、いずれも黒色粘質上が堆積する。第 1層・第 2層に地山ブロックを含み、第 3

層には含まない。
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出土遺物には、土師質土器の細片がある。遺構の年代は不明であるが、S K2037と もS D2001

と同時期と考えられる。

土坑 S K2040(第 58・ 73図 4・ 5)

A25グ リンドに位置する。 S D2017を 壊 してつくられる。平面形は不整な円形で、規模は直

径0.9m、 地山面からの深さ0.5mで ある。底面に長さ10～20cm程度の石 6個を確認 した。埋土

は 2層である。本遺構の主軸はN ll° ―Wである。

出土遺物には、土師質土器の皿 (第 73図 4)と杯 (第 73図 5)。 また、図化 していないもの

として、中世須恵器片がある。 4は円みをもち立ち上がる (皿 b-1類 )。 5は逆ハ字状に立ち

上がり、内面に煤が付着する (杯 C・ D類 )。 遺構の年代は14～ 15世紀代と考えられる。

土坑 S K2044(第 58・ 74図 1・ 2)

D25グ リッドに位置する。 S K2045と 近接する。平面形は不整な楕円形で、規模は長径 1.5

m、 短径1.3mで ある。遺構中央に長径 0。 7m、 短径0.6mの楕円形の掘 り込みをする。地山面

からの最大深は1.lmを測る。

出土遺物には、土師質土器の皿 (第 74図 1)と杯 (第 74図 2)、 また、図化 していないもの

として、備前焼の小片や瓦質の鉢片がある。 1は円みをもつ (皿 b類 )。 2は体部が円みをも

ち立ち上がる (杯 B類 )。 遺構の年代は13～ 14世紀代と考えられる。

土坑 S K2045(第 58。 74図 3～ 9 図版29-4)

D25グ リンドに位置する。 S E 2044と 近接する。平面形は不整な楕円形で、規模は長径3.6

m、 短径2.5mである。深さ20cmの浅い掘 り方の中央に直径2.4mの 円形の掘 り込みをもつ。掘

り込みの最大深は、遺構上端より1.4mを測る。埋土は 8層で、第 1層 は黒褐色粘質土、第 2

層は黒色粘質土、第 3層 は黄灰色砂質上、第 4層 は地山ブッロクを少 し含む黒色粘質土、第 5

層は黄灰色砂質上、第 6層は第 3層 と似る黄灰色砂質土、第 7層 は地山ブロックを少し含む黒

色壮質土、第 8層は黒色粘質上を含む灰黄褐色砂質土である。埋上の堆積状況から丼戸の機能

を推定でき、第 3層～第 5層 は井戸枠の裏込め土と考えられる。また、出土遺物は第 1層・第

2層・第 8層で確認され、順次埋没 したことが窺える。

出土遺物は、土師質の捏鉢 (第 74図 3)、 土師質土器の皿 (第 74図 4・ 5)・ 杯 (第74図 6・

7)、 瓦質土器の鉢 (第 74図 8)、 石製の硯 (第74図 9)である。図化 していないものとして、

内外面とも黒塗 りの漆椀の破片が 5′点あり、その 1つは外面に赤色で描画する。また、国内陶

器片 2′煮、中世須恵器片、土師質土器の細片及び鍋の口縁部片がある。 4は丸味をもち逆ハ字

状に開く (皿 b-3類 )。 5は 日縁部が内傾気味となる (皿 b-1類 )。 6は底部周辺をやや絞 り、

緩やかに立ち上がる。 (杯 A類 )。 7は丸味をもち立ち上がる (杯 A・ B類 )。 6・ 7と もに内

面に煤付着が認められ、内面・外面に被熱による変色がある。 8は 日縁が玉縁状となる。遺構

の年代は4が底面から出土することから、13～ 14世紀代と考えられる。

土坑 S K2047(第 58・ 74図 10・ 11 図版29-1)

C26グ リッドに位置する。 S D2019を 壊 してつくられる。平面形は不整な隅丸長方形で、規
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模は長軸0,9m、 短軸0.5m、 地山面からの深 さ0.3mである。埋土は 2層で、いずれも地山ブ

ロック・炭化物を少 し含む黒褐色粘質土であるが、第 2層はやや粘性が強い。

出土遺物は、土師質土器の杯 (第74図 10。 H)である。 10・ 1と ともに、小ぶ りの杯で、逆ハ

字状に立ち上がる (杯 E-1類 )。 遺構の年代は15世紀代と考えられる。

上坑 S K2050(第 58・ 75図 1・ 2)

A27グ リッドに位置する。 S D2019を 壊 してつくられる。平面形は不整な精円形で、深さ20

cIIlの 浅い掘 り方の中央に直径80cmの 円形の掘 り込みをする。規模は長径1.2m、 短径 1.Om、 地

山面からの最大深1.Omで ある。埋土は4層で、第 1層 は砂を多く含む黒褐色粘質上、第 2層

は砂を含まない黒褐色粘質土、第 3層 は地山ブッロクや炭化物を少し含む粘性の強い黒褐色粘

質上、第 4層は砂などの不純物が混入する黒褐色粘質土である。埋上の堆積状況から、埋没後

に再び掘 り込みがなされたと推定される。

出土遺物は、中国白磁・四耳壺の口縁 (第 75図 1)、 須恵器の高杯 (第 75図 2)である。ま

た、図化 していないものとして、国内陶器片がある。 1は丸く折 り曲げる日縁。

土坑 S K2056(第 58・ 75図 3。 4)

A29グ リッドに位置する。 S D2055に 近接する。平面形は不整な楕円形で、遺構中央に直径

20cmの浅い凹みがある。規模は長径 1.4m、 短径0.6m、 地山面からの最大深0.4mである。埋

土は 2層 で、第 1層 は黒褐色粘質土、第 2層は黒色粘質土である。第 1層 。第 2層 ともに、地

山ブロックを少 し含む。

出土遺物は、土師質土器の杯 (第 75図 3・ 4)がある。 3は緩やかに逆ハ宇状に立ち上がる

(杯 E類 )。 4は底部周辺を絞 り、内面に煤が付着する (杯 F類 )。 遺構の年代は15世紀代と考

えられる。

上坑 S K2057(第 58。 75図 5・ 6 図版29-3)

A29グ リンドに位置する。 S D 2055に 近接する。平面形は不整な楕円形である。規模は長径

1,lm、 短径0.6m、 地山面からの深さ0.4mである。

出土遺物は、土師質土器の皿 (第 75図 5・ 6)が ある。 5。 6と もに内面の底部と体部の境

が不明瞭 (皿 e-2類 )。 遺構の年代は15世紀代と考えられる。

土坑 S K2060(第 58・ 75図 7～ 10)

A29グ リッドに位置する。 S D2055を 壊 してつくられる。平面形は不整な楕円形で、遺構北

半にやや浅い落ち込みがある。規模は長径 1.3m、 短径0,7m、 地山面からの深さ0.3mで ある。

埋土は 2層で、第 1層は地山ブッロク・炭を含む黒褐色粘質上、第 2層 は地山ブロックを少し

含む黒色粘質上である。

出土遺物は、土師質土器の皿 (第 75図 7・ 8)、 杯 (第 75図 9・ 10)がある。 7・ 8は逆ハ

宇状に立ち上がる (皿 e類 )。 7は器壁が特に薄い。 9は円みをもち立ち上がる (杯 B類 )。 10

は緩やかに直線状に立ち上がり、内面に煤が付着する (杯 F類 )。 遺構の年代は15世紀代と考

えられる。
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土坑S K2061(第 58・ 75図 11)

B28グ ジッドに位置する。平面形は不整な楕円形で、遺構中央に直径50cmの円形に掘り込み

をもつ。規模は長径0.お里、短径0。 7m、 地山面からの最大深0.5mで
―
ある。埋土は3層で、 3.

層ともに黒色粘質上である。第 1層・第2層 ともに地山プロンクを含むが、第 2層|は粘性がや

や強い。.第 3層 |は地山プロックを含まない。

出土遺物は上師質土器の杯 (第布図■)力 あ`る。11は丸みをもち,つつ立ちとがり、内面には

昌の付着が認められる (杯 F類)。 遺構の年代は15世紀代と考えられる.。

―
ー

に 1 _

第ウ5図  5A区の中
―
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土坑 S K2066(第 76図 1～ 8)

A30・ 31グ リッドに位置する。平面形はやや不整な方形で、規模は一辺2.4m、 地山面から

の深さ0.8mである。遺構の主軸はN-35° ―Wである。 S D2001と はば平行である。埋土は 5層

で、いずれも黒色粘質土である。第 1層 は粘性が少なく地山ブロックを含み、第 2層は地山ブ

ロックをわずかに含む。第 3層 は地山ブロックを含むが、第 2層 よりやや明るく粘性も少ない。

第 4層 は粘性が少なく地山ブロックを多く含む。第 5層 は粘性が少なく地山ブロックを非常に

多く含む。埋土には地山ブロックが多く含まれることから、人為的に埋められた可能性がある。

その堆積状況から少なくとも2回以上の掘 り返しが想定される。

出土遺物は、土師質土器の皿 (第 76図 1～ 4)と 杯 (第76図 5～ 8)である。すべてが最下

層から出上し、すべてに被熱痕が見られる。 1～ 4は内傾気味に立ち上がる (皿 c類 )。 2は

底面外縁に回転ナデ調整が見える。 4は底部の器壁が厚い。 5は丸みをもち立ち上がり、 6～

8は底部周辺を絞る (杯A-3類 )。 遺構の年代は13～ 14世紀代と考えられる。

土坑 S K2069(第 76図 9 図版30-4)

C30グ リンドに位置する。平面形はやや不整な方形で、規模は一辺1.6m、 深さは1.5mであ

る。遺構の主軸はW-25° 一Nである。 S D2001・ S D 2046と 同方向である。埋土は 3層で、第

1層 は地山ブロックを少 し含む黒褐色粘質土、第 2層 。第 3層 ともに地山ブロックを多く含む

黒色粘質上である。第 2層 が第 3層 よりやや粘質性が強い。また、遺構西半の第 3層上面に多



数の石が集中する。これらの石は遺構廃棄時に埋め土とともに投棄されたと考えられる。

出土遺物は、山茶碗 (第76図 9)がある。日縁部に薄く釉がかかる。周辺の遺構の時期から、

13世紀代のものと考えられる。図化 しないものとして、土師質土器の細片、鉄滓などがある。

上坑 S K2070(第 76図 10～ 17 図版30-2)

D30グ リンドに位置する。 S D 2055に 壊される。平面形は長方形で、規模は長軸2.6m、 短

軸2.Om、 地山面からの深さ0.5mである。本遺構の主軸はN35° ―Wである。 S D2001と 平行

する。埋土は 3層で、いずれも黒色粘質上である。第 1層 は炭・地山ブロックを少 し含み、第

2層 は粘性が強く炭を含み、第 3層 は粘性が強く砂の混入が見られる。また、遺構底面より複

数の材木片が出土する。

出土遺物は、土師質土器の杯 (第76図 10～ 13)。 鉢 (第 76図 14～ 16)・ 白磁 (第76図 17)が あ

る。 10・ 11は底部を絞 り、丸みをもち立ち上がる (杯 A類 )。 11に は内面に煤が付着する。 12

は逆ハ字状に立ち上がる (杯 B・ C類 )。 13は丸みをもちつつ立ち上がり (杯 B類 )、 内面 。外

面ともに煤が付着する。 14～ 16は内外面にハケロ。17は高台畳付の釉を削る。一乗谷朝倉氏遺

跡に類例がある。高台の形状から近世肥前系陶器の可能性もある。遺構の年代は、13～ 14世紀

代と考えられる。

土坑 S K2071(第 77図 1・ 2 図版30-1)

C・ D30グ リッドに位置する。平面形は方形で、規模は一辺1.lm、 地山面からの深さ0.8m

である。本遺構の主軸はN-28° ―Wである。 S D2001と 同方向である。埋土は 6層で、第 1層

は地山ブロンクを多く含む黒色粘質土、第 2層 は地山ブロック・炭をわずかに含む黒色粘質土、

第 3層 は粘性の強い黒色粘質上で、第 3層下層には植物遺体が堆積する。第 4層は粘性の強い

黒色粘質土、第 5層 は地山・砂粒を非常に多く含む灰黄褐色粘質土、第 6層は粘性の強い黒色

粘質土である。

出土遺物は、土師質土器の皿 (第 77図 1)・ 杯 (第 77図 2)、 瓦質土器片が出土する。 1は丸

みをもち立ち上がる (皿 b類 )。 ロクロ成型痕が明瞭。 2は 内面で体部と底部の境に凹みがあ

り (杯 D類 )、 内外面に被熱痕が明瞭にある。遺構の年代は、14～ 15世紀代と考えられる。

土坑 S K2072(第 58・ 77図 3・ 4)

C30グ リッドに位置する。平面形は不整な楕円形で、規模は長径0.9m、 短径0.8m、 地山面

からの深さ0.06mで ある。埋土は 1層で、地山ブロックを含む黒色粘質土が堆積する。

出土遺物は、土師質土器の皿 (第77図 3)と 杯 (第77図 4)がある。 3は底部から逆ハ字状

に立ち上がる (皿 a類 )。 4は内湾しつつ立ち上がり、ロクロ成型痕が明瞭 (杯 A-1類 )。 遺

構の年代は13～ 14世紀代と考えられる。

土坑 S K2076(第 77図 5 図版29-6)

B・ C30グ リッドに位置する。平面形は不整な円形で、規模は直径 1,6m、 深さは0.3mで あ

る。埋土は4層で、第 1層は地山ブロック・炭を少し含む黒褐色粘質上、第 2層は炭を含む黒

色粘質土、第 3層 は炭をわずかに含む第 2層 より粘性の強い黒色粘質土、第 4層 は第 3層 より
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第78図  5A区 の中世井戸実測図と遺物実測図 (遺構 1:60

／
５

やや暗い黒色粘質上である。

出土遺物は、土師質土器の杯 (第 77図 5)がある。また図化していないものとして、龍泉窯

系青磁片、須恵器杯蓋の口縁が出土する。 5は底部周辺をやや絞 り、内傾 しつつ立ち上がる

(杯 A類 )。 遺構の年代は13～ 14世紀代 と考えられる。

井戸

井戸 S E 2068(第 58・ 78図 図版30-5)

B30グ リッドに位置する。平面形は円形で、規模は直径1.lmで ある。遺構中央で80cm四方

の方形の掘 り込みを持ち、地山面からの最大深は1.6mを測る。方形の掘 り込みに合わせて、

井側が北半を中心に残存し、北側に北西隅の隅柱、縦板 10,点、横桟 lJ点、南側に南西隅の隅柱、

縦板 5点を確認できる。北側の隅柱は幅 5 cmの 角材で長さは65cm。 南側の隅柱は幅 4 cmの角材

で長さは57cm、 中央部分に釘が残存する。縦板は57cm～99cmの ものがある。東西の井側はほと

んど原位置を保つておらず、引き抜かれた可能性がある。井側の残存状況から、本遺構は縦板

隅柱横桟型の井戸に相当すると考えられる。また、方形の掘 り方に合わせ、遺構上面に長さ10

～20cm程度の複数の石が配される。井戸廃棄時の祭祀行為は確認できない。埋土は 2層で、い
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ずれも黒色粘質上であるが、第 1層は粘性が弱く地山ブロックをわずかに含み、第 2層 は粘性

が強い。井戸廃棄後はごみ捨て穴として利用された可能性が考えられ、出土遺物の多くは第 1

層から出土する。

出土遺物は、土師質土器の皿 (第 78図 1～ 3)と 杯 (第 78図 4)と 鉢 (第 78図 5)、 砥石

(第 78図 6)が ある。 1は逆ハ宇状に立ち上がり (皿 d類 )、 2は内傾 しつつ立ち上がる (皿 c

類 )。 3は底部周辺を絞 り、内傾 しつつ立ち上がる (皿 b-2類 )。 2・ 3には煤の付着が見ら

れる。 4は特に器壁が薄く丸みをもち立ち上がる (杯 B類 )。 底部外縁に回転ナデ調整が見ら

れる。 5は内・外面にカキロ調整がある。 6は被熱痕が見られる。遺構の年代は、 2・ 4が井

側内からの出上であることから、13～ 14世紀代と考えられる。

溝

5A区において、多くの溝状遺構が確認された。ここでは、遺構番号に拘らず、溝の方向性

及び規格性から分類 して報告する。

溝 S D 2001(第 58・ 79図 図版33-3)

A21グ リッドからE30グ リッドまで、調査区を南北に走る溝である。確認できる長さは51m、

幅は0.5～ 0。 9m、 深さは0。 1～0.2mで ある。溝の方向は、A21～A24グ リンド間でN14° ―W、

B25～ B27グ リンド間でN-22° 一W、 C27～ E30グ リンド間でN-35° ―Wと なり、北から南へ進

むにつれて西へ21° 振れる。埋土は、北壁セクション (a一 a′ )では 1層で、黒色粘質上が堆積

し、B27グ リンド (b~b′ )でも 1層の砂を含む黒色粘質土が堆積する。 C27グ リンド (C~C′ )

では 3層で、第 1層は粘性の少ない黒色粘質土、第 2層は粘性の少ない黒褐色粘質土、第 3層

は地山ブッロクを多く含む黒褐色粘質上である。 C27グ リッド (C― C′ )の堆積状況から、少

なくとも 1回の部分的な掘 り返しを推測することができる。

出土遺物は、土師質土器の細片や内面にタタキロをもつ須恵器がある。

溝 S D 2005(第 58・ 79図 図版33-3)

B21グ リンドからE27グ リンドまで、調査区を南北に走る溝である。確認できる長さは37m、

幅は0.4～ 0,6m、 深さは0.1～0.2mで ある。溝の方向は、B21～ B23グ リンド間でN15° ―W、

C24グ リッドからE27グ リンド間でN-30° ―Wと なり、北から南へ進むにつれて西へ 15° 振れる。

埋土は、北壁セクション (a― a′ )では 2層 で、第 1層は黒色粘質土、第 2層 は地山ブロック・

砂を多く含む黒褐色粘質上が堆積する。 C25グ リンド (e一 e′ )。 D26グ リンド (d~d/)では同

様な 1層 の粘質性のある黒色粘質上が堆積する。北壁セクション (a― a′ )の堆積状況から、

少なくとも 1回の部分的な掘 り返しを推測することできる。
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出土遺物は、A22グ リンドより上師質土器の杯 (第79図 1)が ある。 1は底部から丸みをもつ

て立ち上がる (杯 C-1類 )。

S D2001と S D 2005と の心々間は約 5～ 7mで、ほぼ平行に調査区の南北を走る。 したがつ

て、両遺構が道路の側溝として機能した可能性がある。また、 5A区内の殆どの遺構に先行し、

本遺構の方位を意識 したと考えられる溝や土坑・建物が多数存在することから、調査区周辺の

地割に影響を与えるものであつたと考えられる。遺構の年代は、本遺構のほか主軸を同じくす

る遺構の多くが13～ 14世紀代の遺物が出ることから、同時期に考えられる。

溝 S D 2046(第 58・ 79図 図版34-4)

A26グ リッドからC31グ リッドまで、調査区の南北を直線的に走る溝である。確認できる長

さは28m、 幅は1.Om、 深さは0.1～ 0.3mで ある。溝の方向はN28° ―Wであり、 S D 2005と 北

側で同方向になる。埋土は、A26グ リンド (ff′ )では 3層で、第 1層は黒褐色粘質土、第 2

層は黒色粘質土、第 3層 は地山ブロックを多く含む黒褐色粘質上が堆積する。出土遺物は、土

師質土器の細片が多くある。

本遺構も5A区内の殆どの遺構に先行 し、S D2001・ S D 2005に 関連して形成されたものと

考えられる。

,毒 S D 2003(第58。 80図 )

A21グ リンドからB21グ リッドで、調査区の東西を走る南北 2条の溝である。本報告におい

ては、同時期に形成された溝として一括 して扱 う。確認できる長さは約1lm、 幅は0.2m～ 0。 4

m、 深さは0。 1～0.6mである。溝の方向はA21グ リッドでは 2条 ともにN-86° ―Eである。B21

グリッドでは、南側の溝が直線的に延びるのに対して、北側の溝は円弧条に北へ 2条に分流し

て延びる。埋土は西壁セクション (a― a′ )では、南側の溝に地山ブロックを含む黒色粘質土、

北側の溝に砂を多く含む黒褐色粘質上が堆積する。また、北側セクション (C~C′ )では、北

側の溝に黒色粘質上が堆積する。

出土遺物は、土師質土器の杯 (第80図 1)が出土する。 1は逆ハ字状に立ち上がり、内面の

底部と体部の境が凹む (杯 D類 )。

溝 S D 2006(第 58・ 80図 図版38-1)

A22グ リッドからC22グ リッドまで東西を走り、C22グ リンドで北へ折れる逆 L字状の溝で

ある。また、A22グ リッドからC22グ リンドの間で、遺構の北辺に沿つて浅い溝が掘られる。

本報告では、これらを同時期に形成された溝 として一括して扱 う。確認できる長さは東西12～

13m・ 南北4.5～ 7m、 幅2.5～ 4.8m、 地山面からの深さは0.2～ 0.6mである。溝の方位は東

西がN-79° ―Eで、南北がN-3° ―Eである。特にS D2001・ S D2005に 対してほぼ直交するこ

とから南北方向は正方位を、東西方向は両溝を意識 した可能性がある。方形の区画溝の一角と

考えられ、溝幅が調査区内最大のものであることは注目される。埋土は西壁セクション(a― a′ )

では 4層で、第 1層 はややソフ トな黒褐色粘質土、第 2層 は粘性の強い黒色粘質土、第 3層 は

粘性の弱い黒色粘質土、第 4層は地山ブロックを含む粘性の強い黒色粘質上が堆積する。 B21-
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第82図  5A区 の中世溝状遺構出土遺物実測図 (1:3)

B23セ クション (b―b′ )では 3層で、第 1層 は粘性の強い黒褐色粘質上、第 2層は砂を含む

粘性の強い黒色粘質土、第 3層は砂を含み第 2層 よりやや暗い黒色雅質土である。北壁セクショ

ン (C~C′)では 3層で、第 1層 は粘性の弱い黒色粘質上、第 2層は粘性の弱い黒褐色粘質土、

第 3層は地山ブロックを含む黒色粘質土が堆積する。埋上の堆積状況から、少なくとも2～ 3

回の据 り返しを確認することができ、長期間維持された可能性がある。

出土遺物は、土師質土器の皿 (第80図 2・ 3)・ 杯 (第80図 4)、 盗器系陶器の甕 (第80図 5)

がある。また、図化 していないものとして、土師質土器の鉢 2点、波状文をもつ須恵器片など

がある。 2は逆ハ字状に丸みをもちつつ立ち上がる (皿 b-3類 )。 3はやや内傾気味に立ち上

がる (皿 b=1類 )。 4は直線的に立ち上がり、内面で底部と体部の境が凹む (杯 D類 )。

溝 S D 2007(第 58・ 80図 図版32-2)

D21グ リンド西半からD22グ リンドヘ L字状に走る溝である。南北方向では 3条の溝に分か

乍|

＼ |
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れるが、本報告では一括 して扱 う。確認できる長さは南北5,5m。 東西 4m、 幅は0.5～ 0。 9m、

地山面からの深さは0.04m～0,3mである。溝の方向は南北がNl° ―W、 東西がN89° ―Eであ

る。 S D 2008と 一部重複するが、前後関係は不明である。

屈曲部は隅丸形を呈するが溝は正方位を意識しており、方形の区画溝の一角の可能性がある。

埋土は北壁セクション (d一 d/)では 3条の溝のいずれも朴性の弱い黒色壮質土が堆積 し、D21

グリッド (e― e′ )では 3条の溝のうち西 2条には黒色粘質土、東 1条には砂や地山ブロック

を少 し含む黒色粘質上が堆積する。また、東壁セクション (ff/)で は 2層で、第 1層 に黒

色粘質土、第 2層に砂が多く第 1層 より明るめの黒色粘質上が堆積する。本遺構の南北方向は

浅めの溝であるが、東西方向は深く掘 り込まれる。

出土遺物は、備前焼の甕の体部片 (第80図 6)が ある。外面に明瞭なタテハケ、内面にヨコ

ハケの明瞭な調整をする。間壁編年Ⅲ・ⅣA期 (14世紀前半～15世紀初頭)に相当すると思わ

れる。また、図化しないものとして、龍泉窯系青磁碗の体部片が出土する。

溝 S D 2008(第 58・ 80図 図版33-2)

D21グ リッドからD23グ リッドにかけて走る南北溝である。確認できる長さは12.5m、 幅0.6

～0.8m、 地山面からの深さは0.3～0.5mである。溝の方向はN-3° Wである。 S D2007と 一

部重複するが、前後関係は不明である。また、本遺構は後述の S D 2055南 北溝の延長線上に一

致する。埋土は北壁セクション (dd′ )では 3層で、第 1層 に黒褐色粘質土、第 2層 に第 1

層より明るめで砂を多く含む黒褐色粘質土、第 3層 に黒色粘質土が堆積 し、D21グ リンド(ee/)

では 2層で、第 1層 に砂・礫を含む黒褐色粘質土、第 2層に砂・地山ブロックを含む黒色粘質

上が堆積する。北壁セクションより、少なくとも 1回の掘 り返 しがあったことを推測できる。

溝 S D2017(第 58・ 81図 図版34-1)

C22グ リンドからC24グ リッドにかけて南北に走 り、C24グ リッドからA25グッリドにかけ

て東西に走る、逆 L宇状を呈する溝である。 S D2001・ 2005・ 2019と 交差する。確認できる長

さは南北12.Om。 東西14.2m、 幅0.6～0,9m、 地山面からの深さは0,1～ 0,2mである。溝の方

向は南北がN5° E～ N10° ―W、 東西がN-89° ～63° 一Eである。埋土はC23グ リッド(a― a′ )

で黒色粘質上が堆積する。

溝 S D2019(第 58・ 81・ 82図 1～ 5 図版34-1)

C22グ リッドからC25グ ジンドにかけて南北に走 り、C26グ リンドからA27グ リンドにか

けて東西に走る、逆 L字状を呈する溝である。南北溝から東西溝へ屈曲する部分は遺構が不明

瞭であるが、本報告では一連の溝として扱 う。 S D 2001・ 2005・ 2017と 一部交差する。確認で

きる長さは南北19,Om・ 束西15.7m、 幅は0。 5～ 0,9m、 地山面からの深さは0,2～ 0.5mで ある。

溝の方向は南北がN-5° E～ N-9° ～21° ―W、 東西がN-70° 一Eである。埋土は、C23グ リッ

ド (a一 a′ )では粘性の弱い黒色粘質土が堆積 し、 C25グ リッド (C― C′ )では 5層で、第 1層

に黒色粘質土、第 2層に非常にソフ トな黒色粘質土、第 3層 に粘性が強く非常にソフ トな黒色

壮質土、第 4層に褐灰色砂質土、第 5層 に粘Jl■の強い黒色粘質土が堆積する。また、A27グ リッ

刀
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ド (d―d/)で は 3層で、第 1層に粘性の弱い黒色粘質土、第 2層 に第 1層 より暗めの粘性の

弱い黒色粘質上、第 3層に地山ブロックをわずかに含む黒色粘質上が堆積する。

出土遺物は土師質土器の杯 (第 82図 1～ 5)が ある。 1は底部周辺を絞 り、内湾 しつつ立ち

上がる (杯 A-1類 )。 2は器壁が薄 く逆ハ宇状に立ち上がる (杯 C・ D類 )。 3は丸みをもち

立ち上がる (杯 BoC類 )。 4・ 5は内面の底都と体部の境が不明瞭 (杯 E・ F類 )。

S D2017と S D2019に 囲まれた区画内には複数の建物が確認 されることから、両溝はそれら

の区画溝として機能した可能性が高い。

清 S D 2025(第58・ 81・ 82図 6 図版34-3)

A24グ リンドからD23グ リンドにかけて直線状に走る東西溝である。調査区西端で S K2026

に壊されるが、更に調査区外へ西進する。 S D 2001・ 2005・ 2017・ 2019と 交差し壊 している。

確認できる長さは17.8m、 幅は 1～ 1.3m、 地山面からの深さは0.08～ 0.2mである。溝の方向

はN78° ―Eで ある。埋土は、 B24グ リンド (f~f′ )では 2層で、第 1層は粘性が強く砂を少

し含む黒褐色粘質土、第 2層は砂を多く含む黒褐色粘質上が堆積する。本遺構はS D2031と 平

行で、 S D2001と 直交することから、それ らの影響を受けて形成された可能性が高い。

出土遺物は砥石 (第82図 6)がある。研磨痕が明瞭に残 り、一部に被熱痕がある。図化 しな

いものとして、内面が黒色の上師質土器の皿がある。灯明皿として使用されたと考えられる。

溝 S D 2031(第58・ 81・ 82図 7～H 図版34-3)

A24グ リンドからD23・ 24グ リッドにかけて直線状に走る東西溝である。 S D2001・ 2005・

2017・ 2019。 S K2028。 2030・ 2035と 交差 し壊 している。確認できる長 さは20.2m、 幅は1.5

～2.2m、 地山面からの深 さは0,15～ 0.3mである。溝の方向はN79° ―Eである。また、B24

グリンド付近では、不規則にピットが並ぶ堰状遺構を確認する。そのピット群の一つには、柱

根が残存する。埋土は、D24・ 23グ リッド (ee′ )では 3層で、第 1層に地山ブロックを含

む粘性の弱い黒褐色粘質土、第 2層に部分的にシル トを含むオリーブ灰色粘土、第 3層に黒色

粘質土が堆積する。 B24グ リッド (f一 f′ )では 2層で、第 1層 に部分的にシル トを含むオリー

ブ灰色粘土、第 2層 に黒色粘質上が堆積する。また、西壁セクション (g一g/)では 2層で、

第 1層 に地山ブロックを含む黒褐色粘質土、第 2層 に不純物を含む緑灰色粘土が堆積する。本

遺構は S D2025と 平行で、 S D 2001と 直交することから、それ らの影響を受けて形成された可

能性が高く、堰状遺構が確認 されることから、何らかの機能を持った溝であると想定される。

出土遺物は、土師質土器の皿 (第82図 7・ 8)・ 杯 (第82図 9)、 古瀬戸の天 目茶碗 (第 82図

10)、 中国白磁 (第 82図 11)が ある。 7・ 8と もに逆ハ字状に立ち上が り、底都と体部の境が

不明瞭 (皿 e-1類 )。 9は直線的に立ち上がる (杯 F-1類 )。 10は削 り出し部の形態から後期

様式天目C類 (Ⅲ期・ 15世紀第 2四半期～中頃)の ものである。11は 口禿げの口縁 (皿 IX類・

13世紀中頃～14世紀初め)。

溝 S D 2048(第58・ 81・ 82図 12・ 13 図版34-2)

A27グ リッドからD26グ リンドにかけて直線状に走る東西溝である。数条の溝に分流し、C



26グ リンドからC o D28グ リンドで南へ走るものもあるが、本報告では一括 して扱 う。S D2001・

S D 2005。 S D 2046を 壊 し交差する。確認できる長さは22.5mで、幅は0.2～ 0。 6m、 地山面か

らの深 さは0.1～0.3mである。また、C26-C・ D28グ リッド間で長さ6.7m・ 幅0.4～ 0。 9mの

溝が南へ延びる。溝の主軸の方位はN-68° ―Eである。 S D2019東西溝 とほぼ平行になり、 S

D2001・ 2005。 2046と ほぼ直交する。埋土は、D26グ リンド (h~h/)で は 2層 で、 ともに黒

色粘質上が堆積 し、第 1層 には地山ブロックがなく、第 2層 にそれを少 し含む。 B27グ リッド

(土 i/)では4層で、ともに黒色粘質土が堆積 し、第 1層は粘性が弱く、第 2層はややソフ ト、

第 3層は地山ブロックを含みややソフ ト、第 4層は粘性が強く地山ブロックを含む という特質

をもつ。A27グ リッド (j―」
′)では 2条の溝 となり、北側の溝は 2層で、第 1層 に地山ブロッ

クを含み粘性の弱い黒褐色粘質土、第 2層に地山ブロックを含まない黒色粘質上が堆積する。

また、南側の溝には地山ブロックを含む黒色粘質上が堆積する。

出土遺物は、土師質土器の杯 (第 82図 12)、 砥石 (第 82図 13)が ある。 12は底部周辺に段を

付け、丸みをもち立ち上がる (杯 B類 )。 13は表裏に研磨痕。また、図化 していないものとし

て、資器系陶器や中世須恵器の体部片がある。

溝 S D 2055(第 58・ 83図  図版34-5～ 8)

29グ リッドから35グ リッドの範囲を方形に区画する溝である。 S D2001・ S D 2046を壊 し交

差する。確認できる長さは北側の東西溝は19.5m、 東側の南北溝は29.6m、 南側の東西溝は16.9

m、 幅は0。 9m～ 1.4m、 地山面からの深 さは0。 2～ 0。 4mである。溝の方位は北側の溝でN-91° 一

W、 東側の溝でN― O° E、 南側の溝でN88° 一Eである。正方位を意識する。埋土は、西壁セ

クション (a― a′ )・ B29グ リッド (b― b′ )では 3層に分かれる。D30グ リッド (C―C/)では2

層で、第 1層に黒褐色粘質土、第 2層に地山ブロックを少し含む黒色粘質上が堆積する。また、

D34グ リンド (d~d′ )・ D35グ リッド(e― e′ )では同様に 2層で、第 1層 に粘性の弱い黒色粘

質上、第 2層に地山ブロックや砂を多く含む黒色粘質上が堆積する。本遺構内では総 じて同様

な堆積状況が見られ、少なくとも 1回の掘 り返 しが行われた可能性がある。

出土遺物は、土師質土器の杯 (第83図 1・ 2)がある。また、図化していないものとして、

同心円のタタキロをもつ須恵器片が 4点ある。 1・ 2と もに底部から直線的に立ち上がる (杯

F類 )。 遺構の年代は15世紀代と考えられる。

溝 S D2067(第 59・ 83図 )

A30グ リンドからB31グ リンドにかけて、隅丸状を呈する溝である。本遺構の 1/3は 攪乱

をうけ、正確な形状は不明である。確認できる長さは約10,7m、 幅は1.3m～ 2.Om、 地山面か

らの深 さは0.4mである。埋土は西壁セクション (f一 f′ )では 2層 で、第 1層 に地山ブロック

を含む黒褐色粘質土が堆積する。また、 B30グ リッド (g― g′ )では 3層で、第 1層に地山ブ

ロックを少 し含む黒褐色粘質土、第 2層に地山ブロックを多く含む黒褐色粘質上、第 3層 に砂

をやや多く含む黒褐色粘質土が堆積する。

出土遺物は、土師質土器の細片と同心円のタタキロをもつ須恵器片がある。
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第35図  5B区の中世土坑図と遺物実測図 1(遺構 1:60 遺物 1:3)
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Pit内遺物 (第84図 )

本報告に非掲載の遺構から出土した遺物を報告する。

第84図 1は国内陶器。茶入の蓋か。外面に釉が僅かにかかる。 2～ 4は土師質の皿である。

2・ 3は円みをもち内傾 しつつ立ち上がる (皿 b-3類 )。 4は逆ハ字状に立ち上がる (皿 c類)。

5～ 7は土師質の杯である。いずれも丸みをもち立ち上がる (杯 A・ B類 )。 8は土師質の鉢

の口縁である。内外面にハケロ調整。

S X2010(第 58・ 84図  図版33-1)

B・ C21、 A・ B22グ リッドに位置する。東西溝 S D 2006に 沿い、北側に 6つのピット列

(Pl-1～ 6)、 南側に 5つのピット列 (P2-1～ 5)が並ぶ。また、 S D 2006の 底面に 3つ

の大きなピット (P3-1～ 3)が並ぶ。 Pl-1～ 6間の長さは10.2mで、柱間は西から2.0

m、 2.lm、 2.Om、 2.Om、 2.lmで ある。 Pl-1・ 2・ 5・ 6には柱根、Pl-3には石が残

存する。柱根はいずれも打ち込まれたものではなく、底面を平坦に切断し、側面も面取 りが施

される。Pl-3の石は最下層と上層の間にある。埋土はPl-1は 2層で、第 1層が地山ブロッ

クを多く含む黒色粘質土、第 2層が砂を少 し含む黒色粘質土、 Pl-2は砂を少 し含む黒色粘

質上、Pl-3は 3層で、第 1層が砂を少 し含む黒色粘質土、第 2層が砂を多く含む粘性の弱

い黒色粘質土、第 3層が砂をやや多く含む黒色粘質上、Pl-4は 4層で、第 1層 が砂を少 し

含む黒色粘質土、第 2層 が砂を多く含む粘性の弱い黒色粘質土、第 3層が砂をやや多く含む黒

色粘質土、第 4層が砂を多く含む黒色粘質上、Pl-5は砂を少 し含む黒色粘質上が堆積する。

P2-1～ 5間の長さは8.5mで、柱間は西から2.Om、 2.lm、 2.Om、 2.Omである。 P2-2

には柱根が残存し、 P-1と 同様に底面を平坦に加工する。 P3-1～ 3間の長さは7.5mで、

柱間は西から4.3m、 3.3mである。 P3-1・ 2間に浅い落ち込みがあり、ピットが存在 した

可能性がある。 P3-1は長径1,lm、 短径0.9mの精円形の掘 り方で、深さは0.6mを測る。埋

土は地山ブロックを多く含む黒色粘質上であり、掘 り方上面には S D 2006の最下層が堆積する。

P3-2は直径 1.lmの精円形の掘 り方で、深さは1.Omを測る。埋土は 3層で、第 1層が砂を

含む黒色粘質土、第 2層 が第 1層や地山ブロックを含む灰黄褐色砂質土、第 3層 が有機物を含

む黒色粘質上が堆積する。 P3-1と 同様に掘 り方上面に S D 2006の 最下層が堆積する。 P3-

3は長軸1.lm、 短軸0.9mの隅丸方形の掘 り方で、深さは0,4mを 測る。埋土は 2層で、第 1

層が地山ブロックを多く含む黒色粘質土、第 2層が砂を多く含む黒色粘質上が堆積する。P3-

1と 同様に掘 り方上面に S D 2006の 最下層が堆積する。

Pl-1～ 6の方位はN-74° ―E、 P2-1～ 5の方位はN73° 一Eと ほぼ平行であり、それぞ

れ対応するピットの間隔は4.Omずつとなる。また、Pl-1と P3-1と P2-1は 2.Om等間

隔で南北に並び、Pl-3と P3-2と P2-3も 同様な関係にある。南北方向のピット列の方

位 はN17° 一Wである。 これ らの方位 は S D 2006と 必ず しも合致せず、S D2001と S D 2005か ら

なる道路状遺構 とほば平行 となる。

S D 2006は最大深0.4mの浅い溝ではあるが、地山面の傾斜により水が流れこみやすい状況

Л
付
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SK2186

o                 50cm
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第88図  5B区の中世土坑図と遺物実測図4(遺構 1:20 土器 1:3)

であったと考えられる。 P3-1～ 3間 に見られる溝状の落ち込みは水流による可能性がある。

したがって、道路状遺構 と平行であることなどから、 S X2010は橋梁状遺構もしくは S D 2006

に先行する大型建物の可能性が考えられる。 (高橋 周 )

2)5B区

土坑

土坑 S K2129(第 60・ 85図 図版31-4)

A・ B41グ リンドに位置し、主軸はN-20° 一Wである。掘形は不整長方形で、規模は長軸4.88

m、 短軸2.58m、 深 さ0。 14mである。埋土は 2層で、 1層 が黒褐色砂礫、 2層が黒褐色粘質土

である。出土遺物は図化できなかったが、須恵器の甕の体部片や土師質土器片などがある。

土坑 S K2139(第 60・ 85図 1～ 3)

A42グ リンドに位置する。掘形は不整楕円形で、規模は長軸3.24m、 短軸1.98m以 上、深 さ

0.96mで ある。埋土は 8層で、 1・ 2層が黒色粘質上、 3層が黒褐色粘質土、 4・ 5層が黒色

粘質土、 6層が黒褐色砂質土、 7層が黒色粘質土、 8層が灰褐色砂質上である。須恵器の杯蓋

(第85図 1)や速 (2)、 土師質土器の杯 (3)な どが出土している。 1は 口縁端部を段状に仕

上げている。 2は 口縁端部下端に 1条の回線を施 している。 3の底部内面は体部との境が不明
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瞭であるゃ

土坑S(2107(第 61・ 851図 4～ 6)

A47グ )ン ドに位置する。掘形は不整精円形で、規模は長軸2.12m.、 短軸1.96m、 深さ0.6

mである。理土は3.層で、1層が黒褐色粘質上、2層が暴色―粘質と、3.層が黒褐色粘質上であ
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る。漆椀 (第85図 4)や土師質土器の杯 (5。 6)な どが出上している。 4は低い高台をもち、

体部は日縁付近になると、ほば垂直になる。樹種は、ハ リギリ属ハ リギリ。 5の底部内面は体

部との境が明瞭である。 6の底部内面は体部との境が明瞭で、体部は内湾気味に立ち上がる。

土坑 S K2160(第 60・ 86図 図版31-3)

B46グ リンドに位置する。掘形は隅丸方形で、主軸はN42° ―Eである。規模は長軸4.99m、

短軸4。 44m、 深さ0。 92mである。埋土は11層で、 1層が黒褐色粘質上、 2層が黒色粘質土、 3・

4層が黒褐色壮質上、 5層 が黒色粘質土、 6層 が黒褐色粘質土、 7～ 9層 が黒色粘質土、10層

が黒色粘土、11層 が黒褐色砂である。土師質土器の柱状高台付皿 (第86図 1)と杯 (2・ 3)、

須恵器の壺 (4)、 瓦質土器のす り鉢 (5)備前のす り鉢 (6)な どが出土している。 1は脚

部がほとんどなく、脚端部は丸く仕上げている。 2の底部は器壁が厚い。底部と体部との境は

明瞭。 3の底部内面は体部との境がやや不明瞭で、体部はやや内湾気味に立ち上がる。 4の底

部外面は上底になつている。 5の 口縁下端部はやや肥厚 している。 6の 口縁端部は上下に拡張

する。

土坑 S K2172(第 61・ 87図 1～ 3)

A・ B47グ リッドに位置する。掘形は不整精円形で、規模は長軸1.75m、 短軸0。 92m、 深さ

1.3mで ある。埋土は 3層で、 1層 が黒褐色粘質土、 2・ 3層が黒色粘質上である。土師質土

器の杯 (第 87図 1～ 3)な どが出上している。 1は杯 C-1類で、 2は杯 B類である。 3の底

部内面は体部との境が不明瞭。

土坑 S K2173(第 61・ 87図 4・ 5)

A・ B48グ リッドに位置する。掘形は円形で、規模は直径1.76m、 深さ1.29mである。埋土

は 5層で 1・ 2層 は黒褐色粘質土、 3～ 5層 は黒色粘質土である。土師質土器の杯 (第87図 4・

5)が 出上している。 4・ 5は杯 F類である。

土坑 S K2179(第 61・ 87図 6 図版31-1)

B48グ リッドに位置する。掘形は円形で、規模は直径1.44m、 深さ0,72mで ある。埋土は4

層で、 1層が黒褐色土、 2～ 4層が黒色粘質土である。白磁の椀 (第87図 6)が出土している。

土坑 S K2180(第 61・ 87図 7)

A48グ リンドに位置する。掘形は不整楕円形で、規模は長軸1.44m、 短軸1.24m、 深さ0.86

mである。埋土は 3層で、いずれも黒色粘質上である。土師質土器の杯 (第87図 7)が 出土し

ている。杯 B類である。

上坑 S K2192(第 61・ 87図 8。 9)

A50グ リッドに位置する。掘形は円形で、規模は直径 1.28m、 深さ1.26mである。埋土は 3

層で、 1・ 2層が黒褐色上、 3層が黒色粘質土である。土師質土器の杯 (第87図 8)と皿 (9)

が出土している。 9は皿 b-3類である。

土坑 S K2203(第 61・ 87図 10・ ■)

A51グ リンドに位置する。 S K2204と 重複 してお り、 S K2203が 作られた後、 S K2204が 作
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られている。掘形は不整精円形で、規模は長軸2.27m、 短軸1.34m、 深さ0,98mで ある。埋土

は 3層 で、 1・ 2層が黒色粘質土、 3層が黒褐色粘質土である。須恵器の杯身 (第87図 10)や

上師質土器の皿 (11)な どが出上している。11は皿 e-1類である。

土坑 S K2186(第 61・ 88図  図版31-5)

B49グ リッドに位置する。掘形は円形。規模は、直径0.4m、 深 さ0.08mで ある。土師質土

器の杯 (第 88図 1～ 12)が積み重なつた状態で出上している。 1～ 12の杯は、杯A-2類であ

る。

土坑 S K2204(第 61・ 89図 1)

A51グ リンドに位置する。掘形は精円形で、規模は長軸2,lm、 短軸1.42m、 深さ0.4mで あ

る。埋土は 2層で、 1層が黒褐色粘質上、 2層が黒色粘質土である。土師質土器の杯 (第89図

1)が出土している。杯 C-2類である。

土坑 S K2175(第 61・ 89図 )

B48グ リンドに位置する。掘形は円形で、規模は直径 1,Om、 深 さは0.56mで ある。埋土は

4層で、 1層が暗褐色土、 2層 が黒褐色土、 3層 が黒色粘質上、 4層が焼土である。図化でき

なかったが土師質土器片が出土している。

上坑 S K2215(第 61・ 89図 )

B52グ リッドに位置する。掘形は不整方形で、主軸はN-3° Wである。規模は長軸1.96m、

短軸1.67m、 深さ1,38mである。埋土は4層で、 1層が黒褐色粘質土、 2層が暗褐色粘質土、

3層 が黒色粘上、 4層が黒褐色砂礫である。出土遺物は小片のため図化できなかった。側壁に

は火を受けた痕跡がある。

土坑 S K2213(第 61・ 89図 2～ 4)

C52グ リンドに位置する。掘形は不整精円形で、規模は、長軸2.25m、 短軸1.66m、 深さと.32

mである。埋土は 6層で、 1～ 3層 が黒褐色粘質土、 4層が黒色粘質土、 5・ 6層が黒色粘質

上である。土師質土器の杯 (第89図 2～ 4)が出土している。いずれも底部のみであるが、 2

の底部内面は体部との境がやや不明陳である。 3の底部内面は体部との境が明瞭である。

土坑 S K2220(第 61・ 89図 5～ 8 図版31-2)

B52グ リッドに位置する。掘形は不整精円形で、規模は長軸3.56m、 短軸2.54m、 深さ1.3

mである。埋土は 3層で、 1・ 2層が黒褐色粘質土、 3層が黒色粘土である。土師質土器の杯

(第89図 5)、 須恵器の高台付皿 (6)、 青磁の椀 (7)、 漆椀 (8)な どが出土している。 5の

底部内面は体部との境が不明瞭で、体部は直線的に立ち上がる。 6の高台は底部の端に付く。

7青磁の高台を砥石として再利用している。 8は高台をもち、体部は口縁に向けて内湾気味に

立ち上がる。樹種は、 トチノキ属 トチノキ。

溝

溝 S D 2090(第 59。 90図 1～ 15 図版35-1・ 2)

35ラ イン～38ラ インに位置し、主軸はN-65° 一Wである。規模は長さ16.5m、 溝幅2.4m、 深
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さ0。 35mである。埋土は4層で、 1～ 3層が黒褐色粘質土、4層が黒褐色粘上である。上師質

土器の皿 (第90図 1～ 3)と杯 (第90図 4～15)が 出土している。 1～ 3は皿 e-1類である。

4～ 6・ 9～ 11・ 18～ 15は杯F-1類、 7・ 3・ 12は杯F-2類である。

溝S D2095-1(第 59・ 90図 16 図版35-3)

36ラ イン～38ラ インに位置し、主軸はN-64° 一Wである。 S D2095∵ 1は、D38杭周辺でSD

209卜 2と 合流する。規模は長さ23m、 溝幅1,8m、 深さ0。 35mである。埋土は 5層で、 1層が

g。
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「
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断面 1:60 土器 1:3)



褐色砂礫、 2層が明赤褐色砂礫、 3層が黄灰色粘質土、 4層が暗灰黄色粘質土、 5層が褐灰色

粘質上である。備前のす り鉢 (第90図 16)が 出土している。

溝 S D 2095-2(第 59。 90図  図版35-3)

36ラ イン～38ラ インに位置し、主革由はN-62° 一Wである。 S D2095-2は 、D38杭周辺でSD
20951と 合流する。規模は長さ23m、 溝幅1.05m、 深さ0.35mで ある。埋土は 5層で、 1層

が褐灰色粘質上、 2層が褐灰色粘土、 3層が褐灰色粘質土、 4層がにぶい黄褐色砂礫、 5層 が

暗褐色砂礫である。出土遺物は小片のため図化できなかった。

溝 S D2149(第 60・ 91図 )

44ラ イン～45ラ インに位置 し、主軸はN-48° Eである。規模は長さ10.8m、 溝幅0.35m、

深さ0,lmで ある。埋土は 1層で、黒褐色粘質上である。出土遺物は小片のため図化できなかっ

た。

溝 S D2150(第 60。 91図 1～ 6・ 12)

44ラ イン～46ラ インに位置し、主軸はN48° 一Eである。規模は長さ15m、 溝幅1.2m、 深さ

0.25mである。埋土は 1層 で、黒色粘質上である。円筒埴輪 (第91図 6)や土師質土器の杯

(1～ 5)や五輪塔 (12)が 出土している。 1・ 4の底部は厚 く、体部は緩やかに立ち上がっ

ている。 3の底部内面は体部との境が不明瞭で、体部は緩やかに立ち上がる。 12は空風輪であ

る。

溝S D2155(第 60。 91図 7)

44ラ イン～47ラ インに位置し、主軸はN-48° ―Eである。規模は長さ16.2m、 溝幅 1。 lm、 深

さ0.25mで ある。埋土は 3層 で、 1・ 2層が黒褐色粘質土、 3層が黒色粘質上である。青磁の

椀 (第91図 7)が出土している。

溝S D2161(第 60。 91図 )

45ラ イン～46ラ インに位置 し、主軸はN-49° ―Eである。規模は長さ4.5m、 溝幅0。 3m、 深

さ0.lmである。埋土は 1層で、黒褐色粘質土である。出土遺物は小片のため図化できなかっ

た。

溝S D2147(第 60・ 91図 8～ 11)

A44ラ イン～45ラ インに位置する。主軸N-4° ―Eで他の4本の溝 とは方向を異にする。規

模は長さ3.6m、 溝幅0.55m、 深さ0。 3mである。埋土は 3層で、 1層が黒色粘質土、 2層が黒

褐色粘質上、 3層 が暗褐色砂質上である。土師質土器の皿 (第91図 8～ 10)と 杯 (第91図 11)

が出土している。 8・ 10は皿 e-1類で、 9は皿 e-2類である。Hは杯D類である。

溝S D2165(第 61・ 92図 図版35-4)

46ラ イン～48ラ インに位置し、主軸はN47° ―Wである。規模は長さ9m、 溝幅0.3m、 深さ

0.18mで ある。埋土は 1層で、黒褐色上である。出土遺物は小片のため図化できなかった。

溝 S D2168-1(第 61・ 92図 2・ 5 図版35-4)

47ラ イン～49ラ インに位置し、主軸はN-45° 一Wである。 S D216S-2と C48グ リンドで合流

158



する。規模は長 さ15。 3m、 溝幅0.5m、 深さ0.18mである。埋土は 1層 で、黒褐色粘質上であ

る。須恵器の杯蓋 (第 92図 2)や土師質土器の皿 (3)が 出上している。 3は皿 d類である。

溝 S D2168-2(第 61・ 92図  図版35-4)

48ラ イン～50ラ インに位置し、主軸はN45° ―Wである。 S D2168-1と C48グ リッドで合流

する。規模は長 さ11.8m、 溝幅0.35m、 深さ0.2mで ある。埋土は 1層で、黒褐色粘質上であ

る。出土遺物は小片のため図化できなかった。

溝S D2170(第 61・ 92図 1 図版35-4)

47ラ イン～49ラ インに位置 し、 B・ C47グ リッドの主軸はN-56° ―Wであるが、D48・ 49グ

リッドではN-36° ―Wである。規模は長さ13.5m、 溝幅0.4m、 深さ0.35mで ある。埋土は 2層

で、 1層 が黒褐色土、 2層が黒褐色粘質上である。須恵器の高台付杯 (第92図 1)が出土して

いる。高台は底部の端に付く。

溝S D2177(第 61・ 92図  図版35-4)

48ラ イン～50ラ インに位置し、 B48グ リンドの主軸はN-56° ―Wであるが、C48グ リンドか

らD50グ リンドではN32° ―Wである。 S K2183と 重複 してお り、 S K2183が作られた後、 S

D2177が 作られている。

規模は長さ15.3m、 溝幅0.6m、 深さ0.25mで ある。埋土は 1層で、黒褐色上である。出土

遺物は小片のため図化できなかつた。

溝S D2182(第 61・ 92図 )

48ラ イン～51ラ インに位置 し、主軸はN-36° 一Wである。円形周溝 1と 重複 してお り、S D21

82が作られた後、円形周溝 1が作られている。規模は長 さ13.5m、 溝幅0.5m、 深さ0。 lmであ

る。埋土は 1層で、黒色粘質上である。出土遺物は小片のため図化できなかった。

(高橋誠二)

3 包含層の遺物

A 弥生時代 (第93図 1・ 2)

第93図 1は弥生土器の甕の日縁である。日縁部は外反 し、日唇部には刻み目を施 している。

2は弥生土器の奏の底部で、底部と体部の境は明瞭である。

B 古墳時代 (第93図 3～ H。 21・ 22)

第93図 3は土師器の高杯である。日縁部は強いヨコナデで外反させている。 4は須恵器の杯

蓋で、口縁はやや内湾 し、日縁端部は丸くおさめている。 5は須恵器の杯蓋で、日縁内面に 1

条の凹線がある。 6は須恵器の杯身で、底部はやや平底になっている。 7は壺の口縁で、口縁

端部は外反 している。 8は須恵器の子持壺である。親壺の頸部は緩やかに外反している。子壺

イま「凸」宇状に張 り出した親壺の胴部に貼 り付けている。子壺の接合方法は、柳浦分類 (1993)

の d類である。 9は須恵器の子持壺の脚部で、粘土組の単位が確認できる。 10は須恵器の長頸

壺の頸部である。頸部内面は粘上の継ぎ足しにより肥厚 している。11は須恵器の高杯の受部で



ある。 口縁は欠損している。脚部 との境には透かしの切 り込みがある。21は須恵器の壺の口縁

である。22は須恵器の甕の日縁である。日縁端部は丸くおさめている。    (高 橋誠二)

C 古代 (第93図 12～ 20)

第93図 12は須恵器の直口壺の口縁で、やや内湾気味に立ち上がる。13は須恵器の壺の体部で、

肩部には4本の線刻がある。底部は削っている。 14は須恵器の杯で、日縁と底部の一部が欠損

している。体部はほぼ直線的に立ち上がる。 15は須恵器の杯で、体部は直線的に立ち上がり、

口縁端部は細く仕上げている。 16は須恵器の高台付杯の底部で、高台は底都と体部の境よりや

や内側に貼 り付けている。 17は須恵器の高台付杯の底部である。高台は底部と体部の境に貼 り

付けている。 18は須恵器の高台付杯の底部である。高台端部は面をもつ。19は須恵器の高台付

杯の底部で、高台端部には面を作 り、中央を若干凹ませている。20は須恵器の高台付皿である。

高台は底部と体部の境より若干内TRlに貼 り付けている。

D 中世

土師質土器の分類

築山 5区において総破片数7500点以上 (完形を含む)の上師質土器が出土した。良好な一括

資料は少ないが、以下の分類を試みた。杯については、蔵小路西分類 (蔵小路西遺跡1999)及

び古志本郷分類 (古志本郷遺跡1999)を参考にした。皿については、杯 との共伴関係や形状の

類似に着 目し分類 した。

①杯A類は、体部に丸味を持ち、底部を絞るもので、 3種類に細分 した。他遺跡の分類におい

ては、蔵小路西分類の 2期、古志本郷分類の杯A類に相当し、13世紀代に比定される。

杯A-1類   口径12.0～ 13.8cm、 底径5.6～ 6.Ocm、 器高4,4～ 5,Oclllを 測る。体部が丸味

を持ち、A-2・ 3類に比して立ち上 りが急なもの。底部周辺をやや絞る。

杯A-2類   口径12.6～ 13.2cm、 底径5,8～ 6.Ocm、 器高 :3.8～ 5.Ocmを測る。体部が丸

味を持ち、口縁端部が内傾する。底部周辺をやや絞る。底部の器壁が厚い。

5区 S K2186か らまとまって出上した。

杯A-3類   口径12.6～ 13.Ocm、 底径 :5.0～ 6.Ocm、 器高 :4.0～ 4.4cmを測る。体部が

丸味を持ち、逆ハ宇状に開く。口縁端部を細め、底都周辺をやや絞る。底

部の器壁が厚い。 5区 S K2066か ら皿 c類 と共伴 して出土した。

②杯 B類は、体部が丸味を持ち、内湾気味に立ち上る。内面の底部と体部の境が杯A類に比し

て明瞭である。器壁が厚いものと薄いものがある。口径の大きさにより細分される。

①口径15.0～ 16.Ocm、 底径5.6～ 6.2cm、 器高5,0～ 5.8cm

②口径13.4～ 13.8cm、 底径5.4～ 5.6cm、 器高3.3～ 4.Ocm

③口径H.5～ 11.8cm、 底径4.0～ 5,2cm、 器高3.6～ 4.Ocm

③杯 C類は、底部から逆ハ宇状に立ち上がる。内面の底部と体部の境にくばみを持つ。形態よ
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り2種類に細分 した。

杯 C-1類   口径12.0～ 13.Ocm、 底径5.0～ 6.2cm、 器高3.4～ 4.2cmを測る。底部からの

立ち上 りは丸みをもちつつ、逆ハ宇状に立ち上がる。内面の底部と体部の

境に凹みをもつ。

杯 C-2類   口径■.8cm～ 13.Ocm、 底径4.8～ 6.8cm、 器高3.8～ 4.8cmを測る。底部から

の立ち上がりは直線的で、逆ハ字状に立ち上がる。形状は杯D類に近い。

内面の底部と体部の境に凹みをもつ。

④杯D類は、底部からの立ち上 りが直線的で、逆ハ字状に立ち上がる。内面の底部と体部の境

が明瞭。tt C-2類 に比して、立ち上がりの角度が緩やかで器壁が薄いのが特徴。 口径 14.0

～15。 6cm、 底径 :7.Ocm、 器高 :3.3～ 4。 3cmを測る。

杯 BoC・ D類は、蔵小路西分類の 2～ 3期、古志本郷分類の杯B・ C・ E類に相当し、13

～14世紀代に比定される。

⑤杯 E類は、底部からの立ち上がりが直線的で、逆ハ字状に立ち上がる。形態より3種類に細

分 した。

杯E-1類   口径 :10.0～ H.2cm、 底径 :4.4～ 5.2cm、 器高 :2.6～ 3.2cmを測る。底部

からの立ち上がりが直線的で、逆ハ宇状に立ち上がり、底部を絞る。内面

の底部と体部の境が不明瞭。tt F類 に比して小ぶ りなもの。

杯 E-2類   口径 :H.0～ 11,5cm、 底径 :4.2～ 6.Ocm、 器高 :2,7～ 3,2cmを測る。形状

の特徴はE-1類 と同様であり、底部を絞らないもの。

杯 E-3類   口径 :H.2～ 12.2cm、 底径 :5,0～ 5.6cm、 器高 :2.2～ 2.5cmを測る。形状

の特徴はE-1類 と同様であり、底部を絞らず器高が低いもの。

杯 E類は、蔵小路西分類の4期、古志本郷分類の杯 C類に相当し、15世紀代に比定される。

5区 B30グ リッドの上器溜 りにおいて、杯 E-1・ 2類が龍泉窯系青磁碗 B3類 と共伴する。

青磁の年代は14世紀初頭～15世紀前半とされる。

⑥杯 F類は、底部からの立ち上がりをやや絞 り、直線的に立ち上がる。形態の違いから2種類

に細分した。

杯 F-1類   口径12.6～ 14.4cm(14,Ocm前後に集中)、 底径5,8～ 6.Scm、 器高 :3.1～ 3.6

cmを狽Jる。底部からの立ち上がりをやや絞 り、直線的に立ち上がる。内面

の底部と体部の境が不明瞭。

杯 F-2類   口径13.8～ 15,Ocm、 底径5,8～ 7.2cm、 器高3.0～ 3.6cmを 測る。形状は杯 F―
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1類 と同様で、口縁部が外反気味となるもの。

杯 F-3類   口径 15.5～ 16.4cm、 底径5.6～ 7,4cm、 器高 :3.2～ 3.6cmを 測る。形状はF一

2類 と同様で、底部周辺及び底部にヘラ削り調整が見られるもの。

杯 F類は、蔵小路西分類の 5期、古志本郷分類の杯D類に相当し、15～ 16世紀代に比定され

る。特に杯 F-3類は古志本郷分類D-3類と類似 し、遺跡間での関係が注目される。

⑦皿 a類は、日径6.6～ 7.2cm、 底径3.4～ 4.6cm、 器高1.0～ 1.4cmを 測る。底部から直線的に立

ち上がり、逆ハ字状に開くもの。内面の底部と体部の境が明瞭。 5区 S K2072で杯A-1類

と共伴する。

蔵小路西分類の 1期 に相当し、12世紀後半に比定される。

③皿 b類は、 3種類に細分した。

皿 b-1類   日径6.6～ 8,Ocm、 底径4.2～ 5.8cm、 器高1.4～ 2.lcmを測る。底部から円み

をもち立ち上がり、日縁部が内傾気味になる。立ち上がりの角度がやや急

なものと緩やかなものがある。

皿 b-2類   口径7.4～ 7.6cm、 底径3.5～ 4.8cm、 器高1.7～ 2.2cmを測る。底部周辺を強

く絞 り、円みをもち内傾気味に立ち上がる。

皿 b-3類   日径7.6～ 8.6cm、 底径 :3.9～ 4.6cm、 器高 :1.6～ 2.lcmを測る。底部から

円みをもち立ち上がり、逆ハ宇状に開くもの。

皿 b類は、蔵小路西分類の 2期、古志本郷分類の皿 b類に相当し、13世紀代に比定される。

③皿 c類は、底部から直線的に立ち上がり、逆ハ字状に開くもの。皿 a類に比して、立ち上が

りの角度が急。内面の底部と体部の境が明瞭で、底部の器壁が厚い。日径7.0～8.5cm、 底径

4.4～ 5,8cm、 器高1.2～ 2.Ocmを測る。 5区 S K2066で杯A-3類 と共伴する。

蔵小路西分類の 3期に相当し、13～ 14世紀代に比定される。

⑩皿 d類は、底部からの直線的に立ち上がり、逆ハ宇状に開くもの。tt a類 に比して、立ち上

がりが外傾する。内面の底部と体部の境を凹ませるものと不明瞭なものがある。日径 :6.8

～8.2cm、 底径3.8～4.8cm、 器高1.3～ 2.Ocmを測る。

蔵小路西分類の4期に相当し、14～ 15世紀代に比定される。

①皿 e類は、底部から直線的に立上 り、逆ハ宇状に開く。内面の底部と体部の境が不明瞭。形

態より3種類に細分される。

皿 e-1類   口径7.0～ 8.Scm、 底径2.1～4.2cm、 器高1.8～ 2.2cmを測る。底部からやや
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第94図  5区出土の上師質土器分類図 1(1:3)
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第95図  5区出上の上師質土器分類図 2(1:3)

円みをもちつつ立ち上がり、逆ハ字状に開くもの。内面の底部と体部の境

が不明瞭。

日径7.4～ 7.6cm、 底径3.6～4,2cm、 器高2.1～2.2cmを測る。直線的に立ち

上がり、逆ハ字状に開くもの。内面の底部 と体部の境が不明瞭。

口径6.8～ 7.6cm、 底径3.2～ 3.8cm、 器高 :1.8～ 2.2cmを測る。底部から直

線的に立ち上がり、逆ハ字状に開くもの。やや外傾する。内面の底部と体

部の境が不明瞭。

c・ d類に相当し、15～ 16世紀代に比定される。 5区 A30・ B30グ リン ド

F類 と共伴する。

土師質土器 (第96～ 100図 )

本調査区内において確認 した遺構の多くは中世に属するものであるが、包含層の遺物におい

ても中世の土師質土器が多く確認された。 しかし、調査区内全域において均等に確認 されたわ

けではなく、その出上分布には顕著な偏向が見られる。特に5A区内においては一定量を認め

ることができるが、 5B区内ではその量は激減する。

次に示 した第96図 は、 5A区内グリッド毎の総破片数を示 したものである。それによると、

A27グ リンドとB29・ 30グ リッドを中心とする範囲に集中することが分かる。遺構 との関連に

ついてみると、A27グ リンドではS D2019。 S D 2048が 確認され、B29・ 30グ リッドは S D2055

に近接する。これらの遺構はともに区画溝 としての性格をもつものであり、これらのグリッ ド

内の包含層における土器の集中は遺構と無関係に捉えることはできない。また、A27グ リッド・

A30グ リッド・ B30グ リッドにおいては、「土器溜ま り」を確認できる。これらも包含層の上

器集中分布 と一致 しており、ある一定の期間、継続的に土器が特定の範囲に投棄されたことを



示唆するものである。

したがって、本報告においては、包含層の上師質土器をグリンド毎に分け、「土器溜まり」

の上器については、当該グリッドの上器 と並べて図示する。なお、「土器溜まり」の位置は、

第96図 に示す。

21～ 26グ リッド (第97図 1～ H)

第97図 1～ 11の 土師質土器が出上した。 1～ 5が皿である。 1・ 2は内傾気味に立ち上がる

(皿 b-1類 )。 3・ 4は底部周辺を絞る (皿 b-2類 )。 3は内面底部中央を尖らせる。灯明皿

として使用か。 5は逆ハ宇状 (皿 c類 )。 いずれも13世紀代のものである。 6～ Hが杯である。

6は丸みをもち内傾気味に立ち上がる (杯 B類 )。 7・ 8も 丸みをもつ (杯 BoC-1類 )。 8

は器壁が薄い。 9・ 10は逆ハ字状に立ち上がる (杯 C-2・ D類 )。 11は底部から直線的に立ち

上がる (杯 E類 )。

27グ リッド (第97図 12～24 図版32-1)

第97図 12～ 24の 上師質土器が出土した。ほぼA・ B27グ リッドからのものである。 12～ 19が

皿である。 12は内傾気味 (皿 b-1類 )、 13は逆ハ宇状に開く (皿 c類 )。 14は器高が高く内傾

気味 (皿 b-3類 )。 15は 円みをもち逆ハ字状に開く (皿 e-1類 )。 16は 直線的に立ち上がる

(皿 e-2類 )。 17・ 18はやや外傾する (皿 e-3類 )。 19は 内面に赤色顔料が付着する。20～ 24

が杯である。20は丸みをもち立ち上がる (杯 B類 )。 21・ 22は底径が小さく直線的に立ち上が

る (杯 E類 )。 23・ 24は底部周辺をやや絞 り、直線的に立ち上がる (杯 F類 )。 後掲の土器溜 り

と同様に27グ リッドは15世紀代の杯E・ F類 と皿 e類が多く見られる。

土器溜り① (A27グ リッド)(第97図 25～ 39 図版32-1)

第97図 25～ 39の上師質土器が出土した。25～ 29が皿である。25～27は丸みをもち逆ハ字状に

開く (皿 e-1類 )。 25は 口縁部に煤。28・ 29はやや外傾する (皿 e-3類 )。 30～ 32はやや小さ

めの杯で、30は底部周辺を絞 り (杯 E-1類 )、 31・ 32は直線的に立ち上がる (杯 E-2類 )。 33・

34は直線的に立ち上がり大きく開く (杯 F-1類 )。 35は 日縁が外傾する (杯 F-2類 )① 36は底

部周辺をヘラ削りし、底面を回転糸切 りの後にヘラで丁寧に削る (杯 F-3類 )。 他にC29グ リッ

ドから1点出土する。類似例 として、古志本郷遺跡で杯D-3類 として報告される。37～ 39も

杯 F類。この上器溜 りの上器は杯 E・ F類 と皿 e類であり、15世紀代に投棄されたものと考え

らオ化る。

28グ リッド (第98図 1～ 7)

第98図 1～ 7の上師質土器が出土した。 1は内傾 し立ち上がる (皿 b-1類 )。 2は逆ハ字状

に立ち上がり、内面の底部 と体部の境が不明瞭 (杯 E-2類 )。 3～ 5は底部をやや絞 り立ち上

がる (杯 F類 )。 6は静止糸切 り。底部が厚く、古志本郷分類のC-3類に相当。 16世紀。 7は
耳皿である。底面に回転糸切 り痕を残す。伊藤分類では5c類に相当し、15世紀代と考えられ

る。

29グ リッド (第98図 8～ 33)
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第98図 8～33の上師質土器が出上した。 8～ 13は器高の低い皿で、 8～ 10は円みをもち内傾

(皿 b-1類 )、 11～ 13は逆ハ字状に開く (皿 c類 )。 14は 円みをもち立ち上がり、日径が大きい

(皿 b-3類 )。 15～ 17は直線的に立ち上がる (皿 e-2類 )。 18～ 21は 円みをもち立ち上がる杯

である。18～ 20は 内面の底部と体部の境に凹みがある (杯 BoC-1類 )。 21は逆ハ宇状に開く

(杯 C-2類 )。 22は 内面に煤が付着する。23～27は小ぶ りの直線的に立ち上がる杯で、23・ 24

は底部を絞 り (杯 E-1類 )、 25は逆ハ宇状に開く (杯 E-2類 )。 26・ 27は器高が低い (杯 E一

3類 )。 28～32は 口縁が大きく開く杯で、28は直線的に立ち上がり (杯 F-1類 )、 29は底部周

辺や底面をヘラ削 りする (杯 F-3類 )。 30～ 32も 杯 F類。33は 口縁を玉縁状に成形する。

30・ 31グ リッド (第98図 34～ 39)

30グ リンド以南は土師質土器の出土が激減する。第98図 34～39の上師質土器が出土する。34・

35は直線的に立ち上がり、やや外傾する (皿 e-3類 )。 36は小ぶ りの杯で、直線的に立ち上が

る (杯 E-2類 )、 37～ 39は逆ハ字状に大きく開く (杯 F-1類 )。

土器溜 り② (A30グ リンド)(第99図 1～ 8 図版32-2)

第99図 1～ 8の上師質土器の皿が出上した。個体差はあるが、基本的に外傾 しつつ直線的に

立ち上がり、内面の底部と体部の境が不明瞭な特徴をもつ。tt d類 に分類 し、15世紀代のもの

と考えられる。

土器溜 り③ (B30グ リンド)(第99図 9～13 図版32-3)

第99図 9～ 13の土師質土器が出上した。 9～ 12は小ぶ りの杯で、 9～ 11は底部を絞 り (杯 E一

1類 )、 12は器高がやや低い (杯 E-3類 )。 13は鉢の底部。また、龍泉窯系青磁碗B3類の口

縁が共伴する。青磁の年代より、杯 E類は14世紀初頭～15世紀前半に比定できる。

34～ 56グ リッ ド (第 100図 )

31グ リッド以北に比べ、34グ リンド以南は包含層の上師質土器が少ない。第100図 1～ 6の

上師質土器が出土した。 1は皿で逆ハ宇状に開き、内面の底部と体部の境が凹む (皿 d類 )。

2～ 6は杯である。 2・ 3は小ぶ りで直線的に立ち上がる (杯 E-2類 )。 4は直線的に立ち上

がり、内面の底部 と体部の境が凹む (杯 D類 )。 5は直線的に立ち上がり、内面の底部 と体部

の境が不明瞭 (杯 F-1類 )。 6は 口縁部が外傾する (杯 F-2類 )。

第100図 7～ 13は包含層から出上した土師質の鉢である。いずれも内外面ともにハケロ調整、

日縁部にナデ調整を施す。 7・ 8は片口鉢。 9。 10は播鉢。ともに 3条の播 り目を確認できる。

11～ 13は捏鉢。

貿易陶磁器 (第 101図 )

第101図 1～ 14は龍泉窯系青磁である。 1は碗 Bl類。外面に鏑蓮弁文。横田・森田編年

(横 田ほか1978)I-5類 (13世紀初頭～14世紀前半)。 2・ 3は碗 B2類。外面に片彫 りの粗

略な蓮弁文。 4は碗B3類。ヘラ描きの蓮弁文。 2～ 4は 14世紀初頭～15世紀前半。 5・ 6は

碗 B4類 (15世紀後半～16世紀前半)。 外面に細い線描きの蓮弁文。 7～ 9は横田・森田編年

の杯Ⅲ類 (13世紀中頃～14世紀初頭 )。 7は外面に鏑蓮弁を施す。 10は杯Ⅳ類 (15世紀)以降。



全体的に被熱。H・ 12は碗類。Hは小さな玉縁状、12は外反する。 13は壺の日縁。14は 体部片

で内面に雲文を施す。碗 I類 (12世紀中頃～後半)。 15は 同安窯系青磁碗 I類 (12世紀中頃～

後半)。 内面に櫛描による文様を施す。 16は 白磁。内面に劃花文を施す。 17は 中国陶磁の天 目

茶碗。にぶい赤褐色と黒色の釉が混 じる。18は褐釉陶器の壺の肩部。 19～ 24は龍泉窯系青磁の

底部。いずれも高台内天丼部・畳付の一部が無釉。見込み部に19は豊1花文、20は貫入、21は菊

花の押型文を施す。22は体部に線描きの蓮弁文があり、碗B4類 (15世紀後半～16世紀前半)。

25。 26は 白磁の底部。いずれも畳付の釉を削る。横田・森田編年の皿 E群 (16世紀)。

国内陶器 (第 103図 )

第103図 1～ 4は備前焼の口縁である。1は玉縁状の口縁で間壁編年 (間壁ほか1966～ 68・ 84)

Ⅲ期 (14世紀半ば)。 2は切断面に漆を塗る。 1と 同一個体の可能性あり。 3は壺。玉縁状の

口縁を呈するが、やや扁平化する。間壁Ⅳ期 (14世紀後半～15世紀 )。 4は甕の体部片か。内

面にヨコハケ、外面にタテハケの調整を施す。間壁Ⅲ・Ⅳ期 (14世紀～15世紀前半)。 5～ 10

は全器系陶器である。 5～ 7は 口縁。 5は 口縁断面が L字状を呈する。常滑編年 (赤羽ほか

1995)5形式 (13世紀半ば)。 6・ 7は 口縁断面がN宇状を呈する。常滑編年 6～ 7型式 (13

世紀後半～14世紀半ば)。 8は体部片で、内面に回転ナデとユビオサェ調整が明瞭に残る。常

滑編年 9～ H型式か (15世紀前半～16世紀半ば)。 9。 10は甕の底部。 ともに内面にナデ、外

面の底部周辺にユビオサエ、立ち上 り部に細かいナデを施す。 ともに常滑編年 9～ 10型式か

(15世紀前半～後半)。 第103図 11～ 14は播鉢の体部片。産地は不明であるが、 11・ 12と 13・ 14

とで色調・胎土が異なる。この他に5A区を中心に多くの播鉢片が包含層から出土する。15～

18は肥前系陶器である。15～ 17は灰釉皿で、15は 九州陶磁編年 (九州近世陶磁学会2000)の I―

2期 (1594年 ～1610年代)、 16・ 17は Ⅱ期 (1610～ 1650年代)に相当する。 16は 日縁に灰白色

の釉による文様を施す。 18は小型の碗。Ⅳ期 (1690～ 1780年代)に相当する。

中世須恵器 日瓦質土器 (第 102図 )

第 102図 1は東播系鉢である。 日縁部外面をやや肥厚 させる。 2～ 6は須恵質の鉢である。

2～ 5は 口縁。いずれも外面にヨコナデ、内面にハケメを施す。 口縁部はナデ調整。 2・ 3は

玉縁状の口縁。 7～ 11は瓦質土器である。 7は内面にわずかにハケメを認める。わずかに口縁

が玉縁状となる。 8は 口縁端部に平坦面をつくる。鉢か。 9は七宝文のスタンプを施す。同例

のものが蔵小路西遺跡からも出土する。10は 口縁が「く」字状に屈曲する。直径 2 cmの 円形の

窓を開ける。火鉢か。11は平底で外傾気味に立ち上がる。火鉢か。

E その他 (第 104図 )

第 104図 1は短冊形の打製石斧 と思われる。 2は硯の陸部である。 3・ 4は砥石で、いずれ

も2面使用している                            (高 橋 周 )
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第97図  5区遺構外出上の遺物実測図 1(1:3)
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第99図  5区遺構外出上の遺物実測図 3(1:3)
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第100図  5区遺構外出上の遺物実測図 4(1:3)
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第 2節 ま と め

1 古墳時代

古墳 1基 と古墳の可能性をもつ周溝を 1基確認 した。いずれも墳丘は大きく削平されていた。

5号墳から出土した土器は、杯蓋より大谷編年 (大谷1994・ 2001)の 出雲 4期の可能性が高

い。本古墳の南西で確認された築山 1～ 4号墳は、4号墳が出雲 3～ 5期、 1～ 3号墳が出雲

4期であることから、 5号墳は、 1～ 3号墳 とほぼ同時期に築造されたものと考えられる。ま

た今のところ、 5号墳より北からは古墳が見つかつていない、上塩冶築山古墳を中心 とする古

墳群の範囲を考える上で重要な意味を持つ。

円形周溝 1は、『築山遺跡Ⅱ』で報告した 6号墳と多くの点で類似 している。 (報告書では溝

状遺構の周溝としている)。 いづれも標高はほぼ10.2mで ある。墳丘径はともに約 8m、 残存

する周溝の深さ、幅も近い数値であることから、元々は同じ規格のもとに作られた可能性が高

い。 6号墳は出土遺物より、 7世紀以降のものであることから、円形周溝 1も この時期に作ら

れた小型の古墳の可能性がある。 (高橋誠二)

2 古  代

古代の遺構としては、明確な土坑墓 2基、土坑墓の可能性が高いものを4基確認 した。また、

2区からは火葬骨を須恵器の蓋杯に入れて埋葬 しているS K2255(『築山遺跡Ⅱ』では土坑墓

S K19と している。)んミ見つかつている。

S X2174や S X2183に 副葬されていた須恵器 と、 S K2255の 火葬骨の須恵器は大谷編年の出

雲 7期前後のものであることから、築山遺跡の古代の墓制を考える上で貴重な資料である。

(高橋 周 )

3 中  世

本調査区においては、 5A区で 5棟の掘立柱建物跡、溝 15条、土坑34基、井戸 1基、不明遺

構 1、 5B区で溝12条、土坑16基を確認 した。溝のうち、 S D 2001・ S D 2005は 道路状遺構 と

想定され、 S D 2006・ S D 2007・ S D 2055は正方位を意識する方形の区画溝である。特にSD

2055は一辺約30mと 確認 した。調査区内の遺構は S D 2001・ S D2005の 道路状遺構の方位 (北

側でN14° ―W(N76° ―E)、 南側でN-35° 一W(N55° ―E))と 正方位を意識する方形の区画

溝 (N～-1° 3° ～E)と に方位を従 うものに分けることができる。出土した土師質土器から、

道路状遺構は13～ 14世紀代、方形の区画溝は15世紀代と考えられる。

出土遺物については、土師質土器が 5A区の27～ 30グ リンドを中心に総数7500点以上が出土

した。 5A区 と5B区 とで土師質土器の出土量に偏 りがあり、 5B区の南側ではほとんど出土

しない。この傾向は 5区における中世の遺構の多寡と同様であり、中世における遺跡の範囲を

示唆するものであろう。貿易陶磁器の分布も土師質土器と同様である。具体的には、青磁 とし

て龍泉窯系碗 (I類 2点、 Bl類 5点、 B2類 8点、 B3類 1点、 B4類 4点、 D類 3点 )、



龍泉窯系杯 (Ⅲ類 1点、Ⅳ類 2点 )、 同安窯系皿 3点が出土 している。島根県初例となる酒会

壺や特殊品 1点もある。白磁としては四耳壺や端反皿 E群、壺などが出土している。この他に、

褐釉陶器、天目も出土する。そして、国内陶器は古瀬戸の天 目、山茶碗、東播系や備前焼の甕・

鉢、奏器系陶器の甕・鉢、肥前系陶器の皿などが出土している。特に酒会壺について、国内の

出土例としては鎌倉や守護所に比定される遺跡などからのものが多く、本調査区における出土

は周辺遺構が塩冶氏と関連するものであることを示唆 している。

また、 5A区において中世の呪符木簡が出土した。陰陽道的な性格の強い木簡である。ほぼ

真北を向いた状態で確認されたことも注目される。調査区付近には中世において神東 (塩冶)

人幡宮が所在 したとされ、木簡は人幡宮の供僧によるものである可能性が高い。

神東人幡宮関連文書である『富家文書』から、中世における調査区周辺は、人幡宮の諸施設

や屋敷が複数存立し街区的な景観をなしたと考えられる。特に正方位を意識する中世の遺構は、

周辺の寿昌寺遺跡や角田遺跡においても確認されてお り、周辺に広がることは注目される。本

調査区における中世の遺構は、神東人幡宮の盛衰 と一致 してお り、その関連遺構である可能性

が高い。また、人幡宮を勧請した塩治氏との関連も考えられる。 5A区の方形区画の溝周辺か

らは、古志本郷遺跡出上の上師質土器の底部にヘラケズ リ調整が見られる杯 と類似するものが

出土してお り、出雲平野の他の中世遺跡との関連を今後検討する必要があろう。 (高橋 周 )

註
1)「18 明仏譲状」『富家文書』古代文化叢書3 1997 島根県古代文化センター
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第 5章 考 察

第 1節 築山遺跡 5区出土の呪符木簡について

可 木簡の出土状況と形状

本木簡は 5 AttC23グ リンドの S K2035か ら出土した。出土遺構は長径約2.4m、 短径約 1.3

m、 深さ約 lmの不整な楕円形をした素掘 りの上坑である。相当量の湧水が認められることか

ら、井戸 。水溜の可能性があるが、正確な機能は不明である。本木簡の方位はN-2° Wであ

り、木簡の表面が北面する状況で出土した。周辺には正方位を意識した方形の区画溝 S D 2006・

S D 2007・ S D 2055が 確認されることから、それらの遺構 との関連も注目される。また、本木

簡には節抜きの竹筒が副えられていた。

土坑内の共伴遺物は細片で量も少なく、直接的に年代を決定することは難 しい。ただし、土

坑上面を壊す溝から15世紀代の土師質土器が出土しており、少なくとも、土坑の年代の下限は

その時期に考えることができる。

本木簡の法量は長さ77 1Hlm、 幅73■ lm、 厚さ10Hlmを測る。上端部が欠損するため、その正確な

長さは不明である。樹種はスギ属スギである。板 目材で、下端を切断し、両側面を表裏から細

かく面取 りし整形する。その形状は人形に似るが、上端が折損するため、正確な形状は不明で

ある。両側面は「南無～星」の側面間を最大幅にとり、「
翼」字の 6 cIIl上 で最も細くなる。出

土時には、その細まる部分が折れた状態で確認された。明瞭な切 り込みが認められないため、

埋納後の上圧により折れたものと考えられる。

本木簡について注目されるのは、その長さと形状である。以下に示した表は全国出上の呪符

木簡の長さを集成 したものであるが (註 1)、 呪符木簡は一般的に30cmを越えるものは少ない。

殊に本木簡に関わる「蘇民将来」「天形星」などの字句を記す木簡はすべて30cm以下のもので

表 5呪 符・物忌木簡全長一覧

個体数

ゴ ず ゴ ゴ ゴごが ご ゴ ゴ ゴ ゴ
長さ(mm)



ある。

60cm以 上の呪符木簡については、多くの場合、物忌札に類するものである。『師守記』康永

4年 (1345)条 に「札様 長三尺許也 椙也」と物忌札について触れた記述がある。物忌札な

どの長大な木簡は、人の目に示すことが前提 となるものであり、77clxl以上を測る本木簡の性格

についても同様の可能性を指摘できるのではないかと考える。

また、本木簡の形状も同種の呪符木簡において類例のないものである。ただし、両側面に 2

か所の切 り込みを入れる点においては、新潟県・下沖北遺跡 (『木簡研究』25号)出上の蘇民

将来木簡が本木簡と類似する。また、呪符木簡以外での類例については、松江市の原の前遺跡

出上の人形代木製品をはじめとして、古代・中世の人形にいくつかの類例がある (註 2)。 後

述するが、本木簡の内容は陰陽道との関わ りが深く、その形状は陰陽道の思想に起因する可能

性が高いと思われる。

2 釈文

(マ マ )

翼ぐマ

九 苺八十一

表 南無牛頭天王

天 □   星

〔刑力〕

冒頭に梵字で 「アビラウンケン」、双行で 「ウン」「キリーク」と記す。「キリーク」につい

ては、意味を通じないが、そのまま釈読 した。続いて、「南無牛頭天王」と記し、双行で「九々

人十一」「天□ 〔刑力〕星」とする。

3 木簡の内容

本木簡は中央に「南無牛頭天王」の字句を配することから、牛頭天王への帰依・祈願を図っ

たものと考えられる。 しかしながら、この種の呪符木簡においては、牛頭天王説話に基づく

「蘇民将来」の字句を用いることが一般的であり、「牛頭天王」と記す木簡は全国で 3例を教え

るのみである。その 1つが草戸千軒遺跡 (広 島県)で出土したもので、折敷の底板に観世音菩

薩 。人幡大菩薩とともに併記される (註 3)。 また、腰廻遺跡 (新潟県)か ら「蘇民将来」木

簡 とともに出土する (4)。 未報告ではあるが、塩津港遺跡 (巌賀県)出上の平治元年 (H59)

の紀年を記す起請文札に 「大■北野祇園五頭天王」 とある (註 5)。 したがつて、本木簡を

「蘇民将来」木簡と同様なものと捉えることができるのか、更に慎重な検討をする必要がある。

本木簡の内容として注目されるのは、「牛頭天王」と「天刑星」「九々八十一」などの字句が

併記されることである。呪符木簡のうち、個々の字句を記す木簡は珍しくないが、併記するも

のは初例である。

「牛頭天王」は本来インドの神で、中世以降、行疫神の本元として各村落で信仰 されるよう

になるが、史料上に信仰の対象として表れるのは13世紀以降である。一方で、早くから防疫神

として位置づけられたのは「天刑星」である。「天刑星」は唐代の書を初見とする中国の神で

□

・く



あり、12世紀後半の絵巻物には疫鬼である牛頭天王を食する神 として見え、特に密教僧の疫病

に対する祈祷法に天刑星の経典が用いられた。天形星は大 日如来の変化としても捉えられ、天

形星と大 日如来の種字を併記する中世の呪符木簡は珍 しくない。 したがって、少なくとも12世

紀代には 「牛頭天王」と「天刑星」とは対称的な存在 として捉えられていたことが分かる。

「牛頭天王」 と「天刑星」とを同一とする思想は、『密箪内伝金サ烏玉免集』 (以下、『奮箪内

伝』とする。)を初見とする。『密箪内伝』は牛頭天王信仰に基づいて日時・方角の吉凶などを

集大成 した陰陽道の書で、14世紀末には成立していたと考えられている。この『筈箪内伝』の

成立を契機 として、牛頭天王信仰が広がったとの指摘がある (註 6)。

本木簡は以上のような 「牛頭天王」と「天刑星」との融合を端的に表した内容であると言え

る。この融合に際しては密教僧と陰陽道とが関連 したとの指摘があり、本木簡における真言密

教の根本仏である大 日如来を示す 「アビラウンケン」や陰陽道の呪句である「九々人十一」の

字句の併記は、その融合の性格を示唆するものである。先述のように、本木簡出土の遺構は15

世紀代を下限として考えられ、本木簡の内容は、『密箪内伝』の成立とほぼ同時代の牛頭天王

信仰の様相を知ることができる貴重な資料と言える。

4 木簡の背景

出雲地域における牛頭天王信仰の晴矢は、鰐淵寺に現存する牛頭天王像である。その製作方

法から平安時代後期ごろの作と推定される。牛頭天王の史料上の確実な初見が『本朝世紀』久

安 4年 (■ 48)3月 29日 条で、これらの本像の製作時期は祇園御霊会が牛頭天王の祭礼 として

恒例化 してくる時期 とほぼ重なる。ただし、12世紀の密教の史料に乾闇婆王の姿形として牛頭

を頭に戴くとい う記述 (註 7)が あり、平安時代後期には牛頭天王の姿形は未だ明確化 してい

なかった可能性もある。牛頭天王信仰の中心となった祇園感神院は延暦寺の末寺であり、鰐淵

寺も同様にその末寺であることから、天台僧を通 じた信仰の広がりを考えることができる。

先述 したように、本木簡は14～ 15世紀のものと考えられるが、調査区周辺には木簡 と同時期

に神東 (塩治)人幡宮が所在 したと推定されている。『 富家文書』によると、14世紀半ばには、

人幡宮の施設 として大宮 。若宮・御堂 。舞殿・御供所 。供僧六人屋敦 。舞人屋敷などがあり、

また、別当屋敷・神主屋敷などの複数の屋敷の名称を知ることができる (註 8)。 木簡出上の

遺構周辺においても複数の正方位を意識した方形の区画溝が確認され、13～ 15世紀代の貿易陶

磁器や備前・食器系などの国内陶器を含めて多くの上師質土器が出土することから、これ らの

遺構は人幡宮周辺に展開する施設もしくは屋敷の一部である可能性が高い。本木簡もほぼ正方

位に北面して出土することから、方形の区画溝に関連すると思われる。また、木簡出上の調査

区以南において中世の遺構がほぼ見られないことから、木簡の出土地点は、人幡宮の所在 した

神東村の境界に位置 し、境界祭祀の場として機能 した可能性がある。本調査区において、 2条

の溝が平行する道路状遺構を確認 し、その道は南へのびる。木簡出土も遺構は、その道に近接

することも注目される。

『富家文書』応永33(1426)年 3月 21日 「某昌本寄進状」には、「高貞御社の御祟 り」によ
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る寄進の記述が見える。中世において、「祟 り」は主に陰陽師の 卜占により判断される場合が

多く、15世紀前半には神東大幡宮周辺には陰陽道の知識を有する者がいたことを窺わせる。

本木簡は陰陽道や密教的な内容を含み、出土状況は正方位を意識 したもので正方位の区画溝

や道路状遺構 とも関連する可能性が高いことから考えると、神東大幡宮の供僧 としての陰陽師

法師が関与した可能性を想定することができる。
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5区出土遺物観察表 1

挿図番号 出上位 置 器 種
径

ｍ

［
【
Ｃ

音回
ｍ

器

ｃ

底径
調整 ,手法の特徴 胎土/焼成 色   調 備   考

第 63図 1 5号 墳 珊部
(194) 13

杯内外面 :回転ナデ
脚柱内画 :ケズリ
脚裾部 :回転ナデ

胎土 :やや粗い
焼成 :良好

内外画
7 5YR(7/4)
にぶい橙色

赤色顔料塗布
風化

第 63図 2 5号 墳 輔訪
124 (119)

杯内外面 :回転ナデ
脚柱内面 :ケズリ
脚裾部 :回転ナデ

粗や
好

や
良

生
成

胎
焼

内外面
7 5YR(7/3)
にぶしヽ橙色

赤色顔料塗布

第63図 3 5号 墳 珊謝
(12

脚柱外面 :縦方向の
ミガキのち横ナデ
脚柱内面 :ケズリ

生
成

胎
焼

やや粗い
良好

内外面
7 5YR(6/4)
にぶい橙色

赤色顔料塗布

第 63図 4 5号 墳 珊謙
(186) (133) 脚裾部 :回 転 ナデ

生
成

胎
焼

やや粗しヽ
良好

内外面
10YR(3/4)

浅黄橙色
風化

第 63図 5 5号 墳
土師器
高杯 (178) 杯部 :回転ナデ 胎土 :やや粗い

焼成 :良好

内外面
10YR(3/4)

浅黄橙色
風 化

第63図 6 5号 墳 珊訪
142 脚裾部 :回転ナデ

土
咸

胎
焼

やや粗い
良好

内外面
10YR(3/3)

浅黄橙色
風 化

第63図 7 5号 墳 綿稽
128 内外面 :回 転 ナデ

密
好

緻
良

生
成

胎
焼

面
ツ

外
ぐ
色

内
Ｎ
灰

出雲編年 4期

第63図 3 5号 墳 鶴儘
13 4 内外面 :回転ナデ 胎土 :緻密

焼咸 :良好

面
ν

外
く
色

内
Ｎ
灰

出雲編年 4期

第63図 9 5号 墳
須恵器
杯蓋 内外面 :回転ナデ

密
好

緻
良

生
成

胎
焼

面
ツ

外
ぐ

色

内

Ｎ
灰

出雲編年 4期

第 63図 10 5号 墳
須恵器
杯蓋 内外面 :回転 ナデ

密
好

級
良

生
成

胎
焼

面
ツ

外
く
色

内
Ｎ
灰

出雲編年 4期

第63図 11 5号 墳 鶴穂
11 内外面 :回転ナデ 胎土 :緻密

焼成 :良好

面
ツ

外
ｔ
色

内
Ｎ
灰

第63図 12 5号 墳
須恵器
杯身 内外面 :回転ナデ

密
好

緻
良

生
成

胎
焼

面

６

外
く

色

内

Ｎ
灰

第 63図 13 5号 墳
須恵器
速

口縁 :カ キヌ
頸部 :回転ナデ

密
好

緻
良

生
成

胎
焼

内外面
5Y(6/1)
灰色

自然釉がかかる。

第 63図 14 5号 墳
須恵器
套 内外面 :回転ナデ

密
好

緻
良

生
成

胎
焼

面
ν

外
ぐ
色

内
Ｎ
灰

第64図 1 円形周溝1 鰯穂
114 内外面 :回 転 ナデ

密
好

織
良

土
咸

胎
焼

内外面
N(6/)
灰色

第 65図 1 S K 2174 須恵器
蓋

138 27 内外面 :回転 ナデ
密
好

緻
良

生
成

胎
焼

内外面
5Y(6/1)
灰色

第65図 2 S K 2183 須恵器
高台付杯

12 7 74 内外面 :回転ナデ 胎土 :級密
焼成 :良好

内外面
5Y  (6/1)

灰色

内面に重ね焼きの痕
跡あり。

第65図 3 S K 2210 須恵器 画
面

外
内

ケズリ
回転ナデ

密
好

緻
良

生
成

胎
焼

内外面
5Y(6/1)
灰色

第71図 1 S K 2013
土師質

皿
23 37 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸切 り 好
密
良

生
成

胎
焼

にぶい貢橙色
(10YR7/3)

完存
皿 b-2類

第 71図 2 S K 2018 中世須恵器
鉢

内面 :ナ云 ョコ八ケ
外面 :ナデ 好

密
良

生
成

胎
焼

内面 :灰白色
(5Y7/1)
外画 :灰色
(10Y4/1)

第71図 3 S K 2021
備前焼

奮 (320)

（ア
挙ア

ナ
ナ

画
面
工

内
外
サ

ユビオ
好

密
良

生
成

胎
焼 色

色
，

灰

灰
洵

暗

‥
Ｙ６
‥

，

面
お
面
７

内
０
外
佃

底部のみ残存

第71図 4 S K 2022
土 師質

罫
内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切 り

胎土 :緻密
焼成 :良好

にぶい黄橙色
(1 0YR7/4)

不 E-3類

第 71図 5 S K 2027
土師質

皿
(72) 21 (46)

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切 り

密
好

緻
良

生
成

胎
焼

にぶしヽ黄橙色
(10YR6/3)

llll d類

第 71図 6 S K 2027
土師質

郷 (54)
内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り

胎土 :密

焼成 :良好

内面 :灰褐色
(7 5YR6/2)
外面 :にぶい橙色
(7 5YR7/4)

郷 C類

第 71図 7 S K 2027
土師質

・ Th

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切 り

密
好

級
良

土
成

胎
焼

灰黄褐色
(1 0YR6/2)

不 C類

第71図 8 S K 2027
土師質
郵

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り

密
好

緻
良

生
成

胎
焼

灰黄褐色
(1 0YR6/2)

lTN C-2類

第71図 9 S K 2027
土師質

lfN
(126)

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り 好

密
良

生
成

胎
焼

にぶい橙色
(10YR7/2)

邪 A-3類



挿図番号 出上位 置 器 種
回径 器高 径

ｍ

底

ｃ
調整 手法の特徴 胎土/焼成 色   調 偏   考

第71図 10 S K 2027
土師質

郵 (124) 52 内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り

胎土 :級密
焼成 :良好

にぶい黄橙色
(10YR7/3)

不 C-2類

第71図 11 S K 2027
土師質
イ

(136) 内外面 :回転ナデ 胎土 :緻密
焼成 :良好

内面 :にぶい黄橙色
(10YR7/2)
外面 :に ぶい褐色
(7 5YR6/3)

内面に煤付着
杯A B類

第71図 12 S K 2027
土師質
郵 (130) 内外面 :回転 ナデ

胎土 :級密
焼成 :良好

にぶい黄橙色
(10YR7/2)

lTN A・ B類

第 71図 13 S K 2027
上師質
不

デ

リ

ナ

切

転
糸

回
転

‥
回

面

‥

外
部

内
底

胎土 :密

焼成 :良好
にぶtヽ 褐色
(7 5YR6/3)

lTR C-2類

第72図 1 S k 2028
土師質
郷

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り

密
好

緻
良

生
成

胎
焼

にぶい黄橙色
(1 0YR7/4)

不 C・ D類

第 72図 2 S K 2030
上師質

皿

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り

胎土 :緻密
焼成 :良好

にぶしヽ橙色
(7 5YR7/4)

皿 c類

第72図 3 S K 2030
土師質
不

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り

胎土 :緻密
焼成 :良好

浅黄橙色
(7 5YR3/3)

不 E類

第72図 4 S K 2030
土師質

不
内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り

胎土 :徹密
焼成 :良好

にぶしヽ黄橙色
(10YR7/4)

不 D類

第72図 5 S K 2030
土師質
郷 (72)

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り

密
好

緻
良

生
成

胎
焼

にぶしヽ橙色
(7 5YR7/4)

内面に煤付着 被熱涙
郵 D類

第72図 6 S K 2030
青磁

(龍泉 窯 系 )

酒会壺

(120)
密
好

徹
良

生
成

胎
焼

胎上 :灰白色
(N7/)

釉 :オ リーブ灰色
(2 5GY6/1)

底部 1/6残存

第 72図 7 S K 2030
査器系陶器

奮
内外面 :回転ナデ

胎土 :密

焼成 :良好

内面 :灰色
脩YR4/1)

外面 :灰褐色
イ7 5YR4/2)

口縁部のみ残存
常滑編年5～ 6o形式

第72図 8 S K 2030 醐帥
デ
挙ア

ナ

ナ

面

面

外

内 スリロ
粗や

好
や
良

土
成

胎
焼

外山 :に ぶしヽ赤褐色
(5YR5/3)
内面 :灰赤色
(2 5YR4/2)

9条 4単位のスリロ
間壁編年V期

第 73図 2 S K 2036
土師質

郵
128 内外面 :回転ナデ

底面 :回転糸切り 好
密
良

生
成

胎
焼

内面 :に ぶい橙色
(10YR7/4)
外面 :浅黄橙色

`10YR8/3)

lTN C-2類

第73図 4 S K 2040
土師質

皿
(80) 16 (50)

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り

密
好

緻
良

生
成

胎
焼

にぶい貢橙色
(10YR7/4)

皿 b-1類

第 73図 5 S K 2040
土師質

邦
(52)

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り

密緻
良

生
成

胎
焼

浅責橙色
(10YR8/3)

内面に煤付着
不 C・ D類

第フ4図 1 S K 2044
土師質

皿
内外面 :回 転 ナデ

密
好

緻
良

生
成

胎
焼

にぶい橙色
7 5YR(7/3)

皿 b類

第 74図 2 S K 2044
土師質
郵

(135) 34 内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り

胎土 :緻密

焼成 :良好

内面 :にぶしヽ黄橙色
(10YR7/2)
外画 :椅灰色
(10YR5/1)

不 B類

第 74図 3 S K 2045 駆掛
内外面 :八 ケヌ

密
好

緻
良

土
成

胎
焼

内外面 :明赤褐色
(5YR5/6)

第74図 4 S K 2045
土 師質

皿
16 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸切り
胎土 :緻密
焼成 :良好

内面 :にぶい黄橙色
(10YR7/3)
外面 :灰黄褐色
(10YR6/2)

皿 b-3類

第 74図 5 S K 2045
土師質

皿
(76) 15 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸切り
胎土 :紋密
焼成 :良好

内面 :にぶい橙色
(7 5YR7/4)
外面 :にぶい黄橙色
(10YR7/3Ⅲ

皿 b-1類

第74図 6 S K 2045
土師質

不
(52)

デ
リ

ナ
切

転
糸

回
転回

面外
部

内
底 好

密
良

生
成

胎
焼

内向 :にぶい橙色
(7 5YR7/3)
外面 :にぶい黄橙色
(10YR7/3)

内面に煤付着
不 A類

第74図 7 S K 2045
土師質

坪
(122) 内外面 :回転ナデ

密
好

緻
良

生
成

胎
焼

にぶい橙色
(7 5YR6/4)

内面に煤付着
被熱による変色あり

郷A B類

第74図 8 S K 2045 頭
鉢

画

面

内

外
ナス ヨコ八ケ
ナデ

胎土 :密

焼成 :良好
暗灰責色
(25Y5/2)

口縁残存

185



挿図番号 出上位置 器 種
径

ｍ

国

ｃ

古
回
ｍ

器

ｃ

底径
調整・手法 の特徴 胎土/焼咸 色   調 備   考

第 74図 10 S K 2047
土師質
郵

102 内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切 り

密
好

緻
良

土
成

胎
焼

色
ね

橙
Ｒ８

黄
ＯＹ

浅
印

兒存
不 E-1類

第74図 11 S K 2047
土師寅

郵
内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切 り

胎土 :緻密
焼成 :良好

浅責橙色
(10YR3/3)

完 存
邦 E-4類

第 75図 1 S K 2050 白磁
四耳壺

120 胎土 :緻密
焼成 :良好

灰白色
(75Y7/1)

口縁 4/6残存

第 75図 2 S K 2050 須恵器
高不

内面 :回転ナデ、し
|ま り
外面 :回転ナデ

胎土 :密

焼成 :良好
色
ツ

灰
Ｍ 脚部 の み残存

第 75図 3 S K 2056
土師質

邦
内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切 り

密
好

緻
良

生
成

胎
焼

橙色
(7 5YR7/6)

罫 E類

第76図 4 S K 2056
上 師質

郵
内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切 り

密
好

緻
良

生
成

胎
焼

浅貴橙色
(10YR3/4)

底部 内面 に煤付着
郷 F類

第 75図 5 S K 2057
土 師質

皿
(78) 22 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸切 り
密
好

緻
良

生
成

胎
焼

困 国 :|こ 心ヽ し`橙 色

(7 5YR7/4)
外面 :橙色
rらv自フ/ハⅢ

口縁の一部に被熱痕
皿 o-2類

第 75図 6 S K 2057
上師質

皿
23 内外面 :回転すデ

底部 :回転糸切 り
胎土 :密

焼成 :良好
橙色
(7 5YR7/61

lll e-2類

第75図 7 S K 2060
土師質

皿 (74) 2,0 内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り

密
好

級
良

生
成

胎
焼

にぶしヽ橙色
(7 5YR7/4)

皿 e-1類

第75図 8 S K 2060
土 師質

皿
22 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸切り 好
密
良

生
成

胎
焼

にぶい橙色
(7 6YR7/4)

皿 e-2類

第 75図 9 S K 2060
土師質
不 (52)

デ
リ

ナ
切

転
糸

回
転

‥
回

面外
部

内
底

胎土 :緻密
焼咸 :良好

浅黄橙色
(7 5YR3/4)

郵 B類

第 75図 10 S K 2060
土師質

lTN
(140) 31 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸切 り
胎土 :緻密
焼成 :良好

に′ずい橙色
(7 6YR7/3)

郭 F類

第 75図 11 S K 2064
土師質

邦

内外面 :回転ナデ、
ナデ
底部 :回転糸切り

密
良

生
成

胎
焼

困 向 :にふ しヽ貢 橙 色

(1 0YR7/3)

外面 :褐灰色
rl nvP氏 /1、

内面に墨付着
郷 F類

第76図 1 S K 2066
土師質

皿
17 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸切り
密
好

緻
良

生
成

胎
燒

橙色

(7 5YR7/6〉

内・外面に被熱痕
皿 c類

第 76図 2 S K 2066
土師質

皿
14

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切 り、
ナデ

密
好

緻
良

生
成

胎
焼

浅責橙色
(7 5YR3/4)

外面底部中央に被熱痕
皿 c類

第76図 3 S K 2066
土師質

皿
21 50

デ
リ

ナ
切

転
糸

回
転

‥
回

面
‥

外
部

内
底

生
成

胎
焼

緻密
良好

橙色
(7 5YR7/6)

完存
内面・外面に被熱痕

皿 c類

第76図 4 S K 2066
土師要

皿
20 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸切 り
密
好

緻
良

生
成

胎
焼

橙色
(7 5YR7/6)

内面 に被熱痕
皿 c類

第76図 5 S K 2066
土師質
不

131 4 1 52 内外面 :回転ナデ、ナデ
底言

“

:回転糸切り、ナデ 好
密
良

土
成

胎
焼

浅黄橙色
(10YR3/4)

内面・外面に被熱痕
lTN A-3類

第 76図 6 S K 2066
土師質
邪

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り

胎土 :密

焼成 :良好
浅黄橙色
(10YR3/4)

内面 外面に被熱痕
不A-3類

第 76図 7 S K 2066
土師質
邦

129 45 64 内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り

胎土 :緻密
焼成 :良好

浅黄橙色
(10YR3/4)

内面に被熱痕
郵A-3類

第76図 8 S K 2066
土師質
不

128 43 内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り 好

密
良

生
成

胎
焼

にぶい橙色
(7 5YR7/4)

外面に被熱痕
不A-3類

第 76図 9 S K 2069 山茶碗
碗 内外面 :回転ナデ

密
好

織
良

生
成

胎
焼

浅黄橙色
(25Y7/3)

口縁音Бに和 かかる

第 76図 10 S K 2070
土師質

邦
内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り

密
好

緻
良

土
咸

胎
焼

浅黄橙色
(10YR3/3)

邪 A類

第76図 11 S K 2070
土師質

郭
内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り 好

密
良

生
成

胎
焼

内向 :浅貢橙色
(25Y7/3)
外面 :灰白色

内面に煤付着
郭 A類



挿図番号 出上位置 器 種
口径 古画

ｍ

器

ｃ

径

ｍ

底

ｃ
調整・手法 の特徴 胎土 /焼成 色   調 備   考

第76図 12 S K 2070
土師質
邦 (66)

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切 り

密
好

紋
良

生
成

胎
焼

灰黄色
(25Yフ /2)

郷 B C類

第76図 13 S K 2070
土師質
不

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り

密緻
良

土
成

胎
焼

にぶい黄橙色
(10YR6/3)

不 8類

第76図 14 S K 2070
土師質

鉢
内外面 :ナ デ、八ケロ

密
良

土
咸

胎
焼

にぶい貴橙色
(10YR6/4)

第76図15 S K 2070
土師質

a/A
(288) 内外面 :ナ デ、八ケロ

密
良

土
成

胎
焼

灰白色
(10YR3/2)

第76図 16 S K 2070
土師質
鉢

内外面 :ナデ、八ケヌ 好
密
良

生
成

胎
焼

内面 :浅貴色
(25Y7/4)
外面 :灰責色
(25Y6/2)～
淡貴色
(25Y8/3)

回縁外面 に浅 い凹線

第 76図 17 S K 2070 中国白磁 ヵ (32)
白磁 E類 ヵ
伊万里ヵ

胎土 :緻密
焼成 :良好

釉 :灰白色
(75Y3/4)
胎土 :灰白色
(10YR3/1)

高台畳付の釉を削る

第77図 1 S K 2071
土 師質

皿
内外面 :回転すデ
底部 :回転糸切 り 好

密
良

生
成

胎
焼

橙色
(7 5YR6/6)

皿 b類

第 77図 2 S K 2071
土師質

lTh

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切 り

密
良

生
成

胎
焼

内面 :オ リーブ黒色
(75Y3/1)
外面 :橙色
(7 5YR7/6)

内外面に被熱反
lTN D類

第 77図 3 S K 2072
土師質

皿
66 13 34 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸切 り
密
好

緻
良

生
成

胎
焼

にぶい橙色
(7 5YR7/3) 薪囀

第77図 4 S K 2072
土師質
郵 (138)

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切 り

密
良

生
成

胎
焼

浅貴橙色
(10YR3/3)

lTN A-1類

第77図 5 S K 2076
土師質
不

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切 り

密
良

生
成

胎
焼

灰責色
(25Y6/2)

邦 A類

第78図 1 S E 2068
土師質

皿 (71)
内外面 :回転すデ
底部 :回転糸切 り

密
好

緻
良

土
成

胎
焼

内面 :にぶい橙色
(5YR6/4)
外面 :橙色
(5YR6/6)

皿 d類

第 78図 2 S E 2068
土師質

皿
(74) 15 (50)

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切 り

胎土 :緻密
焼成 :良好

灰責褐色
(10YR5/2)

内面に煤付着
皿 c類

第 78図 3 S E 2068
土師質

皿
(72) 17 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸切 り
胎土 :密

焼成 :良好
にぶい橙色
(7 5YR7/4)

内面に煤付着
皿b-2類

第 78図 4 S E 2068
土師質
不

(62)
内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切 り

胎土 :緻密
焼成 :良好

にぶい黄橙色
(10YRフ /4)

lTN B類

第 78図 5 S E 2068
土師質
鉢

内外面 :ナ デ、八ケロ 好
密
良

生
成

胎
焼

にぶい橙色
(7 5YR6/4)

内面に被熱痕

第79図 1 S D 2005
土師質
郷

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切 り

土
成

胎
焼

やや粗しヽ
良好 色

色
０
橙
０

橙
７
黄
〃

ＹＲ
‥
ＹＲ

面
お
面
巧

内
０
外
０

イC-1類

第 80図 1 S D 2003
土師質
不

140 70 内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切 り 好

密
良

生
成

胎
焼

に′ゞい掻色
(7 5YR7/3)

lTh D類

第80図 2 S D 2006
土師質

皿
内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切 り

粗
良

生
成

胎
焼

にぶしヽ黄橙色
(10YR7/2)

皿 b-3類

第 80図 3 S D 2006
土師質

皿
81 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸切り
生
成

胎
焼

やや粗い
良好

橙色
(2 5YR6/6)

皿 b-1類

第 80図 4 S D 2006
土師質
イ

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り 好

密
良

生
成

胎
焼

橙色
(7 5YR7/6)

lTh D類

第 80図 5 S D 2006 査器系陶器
審

(120)

挙ア
デ

ナ

ナ

面

面

エ

内

外

サ
ユビオ 好

密
良

生
成

胎
焼

内面 :灰色
(N4/)

外面 :に ぶい黄色
(25Y6/3)～
黄褐色
(25Y5/3)

第 30図 6 S D 2007 偏前焼

内面 :回転ナデ、ヨ
コ八ケ
外面 :回転ナデ、タ
テ八ケ

好
密
良

土
成

胎
焼

色
　
色

灰
，
褐
―

黄
洵
黒
洵

Ｙ６

‥
Ｙ３

面

５
面

お

内
●

外
佗

体部のみ残存
間壁編年Ⅲ・V期

第32図 1 S D2019
土師輿

lTN
12 2 57 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸切り
生
成

胎
焼

やや粗い
良

内面 :にぶい橙色
(7 5YR7/3)
外面 :灰褐色
(7 5YR6/2)

不A-1類

第82図 2 S D2019
土師要

lTN

内外面 :回転ナデ
底部 :不明瞭

胎土 :やや粗い
焼成 :良

灰白色
(N7/)

～灰色
(N4/)

lTR C D類



挿図番う 出上位置 器 種
口径 古

向
ｍ

器

ｃ

径

ｍ

底

ｃ
調整  手法 の特徴 胎土/焼成 色   調 備   考

第32図 3 S D2019
土師質

fTh (44)
内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り

密
良

土
成

胎
焼

黄灰色
(25Y4/1)

郵 B C類

第32図 4 S D2019 土師質
tTN

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り

密緻
良

生
成

胎
焼

灰色
(5Y5/1-4/1)

内面見込み部に上を
重ねる

郭 E F類

第32図 5 S D 2019
上師質
不

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り

密
好

織
良

生
成

胎
焼

にぶい黄橙色
(1 0YR7/4)

郭 E・ F類

第32図 フ S D 2031
土師質

皿
74 19 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸切り
密
好

緻
良

生
成

胎
焼

にぶい橙色
(1 0YR7/2)

皿 e-1類

第32図 8 S D 2031
土師質

皿

内外画 :回転ナデ
底部 :回転糸切り

密
好

緻
良

土
成

胎
焼

にぶしヽ黄橙色
(10YR7/3)

皿 e-1類

第32図 9 S D 2031
土師質

邦
146 31 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸切り 好
密
良

土
成

胎
焼

にぶい橙色
(7 5YR7/4)

ITN F-1類

第32図 10 S D 2031
古瀬戸

天 目茶碗
回転ナデ
高台部削り出し 好

密
良

生
成

胎
焼 色

＞

，
白
カ

色
洵
灰

・８

黒
貶
‥
５

‥
ＯＹ
土
Ｙ６

釉
印
胎
６

1/6残存
天目C類

第82図 11 S D 2031
中国 白磁

皿
(130)

密
好

緻
良

生
成

胎
焼 色

色
↓
白

，

白
ツ
灰
洵

灰
ａ
　
Ｙ７

０Ｙ
土
巧

釉
―
胎
鬱

回縁残存
皿 IX類

第82図 12 S D 2048
土師質
不

デ
リ

ナ
切

転
糸

回
転

‥
回

面外
部

内
底 好

密
良

生
成

胎
焼

にぶい黄橙色
(10YR7/3)

lTN B類

第33図 1 S D 2055
土師質
郵

デ
リ

す
切

転
糸

回
転

‥
回

面

‥

外
部

内
底

密
好

緻
良

生
成

胎
焼

橙色
(7 5YR7/6)

郭 F類

第33図 2 S D 2055
土師質
不

(120)
デ
リ

ナ
切

転
糸

回
転

‥
回

面
‥

外
部

内
底

密
好

緻
良

生
成

胎
焼

にぶい貢橙色
(7 5YR7/4)

14N F類

第84図 1 P2501 国内陶器
茶入の蓋ヵ 回転ナデか 好

密
良

生
成

胎
焼

灰色 (N4/)～ 褐色
(10YR4/4)

1/4残存

第84図 2 P2316 土師質
皿

13 (46)
デ
リ

ナ
切

転
糸

回
転

‥
回

面
‥

外
部

内
底 好

密
良

生
成

胎
焼

にぶしヽ橙色
(7 5YR7/3)

皿 b-3類

第 84図 3 P2908 土師質
Illl

13 内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り 好

密
良

土
咸

胎
焼

にぶしヽ橙色
(7 5YR7/4)

皿 b-3類

第 84図 4 P2401 土師質
皿

16
デ
リ

ナ
切

転
糸

回
転

‥
回

面
‥

外
部

内
底 好

密
良

生
成

胎
焼

にぶい橙色
(7 5YR7/3)

皿 c類

第34図 5 P2604 土師質
邪

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り 好

密
良

生
成

胎
焼

にぶしヽ責橙色
(10YR7/4)

外面に煤付着
tTN A B類

第84図 6 P2905 土師質
杯 (46)

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り

密
良

緻
不

土
成

胎
焼

内面 :淡黄色
(25Y3/3)
外面 :灰白色
(25Y8/2)

杯 A B類

第34図 7 P2907 土師質
lTN

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り

密
良

緻
不

生
成

胎
焼

にぶい責褐色
(10YR5/3)

不 A・ B類

第 84図 8 P2821 土師質
鉢

内外面 :ナ デ、八ケロ
密

良

生
成

胎
焼

浅責橙色
(10YR7/4)

回縁のみ残存

常 85図 1 S K 2139 鰯艦
(133) 内外面 :回転ナデ

密
好

緻
良

生
成

胎
焼

面
ν

外
ぐ
色

内
Ｎ
灰

第 85図 2 S K 2139 須恵器
速

内外面 :回転ナデ
密
好

緻
良

生
成

胎
焼

面
ν

外
く
色

内
Ｎ
灰

第 85図 3 S K 2139
土師質
杯

内外面 :回転ナデ
底部 :静止糸きり

生
成

胎
焼

やや粗しヽ
喪好

内外面
10Y R (7/3)
にぶしヽ黄橋色

第 35図 5 S K 2167
土師質
杯 (54)

内外面 :回転 ナデ

底部 :回 転糸き り

土
成

胎
焼

やや粗い
良好

内外面
10Y R  (7/4)
にぶしヽ責橙色

第35図 6 S K 2167
土師質
杯

デ
リ

ナ
き

転
糸

回
転

‥
回

面
‥

外
部

内
底

生
成

胎
焼

やや粗 tヽ

良好

外面
10Y R (3/2)
灰白色
内百
10Y R (5/1)
褐灰色

第86図 1 S K 2160
土師質
柱状高台
付Illl

外面 :ナデ
生
成

胎
焼

やや粗しヽ
良好

内外面
7 5YR  (3/4)
浅貴橙色

風化

第 86図 2 S K 2160
土師質
杯

42 デ
き

ナ
糸

転
転

回
回

画
部

内
底

胎土 :やや粗しヽ
焼成 :良好

内外面
10Y R  (7/3)
にぶしヽ黄掻色

風化

第 86図 3 S K 2160
上師質
杯

内面 :回転ナデ
底部 :回転糸きり

生
成

胎
焼

やや粗い
良好

内外面
7 5Y R (7/4)
にぶい黄橙色

風化



挿図番号 出上位置 器  種
回径 器高 径

ｍ

底

ｃ
調整・手法の特徴 胎土/焼成 色   調 偏   考

第 86図 4 S K 2160 須恵器 72 内外面 :回転ナデ
胎土 :緻密
焼咸 :良好

内外向
N  (6/)

第 86図 5 S K 2160
瓦質
層鉢

内面 :横八ケ・スリ
目

密
好

緻
良

生
成

胎
焼

ぐ
　
　
く
色

Ｒ
色
　
Ｒ
褐

面
Ｙ
灰
面
Ｙ
黄

外
１０
褐
内
１０
灰

第 86図 6 S K 2160
前
鉢

備
眉

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデのち
スリロ

好
密
良

生
成

胎
焼

外面
5Y R(5/3)
にぶい赤褐色
内面
6Y R(5/2)
灰褐色

間壁編年V期
15～ 16世紀後半

第 87図 1 S K 2172
土師質
杯

119 47 42 内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸きり 好

密

良
生

成

胎

焼

内外向
10Y R  (3/2) 不C-1類

第87図 2 S K 2172
土師質
杯

4
内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸きり 好

密
良

生

成

胎

焼

困外 国
10Y R(3/2)
匠 白 偽

lTN B類

第87図 3 S K 2172
土師質
杯

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸きり 好

密
良

生
成

胎
焼

団

Ｒ

魯

外

Ｙ

的

円

１０

而

第87図 4 S K 2173
土師質
杯

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸きり

胎上 :やや粗い
焼成 :良好

困外 国
7 5Y R (7/4)
に Aヽ い音梧 負

郭 F類

第87図 5 S K 2173
土師要
杯

(52) 内外 面 :回転ナデ
生
成

胎
焼

やや粗しヽ
良好

外面
10Y R (7/3)
にぶい黄橙色
内面
7 5YR (7/4)
にぶい橙色

郷 F類

第87図 6 S K 2179
輸入磁器
中国白磁 (16) 内外 面 :施釉

胎土 :級密
焼成 :良好

外面
10Y R  (3/2)

灰白色
内面
25Y(7/1)
灰白色

玉縁Ⅳ類
12世紀

第87図 7 S K 2180
上師質
杯 (162) 57 56 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸きり
胎土 :密

焼成 :良好

州タト団

7 5YR  (7/4)
にぶしヽ音搭角

邦 B類

第87図 8 S K 2192
土師質
杯

(136) 内外面 :回転ナデ 好
密
良

生
成

胎
焼

内外面
7 5YR  (7/4)
にぶい黄橙色

第 87図 9 S K 2192
土師質

皿
76 1 5

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸きり 好

密

良

生

成

胎

焼

州夕十回

7 5YR  (7/4)

「
′ヾい昔椿角

llll b-3類

第87図 10 S K 2203
須恵器
杯身

37 内外面 :回転ナデ
密
好

緻
良

生
成

胎
焼

内外面
5Y(5/1)
靡 缶

第87図 11 S K 2203
土師質

皿
87 21 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸きり 好
密
良

生
成

胎
焼

外面
2 5Y R  (6/6)

橙色
内面
7 5Y R  (7/4)
にぶい橙色

皿 e-1類

第88図 1 S K 2186
土師質
杯 (124) (60 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸きり
胎土 :やや粗しヽ
焼成 :良好

月外 国

フ5Y R(7/6)
膳 憮

郭 A-2類

第88図 2 S K 2186
土師質

杯
(132)

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸きり

生
成

胎
焼

やや粗い
良好

内外面
7 5Y R (7/6)
藩 侮

不 A-2類

第38図 3 S K 2186
土師質
杯 (134) 45 62 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸きり
粗や

好
や
良

土
成

胎
焼

為外 国

7 5YR (7/6) 郷 A-2類

第88図 4 S K 2186
土師質
杯

15 53
胎土 :ややXEし ヽ

焼成 :良好

内外面
7 5YR (7/6)
港 魯

不 A-2類

第 88図 5 S K 2186
土師質
杯

133 62 内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸きり

胎土 :やや粗い
焼成 :良好

内外向
75YR(7/6) tTN A-2類

第88図 6 S K 2486
土師質
杯

124 43 内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸きり

胎土 :やや粗い
焼成 :良好

困外 国

7 5YR  (7/6)
藩 れ

郵 A-2類

第 88図 7 S K 2186
土師質
杯

43
デ

リ

す

き

転

糸
回
転回

面

‥

外

部

内

底
土
成

胎
焼

やや粗い
良好

唖
５ＹＲれ

内
■
藩

lTN A-2類

第88図 8 S K 2186
土師蜜
杯

132 6
内外面 1回転ナデ
底部 :回転糸きり

胎土 :やや粗い
焼成 :良好

州 クト囲

7 5YR(7/6)
捲 魯

邦 A-2類

第88図 9 S K 2186
土師質
杯

45 内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸きり

胎土 :やや粗い
焼成 :良好

輌
５ＹＲ毎

内
■
搭

邪A-2類

第 38図 10 S K 2486
土師質
杯

44 内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸きり

粗や
好

や
良

生
成

胎
焼

州外 国

7 5YR(7/6)
藩 名

杯 A-2類

第38図 11 S K 2186
土師質
杯

47 61 内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸きり

土
成

胎
焼

やや粗い
良好

内外面
7 5YR  (7/6)
港 魯

邪 A-2類

第 88図 12 S K 2186
上師質
杯

63
デ

リ

ナ

き

転

糸
回
転

…
回

面

‥

外

部

内

底
粗や

好
や
良

生
成

胎
焼

内外向
7 5YR  (7/6) lTN A-2類



挿図番号 出上位置 器  種
口径 古回

ｍ

器

ｃ

径

ｍ

底

ｃ
調整 手法の特徴 胎土/焼成 色   調 備   考

第89図 1 S K 2204
土師質
杯

58
デ

リ

す

き

転

糸

回
転

‥
回

面

‥

外
部

内
底

粗や
好

や
良

生
成

胎
焼

内外面
7 5Y  (7/6)
簿 侮

風化
郭C-2類

第89図 2 S K 2218
土師質
杯

デ

リ

ナ

き

転

糸

回
転

―
回

面

‥

外

部

内

底
生
成

胎
焼

やや粗 tヽ

良好

内外面
10Y R  (7/4)
にぶしヽ責橙色

第89図 3 S K 2218
土師質

杯
7

内外面 :回転ナデ
底部 1回転糸きり

生
成

胎
焼

やや粗しヽ
良好

内外面
10Y R  (7/3)
にぶい責橙色

風化

第 89図 4 S K 2218
土師質

皿
43

き糸

デ

転
ナ

回

面
部

内

底
生
成

胎
焼

やや粗い
良好

内外面
7 5YR  (7/4)
にぶしヽき悟角

第 89図 5 S K 2220
土師質
杯 (56)

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸きり

胎土 :密

焼成 :良好

内外面
75YR (7/4)
にぶしヽ貴掻色

第39図 6 S K 2220 鶴柳
内外面 :回転ナデ

生
成

胎
焼

やや糧い
不良

外面
10Y R(7/3)
にぶい黄橙色
内面
25Y (7/3)
浅黄色

第89図 7 S K 2220 龍泉窯系
青磁椀

内外面 :施釉
生
成

胎
焼

やや粗い
良好

胎土
10Y R(3/2)
灰白色釉
25GY (7/1)
明オリープ灰色

高台部を砥石に転用
している。

第 90図 1 S D 2090
土師質

皿
21 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸きり 好
密
良

生
成

胎
焼

内外面
75Y (3/4)
減 昔 椿 ●

皿 e-1類

第 90図 2 S D 2090
土師質

皿
74 1 9 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸きり
胎土 :密

焼成 :良好

内外面
75Y(3/3)
浅黄橙色

皿 e-1類

第 90図 3 S D 2090
土師質

皿
フ コ 24 37 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸きり 好
密
良

土
成

胎
焼

内外面
75Y (3/4)
浅責橙色

皿 e-1類

第90図 4 S D 2090
土師質
杯

11 2 内外面 :回 転ナデ
胎土 :密

焼成 :良好

内外面
7 5Y  (3/3)

浅黄橙色

風化
lTN F-1類

第 90図 5 S D 2090
土師質

杯
114 内外面 :回 転ナデ

好
密
良

生
成

胎
焼

内外面
75Y (8/3)
浅黄橙色

風化
郭 F-1類

第90図 6 S D 2090
土師質
杯

114 29 50 内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸きり 好

密
良

生
成

胎
焼

内外面
75Y(3/4)
咤 昔 搭 魯

不F-1類

第 90図 7 S D 2090
土師質
杯 (145) 35 内外面 :回転ナデ 胎土 :密

焼成 :良好

内外面
7 5Y  (3/3)
★苦椿侮

風化
不F-2類

第90図 8 S D 2090
土師質
杯

(144) 34 内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸きり 好

密
良

土
成

胎
焼

内外面
75Y (3/3)
浅黄橙色

不 F-2類

第90図 9 S D 2090
土師質
杯

59 内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸きり 好

密
良

生
成

胎
焼

内外面
7 5Y (3/4)
浅黄橙色

イ F-1類

第90図 10 S D 2090
土師質
杯

137 内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸きり 好

密
良

土
成

胎
焼

内外面
75Y (3/3)
浅黄橙色

不 F-1類

第 90区 11 S D 2090
土師質
杯

14 32 6フ
デ

リ

ナ

き

転

糸

回
転

‥
回

画

‥

外

部

内

底 好
密
良

生
成

胎
焼

内外面
75Y(8/3)
浅昔椿角

不 F-1類

第 90図 12 S D 2090
土師質
杯

62 内外面 :回転ナデ 胎土 :密

焼成 :良好

内外面
75Y (3/4)
稔昔 搭 魯

風化
邦 F-2類

第90図 13 S D 2090
土師質
杯

62 内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸きり 好

密
良

生
成

胎
焼

内外面
7 5Y (8/4)
浅責橙色

不 F 1類

第90図 14 S D 2090
土師質
杯

(142) 64 内外面 :回転 ナデ 好

密

良

生

成

胎

焼

内外面
76Y(3/3)
浅黄橙色

風化
不F-1類

第90図 15 S D 2090
土師質
杯 (138) 34 62 内外面 :回転ナデ

好
密
良

生
成

胎
焼

内外面
75Y(8/4)
浅黄橙色

風化
不F-1類

第90図 16 SD2095-1
前
鉢

傭
信

外面 :ナ デ
内面 :ス リロ 好

密
良

土
成

胎
焼

外面
5Y R(5/4)
にぶい赤褐色
内面
25YR(5/4)
にぶtヽ 赤褐色

間壁編年 3期
14世紀

第 91図 1 S D2150 土師質
杯

面
部

内
底

回転ナデ
回転糸きり

生
成

胎
焼

やや粗 tヽ

良好

内外面
7 5Y R  (7/4)
にぶしヽ舌椿角

第 91図 2 S D2150
土師質
杯

デ

き

ナ
糸

転
転

回

回

画
部

内
底

胎土
焼咸

粗や
好

や
良

困外 国
75Y R(7/4)
にぶしヽ黄橙色

第91図 3 S D2150 土師質
杯

面
部

内
底

回転ナデ
回転糸きり

胎土 :やや粗い
焼成 :良好

外面
10Y R(3/3)
浅黄橙色内面
7 5YR  (7/4)
にぶしヽ橙色

190



挿図番号 出上位置 器  種
口径 古

回

ｍ

器

ｃ

底径
調整 ・手法 の特徴 胎土/焼成 色  調 備   考

第91図 4 S D2150
土師質
杯

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸きり

胎上 :やや粗い
焼成 :良好

内外面
10Y R  (7/3)
にぶい責橙色

第91図 5 S D2150
上師質
杯 16→ 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸きり
胎土 :密

焼成 :良好

内外面
10Y R  (7/3)
にぶい黄橙色

第 91図 6 S D 2150 円筒埴輸 八ケロ・ナデ
土
咸

胎
焼

やや粗い
良好 鰤５ＹＲ髄

第91図 7 S D2155 龍泉窯系
青磁椀

内外面 :施Ta
密
好

緻
良

生
成

胎
焼

胎土
7 5YR(6/2)
灰褐色
釉
2 56Y  (4/2)
灰オリーブ色

龍泉窯系椀 D類 14世

紀中ごろ～15世紀

第91図 3 S D 2147
土師質

皿
内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸きり 好

密
良

生
成

胎
焼

内外面
75Y(3/4)
浅黄橙色

皿 e-1類

第91図 9 S D2147
土師質

皿
73 21 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸きり
胎土 :密

院成 :良好 蜘５ＹＲ髄
皿 e-2類

第91図 10 S D 2147
土師質

皿
24 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸きり
胎土 :密

焼成 :良好
輌
５ＹＲ色

内
孔
橙

Ell e-1類

第91図 11 S D2147
土師質
杯

11 3
内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸きり 好

密
良

生
成

胎
焼

輌
５ＹＲ色

内
孔
橙

不 D類

第92図 1 S D 2170
須恵器

高台付杯

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸きりの
ち高台貼り付け

胎土 :やや粗い
焼咸 :不良

輌
５ＹＲ庭

内
■
褐

第92図 2 SD 2168-1 鶴膳
内外面 :回転ナデ

生
成

胎
焼

密
良好

輌
５ＹＲ随

内
■
褐

第92図 3 D2168-1
土師質

皿

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸きり

胎土 :密

焼成 :良好

内外面
7 5Y R  (7/4)
にぶい黄橙色

皿 d類

5区出土遺物観察表 2

挿図番号 出上位置 器 種
口径 古画

ｍ

器

ｃ

径

ｍ

底

ｃ
技 法 の 特 徴 色  調 備  考

第85図 4 S K 2167 締
椀

(125) 55 内外面黒色漆
底部内面と体部外面に赤色漆で上絵

面
か

外
０
色

内
Ｎ
黒

顔料は朱

第39図 8 S K 2220 器
椀

外面は黒色漆、内面は黒色漆を塗つたのち
赤色漆を塗っている。
体部外面に赤色漆で上絵

外面
N  (2/)

黒色内面
2 5YR(4/6)
赤掲色

顔料 は朱



5区出土遺物観察表 3

挿図番号 出上位置 器 種
径

ｍ

回

ｃ

古同
ｍ

器

ｃ

径

ｍ

底

ｃ
調整 手法の特徴 胎土/焼成 色  調 備  考

第93図 1 B26 弥生土器
奮 内外面 :ヨ コナデ

生
成

胎
焼

糧しヽ
良好

外 国

75YR(5/3)
にぶtヽ掲色
内面
10Y R (7/3)

「

Aitヽ 昔 藩 但

口縁部外面に刻み目
あり。

第93図 2 B26 弥生土器
奮

70
ケテ

デ
タ

ナ

面

面

外

内
い
好

粗
良

生
成

胎
焼

外 国

7 5YR  (7/4)
にぶい橙色
内面
10Y R(7/3)
にAヾ しヽ音椿負

第93図 3
土師器
高杯

180 面
面

外
内

八ケ ナデ
ナデ 好

密
良

生
成

胎
焼

内外面
25YR(5/6)
餌 未 握 缶

赤色顔料塗布

第93図 4 須恵器
杯蓋

13 内外面 :回転 ナデ
胎土 :密

焼咸 :良好

面
７

外
く
侮

内
Ｎ
匠

第 93図 5
須恵器
杯蓋

12 4 内外面 :回転ナデ
胎土 :密

焼成 :良好

，
　
　
切
縫

画
６
色
面
５Ｙ
乱

外
Ｎ
灰
内
２
に

第 93図 6 A43 須恵器
杯身

13 4 5 内外面 :回転ナデ 好
密
良

生
成

胎
焼

内外向
25YR(6/1)
黄灰色

第 93図 7 排土 中
須恵器

10 内外面 1回転ナデ 好
密
良

土
成

胎
焼

州外 国

75YR(6/1)
膚 魯

第93図 8 A52 須恵器
子持壼

画
面

外
内

ナデと八ケ
ナデ 好

密
良

生
成

胎
焼

タトE
5Y
灰色
内面
5Y
陣 魯

第93図 9 A53 器
壷

恵
持

須
子

面

画

外

内
タテ八ケ
ナデ 好

密
良

生
成

胎
焼

輌
５Ｙ庭
輌
５Ｙ諫

箕 93図 10
器
壺

恵
頸

須
長 内外面 :回転ナデ 好

密
良

生
成

胎
焼

内外画
75YR(4/1)
匠 得

第 93図 11 C27 鰯蔀
内外面 :回転ナデ 胎土 :密

焼成 :良好

面
ν

外
く
侮

内
Ｎ
師

第 93図 12
器
壺

恵
口

須
直 内外面 :回転ナデ 胎土 :密

焼成 :良好

内外画
N (5/)
灰色

第93図 13
須恵器

画
面
獣

外
内
膊

カキメ
回転ナデ
画軒ケブ |

好
密
良

生
成

胎
焼

内外向
N(5/)
匠缶

肩部に4本の線刻あ
り 。

第93図 14 E34 須恵器
杯

62 内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸きり 好

密
良

生
成

胎
焼

内 外 国

7 5YR(5/1)
匠 缶

第93図 15
須恵器
杯

10 内外面 :回転ナデ
好

密
良

生
成

胎
焼

外 国

25Y(6/1)
黄灰色
内面
2 5Y  (6/2)
膊 善 偽

焼威時 の焼 けむ らあ

り 。

第93図 16 C4フ
須恵器

高台付杯
85 内外面 :回転ナデ

胎土 :密

焼成 :良好

内外面
25Y(6/1)
苦 匠 缶

第93図 17
須恵器

高台付杯 内外面 :回転ナデ 好
密
良

生
成

胎
焼

外面
2 5Y  (6/1)

責灰色内面
25Y(5/1)
黄灰色

内面底部にもみ痕あ
り 。

第 93図 18
須恵器

高台付杯
76

挙アナ転
デ

回

ナ

面

面

外

内
胎土 :密

焼成 :良好

内外画
5Y (5/1)
灰色

第 93図 19
須恵器

高台付杯
デナ転

デ
回
ナ

画
面

外
内 好

密
良

生
成

胎
焼

内 外 国

N (6/)
廉御

第 93図 20 A45 鶴柳
132 内外面 :回転ナデ 好

密
良

生
成

胎
焼

州夕

“

回

2 5Y  (6/1)
苦 師 偽

第93図 21 A53 須恵器 236 内外面 :回転ナデ
好

密
良

生
成

胎
焼

外面
5Y(5/1)灰色
内面
5Y (4/1)
灰色

第 93図 22
須恵器
甕 内外面 :回転ナデ 好

密
良

生
成

胎
焼

外面
25Y(5/2)
暗灰貴色
内面
25Y(6/1)
苦 匠侮



5区出土遺物観察表 4

挿図番号 出上位置 器  種
口径 古回

ｍ

器

ｃ

径

ｍ

底

ｃ
調整 手法の特徴 胎土/焼成 色  調 備   考

第 97図 1

B21
包含層

土師質
皿

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り

密
好

緻
良

生
成

胎
焼

にぶい橙色
(7 5YR7/4)

皿 b-1類

第97図 2
C21

包含層
土師質

皿
22 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸切り 好
密
良

土
成

胎
焼

に′ずい黄橙色
(10YR6/3-7/3)

皿 b一 ]類

第97図 3
A22

包含層
土師質

皿
77 47

デ
リ

ナ
切

転
糸

回
転

‥
回

面
‥

外
部

内
底 好

密
良

土
成

胎
焼

内面 :灰黄褐色
(10YR6/2)
外面 :に ぶい黄橙色
(10YR7/3)

完形
皿 b-2類

第97図 4
C26

包合層
土師質

皿
(76) 23 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸切り
胎土
焼成

緻密
良好

浅貴橙色
(7 5YR3/3)

皿 b-2類

第97図 5
上

２４
直

Ｃ

山地
土師質

皿

デ
リ

ナ
切

転
糸

回
転

‥
回

面外
部

内
底

密
好

緻
良

生
成

胎
焼

褐灰色
(10YR5/1)

皿 c類

第97図 6
A23

包含層
土師質
坪 (140) (53)

内外面 :回転ナデ、
ナデ
底部 :回転糸切り

胎土 :やや粗い
焼成 :良好

灰黄褐色
(10YR5/2-6/2)

lTN B類

第97図 7
B25

包含層
土師質
不 (48)

デ
リ

す
切

転
糸

回
転回

面
‥

外
部

内
底

生
成

胎
焼

やや粗い
やや不良

内面 :灰白色
(10YR3/1-8/2)
外面 :浅黄橙色

`10YRA/3)

邪B C-1類

第97図 3
B26

包含層
土師質

ITN

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り

胎土 :密

焼成 :良好
浅貴橙色
(10YR3/3)

郭B C-1類

第97図 9
B26

包含層
土師質
郵 (57)

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り

胎土
焼成

密
良好

に′ずい橙色
(7 5YR7/3)

底部に煤付着
不C-2 D類

第97図 10
D24

包含層
土師質
不

(156) 0分 内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り 好

密
良

土
成

胎
焼

に′ゞい橙色
(7 6YR7/4)

lTN C-2・ D類

第97図 11
C26

包合層
土師質

lTN

内外画 :回転ナデ
底部 :回転糸切り 好

密
良

生
成

胎
焼

内面 :橙色
(7 5YR7/6)
外面 :に ぶ tヽ橙色
(7 5YR7/4)

邪 E類

第97図 12
７
層８２鎗

土師質
皿

1 3
内外画 :回転ナデ
底部 :回転糸切り 好

密
良

生
成

胎
焼

内面 :浅黄橙色
(10YR8/4)
外面 :に ぶい黄橙色

`1∩

YR∩ /∩Ⅲ

皿b-1類

第97図 13
７
層３２鈴

土師質
皿

(74) 13 内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り

胎土 :粗い
焼成 :良好

内面 :橙色
(7 5YR7/6)
外面 :にぶい橙色
(7 6YR6/4)

皿 c類

第 97図 14
A27

包含層
土師質

皿
(70) 17 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸切り 好
密
良

生
成

胎
焼

浅黄橙色
(7 5YR3/6)

皿 b-3類

第97図 15
A27

包含層
土師質

皿
OD 21 (32)

内外面 :回転すデ
底部 :回転糸切り

胎土 :緻密
焼成 :良好

浅黄橙色
(7 5YR3/4)

底面に煤付着
皿 e-1類

第97図 16
A27

包含層
土師質

皿
18 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸切り
密
好

緻
良

生
成

胎
焼

浅黄橙色
(7 5YR3/4)

皿e-2類

第97図 17
A27

包合層
土師質

皿
(75) 20 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸切り
密
好

緻
良

生
成

胎
焼

橙色
(5YR7/6)

Ell e-3類

第97図 18
A27

包含層
土師質

皿
73 19 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸切り
胎土 :級密
焼成 :良好

橙色
(5YR7/6)

完存
皿 e-3壊

第97図 19
C27

包含層
土師質

皿
内外面 :回転すデ
底部 :回転糸切り

密
良

生
成

胎
焼

明黄褐色
(10YR7/6)

内面 に赤色顔料

第97図 20
D27

地山直上
土師質
不

11 7 37 53 内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り 好

密
良

生
成

胎
焼

にぶい黄橙色
(10YR7/3)

完存
ITN B類

第97図 21
B27

地山直上
土師質
郷

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り 好

密
良

生
成

胎
焼

浅黄橙色
(10YR7/4)

不 E類

第97図 22
７
層Ａ２鈴

土師質
郵

(45)
内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り

胎土 :級密
焼咸 :良好

曳黄橙色
(7 5YR8/4)

イ E類

第97図 23
A27

包含層
土師質
不

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り

土
成

胎
焼

緻密
良好

浅黄橙色
(7 5YR3/4)

不 F類

第97図 24
A27

包含層
土師質
不

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り

密
好

緻
良

生
成

胎
焼

橙色
(7 5YR7/6)

郭 F類

第97図 25
A27

土器溜り
上師質

皿
48 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸切リカ
密
好

緻
良

土
成

胎
焼

にぶい橙色
(7 5YR7/4)

回縁 に煤付着
皿 e-1類

第97図 26
A27

土器溜り
土師質

皿
72 20 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸切り
胎土 :密

焼成 :良好
橙色
(7 5YR7/6)

完存
皿 e-1類



挿図番号 出土位置 器 種
口径 古厠

ｍ

器

ｃ

底径
調整 手法 の特徴 胎土/焼成 色   調 備   考

第 97図 27
A27

土器溜り
土師質

皿
74 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸切り 好
密
良

生
成

胎
焼

橙色
(7 5YR7/6)

完存
皿e-1類

第97図 28
A27

土器溜り
土師質

皿
19 37 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸切り 好
密
良

生
成

胎
焼

にぶい橙色
(7 5YR7/4-7/6)

完存
me-3類

第 97図 29
A27

土器溜り
上師質

皿
74 19

デ
リ

ナ
切

転
糸

回
転

‥
回

面外
部

内
底 好

密
良

生
成

胎
焼

橙色
(7 5YR7/6)

兒存
llll e-3類

第 97図 30
A27

土器溜り
土師質

lTN
(11

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り 好

密
良

生
成

胎
焼

にぶい橙色
(7 5YR7/4)

lTN E-1類

第97図 31
A27

土器溜り
土師質

lTN
11分 (54)

内外面 i回転ナデ
底部 :回転糸切り

密
好

緻
良

生
成

胎
焼

にぶい橙色
(7 5YRフ /4)

lTN E-2類

第 97図32
A27

土器溜り
土 師質

邦
(124)

デ
リ

す
切

転
糸

回
転

‥
回

面外
部

内
底 好

密
良

生
成

胎
焼

橙色
(5YR7/6)

不 E-2類

第97図33
A27

上器溜り
土師質

lTh

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り 好

密
良

生
成

胎
焼

橙色
(5YR7/6)

完形
不F-1類

第97図 34
A27

土器溜り
土師質
郷 (137)

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り 好

密
良

生
成

胎
焼

橙色
(5YR7/6)

杯 F-1類

第97図 35
A27

土器溜り
土師質

tTN
(152)

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り

胎土
焼成

緻密
良好

にぶしヽ橙色
(7 5YR7/4)

不F-2類

第 97図 36
A27

土器溜り
土師質
不

(165) 37
内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り、
ヘラ肖」り

好
密
良

生
成

胎
焼

内面 :にぶい褐色
(7 5YR6/3)
外面 :にぶい橙色
(7 5YR7/4)

内面に煤 (墨 力)付着
郭F-3類

第97図 37
A27

土器溜り
土師質
郭

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り 好

密
良

土
成

胎
焼

橙色
(7 5YR7/6)

lIN F類

第97図 38
A27

土器溜り
土師質
邪

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り 好

密
良

土
咸

胎
焼

にぶい橙色
(7 5YR7/4)

内面 に被熱展

郷 F類

第 97図 39
A27

土器溜り
土師質
雰

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り 好

密
良

生
成

胎
焼

内面 :橙色
(5YR7/6)
外面 :に ぶい橙色
(7 5YR7/41

lTN F類

第98図 1

８
層Ｂ２鈴

土師質
皿

19 内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り 好

密
良

生
成

胎
焼

にぶい橙色
(7 5YR7/4)

皿 b-1類

第 98図 2
８
層Ｂ２鈴

土師質
郷

(114)
内外面 :回転すデ
底部 :回転糸切り 好

密
良

生
成

胎
焼

にぶい橙色
(7 5YR7/4)

郵 E-2類

第 98図 3
B28

包含層
土師質
不

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り

胎土 :級密
焼成 :良好

浅黄橙色
(7 5YR3/6)

イ F類

第98図 4
８
層Ｂ２鈴

土師質
邦

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り 好

密
良

生
成

胎
焼

浅黄橙色
(7 5YR8/4)

郭 F類

第 98図 5
８
層Ｂ２鈴

土師質
不

(70)
内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り 好

密
良

生
成

胎
焼

内面 :に ぶ tヽ 貢色
(25Y6/3)
外面 :橙色
(7 5YR6/6)

痕
類

熱
Ｆ

被
邦

第98図 6
D23

包含層
土師質

皿

内外面 :回転ナデ、
ナデ
底部 :静止糸切り

胎土 :級密
焼成 :良好

にぶい橙色
(5YR7/4)

古志本郷
皿C-3類

第98図 7
８
層Ｂ２鎗

土師質
皿

内外面 :ナ デ、ユビ
オサエ
底部 :回転糸切り

好
密
良

生
成

胎
焼

浅貢橙色
(7 5YR7/6)

長軸5 8cm短軸4 8cm
対照復元
5c類

第 98図 8
９
層Ｂ２鈴

土師質
皿

15 内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り 好

密
良

生
成

胎
焼

にぶtⅢ 掻色
(7 5YR7/4)

皿 b-1類

第98図 9
９
層Ｃ２鈴

土師質
皿

(72) 1 1
内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り

粗
良

生
成

胎
焼

にぶtl黄橙色
(10YR7/4)

皿 b-1類

第 98図 10
９
層８２備

上師質
皿

1 4 内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り

胎土 :やや粗い
焼成 :良好

色
ＹＲ

橙
“ 皿b-1類

第 98図 11
B29

包含層
土師質

皿
16 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸切り
胎土 :緻密
焼咸 :良好

にぶい黄橙色
(1 0YR7/3)

皿 c類

第98図 12
上

２９
直

８

山地
土 師質

皿
45 内外面 :回 転ナデ

底部 :回転糸切 り 好
密
良

生
成

胎
焼

にぶtヽ 橙色
(7 5YR7/4)

完存
llll c類

第 98図 43
９
層Ｃ２

鎗
土 師質

皿
12 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸切り
胎土 :粗い
焼成 :良

にぶい黄掻色
(10YR7/4)

皿 c類

第98図 14
A29

包含層
土 師質

皿
19 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸切り
密
好

緻
良

生
成

胎
焼

浅黄橙色
(7 5YR3/6)

皿 b-3類

194



挿図番号 出上位置 器  種
径

ｍ

回

ｃ

器高 径

ｍ

底

ｃ
調整・手法の特徴 胎土/焼成 色  調 備  考

第98図 15
A29

包含層
土師質

皿
2 1 35 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸切り
胎土 :密

焼成 :良好
橙色
(5YR7/6)

皿 e-2類

第98図 16
９
増Ｂ２鈴

土師質
皿

21 内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り 好

密
良

生
成

胎
焼

にぶい橙色
(7 6YR7/4)

皿 e-2類

第98図 17
A29

包含層
土師質

皿
75 23 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸切り 好
密
良

生
成

胎
焼

にぶい橙色
(7 5YR7/4)

完存 回縁部 に被熱痕
皿 e-2類

第 98図 18
９
層Ｂ２鈴 雛助

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り

粗
良

生
成

胎
焼

内面 :橙色
(7 5YR7/6)
外面 :にぶしヽ黄橙色
(1 0YR7/4)

外面に被熱痕
郷 B C-1類

第 98図 19
A29

包含層 郎助
内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り

密
良

生
成

胎
焼

色
μ

橙
Ｒ８

黄
ＯＹ

浅
― 郵 B C-1類

第98図 20
B29

包含層
土師質
不

(112) 34 内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り 好

密
良

生
成

胎
焼

にぶしヽ貴橙色
(10YR7/4-6/3)

郭 B・ C-1類

第98図 21
A29

包含層
土師質

lTN
(132) 4フ 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸切り
密
好

緻
良

生
成

胎
焼

にぶい黄橙色
(10YR7/4)

tTN C-2類

第 98図22
C29

包含層
土師質
郭力

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り、
ナデ

密
良

生
成

胎
焼

内面 :黒色
(5Y2/1)

外画 :にぶい黄褐色
(10YR5/3)

内面を黒塗り

第98図 23
B29

包含層
上師質
不

(110) 27 内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り 好

密
良

上
咸

胎
焼

橙色
(7 5YR7/6)

朔卜E 1類

第98図 24
B29

包含層
土師質
郵 (112) 31

デ
リ

ナ
切

転
糸

回
転

‥
回

面外
部

内
底

胎土 :密

焼成 :良好
橙色
(7 5YR7/6)

底面中央に穿孔
郷E-1類

第98図 25
B29

包含層
土師質

lTN
3 1 (52)

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り

胎土 :緻密
焼成 :良好

内面 :橙色
(7 5YR7/6)
外面 :浅黄橙色
(10YR3/4)

郵E-2類

第 98図 26
A29

包含層
土師質
外 (114) (50)

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り 好

密
良

生
成

胎
焼

浅黄橙色
(7 5YR3/4)

不E-3類

第 98図 27
B29

包含層
土 師質

邦
(120) 25 (52)

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り

密
好

緻
良

生
成

胎
焼

橙色
(7 5YR7/6)

邪 E-3類

第 98図 28
A29

包含層
土師質
郵

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り 好

密
良

生
成

胎
焼

橙色
(7 5YR7/6)

郭 F 4類

第 98図29
C29

包合層
土師質
不

内外面 :回転ナデ、
ヘラ削り底部 :ナデ

胎土 :密

焼成 :良好
にぶい掻色
(7 5YR7/4)

邦 F-3類

第98図30
A29

包含層
土師質
不

デ
リ

ナ
切

転
糸

回
転

‥
回

面

‥

外
部

内
底

胎土 :密

焼成 :良好
にぶい橙色
(7 5YR7/4)

底部内面に被熱痕
不 F類

第98図 34
９
層Ｂ２鈴

土師質
不

(60)
内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り

胎土 :緻密
焼成 :良好

浅黄橙色
(10YR3/4)

郷 F類

第98図 32
A29

包含層
土師質
不 (76)

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り 好

密
良

生
成

胎
焼

にぶい橙色
(7 5YR7/4)

lTR F類

第98図 33
C29

包含層 雛駒
内外面 :回転ナデ 胎土 :密

焼成 :良

内面 :に ぶい褐色
(7 5YR6/3)
外面 :に ぶい黄橙色
(10YR7/4)

回縁部を黒塗り
玉縁状の口縁

第98図 34
B30

包合層
土師質

皿
72 20 33 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸切り 好
密
良

生
成

胎
焼

にぶい橙色
(7 5YR7/4)

口縁に被熱痕
Illl e-3類

第98図 35
C31

耕作土
土師質

皿
19 (32)

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り 好

密
良

生
成

胎
焼

橙色
(5YR7/6)

皿 e-3類

第98図 36
B30

包合層
土師質
邪

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り 好

密
良

生
成

胎
焼

にぶい橙色
(7 5YR7/4)

lTN E-2類

第98図 37
B30

包含層
土師質
不

(128)
デ

リ

ナ

切

転

糸
回
転

‥
回

面外

部

内

底 好
密
良

生
成

胎
焼

にぶい橙色
(7 5YRフ /4)

イF-1類

第98図 38
B30

包含層
土師質
不

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り

胎土 :密

焼成 :良好
にぶしヽ橙色
(7 5YR7/4)

lTN F-1類

第98図39
C30

包含層
土師質
邦

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り 好

密
良

生
成

胎
焼

橙色
(7 5YRフ /6)

」4N F-1類

第99図 1
A30

土器沼り
土師質

皿
1 5 37

内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸切り

胎土 :紋密
焼成 :良好

橙色
(7 5YR7/6)

完形
皿 d類

第 99図 2
３０
溜

Ａ
器土

上師質
皿

78 1 6 41 内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り 好

密
良

土
成

胎
焼

橙色
(7 5YR7/6)

完形
皿 d類



挿図番号 出上位置 器 種
径

ｍ

口

ｃ

器高 底径
調整 手法 の特徴 胎土/焼成 色   調 備   考

第99図 3
A30

土器溜り
土 師 質

皿
77 14 40 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸切り 好
密
良

土
成

胎
焼

橙色
(5YR6/6)

完形
皿 d類

第99図 4
A30

土器溜り
土師質

皿
18 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸切り
胎土 :緻密
焼成 :良好

橙色
(5YR6/6)

底部外面に煤付着
皿 d類

第99図 5
A30

土器沼り
土師質

皿
19 48

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り、
ヘラ痕 7

好
密
良

生
成

胎
焼

にぶい橙色
(7 5YR7/4)

完形
皿 d類

第99図 6
A30

上器溜り
土師質

皿
1 9 42 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸切り 好
密
良

生
成

胎
焼

褐灰色
(10YR4/1)

完形
内 外面に煤、被熱痕

皿 d類

第 99図 7
A30

上器溜り
土師質

皿
81 18 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸切り
生
成

胎
焼

やや粗い
良好

灰黄褐色
(1 0YR5/2)

完形
皿 d類

第 99図 8
A30

土器溜り
土師質

皿
84 40 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸切り
胎土 :やや粗い
焼成 :良好

にぶい黄橙色
(10YR7/3)

完形
皿d類

第 99図 9
B30

土器溜り
土師質
邦

114 50 内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り

胎土 :緻密
焼成 :良好

橙色
(7 5YR7/6)

外面に被熱痕
lTN E-1類

第 99図 10
B30

上器溜り
土師要
不

112 内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り 好

密
良

生
成

胎
焼

橙色
(7 5YR7/6)

底部内面に被熱痕
不 E-1類

第 99図 11
B30

土器溜り
土師質

不
104 50

デ
リ

ナ
切

転
糸

回
転

‥
回

面

‥

外
部

内
底

胎土 :密

焼成 :良好
橙色
(7 5YR7/6)

完形
口縁部に被熱痕
不 E-1類

第 99図 12
B30

土器溜り
土師質

郷 (116) 25 内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り 好

密
良

生
成

胎
焼

橙色
(7 5YR7/6)

不 E-3類

第99図 13
B30

土器溜り
土 師質

鉢
(114)

内面 :八ケロ
外面 :ナデ 底部のみ残存

第100図 1
A45

包含層
土 師質

皿
17 (46)

内外画 :回転ナデ
底部 :回転糸切り 好

密
良

生
成

胎
焼

内面 :に ぶい橙色
(7 5YR6/4)
外面 :に ぶしヽ褐色
(7 5YR5/3)

皿 d類

第100図 2
８
層Ａ３鈴

土師質
不

110 内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り 好

密
良

生
成

胎
焼

にぶい黄橙色
(1 0YR7/4)

完形
不 E-2類

第 100図 3
A45

包含層
土師質

lTN
115 30 内外面 :回転ナデ

底部 :回転糸切り
密
好

緻
良

生
成

胎
焼

に′すい黄橙色
(10YR7/4)

邪 E-2類

第 100図 4
A50

包含層
土師質

1/N
37 内外画 :回転ナデ

底部 :回転糸切り 好
密
良

生
成

胎
焼

にぶい黄橙色
(1 0YR7/4)

完形
不D類

第 100図 5
A37

包含層
土師質

lTN
(144)

内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り

胎土 :密

焼成 :良好
浅黄橙色
(7 5YR3/4)

不 F-1類

第 100図 6
A45

包含層
土師質
不

14 4 32 70 内外面 :回転ナデ
底部 :回転糸切り

胎土 :密

焼成 :良好
にぶしヽ橙色
(7 5YR7/4)

完形
不 F-2類

第 100図 7
B27・ 29
包含層

土師質
鉢 (330) 内外面 :ナデ・八ケロ 好

密
良

土
咸

胎
焼

浅黄橙色
(10YR3/3)

店国鉢の国縁

第100図 8
８
層Ｂ２鈴

土師質
鉢

内外面 :ナ デ 八ケロ
胎土
焼成

密
好

緻
良

内面 :灰黄帽色
(10YR4/2)
外面 :浅黄橙色

`10YRR/RⅢ

青回鉢の回縁下部

第100図 9
D22

包含層
土師質
鉢

内外面 :ナデ 八ケロ
好

密
良

生
成

胎
焼

にぶい橙色
(7 5YR7/4)

内面に6条の情り目

第 100図 10
A22

包含層
土師質
鉢

内外面 :ナデ .八 ケロ
密
良

生
成

胎
焼

にぶい橙色
(5YR7/4)

内面に4条の情り目

第 100図 11
B27

包含層
土師質
鉢

内外面 :ナ デ 八ケロ
密
好

緻
良

生
成

胎
焼

にぶい黄掻色
(1 0YR7/4)

内面 に被熱痕

第 100図 12
C29

包含層
土師質
鉢 内外面 :ナデ 八ケロ

胎土 :密

焼成 :良好
にぶしヽ黄橙色
(10YRフ/4)

第100図 13
７
層Ｂ２鎗

土師質
鉢 内外面 :ナ デ・八ケロ

胎土 :緻密
焼成 :良好

内面 :明赤褐色
(5YR5/6)
外面 :橙色
(5YR6/6)

やや硬質



5区出土遺物観察表 5

挿図番号 出上位置 器 種
回径 古画

ｍ

器

ｃ

径

ｍ

底

ｃ
調整  手法 の特徴 胎土/焼成 色  調 備   考

第101図 1
B29

包含層

青磁

(龍泉窯系 )

柿
(166) 碗 Bl類 胎土 :緻密

焼成 :良好
釉 :オ リーブ責色
(75Y6/3)

外面に飼蓮弁文

第 104図 2
B27

包含層
系説憲

碗
龍 (160) 碗 B2類 密

好
緻
良

生
成

胎
焼

釉 :オ リーブ灰色
(2 5GY6/2)

外面にh彫 りの蓮弁文

第101図 3
A26

包合層
系訥憲

碗
龍 (120) 碗 B2類 胎土 :紋密

焼成 :良好
釉 :オ リーブ灰色
(10Y6/2)

外面に芦彫 りの蓮弁文

第 101図 4
A27

地山直上

青磁
(龍泉窯系)

碗
(144) 碗B3類 胎土 :緻密

焼成 :良好
釉 :オ リーブ灰色
(10Y6/2)

外面にヘラ摘きの蓮弁文

第 101図 5
B30

包含層

青磁
(龍泉窯系)

碗
(120) 碗 B4類 胎土

焼成
緻密
良好

釉 :オ リーブ灰色
(10Y6/2)

線描きの蓮弁文

第 101図 6
828

包含層
系説

態
碗

龍 (114) 碗 B4類 胎土 :緻密
焼成 :良好

釉 :オ リーブ灰色
(256Y5/1)

線摘きの蓮弁文

第101図 7
B29

包含層
系融

嫌
邦

龍 (130) 不皿類(F期〉
密
好

緻
良

土
成

胎
焼

色灰ブ一
　

色

り
　

白
，

オ
↓

灰
洵

明
７

‥
Ｙ７

餅
±

５

釉
６

胎
０

外面に鏑蓮弁文

第101図 3
７
層Ｂ２鈴

系説
無
不

(130) イШ類
密
好

緻
良

生
成

胎
焼

釉 :明オリーブ灰色
(256Y7/1)
胎土 :灰白色
(75Y7/1)

第101図 9
９
層Ｃ２鈴

系説
憲
不

龍 (132) イ皿類
密
好

緻
良

生
成

胎
焼

釉 :オ リーブ灰色
(10Y6/2)
胎土 :灰白色
(7 5GY7/4)

第101図 10
A22

包含層

膏磁

(龍泉窯系 )

郭

邦Ⅳ類以降 全体的に被熱する

第 101図 11
０
層Ｃ３鈴

青磁

(龍泉窯系 )

碗 ヵ

胎土 :緻密
焼成 :良好 色

色
　
白

白
，
灰
ｊ

灰
ρ

‥
洵

‥
Ｙ７
土
Ｙ７

釉
６
胎
６

第101図 12
D31

包含層
系

磁
窯

力

青
泉
碗

龍
胎土 :緻密
焼成 :良好

釉 :オ リーブ灰色
(10Y6/2)
胎土 :灰白色
(7 5GY7/1)

第101図 13
D24

包含層
系識

態
壺

密
好

緻
良

生
成

胎
焼

釉 :灰オリーブ色
(5Y6/2)
胎土 :灰白色
(7 5GY7/1)

第 101図 14
４
層Ｅ３鎗

青磁
(龍泉窯系)

碗ヵ
碗 I類 (D期〉

密
好

緻
良

土
成

胎
焼

釉 :灰オリーブ色
(5Y5/2)
胎土 :灰白色
(7 56Y7/1)

内面 に雲文

第 101図 15
５
層３２鈴

系説紫
皿

同 皿 1lb(D期〉類
胎土 :緻密
焼成 :良好

釉 :オ リーブ責色
(5Y6/3)
胎土 :灰白色
(10Y7/1)

櫛描による文様

第101図 lC 排土中 白磁
密
好

緻
良

生
成

胎
焼 色

色
，
白

，

白
力
灰
洵

灰
Ｙ８
‥
Ｙ８

‥
お
上
ヽ

釉
●
胎
ω

第 101図 17
４
層Ｂ２鈴

中国陶磁
天目茶碗

(120)
密
好

緻
良

生
成

胎
焼

釉 :黒色(N15/)～
にぶい赤褐色
(5YR4/4)
胎土 :灰色
(N6/)

第101図 18
A24

包含層

榊

と望

密
好

緻
良

生
成

胎
焼

釉 :灰オリーブ色
(5Y5/3)～
赤灰色
(2 5YR5/1)
胎土 :にぶいホ褐色
(2 5YR5/4)

壺の肩部

第101図 19
A27

包含層
系訥鰈

碗
龍 62

密
好

緻
良

土
成

胎
焼

和 :オ リーブ灰色
(10Y6/2)
胎土 :灰白色
(5Y7/1)

見込み部に詈」花文
高台天丼部は無釉

第 101図 20
A27

包合層
系説

媒
碗

54
胎土 :緻密
焼成 :良好

釉 :暗オリーブ色
(5Y4/3)
胎土 :責灰色
(2 5Y6/1)

見込み部に買入
畳付・高台の一部は
無和

第101図 24 排土中
青磁

(龍泉窯系)

碗

密
好

緻
良

土
成

胎
焼

色灰
　
色

ブ
　
橙

一
　

い

り
０
ぶ
め

オ
フ
に
〃

明
餅
‥
ＹＲ

ヽ
土
巧

釉
０
胎
０

見込み部中央に菊花
の押型文
高台の一部・畳付
高台内は無釉

第 101図 22
３
層Ｂ５鈴

青磁
(龍泉窯系)

碗
52 碗 B4類 胎土 :徹密

焼成 :良好

釉 :オ リーブ灰色
(10Y6/2)
胎土 :灰白色
(75Y7/1)

高台内に被熱による
変色・炭の残存
高台天丼部は無釉



挿図番号 出上位 置 器 種
径

ｍ

回

ｃ

古
向
ｍ

器

ｃ

底 径
調整 手法の特徴 胎土/焼成 色   調 備   考

第 101図 23
５
層Ａ２鈴

青磁
(龍泉窯系)

碗
42 胎土 :緻密

焼成 :良好

釉 :浅黄色
(25Y7/4)
胎土 :灰 白色
(25Y8/1)

高台内の一部・高台
天丼部は無釉

第101図 24 排土中
青磁

(龍泉窯系)

碗
56 密

好
織
良

生
成

胎
焼

釉 :明 オリーブ灰色
(5GY7/1)
胎土 :灰白色
(N7/)

高台 肉 高台天丼 部
は無釉

第101図 25 排土 中
白磁
皿

llll E群 (16c～ )
密
好

緻
良

土
成

胎
焼

釉 :灰白色
(5Y3/1)

胎土 :灰 白色
(N8/)

畳付部の釉を削る

第101図26
A25

包含層
白磁
皿

υ 分 皿 E群 (16c～ 〉
密
好

緻
良

生
成

胎
焼 色

色
　
白

白
，
灰

灰
洵
　

，

‥
Ｙ８
土
ν

釉
値
胎
仙

畳付部の釉を削る

5区出土遺物観察表 6

挿図番号 出上位 置 器 種
口径 昔回

ｍ

器

ｃ

径

ｍ

底

ｃ
調整 手法の特徴 胎土/焼成 色   調 偏  考

第103図 1

D21
包含層

備前焼
甕 内外面 :ヨ コナデ 好

密
良

生
成

胎
焼

内面 :にぶい責橙色
(10YR7/4)
外面 :にぶい褐色
(7 5YR5/3)

玉縁状の回縁
間壁Ⅲ期

第103図 2
C21

包含層
傭前焼

甕
内外面 :ヨ ヨナデ

胎土 :密

焼成 :良好

内面 :に ぶしヽ黄橙色
(10YR7/4)
外面 :に ぶい褐色
(7 5YR5/3)

玉縁状の回縁
日縁切断面に漆を塗る
1と同一個体か間壁
Ⅲ期

第 103図 3
B23

包含層
備前焼

壺 (134) 内外面 :ヨ コナデ
粗や

好
や
良

生
成

胎
焼

内面 :にぶしヽ黄褐色
中OYR5/3)

外面 :浅責色
(25Y7/3)～ 灰黄色
(25Y6/2)

玉縁状の回縁
間壁V期

第 103図 4
A28

包含層
偏前焼

甕
内面 :ヨコ八ケ外面 :

タテ八ケ
胎土 :密

焼成 :良好

内面 :オ リーブ灰色
(5GY5/1)
外面 :灰色
(10Y5/1)

間壁Ⅲ・Ⅳ期

第 103図 5
D21

包含層
査器系陶器

奮 内外面 :ヨ ヨナデ 胎土 :粗

焼成 :良好

内外面 :灰褐色
(7 5YR5/2)
胎土 :褐灰色
(1 0YR5/1)

L字状の回縁常滑編
年 5型式

第 103図 6
A28

包含層
餐器系陶器

甕 内外面 :ヨ コナデ 好
密
良

生
成

胎
焼

内面 :黒褐色

05Y3/2)
外面 :オ リーブ黒色
(10Y3/1)胎土 :褐灰
色
(10YR5/1)

N字状の口縁常滑編
年6～ 7型式

第103図 7
A23

包含層
査器系陶器

奮 内外面 :ヨ コナデ 胎土
焼成

密
良好

内外面 :緑黒色
(7 5GY2/4)～
灰黄褐色
(10YR5/2)胎土 :掲

灰色
(1 0YR5/1)

N字状の回縁常滑編
年 7型式

第 103図 8 拶

'土

中
査器系陶器

甕

内面 :斜め方向のナ
デ ?

外面 :回転ナデ(ユ
ビォサェ

胎土 :粗

焼成 :良好

内面 :灰色
(N5/)

外面 :灰白色
(N8/)～ 灰色
(75Y4/1)

常滑編年 9～ 11型式
か

第 103図 9
A27

地山直上
査器系陶器

甕

内面 :ナデ
外面 :ナデ、ユビオ
サエ

胎土 :粗

焼成 :良好

内面 :にぶい赤掲色
(2 5YR4/3)
外面 :に ぶい赤褐色
(2 5YR4/4)
胎土 :灰色
(10YR5/4)

常滑編年 9型式か

第103図 lC
３
層Ｄ２鈴

査器系陶器
甕

デ
デ

ナ

ナ

画

面

工

内
外

サ
ユビオ 好

粗
良

生
成

胎
焼

色褐赤ｂ
Ｏ
色
―

‥
ツ
灰
洵

面
ＹＲ
　
Ｒ６

外
お
±
ＯＹ

内
０
胎
―

常滑編年10型式か

第103図 11
C23

包含層
国内陶器
情鉢

内外面 :ヨ コナデ 好
粗
良

生
成

胎
焼

内外面 :灰色
(N4/)

4条 1単位の情 り目

第103図 12
C21

包含層
国内陶器
指鉢

内外面 :ナ デ、ヨコ
ナデ 好

粗
良

生
成

胎
焼

内面 :灰色
(N5/)～
暗灰色
(N3/)

外面 :暗赤褐色
(5YR3/3)

7条 4単位の情 り目

第 103図 13
B29

包含層
国内陶器
掻鉢

面外
デ

内

ナ
ヨコナデ、 胎土 :密

焼成 :良好

内外面 :にぶい捐色
(2 5YR5/3)
胎土 :灰色
(10YR6/4)

6条 1単位の悟 り目

第 103図 14
７
層Ｂ２鎗

国内陶器
僑鉢

面外
デ

内

ナ
ヨヨナデ、

好
密
良

土
成

胎
焼

内外面 :にぶい褐色
(7 5YR5/3)
胎土 :

6条 1単位 の信 り目



挿 図番号 出上位置 器 種
径

ｍ

口

ｃ

器高 径

ｍ

底

ｃ
調整・手法の特徴 胎土/焼成 色   調 備   考

第103図 15
D29

包含層
肥前系陶器
灰釉皿 (140) 内外画 :回転ナデ

密
好

緻
良

生
成

胎
焼

釉 :にぶい黄橙色
(10YR7/2)
胎土 :灰白色

九州陶磁編年 I-2
期

第103図 1(
C27

包含層
肥前系陶器

灰釉皿 (244) 内外面 :回転ナデ
密
好

緻
良

生
成

胎
焼

釉 :灰貴褐色
(10YR5/2-6/2)
胎上 :にぶしヽ赤褐色
(2 5YR4/3)

口縁部に灰白色の釉
による文様九州陶磁
編年工期

第 103図 17
C26

包含層
肥前系陶器
灰釉皿 (242)

胎土 :緻密
焼成 :良好

釉 :灰 白色
(26Y3/2)
胎土 :赤橙色

`10YR∩

/6Ⅲ

九州陶磁編年二期

第 103図 18
835

包含層
肥前系陶器

碗
(42) 畳付部は露胎

密
好

緻
良

生
成

胎
焼

和 :浅貢色
(5Y7/4)
胎土 :灰 白色
(10YR3/2)

九州陶磁編年Ⅳ期

5区出土遺物観察表 7

挿図番号 出上位置 器 種
口径 古

［
ｍ

器

ｃ

径

ｍ

底

ｃ
調整  手法の特徴 胎土/焼成 色   調 偽  考

第 102図 1 排土中
束播系須恵器

鉢
(240)

外面 :回転すデ、ユ
ビオサエ
内面 :回転ナデ

胎土 :密

焼成 :良好
色
げ

灰
仙

第 102図 2
D24

包合層
中世須恵器

鉢
面
面

外
内

ナデ
八ケヌ 好

密
良

生
成

胎
焼

緑黒色
(5G2/1)～
灰白色
(25Y8/2)

玉縁状の口縁磨耗が
激しい

第102図 3
B23

包含層
中世須恵器

鉢
画
面

外
内

ナデ
八ケス 好

密
良

土
成

胎
焼

色
Ｙ４

灰
お

黄
０ 玉縁状の回縁

第 102図 4
B27

包合層
中世須恵器

鉢
(186)

外面 :ナデ
内面 :八 ケヌ 好

密
良

生
成

胎
焼

灰色
(75Y5/4)

口縁に浅い沈線

第102図 5
D24

包合層
中世須恵器

鉢

外面 :ナ デ、ヘラ削
り
内面 :八 ケヌ

胎土 :密

焼成 :良好
黄灰色
(25Y4/1)

口縁に浅い沈線

第 102図 6
B26

包含層
中世須恵器

鉢
外面 :す デ
内面 :八 ケヌ 好

密

良

生

成

胎

焼
灰色
(75Y5/1)

第 102図 7
D30

包含層
質

カ
瓦
鉢

外面 :ナデ
内面 :八 ケヌ

密
好

緻
良

生
成

胎
焼

オリーブ黒色
(75Y3/1)～
灰貴色
(25Y7/2)

わずかに回縁が玉縁
状

第102図 8
０
層Ｂ３鈴

質

力
瓦
鉢 (160)

面
　
画

外
り
内

すデ、ヘラ削

ナデ

胎土 :緻密
焼成 :良好

，”
色

，

色
７
灰
７

灰
仰
暗
仰

第102図 9
９
層Ｃ２鈴

瓦質
胎土 :緻密
焼成 :良好

暗灰色 (N3ハ 七宝文のスタンプ

第102図 lC
B49

包含層
瓦質
火鉢ヵ

(260)

面
　
面

外
デ
内
デ

ヨコナデ、ナ

ヨョナデ、ナ 好
密
良

土
成

胎
焼

内面 :灰白色
(10YR7/1)
外面 :にぶい黄橙色
(10YR7/2)

く字状の回縁

第 102図 11
B52

包含層 頭的
(194)

外画 :す デ、ミガキ
内画 :ケ ズリ

生
成

胎
焼

やや粗い
良好

面
７
面
７

内
い
外
佃

暗灰色

灰色

5区出土遺物観察表 8

挿図番号 出上位置 種 別
長
―

大

帥

最
ィ

大

ｍ

自取
‘

厚
，
大

ｃｍ

最
ｔ 調整・手法の特徴 胎上/焼成 色 調 備   考

第73図 3 S K 2036 磨 き石 ヵ 2359

算 74図 9 S K 2045 硯 16
全面に研磨痕、内面
に穿子し

2/3欠侵
砥石として転用か

第78図 6 S E 2068 砥 石 (77) 1面のみ研磨面
煤痕熱

損
被

欠
に

は
面

３ｇ
端
断

３７
両
切

第32図 6 S D 2025 砥 石 (146) (34) 1面のみ研磨面 一部被熱、煤付着

第 82図 13 S D 2048 砥石 (157) 2面 に研磨痕
2つの石を合成
研磨痕が明瞭

第72図 9 S K 2030 鉄滓 7 55 碗形鉄浮
2509

中央に木炭



5区出土遺物観察表 9

挿図番号 出上位置 種 別 聯 聯 帝 調整・ 手済の特徴 備 考

第ね図 1 SK.2035 木簡 177.1)
ば面

キ
側

‥

表．‐
硼 聾緻 h4招税―R

裏面は未調整

5区出土週物観察表10

挿図番号 出―上位置 器 種 蒻存長 残存幅
Om 穀

ｄ
備  考

第104図 1 A92 打製石斧 111 272- 一部欠損している。

第104図 2 排土中 硯
一ａ 38 酌 部分に、縦方向の擦痕あり。

第lμ図 3 02S 賄 ■ 4 157 2面 lt擦痕あり。

第104図 4 D‐252 砥石 5 364 2面に擦痕あり

200
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図版 1

上空から見た調査区 (4D区、北から)



図版 2 4A区

1.4A区北半 (南から)
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4B区  図版 3

1.4B区全景 (上空から) 2.4B区北半  3.4B区南半 4.4B区全景 (北から)



図版 4 4C区

一
一

一

一
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・
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1.4C区全景 (南から) 2.4C区全景 (北 から)



4D区 図版 5
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1.4D区全景 (上空から) 2.4D区全景 (北から)



図版 6遺構 (1)

1.溝SD1000(4A区、南西から) 2.溝 SD1000(4B区、北から)

4.溝SD1000(4D区、南東から)

3.溝SD1000(4C区、南から)
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図版 8遺構 (3)
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図版 10 遺構 (5)
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図版 12 遺構内出土遺物
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遺構内出土遺物 (2)図版 13
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図版 14 遺構内出土遺物 (3)
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遺構内出土遺物 (4)図版 15
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図版 16 遺構内出土遺物 (5)
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遺構外出土遺物 (1)図版 17
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図版 18遺構外出土遺物 (2)
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遺構外出土遺物 (3)図版 19
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図版 20遺構外出土遺物 (4)
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遺構外出土遺物 (5)図版 21
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図版 22遺構外出土遺物 (6)
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遺構外出土遺物 (7)図版 23

1・ 2.中世陶器 3・ 4・ 6・ 8～ 10.肥前系陶器 5.中世陶器。瓦質土器 7.瓦質土器 11.土製品

12.鉄製品 13.石製品

12

7



図版 24遺構外出土遺物 (8)
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5B区 図版 25
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図版 26遺構 (1)
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遺構 (3)
: ■●fi

ll :■|!_

1.土坑SK201 8(南 西から)

5.土坑SK2035 (1ヒ 西から)

―:|′ ―
|イ(|||

||1攀

静

2.土坑SK2021 (南 西から)  3.土坑SK2022 (東 から)  4.土坑SK2036 (南 から)



遺構 (4)図版 29
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図版 32遺構 (7)
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遺構 (8)図版 33
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図版 34遺構 (9)
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遺構 (10)図 版 35
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図版 36遺構内出土遺物 (1)
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遺構内出土遺物 (2)図版 37
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図版 38遺構内出土遺物 (3)
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遺橋内出土遺物 (4)図版 39
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図版 40遺構内出土遺物 (5)

6

2～ 7.土坑SK2186(個 別) (1:3)1.土坑SK2186 (」柔合 )



遺構外出土遺物 (1)図版 41
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図版 42遺構外出土遺物 (2)
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遺構外出土遺物 (3)図版 43

1.A30グ リッド土器集中 (集合) 2～ 9.A30グ リッド土器集中 (個別) 10～ 13.B30グ リッド土器集中 (個別 )

14～ 16.5B区遺構外  (1:3)
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図版 44遺構内出土遺物 (6)
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遺構外出土遺物 (4)図版 45
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図版 46木簡 (1)
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1.木簡全体写真  2.木簡全体写真 (赤外線) 3.木簡全体図  (1:3)



木簡 (2)図版 47
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